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Ll｣1

キ御認可相成変別紙設計怒及規約相添耕地生理鞍施行規則第四十四条ノ事項ヲ具シ比殿中謂候也O

大正式年宅月弐拾九日

この申請香が出されて約5ケ月後の大正2年4月 18日に芳賀耕地整理組合として設立を認可されて

いる｡この年さらに前記した予定地の弱り丑設計の補助を依顧している｡

耕 地 整 理 予 定 地 利 Iia･設 計 補 助 申 請 寄

｢ 耕地勝取予建地ノ所在

御津郡馬屋下村大字芳賀字滑水

｢ 耕地楚理予定地区ノ地目別面相

EEl 三町一反-畝七歩

畑 三反三畝六歩

山林 一町七反十歩

原野 二十三渉

溜池 六畝二十歩

堀碑 四畝二十三歩

合計 五町二反六畝二十九歩

｢ 地区内土地ノ所有者総数,総面領及び飴地価

所有者総数 総 両 横 総 地 価

十四人 五町一反五畝十六歩 九百三十一円二十鎖

｢ 同意者ノ総数及び其所有スル土地ノ総数両横及ビ総地価

同意者総数 総 両 親 総 地 価

十三人 五町四畝十三歩 九百一円八十六戯

右耕作地盤理施行致疲二付キ測鼠設計御補助相成密御聴許ノ上-耕地整理及ビ土地改良奨励規程堅ク遵

守可敏別紙地区内土地所有者ノ同意証相添比腰申請儀也｡

大正二年十 月

この申甜苛からおこなわれた耕地盤理の規模やその内容をうかがうことができる.耕地亜理両横が約

5町 2反ほどであるととから,′ト規模を盛運がおこなわれたことがわかるが,山林,原野の両横がみら

れることから開錐がおこなわれており,畑を地目変換し,その上,藤池を拡張する計画がなされたこと

がわかる.しかし,教科がをいため属星下村大字芳賀字滑水というだけで具体的な施行地域仕わからな

レヽ｡

この耕地整理の後,大正5年, 4年と申請額が出されていることから,おそらく耕地生理がかこ夜われ

たものと思われる｡

昭和2年占月に,一宮町では一番規模の大きい耕地澄理が芳Tl'桝地盤理組合の手によっておこなわれ

ている｡排他整理のおこなわれた画餅は,48町7反という規模で,しかも一宮町でも屈指の良地であ
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る芳賀の新旭 (写寅 1)の増築をおこない,用水せ不足を改善してL̂るOとの耕地轟理がかこをわれる

2年前,すをわち大正 15年推,空梅雨の上.半官の雨もなく,その年の8月初めには芳賀の新旧両地

は底をつき,水を使い尽くしたOやっと9月半ばに豪雨が降ったものの稚拙来らなかった.この時の上

うすを片山米吉氏は ｢属星下村誌｣の中で,

｢9月半ば忙一夜,鼓雨が夜を徹して降ったが,時すでに渥かった｡枯死状態の稲は唾って秋風に乗

って出穂V:1したものの,水田一杯にはりつめた季節にもれて,結集せず,いまいましいできばえにも

ついに｢握の米も樽られず,ただ牛馬の飼料たるに過ぎなかったOこの両地#r40町は背賀の穀倉地

帯といわれた生命顔でもあったので,食租にも車欠き,村内からはもちろん,つい打印鑑米iで買入

れて一年を過ごしたOこの逮鰻は夷に骨軸に徹した｡｣

と述べている｡ この上うな苦い経験から,新たに芳賀耕地塵理組合を結成して,新地の増築および用水

丑の補給とそれに伴う放水路の改良をおこなったo

｢労資耕地楚理組合設計審｣ (昭和2年)K,=串計画の説明が記されている｡

-: 用 水 源

本地区ノ主要用水源-新地古池ニシテ其貯水丑二万二千九百五十立坪ヲ有スルモ全噂慨地域二対ス

ル用水丑不足ノ結果草書ヲ崇T)ツツ7Jt,ヲ以テ新池ノ増築エコ))之ガ補給･y針ラントスo

｢ 用 水 丑

現況調査ノ結果本地区ノ単位用水丑-一反歩一日一 ･五立坪 (水深三分)ナ ,̂ヲ以テ総碓概反別三

十八町歩二対シテ-五百七十立坪ヲ賓ス,之ガ本地方ノ最大連続早六月数四十二日間ノ所要水生二万

三千九百四十立坪ニシテ水路内其他ノ規失量ヲ全量ノー割 卜見倣シ之ヲ加薬スル時-揺所要水丑ノ､二

万六千三百七十七 ･七立坪ナリ｡

~て 補 水 計 画

前述ノ如ク総所要水丑二万六千三百七十七 ･七立坪ニシテ新地ノ増築ヲ行ヒ水蘇二尺ノ増加ヲ計ル

時-増兵後ノ水面横三町七反歩 (姫塘内側周桑ニヨル水面掛′トト水深増加ニヨル自然二増加ス可キ水

面 卜大差ナキモノ下記ム)ナルヲ以テ増加貯水皿三千七首立坪 トナ1)之ヲ新地古池従前ノ合計貯水丑

二万二千九百五十立坪二合算ス ,̂トキ-二万六千六首五十立坪 トナリ前記総所要水丑二対シ簡約三百

立坪ノ余裕7ルヲ以テ新地増加水顔二尺ノ増築計画ヲナスD

｢ 放 水 路

本地ノ放水路-胡形図二示セル如ク礎外ノ排水路ニ7リ近年改築セル完全ナル ｢コyク1)- ト｣畷

ナリ巾且三十尺ヲ有.y死域 ヨ1)排出スル最大日雨屯ヲ安全二流過シソツアl)本地ノ貯水ノ､主 トシテ比

ノ排水路ヨ))分岐ヲ以テ取入シ碑水位二遵シタル トキ-分岐ヲ閉鎖ス比ノ場合直接流域 (二十町歩)

ヨt)流出スル集水丑-分岐中fi十五尺ヲ有スJt,ヲ以テ分岐上ヲ安全二耽過シツツアリ故二放水路及分

岐ノ変更改築ノ必要ヲ認メズ｡

以上設新帝に示されているとおり,当時新旧両地の全貯水tは22･950立 坪であったが,この地区の総

背水丑は28.377･7立坪は殺鷹限なければならをかった｡そのため-新地の増兵に上り貯水丑をふや

そうという計画をたて,増加貯水丑 5700立坪と新旧丙他の貯水丑 22950立坪を合わ打て2日 50
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立坪となるよう設計された旨が記されているO

この=串は,昭和 2年占月16日に開始され,=車期間 5ヶ年を経て竣=したものであるが'r事施

行後の地目別簡潔性設計8忙上るとつぎのようである｡

<地 目>

EB

外 畦

小 計

溜 鞄

堤: 塘

道 路

水 路

ノ｣､ 計

合 計

<面 積 (町)>
40.0204

口.52〔】5

4n.5207

5850占

2.1724

0.1712

0.1占10

a5占22

4a7029

また,新地姫噸増築後の枚挙はつぎのとおりである｡

種 別 本 埠 塘 副 J鍵 噛

姓 長 189間 11占間

擬 高 25尺 15尺

撮 大 水深 20尺 -

内 法 1割 4分(張石) 1割 2分(張石)

外 法 1割7分 1割 2分

横 石垣島 - 5 分(高1間2分)

~馬晒ノ巾員 1d尺 9尺

内面鋼土厚 平均 4尺以上 平均5尺以上

鋼土頂 ト堤頂 トノ差高 1尺 1尺

放小路底ト属僚 トノ差南 4尺 4尺

梢 水面 棟 5町 7反歩 -

平 均水裸 11尺 -
写其 7- 1- 1 芳刊の新池とその堆塘

(昭和45年4月 淵本弘道撫影)
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この新池増観工事に上り,この地区内の単音は防がれ その後,大きな増産となり,追払 水路の新

穀改良VC上って利便と労力節減などいろいろと効果を収めたことは言うiでもない｡また,=事施行に

上る利益として土地価額牌資VC上る利益,つib用水丑増加や道水路の改良の結果,田地の価格が反当

50円高くをることなどに上る利益も設計の段階で計画書れている｡それを表にして示してみるとつきP

のエうにをる｡

襲 7- 1-6 改訂晋忙上る整理後の土 地価額肝丘の利益

地 目 両横 蜘 単価 円 金慈 円

整 理 前 防 588 × 78CI - 2dd.008

並 理 後 田 5789 × 750 - 284.175

従ってこの設計甘通t)にいくと,整理後の土地価街脚 のため 18,175円の利益を得ることとなる｡

その上,もうひとつ=事施行に上る利益として,生産.上の利益があげられる.これは,-#計苛に上る整

理前の反当収支と藤色後の反当収支を比べてみれば .どれ(らいの利益が得られるのかをだ-いたい知る

ことができる.襲 7比 ,艶 前と塵盈後の反当収支の内訳を示し,どれくらいの利益が得られるものか

菅雪十第して黄 にまとめたものである｡

表 7- 1-7 整理前と蜘 後の反当収支

収 入 支 出

作 物 JR(7㌔ *(R)T# i(R)# #(円)4q 酎 労 銀 肥料代 公 課 # # 計
態 水 稲 2.4 55 84 5 89 50 10 15 5 58

理前 小麦顔)計 1.A 15 24 2115 24 20 5 2 2785収入と支出の差引利益 30円

磨 水 稲 2.64 55 9_2.4 5.5 979 5020 105 15 5 58

理後 ･J､麦飯)計 1.8 15 24 2.0 2占125.1 2 2785

この表から塵 理 前 と 塵 理 後の単価 55円紘変わらないが . 甑 前 の水稲の反当収量 214 石 が 整 理 後 に は
2･64石と0,24石増産し,整理前の水稲反当収入金額比 2･4石X 55円-84円とせり,鹿理後には

2.64石×55円-92.4円となって, 8.4円の増収が見込tれることとなる.また,水稲の雑収で整

理後 0.5円増加しているが,その他は発見前後を通じて変っていせhoつまり,主忙整理後の水稲の反

当収稚魚が増加したため,反当収入がふえたものであb.この散訂甘通DVCいくとこれは耕地斐理のも

たらした効果とも言うことができる.つぎ忙収入と支出の差し引き利益をみてみると,整理前は50円

となり,整理後は58.9円となる.したがって,反当ba9円の生藩上の利益を得るととになる｡これ

を耕地整理施行地区全体からみてみると襲 7- 1-8のようVEなる.
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表 7- 1-8 稲作増収に上る利益

地 目 面凍 仮) 反当利益 (円) 金 額 (円)

亜 埋 前 田 58 0,D X 5D.0 - ll.一oo.00

尭 理 後 田 578.9 × 58.9 - 14,759.2 1

したがって,全地区の耕地整理に上る水桶増収による利益比, 5,559円2 1銭とそる.

以上,昭和2年におこなわれた芳賀の耕地亜理は,新地の増築に上って必饗を用水丑を確保 し,道水

路の新設改良をおこなうことによって草書を防ぐばかりか,労力の節減,水櫛の反当収茄の増加を確保

するとととなったO

この耕地生理に要した費用は, 1 7.0 15円で,そのうち腺の補助金仕5割であった｡また,澄用の

岱葦年限は4ヶ年であった｡

② 松尾耕地整理縫合

大正元年9月 1日,樟敬二郎氏,撞孝平氏,偉改次郎氏,培種次郎氏等がこの耕地塵理事薬を発起 し,

予建地の実地踏査を岡山県に申請したo大正2年 2月 15日,岡山県より技師の出張契登の結果,この

地区が適当を地区であるとの週刊女神たoそして,大正 5年 8月に松尾桝地盤理組合設立認可申甜音を

投出し.大正 4年5月9日.県知事上り機尾耕地整理組合として鑑可の指令を受けた｡すでに大正 2年

からエtqIは若手されており,大正9年 12月25日VC,一応の竣=をみているo

この=事施行の目的壮 ｢松尾耕地獲理組合地区設計啓｣につきのように記されているo

工串施行日的

｢ 用水ノ欠之ヲ禰ヒ且ツ畑地変換地ノ用水二供スル目的ヲ以テ旧溜他ノ集姫ノ不完全ヲ修理スルト

同時二之ガ増築ヲ行ワントスルo

｢ 道路ノ改修ヲ行ヒLB産物'肥料ナドノ連搬ヲ健二.y耕地ノ利用ヲ増進セントスO

｢ 水路ノ新設,改修ヲ行ヒ,佃排ヲ自由ナラシム｡

｢ 低地ノ壇上ゲヲ行ヒ浸水及ビ過湿ノ筈ヲ除キ二毛作地タラシム0

｢ 道水路ノ改尊 卜共二区画ノ改正ヲ行ヒ耕作ヲ便ニス｡

｢ 中川上二架セン番ノ木rrはヲ改メテ,吹上グ トナシ,以テ永久的 トシ従来ノ如ク年 賓々スル冗費ヲ

省カントス｡

松尾にある旧溜池を増車し,埠塊を改良することに上って,用水丑の欠乏を補い,tた道臥 水路の

新設改*,地目の変換,区画の亜備に上って,水稲の生産力を上げ上うというものであるOナをわち,

この増築=杏に上って,潤概,排水,運搬の利便お上び労力の節減を目標とするとともK,それに伴う

作物の増収をその日的としたものであった｡

=番の内容は, 4つの区分に分かれ,溜他 1ヶ所,沖合道路占ヶ所,吹上渡樋 1ヶ所,伸張畦畔改築

8ヶ所とそっているO商池増築の=軒がおこなわれたのは,大正2年 8月25日で,I-*頼了は大正 4

年 4月20日であった｡沖合道路と戦果睦畔改典壮大正 4年 9月25日同時に着手され .鞘粂畦畔改築

は大正 8年 11月に ,押合道路は大正 9年 12月 25日忙それぞれ竣工している｡また吹上渡樋のエ郡
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紘 ,大正 5年9月22日より潜幸され ,同年 11月2日に竣工した｡

これらの=車の期間中,組合は再三,=錬補助金交付申請者を岡山県に凍出し,大正 4年 7月に745

円,大正9年5月忙 450円,最後の=串が完了した豊年の大正 10年5月に 414円を,それぞれ補

助金として交付されているo

つぎ忙･おこなわれた耕地生理によって,どれくらいの利益および損益があるかを示した ｢設計脊｣

の利益針弁に上ると,(A湘作増収に上る利益,(B加地変換忙上る増収の利益,(C)二毛作地増加に上る生

産の利益,(I)籾力節約の利益の以上4つが永久的利益として,tた,(a)土地価格増加の利益が一時的利

益として示めされている｡ これらの利益のそれぞれを表にしてまとめてみるとつき'のようになる｡

<永久的利益>

(A)稲作増収に上る利益

上 田 中 田 下 田 計

並 理 前 反 別 振) 155 85 59 299反 当 収 立 田 2.70 2.40 2.10 -

総 収 丑 (司 41a50 284.00 125.90 746,40

整 理 後 反 別 振) 194 dO 45 209反 当 収 丑 (司 2.80 2_50 2.15 -

総 収 立 田 54i20 158.00 9ム75 789,95

差 引 増 124.70 - - i24.70滅 - 54.00 72.15 8 1.15

当時一石の売価を20円として計算したものらしく,それに従って針弁 してみると

45･55石 × 20円 - 871.1円

となる｡したがって,稲作増収忙上る利益として, 87 1円 10銭の利益を受けることができるものと

して見凍った｡

(a)畑地変換による増収の利益

庄 作 冬 作 計
田 畑 田 畑

# 反 別 拭 4.215 - 4.215 - -

潔 反 当 攻 入 的 5.58 - 1.61 - -

節 総 収 入 何 14.88 - &84 - 2 1.72

亜 反 別 振) 4.119 0.024 4.119 0.02d -

哩 反 当 収 入 銅 25_71 5.50 2.2d 1.占1 -

後 総 収 入 何 98.65 ま20 9.40 1.4〔】 108.49

毒 増 8エ75 D.32 2.56 0.14 8占.77

引 滅 - - - - -
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(C)二毛作地増加に上る生産の利益

二 毛 作 地 増 加 反 別 8 反

反 当 平 均 収 入 2円26成

(I))労 力節約 の利益

正 作 冬 作 合 計

労 働 力 人 見 (人) 2 9 9人 1 5 0人

一日平均 1人当りの節約 5 CIBi 4 口銭

く一時的利益>

(E)土地価格増加に上る利益

上 田 中 Efl 下 田 ｣二 畑 計

告 反 月販) 155 85 59 4.215 -

理 価 格円 400 450 250 100 -

前 総価柵 占2.ロoo 29.75〔】 1d.520 425 108695

港 反 男l麟 194 占4.119 45 0.026 -

哩 価 格円 420 570 290 100 -

複 総価格何 81.480 25,740.51 15,050 ad7 11a27a98

差 増 1?,一80 8.009.49 5,470 41占,55 1♀48ロ引 蘇 9.89占.02

以上 耕地盤理による利益をまとめてみると.永久利益 (毎年入る利益)紘 ,(AXBXoII))を合計 して

9,585円96鎖となり,一時的利益は. 9.585円 98銀 となるo Lか し, これ吐あくtで,設計.年

の上での推定であるので.耕地整理後VC得た実際の利益 として取 り上げるわ け に仕いかないが,少 くと

ち,この耕地並理に上って利益を上げ 上うとい う趣 旨であること吐確かで あ る. したがって,問題払

生理後実際に設計宰VC示したようを利益が得られたか どうかであるOそれ を知 る具体的 な資料は祷られ

なかったが,松尾耕地盤理組合解散認可申謂番 (大正 11年)の関係番 類 の 中 で,予測以上の利益があ

ったことが省かれてある｡それによると.

｢碓軌 排水,交通運搬.桝地上コトゴ トク盤理施行ニ ヨ1)便利及ピ労力 ノ節波等利益多大ニシテ予

期以上ノ成錬ヲ見ル,放二米,箕其他作物ノ収丑-従前 ∃1)増収 フル部-疑 ヒノ余地ナシ｣

と記されているへ

大正 11年,松尾耕地塵理組合が解散されてから14年後の昭和 12年 1月 20日VC,松尾第二耕地

亜理粗食が新たtje設立されている. しかし,この時の僻地丑理はあまり規模 の大 きをものでは75く,施

行面散 る反 d畝で,その日的は,用水路の新設改着 と溜他の改奥であった｡

③ 森上耕地姓理組合
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森上は.前にあげた芳賀や松尾などと仕異なり,ほとんどが畑地か山林であって,水田は,山と山の

穣谷の低位部にA-1けるもののみで,非常忙少ない｡そのため.ほとんど天水によって典められた溜池を

補聴用水として利用している｡しかし,との地区仏 大きな用水1,tを十分に貯える布地がをいため,こ

の地区お上rJ'この地区付近の厚地を用水源としている｡したがって,白状と.そのtJI内容も畑地,山

林を水田忙変換したり粕重したり,滞池の祈敵 用水路の新設をしたりして,山林,畑地を変換開墾し

た土地に用水を供給十ることが耕地億理の主を目的となった｡この点が他の耕地髄理組合と異なってい

る点といえようo

旬 その他の耕地恵理組合

前記した5つの耕地整理組合と同じく,他の長野故地蜘 組合,攻寄池耕地盤賛組合,翌 木々地耕地

登理組合,辛川市域耕地帝理組合.首部耕地蜘 組合も同様,用水源としての潜池の砿張新設,道水路

の新設改巷,地目変換が主を臼的となっている｡これらの耕地垂理が,各地区の曲集生産力作大き4:追

歩をもたらしたこと吐前述の耕地離理施行後の利益からみて明らかであるO

(ロ)親展池用水改良弔菜

横尾池用水改良岱業は,耕地整理組合の上うに市町判で行なったものではなく.県でおこなった用水

改且串英である｡大正 12年 4月17日,用排水幹巌または用排水改僻の改良水薬VC対し,旦上り5割

以内の補助があることとなり,県でもこれに腺牡を2割以内をつぎ足して番手をおこなうこととなったO

岡山県では.大正 15年にtず作北の地忙塩辛池をつくり,その後あLr.ついで排水事典をおとをって

いる｡揃尾他用7k改良事典吐,昭和 15年,赤噂郡の田慣用水改良車菜ととも作者手されている｡

耕地薬理のところでも述べた上うVE,この一宮町の地域払 用水源として多数の瀞池お上び砂州 中

川を利用していたが,用水紘裁薩作もかよぷ潜他新築増軒忙もかかわらず不足してilり,一宮,燭監下.
平韓の全地区を通じて.平年における平均彼等は:,奉拝7分 4度の減収となっているoしかも,日照り
が長く続くと.用水吐枯渇し,大正 15年は稲作細において互天連続59日,昭和 14年に机,･ては用

水籾間中無雨の状態であったため,大正 15年に 5割以上 昭和 14年咋 7SrJ以上の就収をきたした｡

このため,関降着は.用水源の確保を痛感し,昭和 14年の早髄対策として潜地の新設を計画し,陳情

の終架,単著防止姓菓水利改良機 として採択されるに誓った｡新設溜池は.砂川の上流部,御津郡偶

邑上村の康,御津郡儒畏下村大字横尾の熊谷忙集遊することとし.横尾池と命名した｡横尾他所殻の=

車が着手されたの払 昭和 1占年 4月でいちおうの竣工をみたのは昭和27年5月のことであるO

横尾地之記

由来当瓢地区-純姓村ニッチ卑ラ田 生産二依存シテ慮済ノ立地条件 トス飴JL,ニ従来水利不足畢寄ノ

脅威二悩ム偶 本々県僻地抹秋山技師此地点ラ相シ天下無ニノ貯水地尭造二好適ナ ,̂所以テ力説態壊ス

即チ有的竜馬然 トシテ共鳴./直二馬琴下一宮平津 高松各町村ヲ以テ関係地区 卜定メ井滞概面朝五冒

余町歩二対シ根尾弛支配地域用水改良車薬施行ヲ侭二申請轟コス毒ツ北方未曾有ノ大=単二シテ爽二

十ヌー年ノ易滞ヲ脚ス井間大平洋戦争.=直面ツ労資欠乏共他哉多ノ音節ヲ克服ソ連二竣工ヲ以テ水利

体制ノ確立ヲ実現ス閤二比倖薬達成二就キ町長ノ秋山匪宏氏ノ範始一百軒牧童ラザル無キ恩淑-根尾

池ノ父トシテ銘記ス可ク猶主クル関係当事者ノ氏名ヲ列記シテ言己念 卜為ス
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写真 7- 1- 2 横 尾 池

(昭和 45年 4月 淵本弘道相好 )

管 理 者 狩谷荒次郎 高木照夫

工 手 片山蜂富 藤田傭一 児子一郎

但 当 者 秋山増大 片山周- 津南工

昭和二十七年五月 児 子 洞 雑

居臣下村長 貨 静 夫 恵併薪

石工 西 崎 勉 彫 刻

(横尾池の石碑上り)

(-)狼谷池,畳 木々地の分水

多くの耕地整理串薬や横尾弛用水改良串粟からみてもわかるようvc,この地域では,土地改良杏葉と

いっても,そのほとんどが催俄排水市井で占め掛 る｡それは ,瀬戸内海沿岸では雨鮎が少ないため,

水田耕作のための用水が不足しがちであったためである｡岡山平野壮讃岐平野とならんで,山すその耕

地を欄概するための多くの潜池が築かれている｡一宮町も例外にもれず商池の教は95作のぼっており,

その中IG=は奈良胡以前につくられたと伝えられてLnる宗形他のような古い溜池もある.ここにあげた視

谷池,空 木々地も水田耕作VC欠かせない用水源として,使用されたO登 木々地の洋紙はわからないが,

雅谷地は ｢確保 5年 (1748)大建,辛川市場,今岡,V_q宰川,一宮Z)ためVC,凍谷に新地を造った｣

と馬堅下村託に記されているo

① 堂 々木 地

登 木々地造築の時畑は明確ではないが,かなり古いものであるらしく,明治 11年に吐すてtで分水の

規定がなされている｡堂 木々地は,当時備前国粋商都井賀村地内に位置し,その分水地域は,当時備前
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国持高郡辛川市場,大建村,福谷村の

三地域であったo明尊 11年5月29

日に定めた分水規定-1IT一帖つぎのようで

ある｡

分 水 規 定 17を

備前団砕市部男賀村地内 トト木地,

同郡芋川市場村,大窪村,抵谷村分

水規定左ノ通り,

第-条 (略)

第二免 各村用水時限反別削-チ

等充7-1-5 堂 々木地

(昭和45年4月 滑本弘道撮影)

左ノ如ク走ムルト雌 ドモ

嬰方協議之上時間ノj直縮-妨ゲナキモノトス '但苧川市場大SE両村ノ､従来ノ恨行二偽1)用

水時間ヲ折半ス

十 一 時 間 大 建 村

十 一 時 間 辛 川 市 域 村

弐 時 間 摘 谷 村

但時限ヨリ十五分造-猶譲スト舶 ドモ具余ノ連燥成-他ノ時間中用水三先ッルモノ-将来

規定時間半ヲ威ズモノトス

(後 略)

大窪付,芋川市場村,福谷村の各用水時間払 各村の反別の割合に上って, 1日24時間を分けたも

のと思われる｡しかし,芋川市場村と大熊村と払 反別の削合にかかわらず,用水時間を折半するもの

としてVlるoその紡架, 1日につき大窪村 11時間.芋川J行場村 11時間‥ 福谷村2時間という割合

で分水することになったものであるOまた.定められた時W外あるVL比定められた時間以上 用水時間

にあてることは簸止され, 15分tでのオーバー壮鎗予するが,それ以上の時間あるいは決められた時

間外を用水時間にあてるそら,規定時間の半分を淑らすことが記されてレゝるO

巧)独 谷 池

I 前vtも記したように,魂谷池比延保5年 (1748)大払 芋川市場,今岡,商学仙 一宮の用水源

として遣られた池であり,昭和 19年,頓馬他が造築されるまでこれらの地域にとって電撃な貯水池で

あったO-官vcて見レ､出された分水協定呑吐.大正5年8月22日のものであり,大建.準用市軌 今

岡の三地区の分水賂定事項が示されている｡その ｢独谷分水協定審｣吐つき'のエうである.

協 定 甘

御綾部一宮村大字芋川市場,同郡馬星下村大字大畠,同郡平津村大手今岡 (以下村名並大字ノ文字ヲ
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略シ単二平川市場,大建,今岡 卜配ス)

ノ営造物ク ,̂本郡馬琴上村大字三和所在

字水谷池分水ノ方法二開シテ-従来一定

ノ順行7ルモ学川市場及今岡対大窪 トノ

間屡 紛々盛ヲ生･y互二反目セル-双古ノ

不利益ナルヲ認メ大正三年八月弐拾式日

一宮村所在中LLJ尋常高等小学校二於テ御

捷郡長小野様一郎代理御辞那智記藤原音

二郎及有志者辛川市場深井菅次郎之レガ

｢ ~ ~~~

調停ノ局二当り一宮村長改野共尺-晦星 等茄 7- 1-4 瀬 谷 地

下村長津軽次弧 平蹄村長色島婆次郎 を (昭和 45年 4月 淵本弘道撮L%)

閥族三大乎 ヨリ各三名ノ代表者会同ノ上実地ノ状況 卜従来ノ慣行 トヲ参酌シ審競ヲ遷ネ将来二於ケル

分水ノ方法ヲ左ノ如ク協定ス

本協定特-三本ヲ作り各一本ヲ関係大字二領地スルモノトス

協 定 噂 事 項

｢ 独省弛樋管開放ノ場合開拓区域内一周噂間ヲ六拾時間 トシ左ノ傭序二依り分水スルモノトシ爾後

梅周比割合二依ル

窮- 大窪-拾七時間

第二 草川市場-弐拾智時参稔分醐

第三 今岡-拾時四拾五分間

第四 辛川市場-拾時四拾五分間

17 辛川市場及今岡-分水ノ時間二於テ水路中漏継ノ慮7JtJ箇所二対シテ-之ヲ防止スル範囲二於テ

土俵堰其他適宜ノ作業ヲ為スコト7ルモ大窪二於テノ､鼎談ナキ-勿輸務メテ便宜 卜保護ヲ界フルモ

ノトス

｢ 用水欠乏ノ為メ開床区域内ノー大字若クノ＼二大字 ヨリ本闇弛樋管開放ノ要求7リタル トキ-他ノ

大字二於テ其必要ヲ認メザル時 卜雄 ドモ之三同漉シ弟一項ノ方法二依 リ分水スルモノトス

17 大窪二於テ同大字ノ潜造物タル同所字典田地ノ値管開放-罪-項第一号ノ時間中之ヲ実行スル-

勿論ナルモ時 トゾテ-辛川市域又-今岡-ノ分水時間二亘ルコトナッ トセズ此場合-双二万立会ノ_上

適宜分水 (水路同一ニシテ混流ノ箇所アルニ依ル)スルモノトス

｢ 本溜勉ノ水路中大漣地内将粟ノ俊雄-轟年大窪二於テ其日時ヲ定メ之ヲ学川市場-通知ソ大窪ノ

選定二院ル担当^指脚ノ下二共同作業ヲ為スモノトス前項作共に賓スル人夫-五分ヲ大建二十五分

ヲ宰川市場二負也出夫スルモノトス

｢ 本協定弔ノ各tB項-大正参年八月弐拾春日ヨリ英行スルモノトス

右協定ノ事項-後日二至り双方連背ノ行動ナキヲ証スル為メ開院村長及各大手ノ代表者左二記名印ス

大正 参年八 月弐恰式 日
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原初･狙谷他姓･今臥 博学川,一鼠 大窪.筆川市均の用水源として造られたが.大正5年のこの

分水協定稗に上ると分水地域払 平川市協 大敵 今剛の5地域忙限定されている｡政令池分水の方法

托純して従来'辛川市場および今岡と大建との間で争いが絶えなかったが.お互いに不利益となること

を認めた後'大正5年8月22E!,この分水温定を出した｡独谷池分水の方法は.一周の時間を60時

間と改め･大建- 17時W,辛川市場へ21時間50分,今岡- 10時間 45分.再び辛川市域へ10

時附45分0削合で分水するものとした｡tた.この分水温定市の賂定乍項vCは,/k路の新港の際の処

際や用水不足の時の処置方法などこまごまとした協定がなされている0

参 考 文 献

o 桐山収土地改良野菜団体迎合 (Tワdi) o 岡山鵜典薬土木史

o 中凶四国良政局計画課 o 岡山平野にかける塵黍発展と土地改良

0 ,r5 屋 下 村 誌

( 沼 本 範 子 )

(2)良美人口と労働力の構造変化

表 7--1-8 一宮町の人口

＼＼､.tEt 背 教 総 数 男 女 人口密変 一戸当世帯人員

25年 1.775戸 8,757人 4.240人 4.497人 507 -

30年 1.778 8,899 4.318 4.589 512 -

55年 1.7占0 8,715 4.247 4,4占8 505.7 5.0人

55年 1,84d 8,d29 4.127 4,502 502.7 4.7

58* 1,918 8,745 4.214 4.527 506.7 4.6

40年 2.080 a904 4.259 4.d65 512.5 4.5

42年 2,558 9,514 4.691 5.125 544.2 L1.2

庸町村妙要覧より作戟

一宮町の人口をS.55年と8. 40年とで比牧してみると,襲 7- 1-8においてみられるように

FiB4.127人から4.259人に,女4.502人から4.445人とそれぞれ 112人 (2.7帝),165人
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(5.占卑) と増加していることがわかる.さらに世帯数 も1.847戸から2･080戸と255戸

(12占帝)の増加を示 しているoこれらの増加の傾向姓他の町村に仕みられ7Eい著しい特徴となって

いるしこれは,一宮町が岡山市と醗接 し,交流の優 もよく,郎市の ドーナツ化現象によるベ,トタウン

となってきているためであろうo団地の趨虚などに伴って,その傾向は今後さらにナナむことが予剛さ

れるo S. 40年とS. 42年と比べると.男4.259人から4.691人,女 4.6占5人から5,125

人-とそれぞれ 9.6帝, 8.9多とS. 55年とS. 40年の5年間における増加の割り合い上り2- 5

倍 も大きな輩となっている｡

以上のように全体的作は埋)]nの仰向にある

をかで,虫選人口はどのようKそっているの

かな見てみ上う｡表 7- 1-9から,8･ 55

年の出家戸放 (1.274戸)は,惜世帯激の

衷 7- 1-9 曲家戸数

＼ 2 9 年 5 2 年 5 5 年 4 0 年

市町村繁簡腎

約 占9宙をしめているが, S･ 40年 (1,2 14戸)では約58髄であり,零数の上ではなか多くの戯

寮歌が存在していることを示 しているが約 10車以上 もの率で減少している｡この消えていったdO戸

6)農家は,I:'のようを方面に転iJ&しズいったのせううか.その筈えを出す前vC_表7-1-10を見てもらいたいO

衷 7- 1- 10 経営Bi投別戸数

＼ ＼ヽヽ 0.5hLZ-菜摘 0.5- i.0 1.0- 1.5 1.5.--2.0 2.0- 2.5 2.5んα以上 計

般家戸数 2dd 255 212 295 166 22 1214戸

19 占5年 腹案センサス

ここで結特に拝慈してもらいたいのkt, 1･0- 15ha欄 する蛙家であるOその前後の規椀の曲家数と

比べると実数忙おいて80地 ま40戸も少をい｡ 1.Oha以下の,tJlわゆる零細農家が 41.9%と半数近

くしめている｡ このことは. 1.0- 1.5haの鹿家の経営がそれ以上またはそれ以下の良家と比べて海難

であることを示しているので吐ないだろうか.逆に,第-細出家といわれている1.Oha以下の塊家払1.0

- 1･Shaの良家と比べるとその経営状態がよいのでは7Eかろうか.このこと吐,-宮町たりにみられる

現凍とはいえせいが,どちらにしてもこの 1･0- 1.5haの良家が消えていったのではをいかと考えられ

るOこのことは,次Kあげる襲 7- 1.- 11からもうかがうことができエう｡好菜構造のところでも述

べるが,これらの戯家Qま,その規槙を縮少して兼英色の強い鹿家となるか またはその規確を拡張して

噂業化の道をとるれ 全 く腺炎を捨てさるかの5つのうちいずれかを選んだ托ちがVlない｡経営規模別

戸数と曲築人口とで最も多くをしめてしっるのは, 1.Oha以下のいわゆる零細jik家のグルーブである0

110ha以下の戸数は全体の4 1.9帝と半数近くを形成している｡また世侍員数で払 2.252人で全体

の579辞をしめている｡これらのグルーブに成する人々仕をぜ趨薬を見始てようとし75:いのだろうかO

資料のモ理が不十分で断定できないが,次の上うなことが言えるのではなからうか.すなわち,これら
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表7- 1- 11 鹿家人口

＼ 総世帯員数(雇人を含む) 男 (雇人をのぞく) 女 (属人をのぞく)15才町人 15鰍 ld:地山の 15才四人 r15鰍 16才以脚 ､

0.5ha未満 1.045人 7 105 577 9 98 446

0_5- i.0 1,189 15 185 42ロ 10 145 489

1.D～ 1.5 1,012 15 105 572 7 ー15 401

1.5- 2.0 1.540 16 174 5Ì8 7 179 d14

2.0～ 2.5 955 8 94 574 12 ー85 5dS

2.5ha以上 140 2 17 48 - 20 52

1965年 典薬センサス

の赴家に払 兼菜従卒者が多く,自給的座薬を営む一方,凍葵に上る収入を獲得することが可能であり

1･D- 1･5haの戯家と比べて経常車僻がよいためであろうc 1,0- 1.5haの鹿家になると,時的的にも

労助辞情などからも地業たりでは軽骨しにくくr方でJiF宵をするに比良轟が負組となり結局は,曲家経

営がj牌 をかねてはなりたち忙くくをってLhるのではなかろつか｡つまb,1,0/za以下の鹿家比,米英
と鼻糞の′<ランスがうまく保たれているためであろ58 この上う忙考えると.次に多V,1･5- 2･Ohaの

鹿家で仕,商品供給のための盛裳が成り立っていると召えないであろうか｡

乗 7- 1- 12 洗 薬 柵 造 <男>

＼ 曲弟だけ陪従tjT 典薬と兼藻の両方咋従卒 兼鼻だり忙従車 どちらKも従事せず
虚業の方が多い 兼菜の方が多い

1ム～ 19才 58(1dt8) T( 0.5) 25(ll.ー) 19( 8.4) 145(85.2)

20- 24 21(1nり 8( 5.2) 95(日 .8) 占5(51.0) 16( 7.9)

25一一29 55(20.占) 22(12.9) 79(4ム5) 52(1a8) 2( 0.2)

50- 54 48(2丁.5) 51(15,9) 116(52.0) 2ム(ll.7) 2(0,9)

35- 59 59(29.5) 24(12-0) 99(49.5) 18( 9,0) -

40- 44 55(52J) 51(19LT) 49(42.6) 9( 5.6) -
45- 49 50(52.5) 50(19.4) 占5(41_5) 10(8-0) -
50- 54 75(45.6) 24(15.0) 54(55.8) 9(5.4) -

55～ 59 74(52.9) 18(12.9) 55(25.0) 9( 6.4) 4(2.8)

60- 占4 85(60.7) = (ll.4) 29(20,7) 6 ( 4.5) 4( 2.?)

d5才以上 255(占9,9) 25( 6.9) 28( 7.7) 占( 1.7) 50(1ま8)

789(56.8) 250(10.8) 494(52.4) 205( 9,6) 221(10.4)
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表 7- 1- 12 就 業 柄 造 <女>

建築の方が多い 瀬菜の方が多い

1&～ー9才 24(9,5) 1(0.4) 8(5.2) 21( 8.5) 199(78.6)

20.--24 52(2一.9) 5(1.5) 58(1占.Q) 95(40.1) 49(20.7)

25-29 128(66.7) 1(ロ.5) 25(15-8) 1ム( a5) 22(ll.5)

50-54 151(74.4) 9( 4.4) 21(10.5) 14(6,9) a ( 4.0)

55-59 16占(75.8) 15( 5.8) 29(12.9) 10(4.5) 7(5.0)

40-4LI 1占9(77.5) 9(4.1) 52(1 7̂) 3(a.9) 5( 2.8)

45.-49 151(81.4) 4(2.5) 17(1D.占) 5( 5,1) 4( 2.5)

50-54 165(85.1) 7(id) 15( 67) - 9( 小 )

55-59 149(84.7) 9( 5-1) 7( 4.0) 2( 1.1) 9( 5.1)

80～占4 115(82.1) 占( 4.5) 2( 1.4) 1( 0,8) 16(ll.4)

占5地 上 215(Sa7) 1( 0.5) ll(5.0) 5( 口.8) 15占(57.2)

計 1山 5(81.9) 65(2.7) 205(ad) 170( 7.2) 4d4(19.占)

1965年 農業センサス ( )内は各年令府中での割合

次に虚業の就菜柵達を衰 7- 1- 12から考えてみたい｡せず男の場合忙ついてみると, "点菜だV-

忙従野"する者と"兼業の方が多い"者との割合い払 56,8感 (789人), 52,4索 (占94人)

とやや前者の方が多いが,ほほ等しい｡しかし,各年令僻のなかでの削り合いを考えてみると, 20-

24才の屑から45- 49才の屈忙かけては後者の方が多く, 5 0- 54才の層がピークとなり,-王

では50- 54才の屑からは前者が多くなり, 85才以上では英数の上でも圧倒的忙多く70%弱とそ

っているO "盛典の方が多い"者紘突放の上ではたいした数ではないが,25才から64才にかけて広

がっており,従来からある卑業従車者と新しい政として登場してきた2牌業従部者とのギャップを塵叱

るよう7t形となっているO"兼薬だHに徒歩"する者払 20才yr塊申し全体の50%をしめている｡

次に女の場合をみてみると' 20- 24才の層に境も多いのが"非業だけに従車"する新であり,25

才以上忙なると"鹿英だけに徒弔する"者が各屈のほとんどすべてをしめている｡をかでも50- 54

才の屈で吐 85多をしめ全体の61･9帝もの高翠となっている0 20- 24才にかいて"-油菜たりに群

事"する者が高い翠をしめしているが,これ仕盛業従部者の減少と相対的なものであって."曲共だけ

に従事"する者52人に比べで45人多いだけであるOこれは20-24才の若い屑にかいて曲芸を爺

をう者が少ないことも示してVlる｡このことから,礎薬は女性忙とって層労働ITあり,収入 も不安朋L範

であるの忙対して,定畑的75:収入,軽い労鋤となる会社御めに大きを魅力を持っているだけでなく ,7:i

嫁修張や両親の意向 (できるだり楽を仕軒をさせてやりたい等) というものも大きく影砕しているため

であろうo男女とも1d～ 19才の屑で"どちらKも従掛せず"が多いのは.高校進学がほとんど凝讃
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教育化しているため通学者が多いためである｡また45才以上に多いのは,病気 ･老令に上り点薬がで

き7tくなったたわであろうO以上のことから鼻薬の耽菜棟進に顕して比,一宮町 も他の町村の多く忙み

られるr5ちi.ん魚菜 .Iとなっていることがわかる｡すなわち.おじいち十ん ･かばあも...ん ･かかあ
ちilんに依存する良薬という形を示 してVlる｡しかしその一方で,新しい良薬 (雅美点差等)の動向も

増してきていることに気がつくO"凝菜の方が多い"者,すなわち第 2種米英者が20- 49才にわた

って最も多く-I:a:しめているのがそれであるoそして今後とのグルーブK属する者が,政のうねりのよう

vc"Bt菜だけに従車 "する層を序 忙々おしやってLhくことにをり2煎農家が卑葵農家にとってかわる上

う(てなろうoこれは,都市近郷の鹿家の大きな傭徴の一つでもある｡ぶどう･もも･かき等の果柵裁培

や野菜の裁培などをとり入れた合理的な多角経営的な血菜への脱皮を示している｡耕地の宅地転換など

でますますベットタウン化を示すなかで将来さらYC点薬の経営形態を変えていくことになるのではない

だろうか｡

東 71 1- 15 専業兼業別姓家人口

＼ -ー＼し 専 業 1 廉 2 兼 計

総 農 家 数 287 (22.0) 522 (41.5) 425 (5&7) 1 2 1 4戸

負秦人口#義言 罪 1 占才未 満 157̂ 508人 222人 占 5 9人

1占～ 59才 295 744 684 14 4 1

6 0才以 上 120 227 151 4 9 8

女 1 占才末 滴 1dd 298 241 7 8 516- 59才 32占 849 ddd 18 d l

68才以 上 117 205 182 5 0 4

良菜戟A人口 輿 1占～ 59才 244 (85.5) 5ム5 (4a8) 55 ( 5.5) 占 40

占 0才以 上 109 (90-8) 190 (85.7) 80 (52.9) 5 7 9

女 1占～ 59才 269 (82.5) 588 (67.8) 524 (48.a) 1 1 9 ー

19占5年 良薬セ-/サス

表7-1- 14 兼薬従事者

＼ 氷菓だけ'演題のかた 肋 ユたわら農業を わらヨ鰍

俄 258人 Lー61人 8人

エ 90 244 14

出 稼 ぎ 4 25 12

人夫 .日屈 1 65 221

自 営 兼 業 26 104 58

19ム5年 良薬七/サス

( )内は鹿家人口に対するbt#就業人口の削合

表 7-1- 15 兼弟種別鼻家裁

一 宮 平 津 属 星下

敬 180(5ー5) 158(602) 145(518)

工 70(SOD) 51(/.7_1) 7d(595)

出 竣 ぎ 7(57.1) 6(如7) 7(429)

人夫 .日原 60(158) 47(85) 51(17.A)

自 ∵営 ~茶菓 60(655) 15(955) 1占(占25)

( )内は 2兼凸家のしめる割合
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屈後に兼業農家についてみてみよう｡ 1兼鹿家は総捷家教に対し, 41.3藤と壕も多く,蝶薬良家は

少なく22.0帝で,残りのSa.7虜が2兼典家となっているO男の場合鹿薬就業人口の農家人口に対す

る割り合いは, 1溌 ･2兼とも60才以上の層は, 1i- 59才の屈yc比べて高い率を示しているO

このことは "5ち↑ん生業''の掩い手である高令者の労働力が多くいることを示しているOまた女の場

合VCは,いずれも半数以上の商い率とそっているが,これもおかあちゃん ･おばあちゃんの労働力が要

求されてV,るためである.兼半従車者の行なっている職業を表7- 1- 14から見ると兼薬だけの場合

では,戟 (中林敬具)が多くd al帝をしめている｡それに対して,鹿薬のかたわら兼業忙従車する者

の協合.人夫 ･日雇が多いo米英のかたわら盤雑作従車する者は,敬 ･エ (恒常的賃労働者)が多い.

また,それぞれ商店等の自営栄業を行なうものは,約 1割存在しているo

以上でこく環正の一宮町における良策人口かエび労働力の構造YC関する考察をおえることにするが,

氏料収集 ･数蹄が不備であり,｢変化｣が十分考額できなかったことを,卦わびするとともに次の人の
研究に朋得している. ( 遠 藤 省 三 )

(5)鹿耕地の変動と良民層の分解

(a) 曲耕地の変動

私に陳せられた妹尾は一宮町の恭耕地の変動と農民層の分解であるが,敷科及び能力の阻隣上,明治

末畑から昭和50年の合併までを旧-宮村,合併後壮一宮町全域を取りあげ検討してみた｡

(1) 明櫓末期から昭和の初期までの旧一宮村における故地の変動

衷 7- 11 1占 有 祖 地

田 反 別 畑 反 別 山 林 原 野 池 沼 宅地 坪数

明治44 262町4829 51町0519 117町8515 0町8504 0町0016 8275rO坪28

45 262.4814 51.0519 107.8418 0.922占 0.001占ー占27占5.22

大正 2 2占2.1915 50.2507 107.8818 0.922占 0.001占 占占559.55

5 259.9718 50.2929 150.591占 0.9226 0.001占 占71占5.01

6 282.2415 58.4819 141.400占 0.9521 0.00ld 占占455.占4

7 2占2.0908 28.5504 141.400占 0.9521 0.0〔日 6 66788.dS

ll 2占2.5127 27.5727 141.7815 0.9521 0.0016 67052.55

昭和 1 2占1.8007 25.1114 141.9721 0.9521 0.0016 7045占.47

4 2占0.9815 27.占124 ー45.5905 0.7019 0.001占 7142占.85

5 2ム0.7611 29.4504 140.402占 0.6828 0.0101 75784.51

一宮村議事録よb作成
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表 7111- 16は一宮村議事録より有祖地の変動Kついて作成したものであるが,それに上ると田反

別面領が明治44年に壮262町4829,それが昭和 5年杵は260町 7611とわずか 1町 7218

しか渡少していないo畑も51町0519が29町4504と1町5815の淑少しか示していをいo

田畑両横とも明治末糊から昭和の初期忙かけては多少の戚少は示しているが,非常忙微 々たるものでほ

とんど変動がないとLJ,ってもさしつかえ紘ないだろうO他方,山林両横や宅地坪数仕増加を示している.

山林面林は明治44年が 117町8515であったの忙対して,昭和5年に比 140町4026と22

町5511の増加,宅地坪数は占2.750坪28が75.784坪51と15,054坪03もの増加を示

しているO次に表711-1dの各年亜ごとの変動をみやすくするために図 7-1-2を作ったo

切

､一山払J'一ヽ一-1ノ

ヱβ

4ト､1-一一一一一一一一一一一一一一一､′

侶安藤､ ノ一･一 1･一･一一一一･一 ･一一･一

三 妾 .ll .I..I"I ,_I--･･ち ･:-- ･コ

8日

芸 子 1 5- 占 7 日 卒 4 ∫
図7- 1-2 有祖池の変動 (一宮村議亭魚)
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これを見てみると田C)増朕はほとんどみられないが,畑の場合,大正 4年にある橿変の増加がみられ句

しかし盈大正7年には以前の面耕以下に就少,昭和元年tでわずかづつの渡少がみられるcLかしそd

後再び増加の傾向をあらわしているOこのととは農家が畑作に力をいれエうとしたことが推察できるD

で比ないかO山林面疎をみると前作明治末期から昭和の初期までの間にかなり増加したことを述べたが

それは大正5年iで忙増加したのであって,その後は翌大正6年に9町 1910ほど減少してから壮観

ばレ､状唐を続けていることがわかるだろうQこのことは一宮村の場合他へした林産物がないので,山林を
経営するのVC限定がきたのではをいかと患われる｡この国をみて気づかなければTrらないのは宅地がわ

ずかをがら増加し続けていることであるo宅地面横が増加するということは,EElや畑などの耕地をつぶ

してそこに家を盛集する可能性が大である0枚にこのことから前に述べた田や畑の面樹のわずかづつの

減少と宅地面横の増加との両者の問の相関関係が理解できるだろうO

(｡)主要作物の作付反月価 横の変動

表7-1-17 作付反別及び収凍高

一宮村会謡帝に上り作成

表 71 1-17は米 ･麦 ･雌軍の作付面棟及びその収獲高をあらわしたもの図7- 1-5は作付面棟

の変動をグラフ忙し7tものである｡これをみると,米の作付両横は昭和の初期までは多少の増減はある

がほとんど変動がないといってもいいだろう｡しかし安の作付面硬をみるとその増渡には激しい変動が

斗られる.大正 5年に 139.4町と前年上り急敵に滅少している｡しかし里大正4年を最低にその後再

び増加を示し大正 11年には2D216町に･王で伸びたoそして大正 11年をt=l-クとしてその後減少と

増加の大きな変動を繰 り返している.昭和22年の米 ･裳の作付面鎌をみると激変しているが,これは

太平洋戦争での日本の敗軌 それによる国土の末席などの影卒が多大であることが推察される｡儲草の

場合も比較的変動が大きいことがわかる｡これは欄革などの商品作物はその時 の々景気などによって作

付される面識にも脚 を受けると思われる.米の作付面鎌を表 7- 1- 116の田反別両横と此戟してみ
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図 7- 1-5 作付辰男価 額 (一宮村議串点)

2e;

ると田の大部分･ほとんど100帝に近い率で米を作付 してLhることがわかるO今壁は収鵬 を米の鶴

合でみてみると一明冶 44年と昭和5年を比唆したら明冷 4 4年の作付画餅が2日 5町に対して収獲

高が= 92石,一方昭和 5年ではそれぞれ257･4FT･ 7･209石と作付面疎 が滅少してV)るにもか

かわらず収確高壮逆に増収しているoこのことはい うtでもなく典薬技術などの発適に上るものであろ
う｡

〔う 合併後の耕地の変動 (一宮町)

表 7-11 18･ 19は昭和50年に一宮村,平蜂 村 , 馬 臣下村の5村が合併して一宮町となってか

らの民有地面棟と経営士地面鞭をあらわしたものである｡表 7- 1- 18をみると田の面棟が段々と渡

少してきている｡それにひきかえ宅地は増加のづ金をたどってV}るoこれは都市の近郊の周辺地区にお

いて収近全国的な傾向が原著ITある鹿地転用に上るものであると思われるOこの奥地転用については後
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衷 7- 1- 18 民有地面柘

宅 地 田 畑 山林

昭和57 814982a61.141825占85a占9.512a

58 689257 占1250 25J545 ddβ75

59 704771 占1.101 25.494 da757

40 786554 57.541 25f)78 ム1577

41 898512 占0208 24555 7ム740

襲 7- 1- 19 経常土地面湖

l E日 畑 樹 園 地 樫脚 耕

和55 55&,aha 94.2ha 129.db 780.Aha

1960, 19占5 世界農業センサス

岡山県統計年報

でふれることにする｡襲 7- 1- 19をみると田の経営面鎌は昭和 さ5年には55占･8haであったのが

昭和 40年忙は525.1haと約52haもの減少を示している｡畑も94･2haが80･9.baと約 15ha の

淑少を示している.田畑の-r南棟の大幅を減少に対 してマスカットぶどうやももの栽培を中心とする御薗

地吐逆に約i5ha増加している.これ比昭和 50年とろに出てきたマスカットの栽培に上るのが大きい｡

農家としても換金作物として利益の大きい果樹耗培推力を注いでいることがわかる｡今や一宮町はマス

カットの県内での有数の生産地にもなっている｡今後も当分この他向ほかわらないと思われる.次に主

要農産物の作付両横とその収俺高ytついてみてみエうと思 う｡

表 7- 1-20 主要農産物の作付両横とその収稜高

昭和 5 7 5 8 4 0 4 1 4 2

水 桶 作 付 面碑 (a) 57,850 57.255 54,508 55,000 52.800
収 稚 高 (t) 2,412 2.291 1,97CL 2,270 2,660

小 麦 作 付而耕 (a) 21,592 10,899 8,900 7.5DO 4,do c
収 稚 高 (t) 578 49 271 191 114

大 波 作 付両横 (a) 855 952 400 400 508
収 稚 高(t) 25 5 12 ll 15

裸 変 柁付 面耕 (a) 815 456 500 500 2DD
収 稚 南(t) 18 2 9 9 A

･FE 革 作付面稚 (a) 4,185 4,占02 4,100 5.8DO 4.200
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昭和5 7 5 8 ー 4 0 4 1 4 2

も も 作付面.-GR (a) 7,498 7.458 4.800 5.700 5,000

収 稽 高 (t) 715 占70 578 boo 555

か き 作付両横 (a) 6,577 6,557 6,600 6,600 6,100

収 稽 鶴 (I) 855 845 540 540 749

ぶ ど う 作付両横 (a) 4,751 4.850 5,800 5,000 4,900

岡山県市町村勢要覧

黄 7- 1128に上るとほとんどのBt薩物の作付同相が年 減々少してLJlるのが一見してわかるだろうQ

水稲は唱和57年-昭和 42年の5年間に44ha･小麦にも.いて拙 占5ha･-その他の大安 ･裸安 欄 革
も少なからず減少している｡これらの原因として換地転用が容易に考えられるだろう｡注目すべ卓こと

払 ぶどう･もも･かきといった果樹類の作付両津が必ずしも増加を示してはおらず逆に減少している

とLnうことである｡しかしここで気をつけをLrlればhHをLhととは収稚高である｡確か咋この5年間に

作付面樹は滅少しつつあるが,収稚高は必ずしもそれに比例して減少してはきらずむしろ増加している

といえる｡このこと紘その栽培技術 ･薬品などの向上VC上る農葬の近代化が行われていることを示して

いる｡だから果樹栽培は年 盛々んVCなっていると思われる｡

(I)農地転用

虫近a)全国的な傾向である点地転用が一宮町でも例にもれず盛んである｡表 7- 1- 21は昭和 44

年碇の一宮町の用途別の盈地転用の状況を示したものであるC

表 7- 1- 21 用途別魚地転用

用 途_ 面

住 宅 用 地 75,502

工 銘 菓 用 地 15,499

学 校 用 地 2,647

道 二水路 .鉄道用地 10,198

その他の砲物瀕設用地 51,541

碓 林 4,796

そ の 他 不 明 14,805

昭和 44年蜜島地移動実態訴塘

一宮町役場

これに上るとヤはり圧倒的に多いのは住宅用地である｡

昭和 44年vcおいて比良地転用総面顔 15 2.58dm2の

うち7も502材と束に48帝と約半分を占めてLhるO

一宮町は岡山市のベット9ウンとして最近特VC脚光を浴

びてきているが.価地の建設等がこのことを端的にあら

わしているといえ上ウOそして最近よくいわれるマイホ

ーム71-ムが曲地転用に拍車をかけているともいえるo

住宅用地忙ついで,その他の建物施設用地 ･エ鉱菜用地

への転用も目立ってLJlる｡この上うに年ケ基地転用は増

加する傾向を一宮町でもあらわしているが,このことは

Bt家にとってこれからの良薬への大きを曲り角につきあ

たっているととを物語るものであろう0
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P)点民Jiの分解

点民屑分解については,最初旧5村全域を取りあげて色々な角鹿から比救検討する予定であったo

しかし残念75がら旧5村の焚科がtち士もをので統一したものができず比較のしょうがなかったoそこ

でこの間項も鼻耕地の変動と同じく,明治末朋から合併iでを旧一宮村,合併後を一宮町全域をとりあ

げてみた｡

(1)一宮村における明治末期から大正期までの良民層分解

点民層の分解は耕作耕地の広狭別曲家変軌 自小作別鹿家の変動などを調べればある程度理解できる

のではをいかと思うがそれらを調べる幣科が見つからなかった｡だからここで壮一宮村議車歯の中にあ

った県税戸数割決鵠坊を手がかりとして追っていこうと思う.

問題に入る前にこの時期の典薬について述べてみる｡この時如仏日本金英の19LU一紀末から20世紀初

頭vtかけての発展助と1920年代以降の鼻薬問題の本格的展開期とにあたる｡草本主義の独占段階作

はいっていくJ:恐慌があらわれる｡そしてそれが農業にもあらわれてきていわゆる鹿集恐慌を起こすこ

ととなる｡しかし,日本の盛業恐慌は,点薬外部の穀本制生産が恐慌におち入り,やがてそれが盛業に

も恐慌状態が波及していくものである｡このよう7k動きの中で地主-′｣､作関係はどのような動向をもっ

たのであろうか.これからそれを探ってみることにする.

-宮村の勘合,大正 8年とろまでは等級別に税金が妹せられてVlたo礁せられた税金の多少vc上って

各典家の状態が推察されると思われる｡そこで,その人教の変化をみると表 7- 1-22のようになるo

表 7- 1- 22 等級別県税賦課戸数

1- 5等 d～ 10等 ll- 20等 21- So等 51等以上 総 農家数

明治50 d戸 18戸 155P 1d5戸 117戸 457戸

55 7 14 78 255 155 489

45 7 19 128 152 192 494

大正 2 6 18 75 162 2ム4 521

3 iA 17 57 148 297 5255 15 6占 155 505 525

8 5 10l 68 141 299 521

一宮相談事命 より作成

この表をみると明治 55年に 11- 20等の戸数が明治50年と比較すると75戸減少しており,こ

のことは,大体中曲に近いと思われる tl～20等tでの中間層の減少が明治42年頃tで尾をひいて

きた全国的な中間層減少化に一致しているものである｡しかし全国的を傾向は,明治 42年後から中間

層は増加したのであるが,一宮村の場合.明治45年の統嘗†では確かに増加しているが.大正 2年に払

又,息放し,その後滅少傾向をたどっている｡この点で一宮村の農民屑分解壮将兵を点を持っていると
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いえる｡一方の極である1- 10等士での上屑は性ぼ雌波をLyCその地位を保っている｡ではもう一方

の穂,すなわち下層はどうであろうか｡襲 7- 1-22忙よって明らかをように21- 50等, 51等

以上の下屑は,明治55年をみると.明治50年と比べて21- 50等が72戸, 51等以上が58戸

増加している.これは中姓層が減少したものがほとんど下層にまわったととも大きな原因である0 21

等 から50等までの戸数は,その後,大正 2年まで忙,明治 55年に増加した戸数とほとんど同数減少

し,その後,多少の増減壮あるがほほその数を保っている0-万 51等以上の最下層,仮(Cそう呼ぶこ

と托するが,この層をみると,明治 50年以来,清爽に珊加している9結集家数に対するとの層の比率
をみてみると,明治50年に比 25･占碑であったのが.大正 8年には57･4帝と2倍以上になっている.

とのことから巌下層の増大-中間層の下層への分解がうかがわれるO

以上のことから,明治の後半から大正の中頃にかけて忙中息の没落がみられ,上層はその地位を,中

身はいざ知らず,保ち続けたといえるだろうOで壮上層鹿家の分解仕果してなかったのであろうか｡

表 7- 1-22をみると1等から10等までの戸数は,微々たるもの75:がら変動 しているのn:気づくだ

ろう｡これから上層鹿家の中から大地主 5名を抽出して上層の分塀にふれてみる｡

(p) 上層の分解

襲 7- 11 25 県税斌陳敬の全体に対する割合

大正 2 5 4 5 8 10 昭和 2 5 占

H 氏 12.8% 12,5% r" .4% 114,2序 1五4序 ll.9.渉 9.占串 1.5率 i.1%

F. 氏 4,2 4.4 4.5 4.5 占.0 5.1 0.9 0.8 0.7

W 氏 1.0 1.1 1.2 0,7 U.9 D.9 1.8 - -

A 氏 1.0 1.1 1.2 1.1 T.2 1一2 1.8 1.7 1.占

加 氏 5.1 5.1 4.5 5.1 1.9 5.7 4.2 4.0 5.9

一宮村議串僚 よt)作成

上の襲 7- 1- 25結,大地主 5氏の各年薩の収税戸数割肝誹額の全対に対する割合を示 したもので

ある｡これをみると,H氏は昭和 2年頃まで全村の 10尊内外を占めていた.H氏は一時 40町歩もの

農地を所有していた.これらからtl氏が-宮村vcおいて,当時,とびぬけた古典大地主であったことが

容易に推察されるだろう｡ちなみに,大正2年硬膜税後佃戸裁判賦課決演者をみると,全村で机探額合

計が521円 97銀で,総戸数が521戸, 1戸平均が占1鍋 8距とをる｡ところがH氏をみると41

円20蝕と記されている｡ 2等軟のⅩ氏が 15円 58銀であるところからみても,いかにH氏がとびめ

りていたかがわかるoところが昭和 5年をみると, 1.5串と急敵忙落ちて,その後没落の一途をたどっ

てきている｡昭和 9年において仕,全村の合計額が5.974円5口銭, H氏のそれは, 45円5占銀と

75っている.そして昭和 2年にはfl氏に代って,加氏がその地位をとって代ったが,そのM氏でさえも

全村陀対する斌税額の割合が4郎 fl後であるととからして,以前のfI氏のよう.LこAl:.うな大地主ではな

かったOそして,その割合仕,決して増えていないことがいえる｡K氏にしても,W氏 ･A氏にしても

昭和の初めに75るとその割合が減少しており, W氏作かいては昭和 5, 占年 vc仕 2 0位 に も 入っ
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ていない.これらのことは,上層
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図 7- 1- 4

県税朕昧街の全村に対する削合

(一宮村議串魚)

と下層との幕が段 締々 まっていっ

たことを物語る｡そして大正末期

から昭和の初勘にかけて上層の没

清一H氏とK氏忙頗岩ve見られる

-があったことを示している｡

再 '1Gt地改革後の旗民間分解

地主屑の没落を決定的推したの

は戦後の煙地改革で与ろう.では,

農地改革後の鹿民僻の分解に移ろ

うと思うo

R本姓弔二次他界大槻で連合範

に取れ,領土を占術され.その支

正己下忙おかれた｡迦合'LFはすべて

の日本社会の分野(C対して,民主

化をはかり.まず日本鹿村の民主

化のために ｢鹿地改革rT関する党

梢｣を交附した.こfLVE基づいて

政婿吐昭和21年 10月21日に

｢自作曲創設特別摘冊態｣と ｢改

正島地調整法｣を出した｡この法

徐のEI的綻,大きく分けて桝作者

のTT,菜を安定させて小作良のその

労働の勃発を充分に草食させるこ

と,もう1つの自作姓をすみやか

Kかつ広汎に創設 しこれによって

雌築佐渡力の発蛙と趨村の民主イL

の促進をはかることであったD

そこで鹿地の所有とその分配 ･利

用の開院を合理化させて耕作する

良民忙寄席の余地を与え,鼻薬経営を容易にする典薬の近代化,生産力の発展が日本再建の途であると

して,それから2ヶ年に,不在地主の′｣､作地全部と大地主の持 っている′｣､作地区は地主めいめいに占反

だけを残してあと画が買収する番になった｡以上が農地改瀕の純単を概要であるが, この-宮村にもと

の佐和が実施され環収計画が進められた｡これに上り地主が大き引有季をとおむり,そして没落してい

くのであるOそこで,地主はどのように痛手をとうむったかを-宮村の月収酎画鵠屯をもとにして考え
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てみる｡

表 7 - 1 - 2 4 在村地主虚地買収一十官費

所 有 者 氏 名 台帳面所有総反別 耕 作 反 別 保 有 反 別 買 収 反 別

秋 山 馬 .千 57反 209 4反 112 4反 825 44反 206

,FR 住 勝 輝 55.5 19 4.占28 4.525 20.712

三 宅 強 44.226 0.521 5.000 58.208

小 林 政 - 41.129 4. 11占 4.924 51.912

和 気 鳥 敏 雄 55.422 4.111 4.925 10.917

三 宅 鹿 載 28.222 4.82占 4.918 17.5 10

馬 食 久 治 26.008 5.518 4.925 16.402

秋 山 凄 男 24.525 2.214 4.902 12.506

無 住 甚 次 郎 22.414 5.420 4.901 占.占0 0

深 井 屯 次 郎 22.814 5.224 4.971 14 609

次 田 勇 21.916 8.009 4.710 9 127

床 井 伸 治 21 .525 0.124 4.429 7.827

和 気 島 丈 彦 21.029 2.615 4.818 15.518

藤 田 卵 之 助 21.021 8.728 4.700 7 101

松 田 彦 太 20.429 4.025 5.000 l l.404

林 七 三 郎 17.508 ll.6D9 4.604 1.025

秋 山 連 繋 17. 125 5.402 5.015 占.占 19

草 野 梅 野 17.005 ー1.215 4.91 1 0.809

原 発 治 15.928 7.915 4.918 5.025

岡 崎 宋 三 郎 15.811 5.5 09 4.909 5 214

元 成 冬 15.712 4.108 4.Plo 占.占25

三 宅 卓 二 15.625 1.dos 4.921 9.027

則 武 明 弘 15.616 6.218 4.218 5.015

専 用 席 - 15.527 7.占11 4.614 5.5 02

深 井 毅 15.524 5.405 4.802 A.620

難 波 忠 男 15.028 2,228 5.001 7.705
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所 有 者 氏 名 台傾面所有総反別 耕 作 反 別 保 有 反 別 月 収 反 別

斎 藤 太 一 14反521 5反522 5反ooo 5反929

高 頓 樺 雄 14 0 0 0 4 4 4 15 4 5 15 5 0 02

･J､林 宙 三 極 15 821 7 2 14 4 606 2 001

蜂 谷 錠 太 郎 15 818 4 4 11 4 525 2 720

元 成 千 年 15 5 19 5 6 11 4 906 2 802

横 田 き よ 15 016 7 10 0 4 8 15 1 0 12

蜂 谷 埠 11 915 4 127 5 000 2 716

藤 井 一 価 11 522 4 20 7 4 5?i 2 022

秋 山 一 腰 11 500 2 dD〔) 4 605 4 227

草 野 花 11 509 4 D2 6 5 00 1 2 105

･｣､山 骨 豊 三 10 408 1 122 4 925 5 4 12

･依 田 価 門 9 818 5 208 4 9 28 1 占 12

則 武 正 己 9 207 1 225 4 80 5 5 109

小 柴 広 見 9 126 4 0 11 4 925 0 12 2

佐 野 民 治 9 118 5 (】02 4 5 17 1 2 16

草 野 音 便 太 8 8 15 2 205 4 8 28 1 742

蕪 佳 周 盲 8 512 1 118 4 8 10 2 5 14

尾 神 登 紀 7 615 0804 4 52 6 2 026

木 村 金 邑 6 512 0416 4 919 D 9〔)7

昭和 22年 買収計画調音 一宮村農地委兵舎

東 7- 1- 24をみてみると'昭和 22年の月収計画では,在村地主の台帳市所有総反別合計である

880反 占18のうち月収反別合計が580反 625と約 45.2飾もの土地が月収されているo秋山氏

のとときは, 57反 209のうちの44反 206と実作77･5%もの土地が月収されてLOる.このように

地主は多かれ少なかれ土地を買収されたのである｡これらから,地主層が鹿地改革でうりた痛手がどれ

だけ大きいか予測されると思 うOそして地主-小作関係は大きく動揺したのである.

⇔ 一宮町の現在の状況

次に一宮町全域についての現在の農家の状況について.経営盛用地両横 ･所有土地両横 ･自′ト作別点

家の5点から述べてみようと思う｡
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表7- 1- 25 経営凸用地面舘広狭別姓家数

一 宮l l 平 韓 席最下 全 域

5 反 未 満 249戸117戸 ム2戸 7qP

5 - 5 反 108 62 75 245

5 - 7 反 72 57 90 255

7 反 - 1 町 100 102 114 50占

1 - 1. 5 町 49 95 81 195

1. 5 - 2 町 5 ll 5 15

例 外 規 定 鹿 家 - - 5 9

合 計 449 589 456 1274

19占0年 世界虚業センサス

表7- 1- 28 所有土地両横広狭別鹿家数

一 宮 乎 津 馬 零下 竣

所有 地 を し 10戸 2戸 5戸 15戸

5 反 未 満 88 50 55 195

5 - 5 反 7ム 45 27 148

5反 - 1町 151 148 101 580

1 - 2 町 117 120 159 576

2 - 5 町 1占 24 dd 10占

5 - 5 町 8 24 52

5- 1 0町 5 14 17

10- 20町 a 占

20- 50町 1 1

合 計 449 589 45占 1.274

表7- 1- 27 日小作別農家数

一 宮 平 弊 馬 星下 全 域

自 作 295戸 298戸 5占5戸 954戸

自′ト作 118 70l dO 248

小自作 22 l 15 7 42

小 作 ll 7 5 21

19占0年 世界提黄センサス

19dO年 世界益美センサス

経営土地面雑でIji, 5反未満の故家が50･1序を-宮地F_で吐示している｡平静地区が51･9虜･馬

臣下地区が52･8頭を示 している｡全域では58.6多忙をり･各地区とも,約5分の 1から2分の 1を
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示している｡ 5反から1町の屑で払 一宮地区が3ad啓,平律地区が4019帝,馬零下地区が4618

啓,全域では42.5帝とせってLJlる｡~え, 1町以上のJBでは,それぞれ 10.9帝. 27･2襲, 2014%
●

19.1薙となっている.以上のことから一宮町では5度から1町の樺営出地を耕作している農家が比収

的多いことがわかるだろうO

次忙所有土地両軸を入ると,一宮地区では5反から1町の良家が 151戸で292錦Tr占めて環も多

く,次いで 1町から2町の鹿家壮 117戸の26.1啓を占めている0 5町以上の盛家壮 11戸VCすぎな

い.平樺地区ではや仕り5反からl町の鹿家が将 も多く. 148戸の5aO葬で.次いで 1町から2町

の良家が120戸の50,8帝を占めている0 5町以上の虚家は平汚地区ではみいれないO馬噂下地区で

紘. 1町から2町の良家が境も多く, 159戸で51.9啓,次いで5反から1町の農家が 181戸の

25･2銘を占めている. 5町以上の鹿家妊 45戸と他の2地区と比呼して圧倒的に多hoそしてその中

忙仕 20町から50町を所有している大曲家も含iれている｡全体として言えることは5反から2町の

屑が娘も多く,過半数以上を占めていて,中間層が多くで.上層が比較的,少7Eレ功わ9忙下層も比較的少

いことが特徴としてLrlえるだろうo ここで表7- 1-25, 26を見比べるとあることVE気がつく｡そ

れ化かをりの鹿家が所有土地を全部は坪作に使っていないことである｡これは休作とかいうようをこと

も考えられるが.投地帳用のために遊ばしているということも考えられる｡

自小作別姓家政では,柵後の全開的+L傾向である自作鼻がとの一宮町でも圧倒的に多く75･4啓を占

めている｡小作は全町で21戸と1･7留にすぎない.これらは軸後の旗地改革がもたらしたものであり,

地主-小作関係が崩れたとと女物帯るものであろう｡

以上農民層の分解について検討してきたが,これだけで-宮町の曲民屑分解をとらえたとはさらさら

いえをい｡しかし範本主題の発展,商兼的虚業の没透等を背景として農村もその静聴をうり.遊民層の

分解が進行し,地主一小作の関係がくずれていったことはいえるだろう｡ (菅 田 徹)

2 農 業 備 竜

(1) 果樹

A 一宮町果樹栽培の概況

a 果樹戟培環境

(1) 自然環境

一宮町の地旬は.中部以北は約 5紀屑の砂岩,中世代の花樹岩からそり,南部は窮 4紀層に.旭する粘

土層をもって横道されている｡せた土性比,中北部は紛酸士tたは埴土であって果樹栽培VC適し,南部

吐壌土iたは堀盤土で一般に肥沃であり水田地背となっている｡

儒竪下村荘 1)によれば,｢(前略)本村の山容があまり急l蛙でなく,岩塊壮多いが傑岩性硬質である
ので除去するにも上く,開塾に多少骨が折れるが果樹植付け後は棉張りが上(,涙く岩層の偶へ浸透す

るので桃などは生育が早い｡ (中略)花鳩着地帝では作物の根張りもよく排水貯水も好適で良質の美味

が得られる｡｣と記されており地質的条件はほほ柵足されているといえよう｡

次に気栽面についてみると.月別の気象状況は黄 7-2- 1忙示すとおりである0
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茨 7- 2- 1 -考町の月別気象藁
中位 :気温 ('C),降 Ik丑 (所D!),日照率 (多)

間平均 1月 2月 5月 4月 5月 占月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平均気温 14.4 2.6 5.5 a5 12.8 16.占 20.9 25.2 27.6 22.5 1占.1 9,9 5.4

捧 水虫 119.5 52.O d7,7117.8108.2217.1224.ど川D_0 75.6 296.占 65.5 55.9 57.占

注 :｢凝議偶遁改蕃軒築計画宙 昭和 4 2年｣

気温は北部のLH帆と僧部で結多少韻なるか,全般吋払渡で平均克温 144℃であるO初紺は 11月

10日とろ,晩矧d:4月 20日とろである｡年旧の月別平均式温をみるとわかるように,果榛の開花

期から果繁の成熟期まではすべて 15℃以上 と温暖であるO

せた果契成育忙とって鮒係探vt降 水鬼は年間 1100叫 iどが適当であるとV,われてV,るか,当町で

は年間約 1400mmあ_O,まず忠まれているといってエVb もっとも降畑 に朗 して払 温室の建設

に上って自然粂件がかな.O克服されつつあるのも群爽てあるo

b) 社会賓舞 社会項墳はのちKも詳 しく確 りあけること忙なるが,一般には労紛力の糊題,脱党

機 鰐と市場の問題,土地利用の変遜>i･とかJfえられるO

温室ぶどうのようを腿約鑑の高い,生育期他のkい,しかも盈労働を必安としない作物は時脚J的K

も空(均的Kも広がってい く俸向があるotた黒松は 100再商品化する点から現金収入を手に入れる

の忙つこうがよいので,現代曲菜では碑正されてV,る｡

市場につVlては,滑 Ik白桃やマスカット･オブ･7レキサンドリア,コーノレマンは高級品として贈答用に
用いられ謂晋はさらK伸びることが予想される. しかし,一方で比県内の工某の発展の膨轡か果樹栽

培にどのように及んでいくかにより,労働力,農地,瞳Ll:.L現湊と将来菜の割合などVC新 しい問題が生
じていると思われるO現在仕,ち上うど各盤家の&･監規堤の拡大あるい忙絡･1､の移動の敵 Lv'時期で

あるDすなわち,中共迎家として果樹演塔を梯弟として軽脅してVlくか,あるV'壮瀬典幽寂として他

からの収入を糾為かとV)った経営所にかける選択の時期,それ托ともなう規協の階層の釧 ヒが妬背忙

r なっている時抱であるJ:うに思われるo

はfJ.-いようであったo

I) 果樹栽培地域

aでとr)あげた栽培環境からもい

えるように,当町で果触奴培をかこを

っているのは主として中北部であるO

江 1:一考町全域の資料 :頻発細道

改割 手業計画宙

上芳男部塔の史料 :1965年

中間哉米センサス

一宮町金鉱 上音実朝象

幽 7- 2- 1 -宮町全域と上芳賀部落との
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図 7- 2- 1より一宮町全蚊の韓営耕地面鏡中桝蛮地の占める割合はおよそ 20･5葬であるO-方上

紫斑部靖を例vEとってみると57.5%とひじように粘い割合を集線旭が占めている｡ これは自然的K

も中北部が適するし.歴史的にJJ･ても,中北部で古くから奴増されており,果樺僻 某良家か多いから

であろう｡

ただし,果樹忙商品作物であるので ,果樹栽培の規松は単に耕地封筒や生産高のみを他の作物と比較

して,ただちに判断を下すことはできないことを特記しても･く必賓かあるo

c 栽培巣榊か敏類

一号町で現在栽培されている果樹絞,温塵ぶどう,もも,かき,批地ぶどうなどである｡次ぐ〔こ

れ らの果樹について晶敏やその栽培割合などについてみていくことにする｡

h･) 温皇ぷt'ぅ 温室ぶどうは現在も砧も造収のすすんでV,る果柵の一つである0品範は,マスカ

ット オブ.アレキサンドリア(以下マスカットと略すO )とグロー･コー ル マン(以下コー ノレマン

と略すO )である｡マスカットに較ペてコールマンの方かやや坪当り生産放け多いか,当町ではマス

カットの方が多 く栽培的 る｡.また温室栽培には加温親培と冷壷栽培とかあり,加温栽培の方ではほ

とんどマスカットを栽培しているO

ぷとうは両にたいへん弱いので,温毛親培Qjこその点甘利であるOさらに温壷栽培は他の果樹と蚊ぺ虫

作某カー年を過 じてあること,もろtJl吐加温施設の科人ccより砧 も忙しい摘果欄,収脚 を計画的rL

早めたり遅らせたりして労励配分を調節することも町711t=aであるo

また温室ぶど5は他の作物の姓作喜削まどu:如,JJi盃労蹄でなvlためVC女性が従 jけ ることも符易であるC,

以上の利点かあるため温塁ぶどうは将来も伸びる可能性を持っている果樹であると結論づけられるで

あろうrb

糾 もも 品種托,当町が原産地である耐水白桃が崩 も多く約 5割腹壁栽培されているo これは恰

IEが蘭く酸味が少なくきわめて美味fu:ので進物用として広 くrF朗rLでまわっている｡次忙多いのが大

和早生で約 2寄り,その次か白桃IT115割の順である｡その他有髄白馳 ナ奇と早生,大久保,岡山早

生なとが栽培されているが丑結わずかであるO

卜)かき かき咋ほとんどか笛宥楯で,他に松本早生か 0･5割ほど栽培されているO富有柿は,棉

は強妙,閲眼性で枝のFT肢が少なく鬼窪であるのか特徴となっている｡盤作某比,セン私 予防 (年

2, 3回 )収性とあまり手側がかからないのでたV,てV,の出家か副次的に裁均してvlるO

巨IJm地ぶどD LP 也ぷt'ぅ(i,マスカットベ リーAか約 占･5軌 キJ,ンベ ルアー･)-か 215割,

ネオマスが 1割の側合で栽培されてVlる｡温室ぶどうと比較すると,大きな相嵐息は娼かけの作業が

あるt,とであるO-殻に,拡地ぶどう比温壷ぶどうの増加tlC伴 って減少していく傾向かある｡ しか

し,この現象は荘地ぶどう栽培に欠陥かあるとV,うよりもむしろ,温室ぶとうの方が災智もうけにく

く安愛した経営ができるので,労助力か温竜ぶどうに捷われることが原凶してV,ると考えられるo

a_ 出発所鞘

以上述べてきたように,一考町では特に中北部かiii･樹栽培に適 し,各旗家で盛んK行なわれてい

るか,一体,果槻栽培にかける盤瀕所絹は他の蛙作物にくらべてどの埋kpのものであろうかOそれは
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将来その作物の栽培が継続できるかどうかにかかわる盈礎な問題の 1つである｡

衣 7- 2- 2は一号町 と御津郡の他の町との盛業粗生産額および生産性の比較である｡

衷 7- 2- 2 集架粗生産額および生産性の比較

単位 農薬粗生産額 :100万円

生 産 性 :1日DG 円

農 業 粗 生 産 棟 生 産 性 (粗 生 産 額 )

作 物 計 果 樹 その他の作物 農家(1戸当り)r弛(1h当り) -僻従者1人当り

御 幹 部 5721 819 2902 520 50 199

御 酵 町 76占 140 占26 271 48 185

一 宮 町 695 2占5 428 582 62 225

建 部 町 600 52 548 279 45 204

津 市 町 占77 519 558 548 46 211

捷 :岡山凧盤林 地窒俳か年報 よ.b 昭和 42-45

-号町は果樹の粗生産額が津市町に次いで第 2位である｡一方生産性の場合はすべてVこおいて一宮町

が端 1位であり,津桝 Jも比較的高い生産額を示しでいる. したがって,果樹の粗生産額の多い町は

典家 1戸当 り生産性, lDa当 り生産性,専従者 1人当 りの生産性かすべて相対的に高いことが理解

できよう｡そして以上のことから果樹栽培比収益性が商いということも推測できるであろうと居オ:加るo

次に襲 7- 2- 5は種々の果樹と米と′｣､裳との単政市領当Dの所得の比較であるo

表 7- 2- 5 作物別所得目安表

作 目 単 位 帆んh) 生産軸 所 得 帽 所得率(薙)収硬水∂ 労働時間(時間 ) ｣_旦望 空前禍
栄 一√ヤ 65,057 15,251 51,856 79.7 510 118.8 7-Jt)201

小 変 1D 1り 71 8,772 5,-599 58.1 280 占5.8 1′295

大久保 (桃 )1 10 88′695 51′075 57.d20 64,9 1,580 520.0 181

白 桃 10 86,555 59.490 47′065 54_4 1′269 520.2 221

砂子早生 (秩) 10 96′952 48.597 56l555 58.1 1.04ー 244.2 185

好地ぶどう 10 88,57 57′050 51,525 58.0 1,占56 271.5 20i

加温窒マスカツ 100 176.10 80.lob 95/997 54.5 251 458.2 1.085

冷窒マスカット 100m 84′848 60′576 24,27王 55.□ 212 11i9 4.285

荘 1 岡山普及所 昭和 44年 12月

荘 2 蛋地ふどう綻キ1･ンベル7-リー塩
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これに上ると,せずすべての果樹が米,愛と較べて収入が多いcLかしそれと同時に生産埠も相当か

かっており,すべての果樹が必ず しも所租が多いとはvlえないo冷金波櫓のマスカットはこの表によ

れば最 も所得率が低く収入の割に多 くの生産凸がかかってvlることになっている｡また米より所得の

多いのは,大久保,砂子早生,加温マスカットである. これらの作物は労働時間は長 く鵜約度が苗L̂

ことかいえるO特に加温卓マスカットはきわめて少なV,面掛で栽培できるのでヤ仕 り収益性は高いと

いえようo

o 生産芯と市娘

的 生産丑の推移と現状

図 7-2-2は一宮町

果樹の栽培両横の推移 ,

図7-2-5は収穣丑

の推移を示している｡
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図7-2-2 果樹栽培面額の推移

EEl 岡山水魚林水産統計年報よ9

芸 3/ JI JJ Jr JS

Lt)

y/ vlヰ

図 7-215 収 穣 丑 の 推 移

琵1 岡山県瓜林水産統計年報 よ9

この 2つのグラフから,まずももは昭和 5d年 (1961年 )を除外ナると,たいたt,1JIE説な伸ひを

示してVlる○昭和 56年に壮栽培面頓 も収穣量 も減少してVlるので何か原因かあった忙相違をV,が,

あまり明確な理田は判明しなかった｡ ももは大が枯れるとそのまま放陛するため1年 くらV,は収穣で

き7EV'ことかあるのでその年は栽培面棟 も減少することになる. あるいは昭和 55年 (19占8年 )

か ら収税敵が伸びをやんでいたので放思された括巣が 56年vC現われたのかもしれ夜V'｡

一万温室ぶどうは栽培面積の増加に伴って,生産高も順調に伸びてvlる. このように,ももや宵地ぶ

どうやかきは増減がせちTiちであるの忙対し,温室ぶどう壮正確を伸びを示 してvlるとvlうことから

ち,温室ぶどうの方が災害が少なく収丑が安東してvtることが契証されよう｡また謬地ぶどうは,戟
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培面積は増しているが収疎放はわずかに減少している｡これは,温室ぶどう鰍 増 加しこれVC労働

力がより多く洞野-･3れは じめたためで,詔地ぶどう栽鳩から温室ぶどう栽培への移行がみ られると解

して上V'であろう( 袈 7- 2- 4 昭和 44年鑑果物出荷丑および販売額

巨)出荷丑の推移 単位 :出荷赴 (t) 阪発額 (万円 )

Lー ′iも

′苧7'̂､/

ヽ′･′/ >′′I′l
J ･′/

P. /一
/

L一連

′; 丸山:どシ

l＼/
､J

図 7- 2-4 果樹の出荷額推移

任) 甘果物出荷組合や科よb

部 落 名 f か き 捉地ぶどう も も
出荷立上阪光額 出荷塩 販売額 出荷塩 販売額

冊 ,i( 28 117 5 19 292

凍 上 25 129 2 51 516

上 芳 賀 55 189 12 198 106 1587

下 芳 盟 dB 445 7 140

松 尾 24 14ー 8 159 20 296

大 権 15 220 52 486

艮 野 5 85

暁 尾 7 171

佐 山 45 276 27 557 21 254

中 楢 陣 5 48

栄 梅 津

山 崎 4 27 ーJl 184 2 24

今 岡 2 14 占 1 10

一 号 2 15 19

早 川 1 10

尾 上 2 14

任 1 -号町任果物出荷組合調べ

/Jj荷櫛の推移はLjYl7- 2- 4忙示ナとおりであるO温瞳ふとうの詳しい幣科がないのは,LClをはだ残

念であるが,生産Liか伸びてV,ることから出荷丑 もほほ同 じ割合で伸びてVlる忙相違ないO

凶 71 2-4によると,昭和 4う年 (1968年 )比天鐸不曙のため, もも,琵地ふどう,かき共に

減少しているがあとは大体伸びる協同(,(あるoたたし,この統計資料紘一雪町野敷物出荷組合で東 少

扱ったものたけの金額であるので,その実態は必ずしも明確ではなV,Oをせなら組合を過すとV,う販

'JiE頼経にせだ加わらず直族市場に娠うじする農家もあるからで,爽際吐これ上りかなり多vl額を示して

tpるとのことであるo

さらに素 7- 2- 4は部蒔ことの果物出荷且及ひ販売'Dを示している｡ これによると,かきは下芳賀

佐山,上芳賀の順で,砧地ぶどうは佐山,大建,上芳乳の順, ももは上芳賀,課上,大陸の順であり
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上芳賀や佐山はすべてにわたIDて上位を占めてV,る｡

卜) 販}-R機構と市駁 販売機鰐は温室ぶどうの場合と他の果樹の場合とは晃なる｡温室ぶどうは県

Vこ独自の生産者の組合 (温皇姓脇 )があ9脱党もt.こを通 じて行なわれている｡したがってとこでは

温室ぶどうと他の果樹を分けて述べることにした｡

0 温室ぶどう 温墓ぶどうの販売は岡山県温室典薬協同組合 (略称 :貼温室農協 )が統括 してお

こなってV,る｡一軍町の場合ならばこの県温室盤齢の下vC一宮町温皇連合会があり,それがさらVC7

分区 (佐山,平幹,森上,上芳致,下芳賀,松尾,大窪 )に分かれている｡

温室ぷと'う比価格安窪を図るため県で出荷統制をかこなっている作物の lつである｡ したがって,出

荷樽期に走ると,県の温窒盤脇が収牧山や出荷時期の推測 (披見)をおこなって温壷連合会に出荷且

および出荷時期を割 b当ててくる｡この割9当てをさらK7分区を経て各搬家へと割り当てていくので

あるDそしてこの割 り当てに基づいて各漣家比Lti荷を始めるO出荷組路は,各農家っ創芸の輿僻所→

県湿窒毅脇の蕪荷所→市場(→仲買人→′ト売店 )となっているっ

なお,一軍町過量運合金は出荷に関する一切の仕¢ (具体的化は,資材の購入,割 り当て,出荷出用

の会計など)ばかりでなく,lHL皇ぶどう生産者の組合として栽培技術の指苛や市場調査や後継者の育

硯など多くの機能を有しているC.

また,温室ぶどうの主な市場は,岡山県下はもちろん,京阪神方面か損も多く,若干は東京方面vcも

輸送されてvlる｡

⑦ もも,かき,露地ぶどう これら5つの果樹は他の宥果物と同様に,一号町野果物出荷組合

(1961年結成 )を通 じで出荷盲れているO販売経路は温室ぶどうとあせりかわらないが,ももは

温室ぶとうのように盤豪への'glb当てはな く,他のベリーA,かきは組合で割 り当てを決めてV,る｡組

合の仕掛は温盈連合会とほぼ同じであるO現在の組合の問題は,せず組合食通さかJlで出荷する農家

がかなりあることである｡｢また流通機構の合理化の帆晦もある.組合良の言われることレ⊂よると,前

者は出荷蜂材の価格が安くなるなどの組合の利点を啓殺してV,くことにより,後者は直接にデパート

やスーパーマーケットに卸すような機柵を実現する方向へ向ってV,る｡

また市場は,県下をはじめ鹿児島,女敵 ,神戸などであるct鹿児島のようケ⊂週拒郎地方は価格か安定

してV,るので出荷地が増加してV,ると育われているC.

B 一考町果樹敷噂の発展経過

a 果桝 入湖と先駆者

果樹栽培の多くはある個人のn臆によって,その地域に首入されることが多いc Lかしなから,

それがその土地crJ亜業となり,柾蛍としての目的を十分達成するV(紘,次第に災同化の一途をたどり

先酪者個人の事から広 く多くの良民の手に移ってい草拡大発展してV,くものである｡

一軍町の勘合,果樹栽培の創始者は苛藤巻八氏である｡氏については鹿屋下村誌の人物櫛に詳しく述

べられてあるのでこれを欝約することにするC.

氏は明治元年 (18占8年 )芳賀金姻生まれで, 20才の時,/｣＼関都今井村より桃 8本と熱箇 4本と

を当町V･C帝人し栽培をはじめたC.
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これが属崖下相異伽穀増の最初である｡明治 55年 (19 02年 )どう,自分の果終極で良巣を発見

したOこれ絞白色に熱する硬巣で美味であり,一般の時好忙適し,また日持ちもよく地送に過してV,

るので ｢白桃｣と名づけ栽培を拡7tした｡またとのころtでは,市場性岡山までであったれ 明治

5山羊(1905年)には神戸,大阪Kまで進出するにいたったe明治 59年 (190占年)には吉

備巣触 色合か別立され氏は融℃組合良と75:り巣柵栽培V(_尽力したeさらに大正 8年 (1919年〕か

ら温壷を建設し,マスカット種と晩生コールマン種を捉え大正 15年 (1926年 )には加温栽培も

始め好硯鮎を卦さめたe

こうして氏は一考町のみならず岡山県の童顔特産物であるももと温室ぶとう栽培の先駆者となったの

l であるぐ

第 1次および第 2次大戦中は,果物よりも米麦をどの主食用作物の方が特電されたため,叫韓果樹栽

培は突返するか,磯後再び果物の胃管か急激中(増加 してきて中北部各所で果樹栽培の風食が眺められ

るようになったcLこれら果樹栽培の増加の最大の原田仕,栽培技術の進如 亡伴って良質の果物が容易

に生産されるようにを3たためたといわれでV,るC.

しかし,一宮町全体からみれば,瞳皆面(/亡かいてまた副鼻的耽培をも.となっている盤家 も多く,土地

の収益性,労軸力など関越は士だ解決を待ってV,る ぐ

e 鼻薬構造改薯蘇葉と果樹栽増

一望町の果樹栽培の歴史は,明治 20年 (1888年 )からはじ7tり今[川⊂故ぶほど環いもので

あるが,i遠近は盤禁間道の近代化が叫ばれ,鹿家の経営仕大きく変革しつつあるC.その舷も朗著をも

のが盤潔構造改蓉串蕪である｡一宮町は同部を岡山市に凍 しているため,近年曲渠労働力の地産菜流

出が著 しく出講後退の煩向にあるC.これは,かっての鯉菜自体の経営の非合理や技術の遅滞もJ,q因 し

てV,ると思われるCゆえに,農薬経営の独立近代化を目標とする奉養が農業構造改善恥築であるとも首

V'得るe

一考町良薬の第 1は.現在のところ米であるL,が,南部の米qc対して,中北部の温室ぶとうやももを

基幹作目として政審群発がかこ葱われている｡温塵ぶど5ヤその他の果離 ,以前には夏期において

早熟亡催 り放出が著しく減少するので,畑地かんかtJl施設の必電Kせせられていたctところが相和

40年 (1965年 )から盾工をみた県営笹力楢川下流地区師範パイロット野菜にEtが岨川合同用IJ(

(座主川 )を･k源としての畑地かんかV,が計画され,新たに造成整備される果軸 に基幹作目である

ももおよび温墓ぶどうを番人,軽督規模を拡大し自立農家の育成を図っているぐ

このため巣柵栽培の専非化は進む憤向にあるのが現状であるC.

この良薬桐造改題松葉に参加しているのは,大亀 匿山,上芳乳 下芳賀の 4つの地区 (総称 して北

部地区 )の良家 205戸であrO,それらIBt家の栽培地域は図 7-2-5に示してvlるぐ

蝿 7- 2- 5は大塊除夜温室が整然と地殻されているV.わゆるマスカット田地と温墓の下の傾斜に造

岨しているもも園であるC
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図 7-215 北部地区の大規模を温室ともも園

江 1 農業構造改替計画有
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写夷 7-2- 1 良薬棉造改尊妙薬で昭和 45年に新し(

造成された温室ともも園 (上芳繋)

表 7- 2- 5 鎖車構造改沓松井参加良家の現状

写束 7- 2- 1は果株樋の景観である

か,まさに人間の自然を克服する力に

驚嘆させられるような景観であるC.

なお,旧来の巣御重や盛家はこの新 しく

く遊成された果樹闇の参る丘陵の聴VC

あるぐ

さて,北部地区良家の温室ぶどうとも

もq)作付面敬の現況は表 71 2- 5V(

示すとおりであるぐ

地 区 徳A家 .? 5品 加ご畠戸 温 垂 ぶ ど う も も作付 地 対城 ナA る 坐産 幽係 作付 地 対唆 すA 坐 関節

数 F;=一芸 数 曲a lコ計 比忙 軍 且 戸数 面頗 ロ る計 比V亡 惑; 産良 戸数

北部地区 56F 戸 RI= 5.,5 ち 戸 A,Ll 4チ8腐 558 " F205 15.15 2_7]占 161 29.9

その他の地 区 845 010.84 45.2 2一g4 184 50.1 50.2 182 241

盲汀卜胃町全体 1214 205 24.00 100.0 480 545 占0.8 100,0 540 4[l8

庄 1 温室ぶどう,ももの各政氏性,改善中共参加嬢家が対象

江 2 農業構造改香¢紫計画音 昭和 44年

この乗によると,北部地区は温塵ぶどう,もも典忙全域の約半分も占めているぐさらに改善申輿で北

部地区の占める割合は拡大する見込みであるcLたがって北部地区は一考町の果樹栽培忙きわめで奄

嬰在位恩にあることが理解される｡またこの歌蕃群落で北部地区の果樹噂薬蛙曹膿家は 118戸から

145戸-とふえる予定であるぐ

これら改背中業参加良家の中小⊂は組合を結現し発金を共同で借りで栽培をはじめた曲家 もあるC.この

ような組合は, 5組合あり1娩 8- 18人で牌現されてVlるごこの組合吐,缶金調達や諸々の耗同殻

鰯を建設のためむ⊂共同の形式をとってV,るが,経営牡すべて各良家がさ虫白でおこなってV,るct

′C 果樹栽培典家の特色

一考町の果樹栽培は,前述のエ9-⊂中北部を中心に良諸構造改沓彰英の下VC縫営規原の拡大およ

び塔濃化-の動きかみられ,年毎に著しV,楓陸の変畑かあるC･

現在Erl,また兼硯の果樹園が多くあIO老令の樹を考掛亡入れても栽培面桁は拡大している｡ したかっ
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て,果樹栽培農家の現状をみてい く場合,北部地区良家の経営分析や,あるvl帆 それと一即 r全域と

との比較から考媒 していくのかよいと思われるC･

a 挫骨規模

果樹棚 豪の経営規漠もヤ紘()一宮町全体と北部地区とは異っているe菜 7- 2- 6は北矧地

区 4部塔の盛栄鵬点改首都渠参加腺家と町全域の良家との経営姐型の比較であるぐ

兼 7- 2- 6 果樹栽培良家の縫皆類型

北部 4地区と一軍町全域との比較 単位 :戸

大 窪 下芳賀 上 佐 山 北部地区計 全 域

商品坐産良家 果 樹中英 経営 5 55 54 48 118 125

火田果樹複合軽皆 55 8 10 占 59 88

水田専業経営 1 0 0 0 1 75

そ の 他 0 0 0 0 0 47

小 計 59 4ー 44 54 178 555

半 商品生重殺家 15 0 1 0 14 50占

自 給 的 良 家 10 D 0 1 ll 575

合 計 62 41 45 55 205 1214

在 1:良策構造改蓉都築計画魯 昭和 42年

表 7- 21 6に上ると北部地区は,果樹専業袋家が 118戸 (58･2飾)に対し,金城ではわずかに

125戸 (9.7蕗)せこすぎたV,C.また上芳賀地区たけを例にみると7515%となり,大窪地区を除vl

た 5地区では 81.占帝と良家のほとんどが果桝噂茶良家であるct大出は平野部で,k田果樹媒合経営出

家が多く, 4地区の中でも最も南部的性格を持ってV,るが,他の さ部塔は平地も少なく,水田より桝

園地の_号か故培灸件も適しているC

で(,;i,これら巣柵栽培娘家の経営規模はどの複好のものであろうか｡ と こに上芳賀部塔の黒板栽培農

家を例にとり,粗塗ぶどうと他の果樹との栽培両歌の閲係を衣わすと表 7- 2- 7の⊥うになるぐ

東 7- 2- 7 温室ぶどうと他の果樹との此培面領の閲係

斡位 :温盤面榊a 他の舶 地面輯A,d (の中の数字はうち凝穎農家または半商品生産良
家を表わすC.

混生 0.00--. 5.00 占.00 ?,Ou 12.00 15.00 計畑地 -.-2,99 一一5.99 一一a99 -ll.9 -14.99 ′-ヽ一

0 - 19 1 2 (1) 5

20 - 59 4 (5) LL(2) 5 (ll ll

40 _～ 59 5 (2) 5 2 くり 4 12

dO _ー 79 2 日) 5 王 2 10

80 -. 99 1 2 5 1 7

100 -- 119 1 1

120 .～ 1 1

計 ll 9 9 ll 4 1 45



一般V(:,栽培面慨から経営規旗をみる勧合Kは,温重殺籍のよう-(樽殊を条件の下できわめて狭tJl面

積で栽培できるものは他の経営耕地とは別K考王威されなくては食らか ヘ

音で,表 7-2-7によると,たいたい各良家の温皇ぶとう栽堵面敬 と果樹栽培面噺 とは正の相朗粥

煤があるOすなわち温室をた くさん所有している鹿家仕向時忙果軸 をた くさん所有 していることが

璽鮮できるe したがって良家に上り経営規模に差があるとい うことかできるC,Tまた規模の′トさいとこ

ろ仏ほとん ど兼井盤虞であD,専業良家はや(a:り栽培面仏も広いぐ しかし,各盛衰の経営規巌は労働

力の牌攻や収益性たども関越かあり,必ず しも栽培面8'iの多い良家が豊かで余裕のある経営をおこな

っていると即断してはそらないe

如 し,版死病の分布をみると図 7-2- 占のようになる,･これ総典産物すべての阪発憤が爽わされて

LJlるか,巣軌奴外の金観は平均 20%L,まとであるから,まず果樹よD得た粗収入と考えて相対的にみ
てV.けはよいC.U-')

図7-2-g 戯産物版売額の分 布 (上芳賀 71戸)

法 1 19占5年 中間出 薬 センサ ス

トー一一一
/ 一､-､
/
/
/
/
/
/
/
/ x

/ y･

/

y i

;/ . ' 11

■1 ● ● . J′

これに上ると賑虎額 50- 70万円の持家が最

も多く,生産出などを考慮するとまだ果樹栽培

良家の収入はサう-)-マン平均所得 104万円

に比べると低いようであるp

しかし,前忙も述べたように,果樹栽培綻他の

喪作物 と比較すると収益性は芯 く,北部地1gの

上う[/E栽培面心の拡大や技術の改良のみられる

ところでは果樹弾薬鬼衆としての任意比十551可

能であると思われるぐ

良果馳畠改善串非による栽培規操の拡大をみる

六一日姥も色度
と図7-2-7のよう忙若 し

'一九 九 く栽培両歌が広がっているo

また果樹専菜生家も54戸

～へ から42戸にふえ ,現在 ,

I )

′
′

着々と温室や果樹園が造成

ALE .//′ 紬 つつあけ て噛 しい
′ 温室で収穫をみた所 もある｡′

このように ,栽培両横は拡

大し卑薬鹿家として独立し

た経営をお こなうべき方向

へ向っている｡

図7-217 上芳焚部落政義の温室ぶどうと果樹園面稀

の現況 と改啓白標

注1 曲集構造 改磐事業計画督昭和 42年

4 g C /O /1 /V ,'-L /3 }o Jl }〆LL
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b 舶 技術と縫作発

射 温室ぶどう 温室の建物の大きさは,その建物が迫られた年把より磁いかあるが,改善47礫に

よって嘘殺され九大温蓮は 1占5.8･n7J(約 5D坪 )であるぐこれまでのものはもっと小さく約 50

坪迎賓であるC.

表 7- 21 8結抽選h--1造改善耕楽による温皇ぶどう栽培技術の改善目頓であるC従来より改善されて

vlる.*-Jl,ます街令か短 くなってV,ることかあげ られる｡ 5年未満のものか勧 口し,一万 15年を柚

木り収穫限界 と定めているご

加71%栽培では 10年が収棚眼界であるともV,われてV,るぐ

表 7-2- 8 温轟ぶどう栽培技術 (北静凪 ) 次に大きく改毒ずれた点として植栽暫鑑があげら

項 目 内 容 (目傾 )

桝令別 耶 碇 5年未満 55多

5- 1Dq 25%

10-15* 4 0%

15年以上 0多

栽 姐 密 度 60m2当 り 1本

施 肥 元肥 10月中下旬

娼肥 (加圭む 占月下6]

N.15タ̀

5.5m2当り P.50g

K.559'

防 除 年間防除回数 15回

郷 tk 年間 40回

1回丑 5.5rrG当り4口.a

摘 芯 1回 ～ 撫柄芯

果傍の切込 み 普及率 10 0車

柵 果 回数 2回

士 魂 管 理 宅内 ....敷わら

患外 .,.草生又は放わら

収 健 方 法 人力. テーラー

i5rn2当り 占.dKg

注 1 段築構造改沓串莱計画街 昭和 42年

れるぐ植栽妊 81が当り1本であったのか 60771'当

り1本に改暮されてV,るぐ従来は狭V,温豊に多 く

の樹を植え,株脚を狭 く,樹の拡大も少克くする

ため摘芯作業に多くの労力を炊 していたごそこで

摘芯作某軽減のため椀 拡大をはか り60mJ当り

1本と改良されたct一応,植栽の完成された温室

では, 1本の木を 6株に分け,挟間を1.8- 2m

とし,さらに_1練に枝を22- 25本ずつに登校

し,他の枝は努定する｡そして 1枝に 1黒炭ずつ

契らせるのを原則としている｡

次に施肥は,元肥の施用を12月中旬を 10月中

下旬に改めてV,るeまた年間防除回数を 20[司か

ら15回にし,煙甥剤またはガス剤を使用する方

向-と改香したり,摘果は 5回から2回にし翻 J

摘果 もこころみてV,るC.以上は労助の面からいう

とむしろ軽減省力化を図っているのであるか, こ

れに対 し油水は従来年(7B5 0垣]1回 5.5m･当り

55Aをポンプでホ-ス海･火を行なっていたのを

年間 4 0匿い回 5.3m･当り4 0Jgと回数をふやし

サイホン式スプリンクラーまたは17-i-プでむら

なく祐I火をかこをうようにしているごまた房の切

込みも完全にし,日持ちのよい輸送過貫けふ.巷わ

Lvl厨塾に改めてV,るC椅水の場合はサイホン式スプ1)ンクラーを蛭川し労働の省力化を図ってV,る

那,lJiTtの切 り込み拭労働力か増加 しなくて忙ならなV,｡そして以上の改善の結束,収弧 は 15が

当 りdKgから6.6KgVeふえる予定であるC

温畠ふどうの 1年間の栽培手順 とその時期は冷垂栽培マスカットの,i錘部塔の栽培の掛合,努定
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茨 7- 2- 9 加温妻の温虻分布

昭bH2年 2月148-4月28E】 単位 :C

＼ヾ目月日(平均ーゝ 室 外 室 内最 高 最 低 id r{& i& 底

2月中tu 10,5 -4,4 王i7 15.5

2月下旬 ll.2 -4,i ～8,5 lL7.1

5月上向 15.6 -0.8 50十rI 16.I

五月中細 15.1 -.1.a 52.7 15.8

五月下旬 16.1 一一1.7 52.2 15.5

Li月上細 21.8 1.4 Sl,4 15.2

4月中田 2tj.d 4.6 27.5 14.9

写真 7-2-q 書備高風上に建設され7t
大規模な温室

(2月 10- 15日)→赤〆=柴ダニ予防 (5n下旬～

4月上旬)ぅ芽かぎ(4月中旬)っ病虫昏駆除 (終 りt

で就 く)ぅ誘引→第 1回柵果 (5月下旬)ぅ摘芯う約 2

回摘果 (6月下旬)→収極 (9- 11月)であるぐ

コールマンは抑成徳であり,作鮎陣場はマスカソトよ))

遅いが作業手帳はほぼ同じで出荷か 1D月下均一 12月

頃であるぐ一方加温栽培は加温の開始時畑に上り拙作米

写真 7-2-2 加温のための71(1ラー設備

写失 7-2-5果粟の粒間引作東

vj時期が調節でき, 1月に加温を始めると5月下AEIlqe収

棲する連環のT柑橘であるご買 71 21 9は加温豊の温gf分布であるぐ適温は 15C～ 28'Cといわれ

夜間は 16'C～ 18.Cが普通であるctた患外温との柁茎は fS- 10℃が望ましく, 5月中旬頃の0日
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花期は通常より2℃高めかよいとされてV,るC. 4月下旬以降はほとんど加温しなV,が温Ij:安定のため

時に応じて5- 州別田舟こなう侍もあるC.加温方法はボイラーでわかした港を鉄管の中に通してか こ

なう号転を採用しているe (写共 7--2- 2)

また搬Ll(紘,前述の県笹力感Jlt下折地区脱兎パイロット町顔により山上まで汲み上けられた水%,各

縄零が自分の温室にまで耐水しそれを使用しておこなってLnるo

温室親宅の作業としては, この他に態の幽閉や施肥などがあるが投下労朗の中心をなしてV,るもの比

粒間引であり,このため技術面としての新梱管型の改葬や弗剤摘果の研究が盛んにおこなわれてV,る｡

巨) もも もも壮温皇ぶどう同僚一宮町の代表作物であるぐにもかかわらず,既攻囲では管即題が

貌わ九,生産性か停滞してV,るごつまり,未が凝れ るとそのまま政敵することか多 く,栽培画街も移

兼 71 2- 10 もも親軸安術 眺部地区:) 如しやすい(､表 7- 2- 10は搬菜解造改醤軒菜

項 目 内 容 (目標 )

品 種 開 放 砂子早生 50l%

百 鳳 50留

大和白桃 2001p

昭,K白桃 20確

栽 憎 密 度 108当 り55本(5,47T1火5.Lh

施 肥 元肥 11月- 12月上旬

追肥 占月下句 9月上旬

N 14.4Kg

18a当り P 10.8Kg

町 12.OKg

防 除 年肝防除国政 無袋 10回

有袋 8回

か ん 水 9臥 ス" ン㌫ 鑑 三讐 _

摘 果 2回

袋 か け 無袋 8 0帝 有袋 40摩

土 塊 管 理 放わら(敷革 )80藤

墓 ヰ (牧草 )20髄

収 種 .庁法 人事によるが能率向上

1Oa当 9収牡昆 15DOKg

荘 1 央 菜摘遠敷蔚 個 番 昭和42年

V_よるももの攻培技術改善目標であるぐ従来と比

較 して大きく改善されたものは,まず裁縫密LCが

10a当り4 8本～ 55本であったのか 55本と

なり林冠拡大を図っているC,次に熊襲叔培かおこ

なわれることであるぐ麻袋栽培は防除回数が 2回

多いが,ももの典作業で虫 も労働力を専するのは

袋かけと収種であるので,愉袋栽培は労協力蕗城

には画期的なものであるぐ また労協力暖波の点で

は他にスフoリンクラーVEよる共同滴~,J(もあげられ

るC.しかし, いまだ防除や摘果,収馳 袋かけな

ど人ノブを必要とするものが多く,栽培技術として

は収軌且の鳩犬を図ると同時に,労出力軽減の関

越か今後研究盲れる必婆かあると思うe

C 出荷時期

出荷時執ま栽培技術や粒作詔と槻迎探く牌に加温栽培の車7人把より親齢が窄易になったご図 7-

2-8托,岡山卸売市場における温室ぶどうの即死平均価格と人称nとの月別状況であるe当然入荷

の少なvbほど価格比高 くをってvlるeこれに上ると5月VC入荷するマスカ ットがひじょうに高低で,

最も多く入荷のある9月が価格比放尿であるe一方,一柳 汀北部地区は範在8月に約 15啓, 9月約
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図 7-2-8 温室ぶどうの市場卸売平均価格と入荷丑
(岡山卸売市場 )

庄 1 岡山煉農林水産蔵計年報

表 7-2-11 温室ぶどう(加温,冷竜,抑制 もの)

の平均価格 くま75K9当 り)

濁 類 加 温 冷 宝 抑 晩 も■

出 荷 時 期 6--7月 9-10月 12月

江 1 典菜陶速攻善 心菜 計 画 宙 昭和 42年

55弟, 10月約 18%出荷 してお り,価格

の最 も低い 9月に一番多く出荷 しているぐそ

こで目下 8月 10月の方に出荷盟を増やナよ

うに栽増を変えている途中であるe また 8,

9, 10月以外の月にも出荷されてV,るが丑

結少なV,ぐ一方,ももは出荷が 7月と8月に

奥申してvlるぐ ももはぶどう以上に日持 ちか

惑いので,果実が熱するとすぐ出荷 している

状鰻であるが,稲賓が滞.いため価格の変動は

あまりないC.また表 7- 2- 11は一宮町の

温室ふどうの出荷時糊 と平均価格を示してい

るe これに上ると加温栽培の ものは冷壷の

2.7倍,抑改ものは冷童の 1･8倍であり,加

温か上ひ抑故の ものは冷泉の ものと較べ商い

出荷額を示すので,縄票-はいる粗収入 (現

金 )は多いといえ上うC.しかし冷窒 ものに鮫

へ生産炎が多 くかかるのでこれだけでは所緒

を判断 することはできたvb

次に,出荷の塾は各典家に 上り多少異なるか

その例をとってみると,加温マスカットうも

も1冷垂マスカットづコールマンの順qeなっ

てV,る良家が身vILkうであるで捉まによって紘加温マスカットの出荷 とももの袋かけq)時期か-教 し

てかり,年中でこの時か最 も忙 しく施用好物を必堺としてvlふ｡

各晶槌の出荷時欄町 加温マスカットが 5月下切- 8月,冷轟マスカットが 8月下旬～ 11月上旬,

コーJVマンが 11月- 12月,ももでhJ-,砂子早生 7月上軌 大和卑生 7月中旬,大久保 7月下旬,

沼･k白椀 8月上旬で,ももだけでも晶超に上りかなりの軸かあり,出荷時糊は品憩の適いで調節 して

vtac.

丘 労働力の僻舷

上芳貿部落でJQ菜だけVL従¢ している人の性別,年 令 別 の分布を示 したのか図 7- 2-9であるct

a,れ把よると,ます女性か多 く従申してV,ることからげ られ るぐ これは果樹栽培忙女性で も可嘘であ

るとV,う析庵的要田 と,男性が他の砲兵に掛 けLLdrlJよ的(,こjk甜栽培をおこなってV,る地表かあるとV}
う消席的要凶の 2面があるようqe思 うC.また年令膚をみると,男性では 50- 59才が最 も多 く,続

vlて5 0代, 4 0代となってL̂本 地の地域と比奴すると男性従4f者が多いC.これはほとんどが再発

良家で家族全員か従舶していると考えられるC.
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図7-2-9 堤粟のみに従畢している人の性別甘よび年令別^数の分布

荘 1 上芳架 78戸 (対敦 )

狂 2 1965年 中間良薬センサス

しかし,ここでもやはり後継者の間- あるぐ剛 県では後継者結掛 撤 鵬 設けある理財 蛸 を

ぁげているが,やは り困催な問題の ようであるぐ

また雇用労鰍 ま198咋 中間段兼センサス緊料に上れば,上芳焚 78戸ですべて臨棚 用で鯛 輿

227人,女 249人 となってV,るぐ男性を滞 ったのは 17戸で平均 = ･4人 女性を蔽ったのは

44戸で鞘 = 7人であるC これはもちろん温泉ぶどうの似合Id,果粒の間引時,ももの敵合は袋か

け時で他伽 収樹時が考えられるぐ主脚 1滴部の畑 縫普持家の主娘忙依煩 してvlる状嘘であるe

llA葉全駅 いわれることであるが,一考町の巣樹栽培の脇合も労軸力が他朗 に吸収された ｡,労賃

の上昇によって,労助力の不足は深刻になりつつあるぐ機械の蛸人や技術改良がさかんにおこなわれ

てvlるが,またまた人力を頗するものが多いのでI労働)]の問題は今後の lつの課題であるぐ

e 収益性

巣桂版籍典家が噂薬殺家としての鮭皆が硯 り立ってvlくには･経営排他の拡大や生産地の増加も

蒐要 た要因であるが,それ以上(n=栽培作物の収益性ということが荘零であるC

すでに襲 7- 2- 5でもみたように温室ぶどうやもも吐現金収入を徹るには有利な作物であるe しか

し,他の作物 とくらべ労働馴舶 昆く,生産地 も多 くかかるので所鞘翠は低くなっているc Lたがっ

て収入が多vlからといって直ちに果樹栽培にとりかかるの吐危険であるC

では一骨町の果樹栽培の収益性はどの程鑑であろうかぐ

表 7- 2- 12綻,温畠ぶどうの冷塞栽培と加温栽培との生馳 からみた温宅鎌首の比較であるCこ

の弟作製の前提として,粗収入を冷墓は坪当 ｡7K地 産で 1Kg500円で,加温は坪当 ｡6･4K姓 産

で lK9800円と仮定して井出 したものであるe (rig- Lも以上の激辛巷虻で生産版発かれてV,るぐ)
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窮 7- 2- 12 生産性からみた温義

経皆の比政 (55m2当 り)

単位 :円

qrJ: 目 玲墓金廟 加ー温血戚

粗 収 入 払I Z1DO 5120

支班 物材ft 肥 料 出 55.占 56_1

錐 異 教 占.2 7.Jl

薬 剤 増 L14.7 54.7

加 温撫料 蛇 0.8 11Ii4.5

その他材料班 9.口 557.8

修 摺 f2 25.0 55.T

以定滋解雇却坐 温 審 Ii68,7 477,8

加 温 設 備 0.0 J150.0

その他威定資産 56.5 70.1

ぶ ど う 蹄 20_D 178.5

餐本刺千 温墓較本利子 227.5 258C

加温施設資本利子 0,0 50.6

その他の資本利子 17,l 99,2

地 代 112.2 112.2

租 税 公 課 5.7 4.8

包 滋 運 送 費 450.0 45a2

.'i2用 計 由) 1474 5745

仏一一 (功 占26 1575

5.5m2当 り収益 占2占 1575

荘1 典 薬 駒 遊 改 車 軒 釆 計 画苗 昭 和 42年

表 7- 2- 15 1箱 (1Rク)当 り出荷軽出

(マスカット)上rl止 :円

材 料 金 穣 区 分 金 細

箱 代 59.50 小 道 1守 2.i

レ ッ テ ル 0.58 /1-′レ免を頒 25.0

油 紙 o_50 分 区 皇そ 'L5

ラ イ ス 1.15 准彪焚 1.0

キ ヤ ノ7○.ゴム 0.75

所 隅 板 8.50

釘 0.10

ノ リ 0.50

また,装本利子は,新しく感放した温室や加

温表現 溶血凱 点などを,屈の敵削 膜 から

糞金を借 りて越殺したもので,その利息を年

d分 5匿の率で支払っているp また 1人当り

労銀報酬は冷鬼で,労力は 5.5m･当 り平均

88人必賓であるので d26+ 0.8- 782

で井出し,一方加温は5,5m･当 り1.2人の

労働力か必要で, 1570+ 1.2- 114占

円と井出したもの7_あるぐ釆 7- 2- 12上

り冷宴と加温との収益を比酸 してみると,

iSnJ当り収益は,加温壮待望の 219.6

年, 1人当 りの労働報酬は 146 5車と共に

Ⅷ温栽培の有利なことを物語っているC.

次に,マスカットの市場価格と収益性との関

休につtJlて,辞市町の場合ではあるか,内容

的に一考町と大差はないと思われるので掲乾

してIも･V,たぐ

責 7- 2- 15は出席捷群であり, これを表

7- 2- I2の包装逆送孜と峡ペてみると,

前者はKダ当 り75円,後者は冷室がKg当り

占5円,加温かKF当り72円とあまり相連な

VlcL

煮 7-2-14 マスカ ット坪当 D生産

LIt 単位 :円

区 分 金 紙

鐙 物 償却盟 645.dD

修 繕 焚 70,58

肥 料 竣 105.75

持 久 旦 120.21

良 薬 劫 152.52

公 租 資 2ま6LI

加 園 攻 95_01

水 剥 封 50.29

計 1221.60

庄 1 津苗町ふどう栽培蕃散会 昭和 42年
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表 7-2-15 労掛時限かよひ労Im芹 (マスカッり

労協旅は 1日1008円(8時個 )とするぐ

1箱 当 り 坪 当 .り

相 打 l分 4d砂 か ん 水 131分00秒

の りづけ 1.5【】 胞把中三挑除草 54.00

荷 送 .O 9 54 窓の開閉 15_09

汁 ー5 10 芽 か ぎ 2.51

摘 芯 40.56

明和乳管込 75.DO
防 除 12.48

病巣掃除 ･一.DC)

セ ン 矩 17.15

汁 225.48

荘 1 幹市町ぶどう親培寄消金 剛和 4 2年

4l g

蓑 7- 2- 15,蓑 7- 2- 14,表 7- 2

- 15はすべて生産強および出荷権助と上ば

れるものであるcuJA'JEの際UTLはこれらUTLさら

(̂=9nbの手数料が)JLlわるC,つまり,紺収益=

市以価格- (市以価格の 9席の手数料+生産

班+労働i守)という式が硯 りたってVlるr

以上 5つの表から作岨した凶が凶 7- 2-10

図 7- 2- i1であるct図 71 2- 10は ,

K9当 り市場価格 と坪当 り生耗丑との捌婦にか

いて,総生座位とtb'執価格がl司嘘になる勘合

つまり純収益が Oに在る.宙.をとっていったも

のであるぐこれによると,たとえは:坪当 り1

Kl生産 した場合は市場価格が 2100円以上

でなくては赤字経営となるが, 10Kg生産で

きれば,If励価格比 5 1 0円でもよいことに

//

～ ･JOorL:J

一一一/oc叩 / /

/

////

′

/

占 9

卑 当り史&量

図 7- 2- 11 市場価格が 500円と1,000円と
の勘合の坪当b生産丑 と坪当り収益 との関係

注 1 津南町ぶどうの審議会 昭和 42年

S /a (K3)

碑 与 り主よ 暮

図 7-2J O生産虫と市場抑苛格が同額に凍る各合
のKg当9,市場価格と坪当b生産丑との関係

庄 1 津南町ぶどう審議会 昭和 42年
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なってtJlる-表 7- 2- 12のように輪生虹坪当 り7K舵 とは生産できてV,るので,その場合は

585円以上の市場価格かあればいくらかは収益をあけることカできる｡

また,図 7- 2- 11は,市場価格が 1a00円のtii合と500円の場合の坪当 り生産丑 と坪当 り純

収益との関係を示 してL̂るC市場価格れ 5DD円の也宮に,坪当 り6Kg収敵できれば 564円の所

鴇があることに漁り,市扮価値 1000円の樽に 6kg生産すれば5094円の所縁かあることになるe

召て,北部地tZ:の塊戚艇 改善が-R参加熊家 2D5戸の血豆.i:とう総作付簡約は, 151 525 刀芦･

で, (戸平均 648 77U(約 194坪 Jである｡ したがって,団 8- うー 11を箆用 して, 200坪

の温恵で坪当り6Kク生虐 したと仮定すると,朽腸価格か 5uO円の樽 364x200- 7り8 08円

市場価格が 1000円の時 5094x200- 618atJO円と約 8,5倍の純収益の遊V,となってLへ

るのであるoただし,l基い-2- 11は前述のように洋品町のBi･合ヱ9作出し/tものであり,一宮町

北部地区G')場合,新し(遥成した脱塩の建殺埼金は軸路J束から慣Dたものであるので,その類本利

子分vj:郁収益から差 し引くことを考慮に入れてかかわ托怒らなvle

Ti允,義 71 2- 15, 7- 2- 14, 7- 2- 15,のどとく生産皿のいかんにかかわらず,坪当

り生産兜は 1222円,坪当 り労細山虹 5ち2円必替なので,坪当D生産丑か仲ひて変化するのは出

荷に関する動ijのみであるeゆえに ,栽培市街が大きvl場合に杖,坪当9生産丑が増 すと,ほとんど増

した倍政だけ純収益も増大することになるので,収益性 も上りhTくなるといえようC

だから,収益性 を品めるには,せず坪当 ()生産良を増す上う栽培技術の改艮を行なうことか大切であ

るctそして,そのとに卦磁力の省力化や流鳩桂路の合塩化などを考えてV,かねばならないと思う｡

(川井和子)

引用文献および参考文献

i) 片山轟音 :｢濁虚下付誌｣
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(2) い 草

(a)全休の傾向

現在,日本の魚村は大きく流動している｡農村仕まさに両極に分解しつつある｡つま9,稲作

で414層以上か,中曲屈で親換拡大の可能性のある良家か,畜産や園芸をどの資本集約部門の充

輿をはかろうとする鹿家の尊英化-の動 き,逆に,つらい米作りをやめて煎薬収入を安定させよ

うとする栄養化-の如きである｡--B に壮点薬経営の零細性JjC上9.また出井所得の低さなどによ

り,栄典腰家が増加 しているO一宮町のい草作付Iia家も, 1968年 (昭和 45年)では,田総

面積が戚高で58.4aで,平均が 19.8aというように,′｣､規駐経営並家が大部分を占め,栄典

収入依存への勧 善が僻 であるo (1964年の 505戸の全レ､革作付曲家が雑業曲家であ9.

その うちの 269戸が虚業を主としている｡しかし,現在では,誹薬を主とした良家が大部分で

あるといわれるO) この.T.うに,良薬^ロ吐.柵 への流出把より減少し.曲集労働力は不足し

ているOそこでレ､草収換朋の労働力は.家族労助力だけではとうていせか75:えず,瓶用労働力を

必蜜とする｡しかし.一時的であり,しかも労物葺に対して低貸金のh草刈に人は根せらず,労

助力碓保の問題は渓刻で.主兼異化偽蛙の一国となってL̂る｡主熊井化の動 卓とともに.い草作

付鹿家戸数の減少は急激であるo表 7- 2- 1占把よると19占8年には, 19 55年のおよそ

衷 7-2-1占 い革作他 家戸 半分の作付戸雛 なっているのであるO紙 作付面

数と作付面堺の変動

い草作付 い草作イ寸
拙家戸数 両 税

1955(昭 50) 52dP 55▲瓜

1960(昭 55) 285 45

ー9山 (昭 41) 287 52

1968(昭 45) ー92 45

1968(昭43) 176 55

狂 い草生産に馳する資料

(昭和44年8月･蝕協)

曲兼械造改魯騰 卜画8､

(昭和42年4月･役場)

よ9作成

､珠の罪酌に閥しては,い草価格の不安定さによると

ころが大きい｡つせ9,作付両帝は.前年度の価格

に大きく左右されることによD,増減膏くり返すの

であるOこのことは.不安定を価格関係の中で生産

が行75:われでいることを示すOこのことについては,

後で詳 しく述べるが,こうした価格の変動の中で払

安心 して作付もできず,作付戯家戸数滅少の一因と

なっているoまた.一宮のい草は背は凝塊に怨まれ

ておD,腺下でも-,=を争う良質のい草を生産し

ていた｡しかし,今日ではそうした莫しいりっばを

山草は:.だんだん婆を消しつつあるといわれる.そ

れは,現在大 きな社会問題 と72っている公害問題に

よるところが大きhoつま9洗剤に上る水質の低下が,い草の質の低下をもたらすのである.そ

の他)a.新魁晶p.p.の普及,福L̂税金など数多くの問題をかかえこんでいるのが,県下の1̂O

の生産丘をもつ一宮のレ､革経営である.

03)作付階層とその意味

1988年のレ､軍作付越家戸数は 176戸で.全点家戸数 1,214戸の 14.5%にあたる｡そ

して,その 176戸のうちのほとんどが尾上 (92戸)孜ど,旧十･卵丁て(-I)るO

それを階層別にあらわしたものが,貢 7- 2- 17 と 図7- 2- 12 である｡ 19占4年
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のものと,比載 しながらJJてみ上うO

表 7-2-17 階層別 レ､革作付塊家

戸数

･､一､イ耳＼ 年 1964 1988
作付而野＼ (昭59) (昭45)

0-- 9.?a 85戸 64戸

10-1?.?a 101 51

20-2?.?a 58 55

50-5?.?a 44 19

40-49.9色. 9 占

50a.以 上 5 1

合 計 505 17占

荘 還 6長吉諾 蒜:誌 抱 )より作成

これによると, 0 - 2?.9a層がEE倒的

に多 く, 1964年では約 80解に, 19

68年では:,約 85%にあたるOそれに対 J

して, 50a以上は, 19占4年では5戸, 3rJ

1969年ではたった 1戸となっているO

つま9.い草作付面額 50a未満の良家の Jo

融合仕大きくなり, 40a以上の腺 の割 TF_

合は小さくなっているので奉るO 灘 vo

図 7- 2- 15の グ ラ フは, 1968 定

年のい草作付鹿家 176戸についての,田 功 ,,,

総面積に対するい草作付面積の関係をあら

わしたものである｡これ忙よると,全体的
⊥ク

にEE)捻面額が大になるにつれて,い草作付

面軒 も大に怒っておD.いわゆる正の相関
/♂

関係をなしているOそ して.田総両帝 の 割

合d,半分以上の鹿家においてはほぼ-症

してか,h.耕地の約 80帝が作付されてい

る｡つま9.田総面街の大′トのいかんにか

かわらず,作付面郡の割合がほほ一定 して

いるのである｡そ して, 1戸あたりの経営

総硯 が全般的に小さいため,い草作付両

帝の割合が非常に大 きいのである｡

図 7- 2- 12

J'e iC .).? L'o ∫.フ
図 7-2- 15 い+作付南淡

四倍両横に苅するい草作付面積の幽係

(19占8年 )

飯 田踏面研 5789･1a

vl革作付面戟 3078rBa
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ここで,い草作 りに賓する労働力につVIて.自家労働力と瓶用労働力の掬係を,い草作付両横

別にみてみ上う｡

表 71 2- 18 し(革作Dにおける自家労働力と擢用労働力 (階Ji別) 1964年

その 1

い草作付両横別 農家戸数 濯用労働力を入れた良家 (全曲家戸数に対する割合) 雇用労働力年間延人数 家 族 労 働 力男 女 計 弟 女 計

0-- 9.9a 85戸 2dP(5li) 25各 川か 5診 12か 1品 245
10- 19.9a 101 66 (65C/O) 857 244 1,081 ld2 157 319

20- 29.9a 59 56 (95襲) 1.554 208 1,5占2 99 104 205

50- 59.9a 44 44 (100%) 1,745 1d4 1,907 90 90 ー80

40- 49.9a 9 9 (一ooヰ) 395 50 425 22 22 42

弓Oa 以 上 5 5 (ー00多) 21【】 56 246 10 10 18

蜘 1. 1965年農英 センサスエ9作成

2.家族労働力は.農薬に専従する人だけでなく,い草労働力に動員できる^数を示す｡

5. 雇用労働力は.年間のもので.い草労働のみと結限らないが,たいたいい草刈労働力

とみなしてよho

その 2

い草作付両帝別 1戸当りの平均属 1戸当Dの平
用労働力 (年間) 均家族労働力

0-9.9a 14.8人 2.9人

10J- 19.9 16,4人 5.2人

20- 29.9 27.?̂ ま4人

50～ 59.9 45,5人 4.1人

40- 49.9 47.2̂ 4,占̂

軸 ′J､赦点以下第 2位を四輪五入したo

衣7-2-18によると,20-29･9aの

出家でが5車,50a以上の凸家でま

100啓のお家が屈用労働力にたよ

っていることがわかるoそして,

作付両群が大きくなるにつれて.

家族労働力に対する雇用労働力の

割合も大 きくなってL̂る｡いう壇

でもなく,い草栽培においては,

柾付時 と収秘時に労働力を集中的

托必俊とされるが.僻に収棲時に

は大 き72労働力を必要とする.したがって′トさい家族労働力たけでは不十分で,作付面額の大き

さに比例して,大き夜労助力を必額とするのである0 20a以上の血尿の家族労働力は, 1戸平

均 5.9人でも9, 20a未納の5.0人に対 して大 きいの仏 製顎を王 とした乗数良家が多いため

であるDそして.一家の労助力では夫婦が中心とを9.他に老夫婦や子供が労働力となるJ,･-ス

が大部分である｡しかし.これは 19 64年のもので,現在では家族労働力もノトさくを9,老夫

姐.あるい比夫婦が中心 となっている農家がほとんどであるoしかし,多大の軽費を必賓とする

労働拝金のため,応用労働力にもおのずから限界があ9.作付面前を一定以上大きくすることは
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不可能である｡

(C) い草の経済

ところで,先に述べた磁用労倣tt金の他作,いや我噂には.衣 7- 2- 19の 上9を紅炎を賓
する｡

襲 7-2-19 h正生産費 岡山県 (単位 円)

費 目 -年 次 1962 ー969(昭5占) (昭45)

坪 首 発 454 dOO

肥 料 毅 5,527 10.555

許 材 料 費 LL180 一五425

水 利 発 - 85

防 除 柴 - 875

建 物 賛 749 2,781

典 具 焚 4,115 7.1?2

審 力 焚 - -

労'# 羅 用 支 払 15,855 50.290家 族 自 給 18.21.5 50,883

計 52.odd 181,175

賃 料 料 金 150 37

餐用令言十 支払 (購入) 25.005 75.705

自 給 2.007 51,占20

債 却 4.091 ?.う78

軸 1962年の場合壮反あたDで, 1969年
の場合仕 10aあたりの生産史である｡

この衣からも明らか攻上うに.罷用労

助演金の全体の占める割合は,19.'9

年の場合57弟であ9. 19占2年の29

再拝比べて8領も大 きくなっているOせ

た労働の省力化.晶質向上のための除草

軌 肥料.倒伏防止粗 くL̂などにかか

る蛙少 も大きい｡例えば県の奨励品種で

ある ｢あさをぎ｣払 従来の ｢岡山三号｣

に比べて.晶質は良いが肥料は 2倍を贋

する｡また物価上昇に伴をい諸材料祭そ

の他すべて値上少し,総経費は 19 6 2

年の約 5倍近くにもなっているのである｡

では.賀意坪に対して,全体の収益は

ぜの くらいになるのであろうか｡それを

知冬には,まず い草価格について検討 し

なければならなし(oレ､革価格比 5- 6

年の周期でもって故 しい変動を繰返 して

いるDとのととは坐臥 と深いflJ係をも

つ｡すをわち両者比常に逆の立場をとる

のである｡生産丑が大きし(時は価格比各

店し.反対に小さい噂には価格仕暴施す

る｡ しかし,膨大を生産畳をみた豊年は生沌丑が′｣さくで.売りきれず残 っていたい革のため,

樟局全体の丑が大 きいから価格は高 くならない｡

その上 い草価格は版売時期に上って.また品質打エって生する価格の差も大 きい.1年のう

ちでも変動が激 しく,時には. 1週間に 1- 2割のT-旬があるという｡そこで,各曲家では販売

時期 を供歪に考え,時期をみはからって.数回に分けて仲TrLt̂ 把禿るをどするO今年の場合 (1

970年 4月現在).一宮町ではまだ2割近 くの原町が,鹿家の人の手 もとに残 っているといわ

れる｡原草の取 引 き払 すべて仲罷^を通した昔ながらの爪習的な取引きで. これが価格不安

定の.一因を夜しているといわれる｡つま9,正常を市を償絵の甜係から価格が決められる壌倉 上

Dも,いわゆる ｢おもわく｣に上る場合が多いのでち草｡

この ように,価格が不安定では凸家の人 も安心 して作付するととができず.茄を夜やましてい
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るOまた販売時期によって収入が異なることから,Vl革は ｢投槻革｣とも首われ 好紫気の時壮

よLlが,天候が悪 くて品肇が恋い年には価格 も下が9,赤字生産になるのである｡

以上述べたようなわけで,年々_上鼻 ナる生藍蹄経坪に対して,い草価格は徐 に々上昇 しをがら

ち,相変らず激しい常勤を練返 しているO一宮町の 1989年の勘合は. (品質.時期忙 よって

異7Eるので,一概にはしへえ′たいが).Jrr目(575Kg)当 り700円前後といったところであるO
せた. 10a当9の収出仕だいたい5501ユとみてよいから, 10a当Dの収益姓,およそ 24

5,000円となるo前述の生産柴をさしひくと, 10a当Dの収益は約 11万円と怒るO

北風が吹き雪花の散る12月に,押水を割 って掩え,土用の頃 カソカy牌Dの中で刈取 りをす

るい草栽培.その天候相手で特殊な労働力1ト数するレ､串栽培にとって,決 して妥当な収益とはい

えないであろう｡勤労者の賃金が毎年 15帝前後 もベ-スアッ7'され,物価れ上昇する中で,い

草価格比依然として不安定なままであD.生夜話僅柴はかさみ,その上,令).53家の衣食住は派手

になる一方である.そのために.鵡家の働ける老壮,老^ も女性 も勤労者として町-出ていくこ

とになるのである.一宮町は岡山市に近 く交通の位もよく,釆某機会に大変漆ずれてLoるOそこ

で次第tjC新薬収入が安定し,い草作付計やめたり.作付面轍を縮小 していく曲家がふえるのであ

る.来年から岡山rFに合併するので,この傾向けますセナ大きくなるものと思われる｡

(d_) h草刈の労助力について

主兼菜化への動きとともに,曲集労働力は滅少するO-宮町にかいても,h養親壕の超い草は

老^が多い.良薬や乾燥剤による労働力の省力化がなされており,またい草振興近代化耶菜や地

域特産船渠推進串薬などに よ9,い草刈取磯の開発をはじめ,機械の時人による生産改啓を試み

ているが.壇だ濠だ一般的ではなく,やはb従来の手労働が多いのが薬情である｡

特に,刈取と忙短期間に多丑の労働力を必要 とするoこれは岡山県にみられる全国的にもまれを

現象である.つせ9.岡山県の場合は.刈取 った跡に稲を作付しなくて壮ならないため, 7月上

旬から中旬にかけて. 1日も早くい草を刈取らなくてはならないのである｡ (例えば.熊本県の

場合では,跡田に稲の作付をしないため,刈取り期間が長 く,家族労働力だけですましたD,労

甥も安 くてすむ｡) もしこの時期に, 1日稲の作付が遅れたならば,それは 6月頃の 1週間lJC相

当し. 1反につきl～ 5俵の損失になることもある｡そのためには,どうしても家族労助力だけ

では足9ず,人夫を凝わなければならなくなるのである｡ (家族労働力と雇用労働力との関係は,

表 71 2- 18を参考にされたい｡)

ところで,近年の労働力不足と.賃金上昇の中にあって,い茸のように.天候に左右され安い

短期就労で特殊労働で結,年 就々労者比減る一方である｡このことは価格の不安定とともに.い

草栽培鹿家にとって非常に深刻を間取である.

(1)属用ルー ト

ところで,こうした雇用労働者を,出家はどのよう4:Jレ- トを通 じて確保するのであろうかO

次の三通 Dがある.せず職藁安定所を通 してのもので,｢昭和 45年度い草刈労働者赴任状況調
べ｣忙よると,一宮町は.求人数 180̂ ,赴任赦 105人 (I--一般 65̂ ,指名40人) となってい
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るO ここで ｢指名｣とあるのは,｢指名求人｣のことである｡｢指名求人｣というの払 毎年Ll
草刈9人夫としてきている人に,鹿家側が節操その人に来年度は伺^か連れてきて欲 しいという

ことを･依赦し,それを安定所に紹介してもらう彬をとるものであるoこれは,布用銀が税金の控

除の対喪になり,そのために｢応安定所の証明かいるととから,形式的に安定所を通 しているの
であるo この指名求人がかなりのウエイ トをしめていちのは,次のような理由に上る｡つま9い

草刈労汝者の中に払 時には気の荒い^がいて.無稽験でありながら文句をつけた9,途中で黙

って･JLn･1･った9する.その他.い草労務者に対する良家の人の気づかい 比 なみたいていではない｡

それよi)ち.従兼から来てもらっていて気心の知れた好感のもてる人から.その知人を紹介 して

もらう方が.安心でき作英紙鞄も上がるというわけである｡

次作縁故謝係であるが,a.の敵性あま9多くをい｡

⊥替大きをウエイ トを占めているのが,従来から来てもらっている人であるO従来から来ても

らっている^は,倍無関係も成立 し,仕串の能峯 も上くスムーズにL̂ く.しかし,毎年来てもら

っている人に帆 年 賃々金を上げなけれげTZらないとvl9ことが.鹿家にとっては頭の痛い間圏

である｡

では.こうして確保した労務者に対する待遇はどうであろうか｡

(ロ) 待 遇

表 7-2-20 レ､革労務者の結退 一宮町の平均

労 働 時 間 a_m.6:00- T).m.9:80
7日当 Dの労 賃 5.DDCI一一5.000円

雨 の 日 の 労 賃 200- 500円

食 草 回 数 5回

待遇は.それぞれの兵家に上9,ま

た労葡者の経験年数や仕事ぶりに上っ

て異な9.比っきりした基準がない.

そのために,各曲家では待遇について

も頭を締め,車で送9迎えをした9,

両の日は映画を観てもらった9,飲み

放題 ･食べ放題と,いたれ9つくせ9

といったところである｡

ところで.襲 7-2-20(.{かレ､て庄目すへきところは 15時間という長い労助時間と,高un

労17であろうO労賃比,経験者で大体平均 5.DDO円で,ヌ超 扱者の場合姓平均 2.000円であ

る｡一見 して良さそうに思えるが,負い労働時間と.その間中.泥まみれ.とみまみれになって

働く韮労伽であることを考RY.するならば.安いとさえい )̂ もいる｡また, 5回という食車回数

に関しても.労働時間の長さと,エネルギーの消苑の度合 を考えれば当然であろう｡この 上5な
長時間韮労働のため,体力の祝い人や,気力のぢLへ人払 病気になった9途中で将輝 してLTiう

という｡労務者の人が病気把なったi).けがをした>1合印:払 労災保険に上9十分な補餌ができ

るようにと,各曲家では加入 している｡

(,tl 労務者の年令と,その出身地について

年令JGはたいたh 20才- 50才の間で. 50才代が多い｡鹿家の人や学生7 ,̂バイトが多い

という.では.その出身地についてはどうであろ)か｡葬 7- 2- 21は岡山県全体のもので.
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表 7-21 21 レ1草刈労務者求人連絡

採用赴任数 (1988年産)

区分 求 人迎絡数 採 用予定数 赴任数

兵 頗 1諭 "i 164

鳥 取 180 120 115

島 根 410 542 502

山 口 180 158 152

徳 島 200 152 29

香 川 170 89 51

高 知 dD 58 57

県 外 小 計 1,560 i.045 805

輿内 岡 山 70 0 154

津 山 180 100 75

和 気 0 0 2

高 梁 0 0 7

新 見 l O 0 2
美 作 178 50 44

小 計 420 150 284

合 計 1.780 1.195 1.089

職業安定所を通 じての求人連絡採用赴任数

について表わしたものである.これによる

と,鵜内外から労働者が出橡 してきている

ことがわかるO求^連端数に対 して赴任数

が少ない原因 としては,求人数があまD

にも大 きいことや,女子の就職者がほとん

どいないとt̂!こと.待遇に対する不榊な

どがあげられ上う｡

(o) い草加工について

岡山県南部のい草戯培地域は.生産 した

レヽ茸をそのまま版売する.いわゆる原草生

7- 2- 5 イ寺田4月上旬

7_ 2- da い草加工貴家

7- 2 - d b い 草 加 工

産着地域と,それを飯記しないで収種 したレ＼草を加工 し自家消費 L̂ 畳表 として製造する,いわ

ゆる原革生産諏加工形態を示す地域の 2つに大別するととができるO一宮町の吻合は, 176戸

の )ち (1988年).わずか 10声前後 しか級横を有する旗家がなく.いわゆる庶軍生産者約
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表 7- 2 レゝ草 加工点景

い草作付面積 自家労働力囚放額台数㈲ 輸 機 放る期間 放D始 1日の放 い草入 販 売 これから名 称 (年間) めた時 る 時 間 手方法 ルー ト の 展 望

A 12--15a 2人 2台 ラピタド 1年 中 20年前 10時間 自家+仲買人 業 者 やる

ち 17a 5人 1台 平なお織 糠 今年は織らず○相場忙上る. 20年前 そのときに上る 自家生産 縁者にわける やめろ

C 18a 2人 1台 日 本& * 相場による○ 20年齢 相場による 自家生産 レ磯 舟共同版ち琶蔽合 もうかる時だけ散る

D 20a 2人 1台 ラビ クド 1年 中 2C年前 ー5時間 自家+仲買人 い製品共同版売級合 やるつも9

E 20a 2人 2台 三 膏 1 年 中 57年前 10-ヽ一11時間 自家十仲賢人 問 屋 自分の代だけ

性格をもつ地域である.

上の表 7- 21 22比 脚 所有赴家を無作為に選び.聞き取Dをした船束をまとめたもので

ある｡

これに上ると , 占戸とも20a以下のVi革作付をヤ9ている｡ 1年中やっているのはA,D,

Eの 1戸で,自分の家で収唾 したい革を自家哨発 して丑表を典造し その不足丑を仲買^から貰

って補充してVlる｡しかし,残DのB.C,Fの場合は.その年の相場により,放った9稔らな

かったDで,取っても自家消牛だけである｡

吹くて軌快く忙ついては, 6戸のうち5戸tでが,敢二次tk界大戦後,恥力織椴を購入 してVlる｡

それまでは,多くの兵家が手絡駿を所有し.女性の利発として夜の12時すぎまで放られていた

という｡そして, 6戸とも自家所有であD,その台数比, 1戸当b 1- 2台である.

ところで,台数を増すとVlうこと比 それに伴 )家族労働力を必要とするとい5こと,敗機の

継拝受や耕人にjt用がかきむとい!ことを意味する｡そこで.現状維持か放棄か.絡小とい5こ

とにな9.年相性からのがれること杜で卓そ5把をい8たとえば,2台の敵機をもっていて. 1年
中稔るとすると.だいたい5- 6年に 1回放椴を買い番えなければなら夜Vl. 1台が, 20万円

前後で 古いものは下取9 (約 7.800円)に出す｡旬気代は1ケ月1,500円.綿糸 1ケ月4

-5万円 (いずれも2台･O の経柴を項する｡動力投触 1台で,畳表 (引通衰) 1本.す食わち

10枚を放るの忙約 4時間かかるとい).したが9て, 1枚が 24分の計井になるが,実際は糸

切れなどに上る作葵の中断を含めれば.平均50分亀鑑を零する｡

また,現在亜表 10枚当り6.OD0円～ 18.000円とt̂!ところであるが,これはh草価格

-225-



忙伴 って変動する｡そのため,い草を科人する時期に上り,また雌 晶を売る時期によって収益

が異なることに怒る｡レ､草購入に関しては,小規模軽骨であるため,一宇分のい草を買いこんで

おくことはますなく , したがって当用男ということになるDそこで,原革を一欝商い時に購入し.

レ､製品の価格が暴落 した時期に売 らなくては彼らないこともあるわけで,またその逆の場合 もあ

るOこのようなわけで,安心 して加=することはできず,その上,偉軌 労働力.労働内容など

の悪条件 もからみ,Vl革加工迦家は.将来凍ること比あっても,増すことはないてあろう｡

(杉本 あけみ)

(3) 重 箱

(a)⊥宮町における蛾 の発展

一ノ宮町の苓租が企業として入 ってきたの壮職後であるが,出家で別業的に紘ずっと以前から飼

われてVLたことが御津郡誌に寄かれていることからもわかるO第七節盲産には ｢鶏の飼葦戸数千

脚 ,向春羽教七千三百一八羽一戸平均四羽にして,何畜戸数を全戸数に比

すれば僅 一々割八分に過 ぎず｡毅近魚類猷肉の常習執増 して市価不廉なるに鑑み.副葬的に蕃艶

を盛ならしむるを零す｡｣ (岡山県術 郡払下 大正 10年5月 51日現在) と布かれており.

当時の状況は表 7-2- 25で示 されるようにほんの′｣＼規模のものであった｡

弄 7-2125

稽別 飼 輩 戸 数 飼 卓 戸 数

鶴 副 業 専 業 軒 利 美 専 弟 計(戸) (戸) (戸) (羽) (初 (初)

そして単称を慮ならし

むることを要すと甘い

てあるように籾 を盛

んにすることが必要で

あると考えられていた

と思われるOそれも早業ではなく副菜 としてであるからそれからも当時の規模がいかに散 々たる

ものであったかがわかるであろうOそれ以後⊥宮町では華籍が良薬の合間に副菜 として主婦でも

十分やっていけるということや消敢地に近いために出荷の健がよいこと,市場が近く卯 も高 く売
れるという点などがその利点として考えられ,近年は飼唾羽数が乗 7-2- 24で示されるよう

yc増加しているoLかしそれに対する飼蕃戸数は減少 してかDこれよ9企業化の傾向が斗られる

ことがわかるO図 7- 2-147からみると昭和 41年から昭和 42年にかけて姓家戸数が半減 し

ていることがわかる｡それにくらべ飼亜羽教は 50解増程度となってお9-宮町ではこの時期に

蕃籍の方向が大きく変化 したのではをV-･かと思われる｡ せた500羽以上の句巻数家をみると昭

和40年鑑では表 7- 2-27に示すように5戸であったものが昭和44年現在では表 7- 2-

26に示すように 10戸 となり2倍になっていることがわかるO企業 として奉籍が礎入されるま

では各曲家が近所の農家に卵を売るといフた軽匿のものが多かった上うであるがこのような片手

間的な良家が滅9て大 きく取扱うかやめるかどちらかの傾向になりつつあるのであろうOまた成

赦だけの変化をみると表 7- 2- 25で示されるとお9昭和50年から10年間ぐらいのうちで

約 2倍近くになっており昭和 45年現在で性まだ統計の結果は出ていないが西早川地区だけで成

勅は 1万 5千羽 ぐらいいるものと推定されこの数字を大隈に上回る結果がてることが予想される｡
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襲7-2-24 一宮町 における垂熱 の年次変化

年 産 農家散 田 羽 教的

昭和 59年産 760 55.200

昭和40- 41年慶 占9 0 28.000

昭和 41- 42年鑑 占80 40,000

昭和42- 45年鑑 550 55.ロoロ

昭和45- 44年鑑 510 5?.800

slll 年 i i44

図7- 2- 14

二 .一一一 一

図7- 2- 14

襲 7-2-25威喝 (占ヶ月以上)の年次変化

年 密 羽教 (羽)

昭和50年鑑 8.156

昭和55年産 14,51占

昭和42年鑑 1?.444

1965年 中間姓業センサス

I

,.

二

.

.

図7- 2- 15

舞 7-2-2占 500羽以上飼養している

兵家の地区別養鶏状況

(昭和 44年現在)

地 区 戸 数

官 1 (声)

尾 上 1 (戸)

酉 芋 川 6 (戸)

扱 尾 1 (戸)

-宮町役場粥

次vc一宮町VEおける蕃鶏組合をみてみると樹 組合は以前からあったのであるが正式に一宮町孝

和離合として発足したの枚昭和 48年に農業協同組合ができその d部門のうちの 1部門として発足

したのがはじまりである｡加入戸数仕舞足当時 41戸であったものが現在は減少して57戸となっ

ておれ このこと上りも企業化の傾向になりつつあるということがうかがわれる｡組合の予算は年

間県と姓簸協同組合から現在575-5千円出されてかか.他の蕃痔場の視療とか,所習合のための費

用として使われているot7t昭和 45年には三4-カ.スル柄の発生に上り予算比ワクチン代とし

て使用されたりしている0分も表替鞄取合の括動として壮年 1回の視辛,講習会(卦も75衛生管理につ
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V>て)などであD,その他には有線放送で定期的に放送を流すといった程碇であり,組合に加入してい

る人がみんなで共同して拳鶏VC関することをやったりするようをことはなく全般的にみると一宮町の蕃

鞠組合e)情動はあiり悟発ではない.この原因としてはほとんどの人が′J､規模の経営であるためKiと
士とiらす,足並みをそろえることが困難であb曲鼠としても力の入れようがなく,また企業化してい

る人々を例にとってみると企業化した時の鍬合の建設費などは近代化焚金を借 りてはいるがそれも最初

だけであり,現在はほとんどの人が自己資本でやっており飼料の購入もまったく個人的VC岡山の閲覧か

ら購入しており盛観と関係をもつ必賓がないということVC上るものであろう｡また副葬的である場合が

多く将来も養鶏共をつづりていくとか,新しく軸 を始める,tたは今の蓉鼎の状態よりもっと規模を

拡大していこうという人がはとんどいないためということもその原因として考えられる｡

わ)巷鶏の地域規模と性格

一宮町の鞠 をiず地区別拝みていくと表 7-2-27K示すように飼蕃している盤家戸数は馬

臣下地区,平津地区,一宮地区それぞれだいたい同数であるが一宮,平津地区抹羽数が多いことがわか

る｡これは企業化された飼蛮方法がとられてVlることとの馳連からということが表712-2占からも

わかるであろう｡西辛川では500羽以上飼垂している鹿家の8割を占めており規模の大きいものが集

中してV>ることがわかる.iた席[謹下地区では羽教 も,少なくそれと関連して大規模に飼蓉しているとこ

ろがほとんどをいととがめだつ｡これは馬堅下地区で総とくに宅地化が進んでおり粗食をたてることに
よっての葡産公害などの面からの低坑が激しくこのことも馬零下地区で華鶏が伸びをVl原因になってい

るものと思われるoこれらをさら忙地区別にみると表 7- 2- 28のようになる｡これを一宮町全体で
みると表7-2129で示すように成鶏 (dヶ月以上)の羽数と飼拳兵家戸数の開陳仕49羽以下のも

のが全体の8割5分以上を占めており5OD～999羽のものは全体の 1割にも満たないというのが現

状である｡これからみると企業化されつつあるとはいえi

だまだ49羽以下というようを小規模経営の鹿家が大部分

を占めていることがわかるOしかしながらこの統計の結果

は5年前のものであり現在の状況と紘かなり差があると思

われ'企業化されているところでqj:千五百羽から多いとこ

ろでは4千から5千羽飼蕃されているのが実状である.こ

れは(a)のところ･T述べた1うに西辛川地区で性ナでVC成鞠

だけでも1万5千羽鳥変e)羽数が予刺されまた図 7-2-

14で示されるように成鶏a)飼馨羽教は年々増加しており

現在ではかなり昭和42年密の統計を上回っていることが

予想される｡

現在一宮町で句兼されている鶏の品種のほとんどがアメリ

カ系のものであり,-イライン,シ= - バー,バフ■コ,ク,

キンバー,デカル7'などがその代襲的なものである｡

飼料の購入は前述した上うVC個人的に岡山の間星から鵬入
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表 712127 一宮町咋おける地区別養油状況

地 区 に わ と り 占ヶ月 未 満 dヶ月以上 itわとり8ケ月以上 の羽敏規模別銀家敢
彪 敢 羽 数 鹿示教 羽 救 よ酪汲 羽 故 49卿 50～9習 1004謬 う0… 謬 5ODJ謬

屈 辱 下 .5甲 5P腰 3 220 158 284【) 日 管 9 A

平 坪 170 叩82 9 1,150 17D 6952 149 ー0 9 2 2

19占5年中仙鹿賀センサス

衷 7-2- 28 地区別遵珊状況

地 区 削 に わ と り ･ンこわとり占ヶ月以上の羽致規段別兵家教
に わ と り 8ケ月束 縛 dヶ月以上 49ヰ以下 5ロー9習 10…謬 50Dl謬 58D_9謬
逮羽留a羽留鹿題 羽留

弔電 逮 52 572 52 572 3.1 1

8 85 8 85 8

- 野 3 158 5 158 1 2

典 尾 10 555 10 555 8 1 1

-ダ 占7 949 67 9d9 dZ 5 2

下書貿 55 511 55 511 ぎ2 3

撃 尾 4 440 さ 220 5 220 1 2

5+ 159 LF]88 3 22口 158 2848 145 9 占

平首 塑 7 d50 7 d58r 5 5 1

東簡油 4 255 4 235 1 2 1

中柄沖 15 51 1 30 13 285 Iu 2 1

西楢斡 54 252 54 252 53 1

山 崎 l 19 104 5 180 19 8d2 77 ､1 1

｢ 間 18 2559 2 5DCI 18 2239 15 2 1

佐 l｣l 占8 1,451 1 200 88 1251 44 1 1

作美地 7 1ム40 2 44Cl 7 1200 2 2 2 1

計 170 8D82 9 1.150 17(】 dP52 ー47 ー0 9 2 2

久保田 10 725 lq 725 7 2 1

畑 1占 299 td 299 1号 1

p 山 14 258 1一 258 12 1 1

石 22 299 2 19 2_2 280 2ー 1

ヒ 浦 19 547 19 547 17 2

田 10 800 T ZOO 10 dOD 4 2 2

山 神 15 225 2 50 15 175 12 1
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地 区 削 に わ と り にわとりdヶ月以上の羽数規模別鹿家数vcわ と わ ムヶ月未 満 ムヶ月以 上 49羽主上下 羽50-99 羽1001299 初500､199 羽500-JP99

裁題 羽留 逮 羽 留 羽 留

宮市 場 1 9 1 9 1

新梢町 占 40 1 5 5 55 5

中 村 5 24 5 24

五軒畢 1.2 2D69 9 685 12 158一 i 2 5 1

山 際 27 5D72 7 1,000 24 2ロ72 17 4 1 1 1

辛川下 5 85 5 85 l 2 1

章川上 1 50 1 50 1

表 7-2-29 6ケ月以上の羽敢規模別良家教

飼 糞 羽 教 飼 糞 塊 家 政 全体に対する割合

49羽以下 417 (戸) 約 87 (車)

5D′- 99羽 55 (戸) -/ (頚)

100- 299羽 25 (戸) 4 (?)

500- 499羽 5 (戸) 1 (%)

500- 999羽 5 (戸) l(%)

19ムE年中間鼻薬センサス

1965年 中間農半センサス

してい る｡飼料 は成 租 1羽 当り1

日平均 100- 2009必賓とされてお

り,これに対 して卵は459となってい

るOすなわち1kgの卵に対し2.5kgの飼

料が必顎であり平均飼料効翠は 2.5とな

りこれを下げることが電賓をわけである｡

そのためには鞠和のいいの女選ぶこと.

生 まない鞠は飼わない,鞄を健康にして

おくことが必軍をわけであるC卵価は 1kg150円250円であり,これに対し原価は 1kg当 1占0円

態度で平均すると1羽 1日平均 1円が純益とL̂うことになるo これに対して全体羽数の 7勿ぐらいが 1

ケ月で廃鞄となり1kg当占0円ぐらいで売られている｡総合的にみると今までは廃鶏代がヒヨコ代より

高く,それには廃鵜が 1kg当150円程変であったためでもあり,廃鶏からの収入もあったわけである

が,現在ではブロイラーを好む傾向が難くなり,採卵尊卑だけを主忙やっている一宮町の垂籍において

はヒヨコ代の方が高くなり平均すると1カ月500羽ならばヒヨコ代は8万 5千円.贋鞄結 5- 6万円

甚鹿であり,鶏卵だけが収入源ということになっているわけである｡もう一つの収入源として考えられ
襲 7-2150 度産物収入 1位の部門別虚家数

車軸 (戸) 餐.鞄 (戸)

版 売 な し 50.-50 万円 1

5万円末梢 2 50.-70 〝 4

5- 10万円 4 70-100 〝

10,-20 〝 5 100万円以上 4

経営組織分類

19ム5年中間農薬センサス

農家調査蘇来襲
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るのは租常であるがこれは 1袋 (20kg春慶)が5凸～ 占8円で売れるのであるがこれ把は人件費がか

さむことや需要がをいためVC消却するところや,無料で果樹閲地帯 忙分けている肇郡家もあり,冷硬に

上る収入というもの壮あまり大きな比丑を占めてLhないということがいえ1う｡

(C)今後の妹電

一宮町の糊 が近年伸びつつあることはt.れtで忙述べて阜たのであるが今後もこれ以上に発展

i:耗HるためVC仕残盲れた多くの間笹が奉る工うに思われる｡iず第-には土地の間笹があろう｡一宮

町は長逝で壮岡Lil市のべ,卜･?ウyとしての機能を見たLP二唾Dこれ以上和合をふやす場所がないめ

であるO鶏舎を建てる場合には一応県の承認が必架なのであるか一宮町VC現在ある浄合は既得権がある

もe)であり.これ以上ふやそうとしても軒可がおりないというむが現状で参るQしたがって現在一宮町

ではこれ以上の鞠 は触理でもt),士だ粗食を娼てる軒iTのをbる県北の地区vC農鼠からの制度資金を

経Dで移るといった方法でしか続けていく7i法がなくとのあたりにも蕃租を発展させていくむずかしさ

がうかがえる｡実際に一宮町の草薙家の中咋壮現在西大寺地区に尊食を建てて拳爆薬を続けてt̂こうと

している人があり宅地化の進む都市近郊と蕃租典との珊隈のむずかしまとVlう面が感じられるO-iたこ

の間笛と解漣して蘭壷公害 という問題力吐PSJザ少 Laで参与5｡蕃取の市逸公軍としてはまず鞄究力砂1-6-31る｡

弟蛮性一方て拙挟入野となってレ＼軸㈹ D,Pi苛に上る-或 発生が一方で吐公等となってハるo大規模をところで

噛 却方法もと如 いるらししベロであるが5D～40万円という尚促 級併発がハること,所 定晩に上磯 頚は1袋(12

- 13ktJ)が70- 100円と高く売れるのであるがこれも投傭itが5D～ 100万円もかかり硯乗に

すべてa)半身業者がこれらの設備を獲えることはむずかしい上ってあ･')｡また-エとともに点燈輩鶏のた

めに簿の声が朝早くから言わがしく,臭とか,稲ができなくなるなど問題忙なることが多い.tた宅地

化していることから土地を禿ろづとしても飽食があるた位に土地が売れをVlということも十分に考えら

れるのである｡｢またさきVEも少しふれたが労働力の面からみると人を周っている^も棺とんど吐農家の主

婦の場合であり,現在飼巷している義家も潮 は主婦がその中心であるQまた企業化している人 壮々ほ

とんど他に仕癖をもっておりこれから音さも蕃鞠だ吋をやっていとうとする人仕少を(労働力不足も問題

である｡卵価k'巾をみても一宮町の場合吐採卵筆耕であり卵だけがその収入源になりつつあるわけであ

るがその卵価自体があtり上がらず,大手ノ-カーでは梅入射を使用するところも多く,卵価自休忙も

間鞄がある｡これら.,Dことを総合的Vこみると今-fで伸びて重た一宮町の亜鶏がこれからさきもずっと 伸び

つづりるだろうということはあせり期待で卓をい｡嫡 それ自序の方式も最近では変わt)つつあり,チ

べてのことを自動的把行 な)ことのできるワン･マン鶏舎方式とか,オーJi,イン･オールアウト方式をど

があるのであるがどこまでついていくことができるか tた上述した上りを問題をどこtで解決で卓る

かに今後の一宮町の養鞠の莞展がかかっているのではをいかと思われる｡

(4) 簡 裁

(a) 一宮町忙おける慢森の発展

一宮町におりる簡点はいつのころから始iったかはよくわからないが御津郡東に次のようVC8かれて

いることから多少のよう1･仕うかがえる｡｢牛の飼挙軒軟玉千首九十四頭中農用九割七分四度にして乳
用蕃簡用其他を合して八十六頭に過ぎず｡｣ (岡山県御津郡鞍下第七節有産'大正十年三月三十一日現
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荏)とあり,その時の詳 しいようすが次の乗で示されている｡

黄 7- 2-51

種 別 性 現雫酢 用 途 別 頭 数 用途未定の-租 (郵 既往 1ヶ年生産雫私 既往 1ヶ年躯死警告)聖頭戸聖顔fR番 市 報 用魚用飼 其他国

和 種雑 標 舵 5,170 5P45 占2 5 占2 77 5

牡 1.958 1.878 8 1 71 25 5

戟 55 22 一一 4 I

牡 25 28 5 5 1

外 種 牝 7 占 1
牡 1 1

牡 1,984 1.799 8 1 7占 2占 a

岡山県御津郡家下

表 7- 2151からみると御津郡能の中で述べられているよう捌きとんどが魚用であり乳用はわずか

11頭に過ぎない｡このように大正時代には私見といっても乳牛を飼っている裁家があるといヮた程度

のものであったのではをいかと思われる｡その後は峨後の食視事情の惑いころ雲間氏が笠岡から5･6

蘭のホルスタイン種を導入したことがきっかけであったらしく,余った生乳を明治乳牛に購入 してもら

うという形式であったものが,気候 ･立地条件の良さからだんだんと飼隼兵家が増えていったもので奉

る｡ これが今の平津牛乳ができ一宮町が独自で経営するようVCをるiで忙発展 してきたのである0億近

ではiすiす飼拳頗数が増えてきていることが襲 7-2-52で示されている.表 7-2-52からみ

表 7- 2-52 乳用牛の飼巷頭数と

飼蓉戸数の年次変化

年 度 飼饗頭数 飼養戸数
(頭) (戸)

昭 和 5 9年 180 50

昭和 40-41年 1占0 50

昭和 41-42年 200 40

rI御ロ42-45年 250 4ロ

昭和 45.-一44年 550 40

岡山県農林水産統計年報

写束 7- 2-9 一宮町の軒並状況

昭和 45年4月 井上障子撮影
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ると昭和 40年から44年の間で伺蕃頭数は約 2倍近くふえているoそれ忙対 して句題農家数壮年h減

少しており多野飼育的VC軸 の性格が変化して幸つつあることがわかるO今後一宮町の酪農がどのエう

Vこ発展するかその中には多くの問題をかかえているとはいえ僻 されているといえよう｡

(b) 一宮町にかける酸鼻の現況

H)澱虫の地域規模と傾向 一宮町の鮎魚女地域的忙みると表 7-2-55lT示すように昭和

55年度においては地区別VCみると,全個我爵数 117親のうち平浄地区90蚕,一宮地区 11筋,局

琴下地区 14頭となっており平津地区だけIT全体の7-8割巷鑑を占めているo この中でもとくVC目

つのは作業地と西栖津であり,この2つの地区で平韓地区の約半数を占めているO-宮町にかける和義

の中心は平韓地区であることがわかる.また酪鹿の傾向杜買 71 2- 54で示されるとおり年 飼々巻頭

政は増加している｡これは津南町の-一部を含んで壮いるが全体的にみると昭和 42年度と昭和 44年匿

では約2割の増となっている｡これを一宮町だけでみると図7-2- 15で示すエうVC昭和 50年鑑と

昭和 44年度では2倍近くもふえている｡ これは一宮町田除が岡山市という消費地を近くにひかえその

上に気候がよく,平津牛乳の軽骨との威儀で酵盛をするの忙通しているためということも考えられる.

しかしながらその反面飼拳農家数をみてみると表 7-2-55からもわかるように年 少々 しすってはあ

るが兵家戸数は減少してt̂る｡ 2年間の間に59戸のうち5戸tでがやめている｡そこで襲 7- 2- 5

5上り平均飼単騎教をみると59年駿に 4.4扉ITあったものが44年鑑には 9･2甑となっており約 2倍

にもなっていることが示されている｡これから考えられることは酪鹿の形態そのものの変化すなわち開

鹿は専菜化されつつあり規模拡大vC上って-戸当りの敬政が増加されつつあることを示しているのであ

る｡この裏は一宮町と浄福町の一部を含む平津牛乳での統計であるととより全般的に御串郡自体が多頭

化の傾向vcあるとしつえるであろうQまた年間の生乳の生産量と乳代金の変化をみると表 7-2-54で

示す上うに一宮町だけでも昭和40年と44年をくらべると生乳生牽丑壮約 215倍春慶であり,それVC

つれて乳代金も上昇していることがわかるOこれらのことから現在の一宮町の髄鹿は尊貴化されつつあ

i),また多頭飼肇の傾向をたどbながら盛んになっていることを示している｡
表7-2-55酢鹿の地区別封希状

地 区 別 乳 牛 地 区 別 乳 牛

東栖津 久保谷 節

区中断鞠 12区山 神 5

中痛棒 9 山 際 ■

西 南斡 22 芋川市下 1

珊 5

山 崎 a局屋下也区横 尾 1d

今 岡 4

佐 山 4

19占5年中間赤紫センサス

況 表7-2-54 酌痕状況 (一宮町 と津 南 町 の一部)
区 分 昭和42年蜜 昭和 一5年度 昭和44繊

良 家 戟 (A) 1,212戸 1.202 1,1占4

旅 森 戸 破 (B) 59戸 58 5占

普 及 率 (fO/A) 5.2% ま1 iO

乳 垂牛 頭飼 徴 沖 乳 牛 (C) 181頭 204 209

そ の 他 105頭 109 154

酎 284頭 515 545

生 乳 生 産 地 (D) 8ー5472Akg 8555142

生 乳 出 荷 丘 815672.4k9 8555142
搾町Fl窮軸部飢瓜 P)/(C;)※ 4.509i-g 4,155

･X･昭和43年変が昭和 42年鮭と比べて成少した理由

①初産分娩牛の増加 吟事故牛の多発 絹 放せ事典優良那 腺

- 2ささ･_



一宮町a)みの変 化

年 度 乳 牛

昭和50年 88所

昭和55年 117敢

点茶構造改善却薬計画番
昭和 42年 4月現在

i.SS S仰糾～S.叫
年*

iiia

紬 S､42 Ŝ4 &41
年足

図 7- 2- 15 図 7- 2- 14

表7-2-55 昭和 59年～ 44年度忙おける齢鹿状況の変化 (一宮町と浄高町の一部)

5 9 年 鑑

酪 農 家 戸 数

飼 蛮 軒 数

平 均 飼 養 示教
乳耳改尊事英傑良卑例集

表 7-2-56 年間生乳生産丑と乳代金の変化

昭和 40年 昭和 41年 昭和 42年 昭和43年 昭和 44年

年 間 生 乳 生 産 丘 58占,572.8 占0占,019.1 685,211.5 724.566.5

乳 代 金 25.902.596 28,595.98d 51.7(】5.682 56,40も889

昭和 40年碇以降煎農所得調

昭和42年碇以降総会笹類蔽

(p) 勅裁と農薬 酪鹿と姓井とを比軟すると輪凸では技術的に特殊なことが要求され,酔魚

体良薬のあい間にするというようなこと吐できず一家の中心的を人が稚魚経営することがほとんどで

るO-応5I4賓までならば水菜はらく忙できるそうである.たとえば紳乳牛が 10頭前後で2人 (I
いが動 くとす れば年間平均労幼時閉止 4時脚半から5時間在駐であり他の作美にくらべると比較的

であるといってよい. しかしながら熱血の場合は時間的に制約されることが多く,このことが最近の

向として多頭飼育的になり酪農で生計をたてるか iたは鼻薬だけで生計をたてるかというよう忙中
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模毎夜の経営が淑少して多頭化の傾向があらわれていることと関係してくるのではをいかと思われる｡

農家を飼養規模別にみると裳7-2-57のようKなるが70- 199畝までの農家が約半数奄密とな

っており昭和55年産作かいては中規模の兵家が軒並経営の中心であったことがわかる｡経営観級をみ

ると単一経営お上び準単一軽常は 15戸であb約 1/3a)養家にあたるのであるo収入の面からみると

衣712-59からわかるエうに斬曲のみで生計をたでることがむずかしかったことがよくわかるであ

ろう｡しかしながらこの統計からみてもっとも多く飼養 している農家でもわずか7-9頭窄度であるo

それにくらべて表 7-2-55でも示されている上うに昭和 44年壁では平均飼養頭数が 9.2頭であり

また収入面では表7-2-40に示すようVCI0O万円以1が半数以上を占めている｡形兵での収入は

たいたい1日の純益が200円ぐらいであり専業化するVCはだいたい10- 15頭以上飼養することが

必要であるとされているoこの場合米作で紘人手があtりいらないのであるが果樹や野常の方面である

と人手がかかるので漁業がむずかしく.iた家蓄壮好きでないとできないこと,土地がないと始めるこ

とができず規模の拡大もできないなど点薬面と蘭轟との関係 も専業化に大きく影響しているといえエうo

今tで昭和 55年鉦から昭和 40年唾までの一宮町においで触 経営をしてきた人々とやめてしせった

人々とを比戟してみるとずっと続りてきた人は全般的に俄烏からの収入が大き在位億を占めている人と

か,その他にも鞠 ,野菜栽培,高等園芸などで収入を得ている人が多いという傾同がみられるoこれ

忙対してやめたと思われる人のほとんど結締作での収入が大きな位置を占めており,敢農で生計をたて

る方面に転向した人はほとんどいないのである｡これは鼻薬のあい間に終点をすることが比軟的trづか

しいことや,生活が安定していることから少しばかりの乳牛を飼っても労働力の不足ということもあり

稲作だHで十分にやっていけるため無理に続けていく必要がないとV}うことが考えられ,一･･般的に一宮

町の頓向としては熱血一本で生計をたてるか また仕まったくやめてしまって他のものへと変えてしま

うかということがいえるのではをいかと思われる.ここにも先述 した上うに多現化の傾向がみられるの

である｡ずっと継続している人,やめた人 (この中把はあとを誰かがついだと思われる人も含む),節

しく始めた人の地域別を示すと黄 7- 2-41の上うになるがこれからみても土地の関係すなわち地理

的を関係も大きく作用しているということがいえるのではをいだろうか｡これらの人 々の具体的な数字

を比叡 してみると表 7-2-42のようになるがやはり土地をもって牧草を自家栽培できることが一香

重要をことであるということがいえるのではをいたらうかと思われる0

未7-2-58 経営粗放分類

冊 農

規 模 別 1.2予 5.4取 5.占頭 7-9頭 酎

単 一経営 (戸) 1 る 5 2 14

1255-



衷 7-12-57 簡裁の飼兼規模別鹿家数

鹿家規模別 乳牛のいない鼓家(戸) 2蔚 鞘のものLb小巧指 ) 2却捌 けに上ぷ棚 lJ1 軒 2 蘭 5頭奴上 1 革 2 頭 5 頭 4 頭

二 相 2

5一一29畝 245 1

50-49n 252 1 1

50-69〝 205 2 2 1 1

70～99〝 272 2 5 8 2 5

loo-149〝 155 1 I 5 5

15N 99p 18 2

20… 49〝 1

(2才未満の飼兼の有無に関係をし) 2才未満の乳牛簡裁 2才以1の乳牛頭数5.6所 7- 9贋 10-149 15-29意 50盲蔚1吐卜 責十

1 2 4

1 2 2 10

1 5 10 13

2 1 19 15 56

1 12 10 51

1 15 2 7

し､一

頭 712-59 農産物収入第 1位の部門別鹿家教

酸 鼻 に よ る 収 入 &## (F.-)

2 0 - 5 0 万 円 4

5 0 - 5 0 〝 ､ 7

5 0.-- 7 0 〝 5

7 0- 1 0 0 〝 2

1 0 0 万 円 以 上 2

1965年中間良黄センサス

-25占-

1965年中間盈轟センサス

表712- 40 幣鹿所得

(一宮町と津高町の一部)

年 間 所 得 人 数 (名)

200万 円以上 2

150- 280万円 占

100- 158万円 10

50.-108万円 ll

一宮町農業協同組合酪曲部調



表 7-2-41

やめた人 (21名)

/ 平棒村 相 棒 (莱) 2
中頃津 1

商栖津 5

〝 (中) 2

山 崎 1

今 岡 5

佐 山 2

作業地 2

-宮村 山 際 5

横 尾 2

捉続している人 (21名)

/平浄村 西栖津 1
〝 (東) 2

〟 (酉) 2

中頃津 2

山 崎 1

今 岡 1

佐 山 1

し 帥

作築地 5

久保谷比丘尼橋 1

横 尾 5

新しく始めた人 (10名 そのうちム名不明) -宮村 横尾 4

19占5年中間鼻薬センサス冊査表

夷 7- 2-42 継続している^ (畢 (18名)

(塾 (17名)
の比載 (平均)

区 分 田(臥) 樹 園地(臥) 畑(臥) 草 地 (臥) 乳 牛 (宙) 飲 料 用 作 物 (臥)① @ ③ ④ a ⑤ ⑦ (i) ⑨ 巾
㊨ 5 9.9 1 2_2 1 7.占 12.占 12.5 12.CI 3.1 1.2 0.9 7.占 1.5 n5 4.al

旺) ①永年牧草地 ⑧採草 ･放牧地 ③山林のうち保革 ･放牧するもの ④2才以上のもの

⑤ 2才未満のもの ⑥甘刈えん変 ⑦イaL)7ノライクラス ⑧飼料用かぷ頼

⑨骨刈リテントコー/ ⑬クロ1-パー,チモシー,その他

1965年中間鼻薬センサス照査衰 (鹿家名辞)

い 私兵と飼料 輸血関係の飼料として捜自家栽培のものと取合飼料のものとがあるが一宮

町での自家栽培の飼料については泰 7-2-44忙示すとおりである｡これを 1戸平均にするととく

に著しく日たつのはイク1)7ソライグラスで5窮tでの良家紘 1戸平均田で 1･8畝,畑でiO畝であ

るが4萌以上VCなると14- 17畝 ぐらいで(U)で述べた上うに5- 4萌までの離農 との兼集結楽にで

きるが,それ以上になると時間的な制約とか,労軸力の間贋で臨腰に75ってくるということが示され
ているといえよう｡iたこれから一宮町忙おりる簡血の形腰綻水田醗虫が中心であるということがい

えるQそしてだいたし1飼料用作物である甘刈デントコ-I.甘刈えん安,イクリ7ンライグラス,ク

ローバ,チモシ-などは酪鹿経営をしている鹿家が絶培しているが手間がかかることや労勧力の不足

という間周,飼料を艶培するだけの土地が十分に得られをVtなどまだtだ自家親塔の飼料は十分VCt

かなえていると絃いえず,自家のものをまかなうのがせいいっぱいといった程度である｡現在山の採

草地で昨年あたりから5戸ほどの鹿家が協同で飼料作物を栽培 しはじめてか,O,これからが期待きれ

ている0-万他の配合飼料は虚発散同組合が代金a)5年を手数料 としてまとめて購入しそこから各点
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家にあっせん,販売をしており現在年間2千万円程碇の何科を放っているOこれらの配合飼料は県略述

から僻入するのであるが,県輔連の仕ltとしては大手メーカーとの開床忙上り乳価を決定したり'上述

のようve飼料を各兵家rLあっせんしたtI.また許習会を闘いたりして各町村忙対して酪農の育成をはか

っているのである｡一宮町の場合は県輪連からの配合飼料の昨人が約2割であるが明治牛乳からの購入

は以前から生乳の余ったものを賄入してもらっていた銅系からのものであるo

衰 7-2-45 (配合飼料の販売図)

蛭 旦旦 型 型 全｣三三三県鵜島協同 各町村 酪農 払同組合

蓑 7- 2- 4 4 飼料用作物 ( ( ) 内の数字 は 1戸平 均 を示 す )

紘負義A 経営土地面磯のうち 甘刈デントコ-:/ 甘メ収ノく費 イクリアンライクラス クローバ チモシーをどその他の牧草
田 総耕拷営地 辛也計 塞 収 稚面 耕 頭収稚面穣妻 収碓面嶺 i 収碓面棟田 畑 田畑 田 畑 田 畑

乳牛をし .～FIP㈲ 7軌 磨)(戸 臥)

2才柵欄 家 i 598 450 1 5

毒磨i 1 頭 8 596 792 52的 1 10(13) 1 10(13)

2 頭 14 1上目占 1286 178C12&) 2 2 2 2 1 5 占 29糾 22(14 4 7中旬 25(14

王 事 9 471 621 275さ2¢ 5 2ll 5 16(lB) 27的 4 50的 12(1カ

4 頭 4 186 241 1 4 5 1 5 4 70や均

5-9頭 7 418 d25 250年5乃 1 5 1 5 a 128C4b 12(吟 4 24¢カ 10(1.4

10壌以 上

1965年中間点薬センサス

(j 生乳免荷と協同組合 一宮町鼻薬協同組合酪農部は現在では早津牛乳が兼ねておれ これ

は以前には平浄酪農と呼ばれていたものである｡組合は昭和28年に将門農協平浄煎養親合としての平

津牛乳として市乳版発中葉をはじめ,昭和5占年に一宮町の4つの農薬脇同組合が合併-ノて総合農協一

宮町点薬協同組合となったのである｡組合を設立してからは外国種を7頭導入するなど農協でも酪連に

力を入れている｡この組合には昭和 40年とろまで足守 ･日近地区の牛乳が入ってVlた0であるが現在

では一宮町と津南町の一部の牛乳が入っており,組合の加入戸数は現在 55戸である｡生乳の月別出荷

丑は衰 7-2-45に示される上うに毎年伸びつづHで少tI,月ごとを比軟しても伸びている｡
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このように各農家が生乳を農協に持っていき,それが一席されて平津牛乳として販売されるわけであるo

今iでみてきたように一宮町においては盛業協同組合自体が平浄牛乳となっている上うVE齢農作非常vc

力を入れ匂㌻DLkOらて農協と各点家の結びつきは強いb各農家との結びつきは表 7- 2- 46に示すと

おりであるが,iた一宮町には家者保健所があわここでは京晋の衛生指斗 ･伝染病 ･伝染性疾病a)予防

･家事疾病両性鑑定薬務 ･家昔の生産指導に関する兼務 ･稚蕃検査などを行っているがこのことも一宮

町での酪点の有利さを示すものではないだろうか｡

葬 712-44 (陥鼻郎粗放園)

家育保健所普及所
県南連

iiS!jiS !

町 農 協

農薬共済連

:->+_ ･曳
_去町 _ ノ
A嵐相集部

＼
ゝ

鼻

家
爪J

家

乳JR改善群美佳且事例集

蓑 7-2-46の組戦国の中で腺私達は乳価を決定する機能を果たし,農協冊鹿部は各曲家の生乳の

個人検香を行ない,家畜保鯉所吐月5回脂肪検査と乳霊の牧童を行なってレLaoiた各農家への指斗月の

状況は次のとおりであるo

衷 7-2-47 指導見摘草対粂農家

区 分 人数 身 分 所 馬

共 済 連 (蛋)1 献 医 脚 捨 金

町 .村農協 2 理柵師 1.補導 1 役 場 酪 農 部

乳JE改啓杏葉健良や例娘

この上うVC各鹿家と典薬協同組合との結びつきは錬 く'

またもうーっVC比飼料の購入Kついて盃賓を役割 りを農

鼠は巣しているといってよいであろう.
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衷 7- 2145 牛乳の月別出荷乳丑

繭｢-響_ 昭和 42年蛮 昭和 45年産 昭和 44年度

4 月 81,252.5kg 78.2占2.5kg 87,557.5kg

5 月 85,500.0 79,024.5 89.702.1

8 月 72,592.2 70.145.9 8i590.i

7 月 占5.279.7 66.810.8 80.520.5

8 月 d2.915.5 占5,115.9 71,171.7

9 月 占2.25ま4 60.555.4 る2.41CI.5

10 月 41.275.0 59.561.8

11 月 57,86一.占 59.404.2

12 月 59,952.2 65,84i5

1 月 72.81ad 75.142.0

2 月 占与d72.4 72.508,2

3 月 74.320.5 85,159.5

計 815,672.4 855,51一.2

乳質改唐本薬佳良事例集

(e) 今後の裸接

一宮町における酪農状況は以上述べてきたとおりであb.近年盛んになりつつあるがヤ仕りその

中VCも養箱 と同様に宅地化されている一宮町という面と関連してこれからも伸びつづりるVCは多くの間

複をかかえているといえるてあろう｡すす労働力の問題であるが現在の状態は専菜 :兼業が5:7とい

う割合でまだtだ相集一本で将来やっていこtとする上うな傾向は少ないとVlうことである｡藻協では

との比率を今後占:4忙することを日額としているということであるo土地の閉環作してもこれ以上一

宮町では土地を拡大することは非常に困雛でありまたそれ寸でして土地を求めて一宮町で酪鹿を始めエ

うとする^はいなしへのである｡この5年間に始めた人も土地をもっている^てあ9,ことに一宮町で仕

生活が安定しており土地をもっているだりIT鼻薬を絶対にやらをり九はいけないという人が少ないとい

うことも.Jtの原因と考えとれるのではないだろうか｡一宮町の場合惜免はほとんど個人的に経営されて

いるとtJqうことも問題点となるであろうo鼻亀では規模拡大の脚 こ鼠美化を望んでいるのであるが,現

在施薬をしているのはわずかに1戸だけでありこれも設備だけが共同で乳牛や経営壮まったく別忙なっ

ているという状態である｡協業化があまり進まをい理由としてはこれ以上一宮町で協業化を行なっても

規模の大きくなる可能性が少をいと考えられており,また煎点というもの自体の仕ホ内容が複雑であり,

茨木の比重という問題ともからんで協業とV}うことがあまり期待されないのではをいかと思われる.

tた博史の場合は他のものと逢って凍術的なことが顎来され,一家の主人が中心とせって紛いている場

合がほとんどでありこれからは後継者という面からも大 きな間圧となるであろう.乳牛についてはの飼

料を確保すること,②乳牛の改良及び流通の改善,③生乳のJiBl的向上と営盛栄金の徴集をどが計画宙に
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あげられている.現在まで集団多頭化の傾向がみられ咋 項々数がふえてさて発展しつつある一宮町の席

免は現在臥姓とか子牛の育成での増所が計画されており上述した上うないろいろの問題点とからみあっ

てどこまで実践されるかというE.とに今後の一宮町の怖盛経常がかかってLl,るということがいえるであ
ろう｡

一宮町における稲生Lq二ついて以上述べてきたわけであるが一宮町が音十画 しているこれからの稚良作つい

て町勢振舛計画啓をみると輪島の振卵イこついて比 ｢食生格の都市化に上って今後牛乳の常習は増大する

ものと思われるO鮪典薬の近代的経営安定対幣として,多頭専濃化を促進させるための優良乳牛の沸人

を促進しまた飼料基盤凄備特別対策中葉に上り飼料作物の増進及び乳牛育成牧場の鮭価を計画するO｣

とあり具体的を計画現金としては次のようを項Bがあげられている.

沌盛の振興膏十画

表7-2-48

車 英 名 新 薬 内 容 年 次 計 画
4 4年 4 5年

飼 料基盤懸備特 別対 策妙薬 革 地 造 成 2..214千円 412千円附 輯 施 設 758千円 1,969千円

l 計 2.952千円 r2.581千円

このように一宮町独自のき†画もなされており今後の一宮町の伶良の発展が期待される｡

( 井 上 陽 子 )

3 入会林野 の解体 と林野 の所有 ･利用形 噂

(1)入会林野

入会林野 ･入会山 ･村持林野 ･部落有林野 ･共有林野等種々の名称で呼ばれている,いわゆる共同

使用的な山林 (所有確は所有しない場合もある)は,今でこそ,その価値を相対的咋下落しつつあるが,

帝政時代のよう忙閉鎖的を経済か 農村社食を牛耳っていた頃に払 きわめて電要を意味をもつ林野で

あったoこれらの林野払 やがておこってくる近代的国賓に上る全国的を山林政紫や虎村社会への軽本

主点経済の浸透をどが要因となって,徐々.Kその壕を変えてt̂くのであるO

この頃では,従来農民にとって欠くべからざる存在であったこのような林野が,いかなる変遷をへて今

日の坂vcなっているかを,まず,帯vcよって支配されてVlた帝政時代の状態から隼をおこし,近代国家
の成立に上り,全国的を施策がどのように施され,その組 この種の林野がどのエう75:変化をたどっ

たかを,全国的(C見た上で,一宮町 (合併前vEをいては居宅下村)が政帝の寄鳴機関として,それにど

のように対応し,町 (村)内の林野を規制していったかをみ-rv,くO以上のごとき動向を把好した上で,J

それらの林野を実際使用し,それによって生活を支えてきた基氏が,これらの動向に対 してどのよう75

腔瞳をもってのぞみ,自らの生痛を維持していこうとしてきたかを考寮してLへきたいと思 う｡

入金林野とは,｢舷的把は ｢一定地域 (-部落もしくは数和博)の住民が共同して収益する帆行を行
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伸できる一定e)山林原野｣と定額づけられる｡一時期には ｢民有にあらざるもの｣として法的vr定鎖さ

れたこともあるが,個人有でもなく,官有でもないとVlう所有楠の主体が不明確を林野である｡こC)林

野は,古 くからの農民の慣習咋よって,その存在が維持されてきたので,特異を性質をもつものとなっ

てレ､る｡

甘⇒態 甥 ,入会林野VL 閉鎖的経済社会の下で良民が良美経営を維持し,自給自足的生活を継続して

いく上で,非常に奄要を役割を果たしてきたこと.すをわち,商品経済が発達しておらず,金肥の使用

も乏しかった時代にかいて払 虚民なかでも自林をもてない等価姓氏紘,入金林野を共同使用すること

忙よって,肥料 ･飼料用の採軍,薪炭等の燃料採取 ,建築用材 ･尾根茸用の茅の採取等を行っていた｡

罪コで,所有確 の主体が不明確であること･および所有権と用益権に対する農民の意常のアンバランス

である.入会林野は,普通何 村々 (帝政時代の村)総符という形で,所有権の主体をあらわしているが,

何 榊々という村壮藩政時代の行政単位であり,近代国家が成立発展する忙つれ,その地位紘不明確にな

っていく｡又,農民も入会林野K対して,用務憶については非常を関心を示す反面,所有権VCはあまり

托意をはらわないというアンバラyスを面をみせる｡ このことは:,明治初年の地租改正時,政府が設定

した官有地入会権に納得し,土盤所有権を園に移誇してしまったということにもみられる｡この上うな

例は藩政時代にも存在してお り,所有権仕業府叉は藩にあり.その管理棉用益確のみを ｢村｣および鹿

氏 (金具とは限らない)が布するとしへう場合もあったOこのよう75状態vcをってくると,入会林野と村

持林野 ･部常宿林野とは区別きれなければならなくそってくる｡以上のことは,入会林野が帝政時代か

らの慣習を去妄礎忙かいて存在し,近代法的基礎を欠いていることからかこってくるものである｡それは,

やがて入金ノ休野の解体という変革期を迎えた時忙,大きを弱点となってくるのである.

第≒忙,入金林野は ｢村｣-部落を益雄としており,｢村｣の細道を規定するものとして作用してく
るO入会林野比,その林野vT入会権をもつ rI村｣- 権利を有する村民の寄合-vC上って管理され,処分

される｡｢村｣壮村民の入会権を厳しく規定 し,それに上って村民を秩序づり r村｣の楠達を形成して
いく｡村民は,入会を媒介としてその膳びつりを強め,｢村｣を排他的ならしめていく.従って,入会
林野の解体は,単作それだけの間魅ではすまず,村落棚造花も変化を与えるのである｡

(2) 帝政時代の入会林野

一般的にみて,帯攻時代の山林所有形態Vこは三種類のものがあった｡すなわち,御林 ･御山 ･御立

(姐)山をどと称される幕府又は各藩の直倭管理揮営なるもの,村山 ･村樺山 ･百姓塚山 ･百姓山 ･入

会山 ･野山などと称される ｢村｣の管理に萌し,村民共同で使用収益するもの,百姓特山 ･地付林 ･自

柿 (山).居久根林をどと称される1個人が管理し便矧収益するものである｡今問題としているのは,第

二番EIvc萌する林野である｡

藩政時代の林野の梯子を伝える草料は数少なく,十分な考察はできないが,中でも藩政当時の林野関

取文番を多く収鎖 してV,る片山巻舌氏の窮になる ｢属星下村琵｣を中心にして,旧馬堅下村における林
野の状態をみていきたい｡

馬琴下村恵によると,滞政時代のこの地域の林野について r徳川氏が天下を箪握してからは,備前藩

がこれを主宰 して,留山 .組立などvCL,-一部を村山 ･入会LLJとし.ほんのAil.古の簡ほどを百姓自林とし
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て鎧家e)自由に要した｡それ故,村e)道路や塵物の侮縛に山地の木石を使用するKQi,ことごとく井の

管持挙行の認可を威した｣とある｡これに上ると,当地竣忙は広大を常山 ･超Ll｣と,わずかばかりの入

会山 ･村山 ･百姓自林があったことがわかる｡

席墨下村寵vcみられるt.の地域全般にわたる記成仏 他化はみられす,後は主として,拾石山と称さ

れる山についての転戦であるO拾石山とは1) ｢本村大字芳21.･福谷 ･長野 ･横尾及津高村大字三和に

わたる南北三十余町,東西の巾は広い所は五 .対FT,狭い所でも三 ･四町,広蓑,葵yc二百数十町もあ

る山林であり,明治二十四 ･五年頃までは,御留山とも給石山とも言われて｣レ1た山である｡拾石山は

御常山と称されTIJlるが,完全を人山蕪止の山ではなく,入山に制限はついていたものの,村民あるい

は他村の百姓の出入は許されていたO入山の戦略は時代Yr上り異なり,形だけの留山で,ほとんど無条

件忙近い壕合もあっ*_し,又,厳しい制限のため百姓等が嫌離していたこともあった｡

馬星下村転をみると,鑑宝2年 (1占74)横車行手付広内棉右裾門が芳賀の名主万五郎-,以後,

芳賀山 (拾石山の古名)を週上山 (入山料をとる山)忙改め,入山札をもたない者は入山することを禁

すると仰せつけている｡別の条をみると.入山札を持っていた村 払々 山元の村をはじめとして.松尾

･大建 ･今岡 ･山崎 ･椿棒 ･宰川市場 ･商学川 ･一宮 ･尾上 ･白石 ･久米 ･今保,さらには矢坂 ･万成

Kiで,かなり広犯にかよんでいた｡又,過上山仕,芳焚山のうち,両芳賀 ･滑水三村の自林をのぞく

すべてとされた時,芳賀村名主年寄らが,捨石山がことととく過上山(こなっては,百姓(.i:薪 ･肥料VC難

渋すると申し出たの忙対して,役人吐芳賀村をはじめ.その地下の村々は,漣上なしに随意に草木をと

ってよいと仰渡したとある｡さら仔,明海 59年 (1906) 7月24日,属星下村大字芳賀^民総代

市川恵次郎 ･角南重大の名で,大林区常長山林技師片山書成宛vc出された ｢不繋存匿国有林売払厨｣VC

上ると,｢前記申請の箇所 (荏 ;備前風脚韓耶馬竪下付大字芳甥字芳賀山5855番)へ 往古ヨ1)
芳賀村二於ケル共有林LLlニシテ,壷モ伯ノ検束ヲ受クJt,串ナク,任意二進退致来候,土砂流出ノ甚敷ガ

為メ之レガ防止 トシテ,享保年中 (1726- 1754),逮二御留山即チ現今ノ所謂土砂拝止保安林 ト

シテ.伐木共他ノ作英二対シテ.特二其筋ノ許可ヲ蛋スルノ制ヲ殻ケラレク｣とある｡これらのことか

らしてみると,娃宝 2年運上山となった芳賀山への入山は,かなり自由であったと思われる｡入山札は.

村の名主あてVC与えられており,村民たちがそれを利用するの忙どれほどの制限があったかはわからな

いが.ともかくも芳賀山は,入山札を有する村々の入会山となっていた｡

正徳 占年 (171a),芳懲山内vcおける村界の有無vCついて,芳賀村 と芳賀山山元の他の4ケ村す

なわち長野村 ･弛谷村 ･礁ケ部村 .横尾村との形状争いがをこっている｡その時,長野 ･池谷 ･礎ケ部

･横尾4ケ村から,筋田巻之頑あてに出された ｢乍恐口上｣をみると,芳賀山は依然として入札山にな

ってレヽる｡

時代が下って草保年間になると,前述の ｢不要有佐国有林売払願｣には,当時 の様子が次のように背

かれている.｢土砂流出ノ甚救ガ為メ之レガ防止 トシテ,享保年中,遂二御留山即チ現今ノ所開土砂
止保安林 トシテ,伐木其他ノ作業二対シテ僻三共筋ノ許可ヲ賓スルノ制ヲ設ケラレクク,爾後,毎年山

巻即砂防公ヲ施シ,造林作藻ヲ行ヒ,以テ,土砂ノ流山ヲ防止スル車ヲ碍クル羊,共替硬二重 ッテノ､,

番ク毒草窄二槍テ支払クル番へ 旧記二依 リテ明了ナJt,轟ニシテ｣とあるQさらVC･文化初年 (18日
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頃) の梯子 Kついて ･同文 IIF比次 の よ う忙続 け てい る, ｢東食JL,二,文化元 子 年 (1

8 0 4)土 砂 止 ノ為 メ留 山 ナ リン ヲ以 テ,旧藩 ヨリ番 人差 出 サ レクル｣ ｡ こa)時

の事情については某永占年 (1855),大窪村名主貞助が啓いた ｢御内意御敬啓｣vrもみられる.

すなわち,｢年 奥々山流砂弥増,川筋村 洪々水の姉埴危く偶成.奪取上候所,捨石LLJ女御留山二破仰H,
四十九年以前,文化二年 (1805) より御晋絹方耗柵ノ被仰付,追 樹々木 も生い立,紗川流砂楓血債｣

という一文がそれである｡元来,拾石山付近は,花軸岩地帯で風化が散しく,土砂は流出されやすい.

造林もせず,手あたりしだいに伐木採写していりば,山壮荒れ,土砂の総出で下流の村々が迷欝するの

は当然である｡

馬星下車億 にみられる限t)では,二蜜常山にしているが,享保年間の場合は,｢伐木其ノ他ノ作栄二
対シテ,僻二其筋ノ許可ヲ紫スルノ制ヲ設ケラレク｣とある上うに,留山に怒りはしたものの.許可を

うりて入山できる上うになっていた｡毎年の造林作美およびその啓用紘,苦虫村が負也 していることか

ら,帝は留山にしたととに対し何ら鹿瀬を旭としていなかったと思われる.文化初年yCは再び蔚山にな

っているが,これより先,宝暦年間 (1750- 17d5)のこととして ｢不饗寄食国有林売払帝｣に

は ｢宝暦八年 (1758)寅二月 共有野山 トシテ現在ノ段別ヲ郡奉行-報告ツタル｣とある｡文化初

年 拾石山を改めて留山にしていることや,宝潜2年の梯子からみて,御留LLJKをっIrはいても共有林

野として認められていたよりであるO硯に.草傑年間の常山の節も,土砂流出防止のため忙造林作英お

よびその費用は芳賀村が全て負担し,そのことが明治末年の国有林洲 づ叱際して｢芳}L?山は民有林をt)｣

と主張する根拠ともなっている｡草保年間におりる留山は,村々の自主性咋せかせた常山であったがそ

れは効果がうすかったようで.その荒れ方は年 増々す一方であったO文化元年の ｢申渡啓｣は,山が荒

れ,流砂が激しくなったので下流の百姓が拾石山を宵山忙するよう願い上げたの忙対して,奉行所が役人

をつかわせて,これを検分させた時a)ものであるが,それVC｢芳賀村運上の儀,近年下方出入申出候二

付 比鹿為見分今伎忠左衛門 ･在村兵左術門 ･荏部権十郎遭逮吟味候処 双方申分不分明 井上山内悉

ク荒 発育モ絶侯由不時之仕方二候｣とあるように,拾石山は相当荒らされていた1うである.そこで

再び御留山にしたのであるが,今度は役人を配位するという耕極的75:方熊をとっている.山元の村に対

しても｢山元芳懲村 ･礎ケ部村 .池谷村 ･長野村 ･機尾村右五ケ村,並二面塞村共石山内二而柴草刈ル

者有之候-､互二吟味の上 名主届出可中井趣 自名主可令証進厳救詮議ノ上,所 可申付侯｣と頗L

v感 鑑でのぞんでいる｡又,山元以外の村で怒石山に入会確を持ってVlた村々忙対しても｢運上米持出

侯商学川村 ･辛川市場村 ･松尾村 .大窪村 ･山崎村 ･今岡村右大 村々之者共,御厨山内江入込俵車堅町

為銀用 達上米指徐候上-山内二入込青石之候- ,ゝ見届次第二急鹿町申出侯｣として,山元村同様厳

しい態変をとっている｡帯veよるこのよう竜也値に対して,山党の村 は々,一応は ｢勧請甘｣を差し出

しているが,薪や下卑に不自由していたことは明らかで,番人の日を盗んで山へはいり,軒などをとっ

ていたらしいO天明4年 (1784)辰4月 18日,松尾村平次郎 ･同村五人組頭武右衛門が下芳賀五

人粗夢安五郎宛vc出した ｢寄物之尋｣忙は,松尾村平次郎が下芳類の留山VC入り,′J､松をとっていた所

を山守藤八にみつかり捕えられたことが番かれているo文化初年の宵山になってから以後.百姓が捨石

山をどのようを方法で利用していたか,辞しいとと蛙判明しないが,眉墨下村鼓には文化8未年 (18
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11)から腹応元年 (1865)までK 2O通の入山取扱があると記してVlるo文化 8年以後, 50余

年榔把わずか20回ということはない1,tしても,百姓ら忙とって満足すべきものではなかったこと紘確

かである｡鍵広元丑年 10月,芳想榊はじめるケ村の名主の連名で出された ｢準成上｣vr払 ｢特高郡

蕃賀相ノ内下芳賀村 ･塊谷村 ･両室村 .機尾村 .長野村 ･地谷村 ･礎ケ部村石-tケ村,御軌山瀬而由緒

御確候市,むろ恰 ･あや木 ･松下榎等,春秋両便鞄御山恕耶一人軌出張,有村 御々百姓一同-御遵上ナ

シ為御飯破成下,尤冥加至極,人別召迦櫨H]居中壕F'TT応日数寸志之芝巻仕,砂能ク留居中候,近来斬不

自由殊当夏数日降 り続キ,作方存外不軸仕,貧者御百姓別両性洪仕侯.可卒先例之通,松木 ･下枝 ･む

ら松 .あー平木頗祇櫨為仰付贋｣とある｡おそらくこれが,捨石LLJに入会権を持ち,恰石山/｣上って生活

を支えてL,lた百姓全てのBfihではなかったろうか｡

以上藩政時代の捨石山入金の梯子を見てきた机 全般的VC得一て,文化年間常山vrなるまではかをり広

範忙わたって用溢挿 ･管理梓が村vEあったと敬われるO文甘推吐文化前代rLをいる宵山の記軸比一変

(草深鋸問の留山)しか見られをV>が,実際忙吐,この他にも何碇かあったもa)と思われる｡しかし,

それも草保の場合と同様,山元の村々の自主的管理にせかされていたのであろう｡文化初年の宵山こそ.

百姓にとって生活をかびやかす規制であって,これ忙対して比切来せる軟厨utが出されているのであるo

Lかし,この期忙おいて言え,RILjうすすというわHに払いかないが,入山はまたかろうじて認められて

レ1る｡

やがて明治期を迎えるvCいたり.その入会棉壮大巾咋規制され,入金藤野解体の第一歩をふみだすめ

である｡

(3) 明治以後にかける入会林野の解体過程

市政 時代 ,膚によって興っていた林野制蟹も,明治維新をむかえると,全国的を規模で統一され

てさ,それまで村の共有物として自他夷に怨めていた入会林野忙も,政府vEよる全国的な統制が加えLJ=

れ,やがて解体の過程をたどるのである｡

全国的だみて,入会林野解体の王なる契機 となるものは2つある｡ 1つ紘明治6年 (1874)以後

の地租改正とそれ忙伴う官民有地区分であり,他のものは町村制の施行である｡

これまでみてきたように,入会林野壮農村経済の底辺を支え,良民が良薬経常 ･日常生痔を存続させ

てし11くためVC欠くべからざる存在であった｡しかも,それは蝦菅を基礎として破り立っているという前

近代的なものであったOこのような暗僻をもつ入会林野作.近代的な法規制が,全国的vc,しかも掛 ハ

カを背骨(cLて作用してくるのであるが,政府と蕗民との忠敦の間作は大きなギJ, ,ブがあb,入会林

野はそのギャ,ブ把はさまれて,様々奇形額をとりながら変質していく｡

ここではまず,政府によって行われた全国的規樺での砲架に対し.入金林野がIT般的にど公上うな変

頚をたどったかをとらえた上で,政府の末端機関である町村机 上からの規制とTからの旗杭にはさま

れて,具体的にはどのようを対処を行をっでハったかをみていもたいと思う0

前述のととく,入会林野の契機とそったのは.全国的忙みて.政荷作上る土地政策と町村制の施行で

ある｡

明治 6年の地租改正 .同年の地所名称区別 ･同 7年の地所名称区別改正と続く-一連の土地政策は,近
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代的土地所有積の形成をめざすものであり,それまIT所有の主体があいまいであった入会林野 も,徐々

にそれを明らかvCLていかざるをえなくなり,やがて,官有林にくみこまれていくという過積をたどる
のである｡具体的忙いうと,地租改正という税制の整備vcより,広大を両横をもっていた入会林野は,

それにかかってくる地租女郎箔では負捜し垂れなくなり,やがてその所有楠を園に巻絹していく｡地租

改_TF.瓜 それまで入金林野は我がものと思ってきた市姓たちの意帝を,大善くゆるがすものであったo

明治6年の地所名称区別は土地所有横着を設定する目的青もってLnたOこれvCより地所比,皇宮地 ･′宙

庁地 ･官用地 ･官有地 ･公郁 Lb,･私有地 ･除税地の8市E那 区別され,公有地は2) ｢野方秩槻ノ執

郡村市域一殻公有ノ現地又-鯛 地｣と定超された｡この公有地については,さらVC5) ｢同年8月 7
日の大蔵省租税索遠で,旧村持林野はr村受公有地Jとして,r村｣の自由を支配がみとめられた｡｣
しかし,澄 7年 11円7日の地所名称区別改正QL 4) ｢前年地所名称区別締 りる分類特に公有地の

性格のあいihさを排除して,土地所有稚制壕を明確yc確定しようとするものであった｡従栗の八印慨

の名称区別は軽理されて,官有地 (四価類)と民有地 (王領類)忙大別されることVCをり,公有地は官

民いずれか推帰院すべく再審査されることvCなった｣この期にかいて,多くの入金林野はそZ)所有権を

｢村｣から園へ移し,帝政時代以来,長く続いてきた ｢村｣の林野支配 ･利用秩序は根底からくずれ,

入金林野は解体への確定的窮一歩をふみだすことになる｡この時,百姓は国vr対して政しく壇坑し.自

らの財産を守ろうとしたが,唐局,政府の力作勝つことができず,その所有確を譲り渡すことになる.

政市は百姓ら(,T対するjZt取策として,所により官有地における入会確すなわち ｢官有地入会権｣を認め

たoLかし,これも,やがて当の政何によって否記されるようにそり, r村｣の入会権は徐々にではあ

るが稚雫に解休していく.このよう推して,入金林野は多く明治7年Z)地所名称区別改正の施行により,

その地盤所有櫛を失い,官有地入会権の否認によって用益権を失っていくという過程をとるのである｡

明治初年の士地政兼忙よる解体をtめが九,民有地として有税してきた入金林野にとって,その解体

の筋この契機としておそいかかるのが明治22年 (1890)の町村制の施行であるOこれまで ｢村｣

として存続してきた醇政時代の村は,この町村制施行で合併統合され,新しくできた町村内の大字ある

いは部落としてくみこせれていったoこの時,旧村と新しい町村との間で開成 となったのは旧村の所有

していた林野の帰萌である｡政府の末端機関として,十分その役割を果たすことのできる有力を自治組

織をつくろうとしたこの町村制払 当然a)ととをがら,新 しくできる町村に基礎 となるべき財力を輩求

した｡旧村縛の林野V:i,新町村にとってこの上もない魅力的を財産であり,政府も一首して.この部落

有林野を新町村の下忙統一するとLhう方針をとっていた｡町村掛侠 施当初は,部落有林野忙生櫓の多く

を依存 してしハた虚民の旗抗にあって,統一は思う工うvCすすtなかった｡しかし,明治50年代後半に

なると,政府 も部落有林野の統一一に対して,祷塵的な懸碇を示し始めた｡そして明治 45年 (1910)

には,部落有林野の統一 .公有林野牌発のための管理区分 ･その前趨となる入会椀旅の紫理を内容とす

る ｢公有林野連理開発二間スル件｣が出されたOこれ以後,昭和 14年 (1939)vcいたる5口年W.

時vc攻急の蔓はあったが,部落有林野の統一が挽けられる｡

統一･Kは無条件的モ統一すなわち所有招 ･用益博 ともVC部落から町村に移すとLlうものと,条件付きの

統-すなわち所有権は町村に移すが,使用収益棒は部落vcとどめるというものの二称のものがあったが,
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いずれにしても.旧来の部落有林野と比すると部落のもつ権限は弱められていった｡

以上見てきた全国的な施策/C対して,一宮町 (合併前牡馬辱下村)ではどのよう忙それをうりとめ,

曲民とのからみ合いの中で,地区内の入会林野を変質させてLnったか,そD過程を追いをがら,地峻ql

位での入金林野解体の様子をみていきたい｡

明治期に技V,ってます迎えた転機は,全国においでもそうであったよう忙地凝改正である｡この時の

事情vcついて,｢馬最下村誌｣で/i ｢~明治六年 (1875)地租改正が行われて人民に初めて私有相が
酷められ,田畑a)斉租が改められ,ついで山へも地価が&足されて百分の二価半a)貫租が定められると,

山へも年貢が出ると青うので敬遠されて私有を骨じせい山林が,福谷村十七町二反 ･長野村七十七町八

反 ･芳賀村六十三町七反あって,之れが巻 く官有林となって広払大林区寮内岡山小林区署の支配をうり

る車となった｣と述べている｡さらvc.｢松尾村の内村塊金姐御林-町三反と大窪村の内村北天神山の
御林八反,碓ケ告払付の内蔵岩畠山御林三度 ･他谷村の円村北の下山二反四畝,長野村の内村南ナル谷御

林一町七反 ･摘尾村の内コダマ谷御林一町六畝二十掛 沖水村の内コイノ山御林四反,芳賀村の内立岩

御林六町三反,芳賀村の横村下芳賀付北に米食山御林八町六反ありLも,明治六年地萌改正の際,何れ

も関取者の所有椅設定を見て解消した｣とあることから考えて,広大を面康を持つまとまった山林は,

その地租の負･P_なおいきれず,やむをえで官林忙絶入された｡一万,小規模で税もそれほど盃(ない所

については,私有化し所有の主体があさらか忙なっていゥた｡宮林vt編入された捨石山は,その後の管

理 ･監督が非常に蝦しく.良民rt吐草木一本たりとも手をふれ盲せめというほどであった｡明治も中期

にはいると,無計画的忙伐木していった私有林vc対して,豊吉を材Ltを保っていた官有林吐.木材の需

要の上昇とともに鹿民Z)羨望の的となり,固有粗 べ下げ潮 がおとってくる｡しかし･その頃,国は部

筒石林野の新町村統一をめざしており,それに応じ上うとはせず.運動は行きづせりを迎える｡やがて

El轄伸争後vCをって.ESlはその保管徴用の免租に苦悩し.又,新町村の基本財産創出の実をあげるため

に,不嬰存憧国有林を古い縁故開院者/こ払レべTft渇 といい出し,との赦金に従来から国有林払げ叶丹望ん

でいた老たち払 その払い下げをうわたのであるo鰐亀下村誌vTは,明治59年 (1908)7月24日,

大字常食人民稔代市川缶次郎 ･角南奄太の連名で,大林区界畏山林技師片山書成宛てvr_出された ｢不贋

有塩ESI有林払下願｣が記叔言れている｡馬堅下村着に上ると｢これと同時出願したもの払 三十七Tii盲五
l

十八町六反二畝二十二葬,比の代金二千四百二十七円八十銀であった｣とある｡部落別忙みると,福谷

十七町二反,尾野七十七町八度,努年号六十三町八反であった｡これらの出厩に対し,畢7月その許可を

うりている｡長い間払しイ下げを電んでいた国有林は,それぞれ旧縁故者-払い下げられたが 大字神谷の出

蔚した 17町2反は,福谷が′ト部落であったため,その代金が賄いきれず,大建へ4町d反6畝 18歩'

松尾へ4町5反6畝5歩を分讃し,神谷自身は残りを所有した｡

全国的には第二の部落有林野解体の臭機とせった町村制の施行吐,この地区vcおいても又,部落有林

野を変質せしめるものであったO明治22年の町村制施行は,旧藩政村を合併し,地方自治を連行でき

る町村をつくることをめざしたものであった.馬尾下地区でも,旧村であった大建 ･福谷 ･松尾 ･横尾

･長野 ･芳賀･滑水の7ケ村が合併して,儒亀下村を形成したOこの眉墨下村の成立とともVC･基本財

啓の別出が目され,目をつけられたのが旧村の所有していた部落有林野であった｡部落有林野払 部篠
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忙よって広狭があり,それを無条件でナベて村の財産として統一することvC壮無理があった｡その上,

部落有林野は自分連のものという意織が強く,それをみんなのものにするとなると,村民の蕃敵の内に

相当の退抗があったO統-忙関しては,頻からのすすめがたびたびあった忙もかかわらず,部落有林野

としての形態をかえようとはしなかったoところが,大正末年になると,村有肝穫統一を完成した隣接

の各村が勢力をのばしてきたb,公有林法の制定yTより,間引･皆伐75:どの作業に紘知ilの認可を賓す

るようになったのを楯に,県が靭帯有林野を統-し,村有財産の創出を枚からなければ,これらの作薬

には一時密可を与えないという強い態壕をとる忙いたって,部落有林野の存在比あやうくをり,旧村-

凱落吐選択をせせられたoことにいたって,馬尾下村では,村落有財産統一委員会を設配し,部落有林

野解体の-5向に向かったのであるO部稀有財唾統一委員会也 各部落からの代表 19人から成 り,その

罪-回会合が大正 15年 (1926) 2月25日もたれた｡この時およびその後の春作yEついては,馬

監下村誌忙くわしく記瀧されているO ｢大正十五年二月二十三日,本村′｣､学校で第-回の会合をした.

媒庁から洩宿技師.郡からは渡辺併記が参加し,統一の利益 ･統一後の利点などを詳忙説明し.,大体三

月中に進める様部落梅に協議することvCして散会O部落の協議はどの部落も寒々同様で,容易に肥める

筈姓なかったが,其のあとも腺の出方が強固なので不性無性vc納得し 同年三月二十七日委員会を開い

て原の指示した条件を検討 し,官有林∃瓜､下げの特柵事情について,県と折衝し,四月十日までに各部落

嶺に組め,愈々同十四日決定,九月二十四日実地拘登,十二月十六日村会に付議し確定した｡｣この部
落有林野統一の条件の議定宙は,盟昭和2年 (1927) 2月 15日,保知事の恕町をえているOこの

時の統一は,様々を利害閥族のからせり合いの中で,きわめて特異を形態でなされた｡すなわち'各部

簡vCは,古くからその部落が所有してきた名喪共の部落有林と,明潜 40年国有林払い下げV･=よって部落

有林と75:ったものがあるO後者のものは,殻初,その払い下げ督用を全点が平等に負担するつもりで,戟

落有林に編入することにしていたが,その分埴金を免租 しきれをいもeL)もててさて (儒堅下村下で52

占人中 26人),契JfBi比部落有林にはそらをかった｡この二種の林野を村の基本財産として統一 しよう

としたのであるから,そこに当然利害関係もでてき,村としては統一にかなt)条件をつけざるをえなか

ったOまず'名乗共vC部落有林としてあった林野(Cついては,議定帯の第2粂 ｢別紙第-号表二縞タル

不動産及第二 ･三号襲ノ現金-全部之レヲ居室下村二梶山ヌル者 トス｣という条文により,-部個人へ

払い下岬とのな除いて,すべて村-無償段ノ眺させられた｡次に国有林か ¶づ努の林野fcついては,第5粂

｢別紙第二号衰二抱グル土地へ 管盈上不便ナルノミナラメ,特別ノ縁故ヲ有スル箇所ナルヲ以テ,其

縁故着工特売ヲ行少者 トス｣お･エぴ,弗四条 ｢第三号表二施グル現金及前殊ノ特売金-,左ノ安逸二充

当スル者ノ外総テ基本財産-編入ス者 トス｣によって,払バ下げをうりて,共有林野 (部落有ではモい)

になっている林野を,一応,全部村へ触借提供した上で,その#,一都を再び縁故者に特売し,その哲

用は基本財産に編入された.この無休模倣に対しては,第 8粂 ｢折三条三ヨリ無伐礎供ツタル士地中保

安林造林区ニシテ,林齢十五年以上ノ現在ノ立木,第-回伐採収入二眼 )),其八割ヲ旧所有部宵ノ林道

新設及道路橋梁ノ改築費及公営物ノ営繕等二充当シ,其ノ他-基本財産二約人ス｣と,第8粂 ｢保安林

地区造林区ヨリ生ズル収益金ノ､,天然林ニアリテ-百分ノ三十,将来村費ヲ以テ穂戟セシモノニアリテ

ハ百分ノ二十ヲ収入ノ都碇前条ノ保顎者二保護料 トシテ交付スルモノトス｣にみられるように,旧所有
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者に対する産過捨値を帝 じているO

このようVCLて馬塁下村有林となった200余町の林野は.その後閑憩などのために払下げを行った

りしたが.昭和50年 (1955)一宮町が成立する忙いたって町有林として引き継がれた｡その時の

引き継ぎ両横は 18さ10aであり,その引き継 ぎ条件は ｢合併条件協定甘｣に ｢七,財産 .官有物 .

負偵忙床る胡師JJ･義務の一切は新町-引き継 F,飲用 ･管理及び処分に関しては,それぞれ現村の憤行

によるものとする｣と定められた｡それ 旧--宮町へ引き継がれたの払 旧属島下村と旧平津村の村有

林であった｡

一宮町有林と75:った林野は,その後,昭和55年 (195a)有線放送の開始のための較金をえるた

め. 15802aを部落-売却,昭和54年 (1959)未苑地開発車英のため, 11418を魚林省

へ売却,その他開墾のために個人に払下げたものが2738&あり,現在の町有林は5119aとをっ

ているO

(4) 部落にかける入金林野の馳向

洋政時代 から今日まで,入金林野にかけられてきた様々を規制をみてきたが, これらの規制に対

して,実際vC入会林野を使用 ･管理してきた部落および義民はどの上うVC対処し,自らの生情の維持を

はかってきたか,入会林野は部落内では一体どのよっを変質をたどってきたのか,ことで吐長野を中心

にして,その過程をみてみたいと思 う｡

長野は部落有林のほとんどを拾石山にもつ部常である｡ナでVC述べたように,拾石山は明治6年の地

租改正の際,官有林VC桐入された｡その後,国有林帥 75エ行われた明治40年まで,長野は部落有林

の大部分を失っていたわりである｡明治40年の匡l有林払し柵 ,既述のことく,形式的には部落有林

という名称をもっていたものの,集貨的vC'd:共有林にすきなかったC長野でもこの時 24名の連名で,

77町2反の払げFげをうげ ,24人組の私有林となった｡管理も当然この組の行なうところと なる.大正

15年の属臣下村基本財産副出のための部落有林統一vC際して,この24人組の管理する共有林野から,

39町8反余が村有林に偶人され/t｡残りの59町足らずが従前通 り24人の共有林野として残った｡

約半分が村有林となったわけであるが,村有林とをった後も,管理は24入組K書かされ,それに伴 う

わずかを恩恵をうりていた｡共有林として醜されたものは.その後,24人の過常ではうまくいかない

ということから, 18名共有と6名共有に, 5 :1の割合で分割され,使用 ･管理とも別々に行なうよ

うになった｡現在では, 18名共有は 17名薬有にかわり (1名が僻 は 放棄.申し合わせにより補充

はしなかった), 5ヶ所を共有している｡一万.8名共有の石仏 2ヶ所を共有していたが,そのうち

一ヶ所は,実質的均等割 (両横は不均)をして.値入有にしてLtったo残り一ヶ所は,現在なお, 6

名の共有林とそっている｡

村有林として馬竪下村に所有権が移った林野払 その後,昭和34年には町からの払い下けがあったが
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部落 としてはこれをうTjjず. 目 名よりなる鵬延組合が 10町の払い下げをうけた｡開墾組合は町よりの

払い珊 7tめにつくられたもので,払LLべ下げ後,まもなく解散され,林野仕的垂の中洞はしていたものの,

結局開墾されず.山林のせせで残された.

現在,このF)ちの半分のSurrが,当時開塾組合を組赦していた11名 (現在では9名)の共有林とそ

り,残t)の5町が部落有林とそっているo長野の所有する部落有林の大部分をなすのがこれである｡

以上,⊥部落内の部落有林の交遊を,長野を例vCとって見てきたが,次にその管理 .使用の状況をみ

てみたい,と思う｡

管理 ･使用に関する規定は,調査の対巌とした横尾 ･長野 ･大建 ･芳匁とも旧習VC75:っておt).文事

としては珊 きつけられてい75:いが,処分 ･伐木 ･収益の分配等の重要なあるいは特殊75:啓頃についての

決定は,部落内の権利含有する曲民の寄合で決定されることになってVLる｡伐木や松たけの入札でえた

収益は,部落有林だレうの特別を会計にくt)いれられ,子供会 ･婦人会の満動資金 ･道路修第･徴収費用

の補助等部落住民のために使用されてL̂る｡

部落有林野を使用できる入会権吐,部落に居住するすべての住民(C与えられるとは限らない｡部落列

からの転入 ･あるいは分家によって部落内vc新しく一戸をかせえた場合,入会榊はない｡大窪では現在

5,000円･芳賀では2- 5年前tで 1万円の加入金が必饗であった｡

部落有林使用lcついて仕,恢行によっているということで,具体的を条件を把塵することはできず,

横尾で杜部落有林の挽木には権利者の協議を質すること,大陸では馬屋下村時代,村有林の作業でえた

覇尿材は作菜した人のみで分Hること,落ち素性だれがとってもいいことなど,断片的をことがわかっ

ただけである｡ただし,この地区一帯は.松山であるため,松だけが成育する｡この収益は大きく,長

野ではかつて米と同じ位の収入があったということである.そこで松たけの時期にそると,部落有林は

常山vrされ,入札されるのであるが,大建では慣習として,この時入札できるものは部落有林に入会権

をもつものに限られておt),長野では部落列の人でもよいことになっていたoなお,長野では昭和25

'Tlお･よび同 40年と二畦大きを山火事に見舞われており,松たけによる収益はなくをっている｡

現在,部落有林は法的VC認められず,共有林野の形をとっているが,最近ではこの部落有林を解体し

て,棉刑者に分配してLtおうとする動きもてている｡硯に芳賀では,昭和 44年 (1969),部落

有林の解体を行っている｡現地のまま分割することが望まれていたが,土地忙且悪があり均等割Dすると

とが困難をことから,入札ycより現金vcかん 全戸で均等忙分配している.反当2万- 6万で,総額約

4000万円を槽,芳賀全戸数 205戸で分配.1戸当り約20万円の分配金をうりている｡
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I19 rllgMナ/ ｢/r i33

図 /- 5- 1 部落有林(共有林野を含な)

注･M9年 大窪は共有林を含ます

･桶谷はな科不備のため記載せず

作製裸科

M 9年:MH 年地蔚好 (M9･10･51現在)

M28年 :M2a11区有財寵取調台帳

M41年 :M41･5公有林乾瓢施行に随する擾込

T15年 :S2.2.15馬屋下村部落有財産統一条件議定番

第一号乗 務二号表

sS5年 :S55.12町有林払下げ

■l
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(5) 一宮町におりる林野所有形態と利用形態

これまで入会林野の解体 という林野の歴史的過程を追求してきたが,この上うな過程をとりなが

ら次第vc変質 してきた林野が,現在ではどの上うな形態をとって存在しているか,統計仁科vCより'一

宮町の林野を概観してみたいO

黄 7- 5 - 1 林野面棟の推移

林 野 面 棟 森 林 森 林 でな い 林 野軒 樹 林 地 そ の 他

S26.8.1 1.111(町) 1.091(町) 1.081(町) 18(町) 20軒)

952.8.1 1,448(町) 1,440 1.289 151 8

855,2_1 1,478aa) 1,4710za) 1.415(也) 5duLa) 80uZ)

(煉統計年報より)

注 82占年は一宮村,平辞村,属島下村の合軒

衷1-511VE,林野市街の推移女中てみるとr一宮町の林野南棟は昭和2占年 (1951)をのぞいて,大体

14kh12位で,一宮町の捻=地面攻の 28.51khI2の約半分をしめていることvCなる｡昭和40年の国勢調

査によると,岡山県では約 71〆,全国では約 占9車であるから,それに比べると一宮町の林野の割合

はかをり低いo

表713-2 地区別の土地利用形藤と農林家裁

総土盛 ふ Tf毒手も 耕 BE(鴨 水 占多も 鹿 表戸鼓 林 折)#
一 宮 町 2.875 - - - 1.274 728

- 宮地 区 占81 42 45 90 449 256

平 津地 区 58d 26 49 ム9 589 187

(19占0年 世界典薬 センサス 市町村別統計沓)

次に,衣7-5-2によって地区別の林野寒をみてみると,馬星下地区では占5弟,一宮地区では42串,千

津地区では26秀と,地区によってかなりの差がみられるOさらvt.耕地率 ･水田率をも加味 してみる

と.一宮地区.平砕地区において仕.総土地面積に対する割合が55- 40帝位になるのに対 して,馬

巌下地区では 10年余 りとそり,林野率における傾向とは連の傾向QCをるo南部二地区と北部馬笹下地

区では,その土地利用形博およびそれVC付随 して亜美経営VCも違いがあることが推察されるO

黄 7- 5-5 保有林規模別養家数

(ー即 )総 数 ～ 1 1 - 5 5 - 5 5 - 10 1｡～ 20 20-(SP己

855 845 占80 125 15 15 6 2

840 72占 558 131 19 10 A 2
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(一宮地区)

E;55 248 254 27 5 1 1 ｣

S55 2占4 25占 8

855 511 190 90 10 14 5 2

(855,E日 0年世界点薬センサス)

0･/-o･3 013-0.T D･S-/ ,I-3 3-5- ∫-/D /0～jo ユ0-3oitL

(855年 虚業センサス)

図71 5- 2 保有山林規模別姓家数(835年)
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o･/東;･i aI-/ /-J - i- {～′J ,い ユO L0-才L-(u l･

(S40年 典薬センサス)

図 7- 5- 5 保有山林規模別鹿家数 (840年)
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乗7-5-51g)7-3-2周715-5VE上って,保有山林規模別農家数をみてみる｡まず,弄7-5-5に上り推移をみると,千

津地区をのぞく他の二地区veは大きを変化はみられない｡ただ平浄地区で仕 5年間作総数で約80戸,

山林を保有する鹿家がへってt,1る机 その突俄となる上うな雪国はみあたらず,徐々K山林が他のもの

忙転用されたとしか考えられないo次yc,図7-5-2回7-5-5奇みてみると,一宮町全体からしてみても,また

一宮地区,平浄地区においてもlha以下の小規模山林保有形態が圧倒的に多く,それ以上保有する農家

数は急速に減少する｡この陳向は平稚地区vcおいて比特忙著しい｡これに比べると,馬堅下地区では,

1ha以上の山林の保有農家数もかなりあり,一宮町内での地福の山林保有鹿家も属墨下地区に壌中して

いる｡び1ぬ先の罪7-5-1,葬7-5-2でもみてきた上うに.林野面確の多くをしめている属竪下地区vcおいては

当然の傾向といえようO

衣 71514 林産物販売規模別農家数 (戸)

総 数 版 売 な し - 10万円 10JO万円 50<0万円 5… 00万円

一 宮 町 845 88ム 22 15 2 -
一宮地 区 2占8 244 一 - - -
平 津地区 2ム4 244 - - - -

(840年 世 界 農 薬センサス)

襲 7-514から況みとれる上DK,一宮町においては,山林を保有 してV,る兵家のうち,約 95弟にあたる

804戸姓林産物を版売しておらず.いわゆる自家用に利用しているたりである｡地区別にみてみると,

一宮地区では268戸中わずか 4戸しか林産物を版iEしておらず,しかも'版弄高は 10万円以Tで'

乎砕地区と大差はをい｡馬星下地区は前のこ地区忙比べると,林曹物版売戸数も多いし,販売高も大で

ある｡やはり, これまでの傾向(r_忙た傾向がでてレろく罪7-3-4は昭和40年の軽科で,現在ではさらに変

化しており,関係者の意見を総合すると,林業は全体として衰退しているように思われるo

以上.一宮町における林薬を総括すると,平挿地区 ･一宮地区において払 山林仕あっても性とんど

林業としては成立しておらず,過去において農民が山林作東めた生産･生酒溌科が他から容易vc入手で

きる現在において払 自治的な意味でもその存在価値壮?すれているように患われる0-ち,属堅下地

区vcおいては,わずかながらの林美技成り立っているものの,他地区と同様,袋過比否定できないと思

われるC全体として,林業はすたれていっており,山林から他の土地利用-a)転換も行われているのが

現状である｡

( 谷 原 博 乗 )
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4 鉱 工 業

(11一宮町vlおける工業の特色と推移

(a)はじめに

岡山県の戚 5部門別雛敗者の刑合の推移を見ると, (図7-4- 1参照)大正9年の第 1匡個

勢調査当時.節 1久重集 る1.5乳 弗 2次産米 19.0%.弗 5次牽集 191占%であったが.その

後昭和 22年妨時国勢的丑の播果を除けは 昭和 25年まで第 1次産業患業者の削合は,わずか

ずつ滅少し.罪さ次蛮渠就業者の削合机 わずかずつ増加という傾向をたどり,昭利25年には

邪 1次藍薬が5占.0%.節 2次膏薬が 2□･1乳 第5次産業が 2i9多となったDこの昭和 25

年を境にして,第1次監菜の割合は急速K低下し.第2次産業の割合が上昇しているo昭和 55年

から40年の 5年間化け,第 1次渡英は 日 ,952̂ (18,6%滅)の滅少.第 2産英および第

5次琵英はそれぞれ 57.459人(1714労梅 )および 46,77d̂ (180%増 )の増加とた

ってかb,昭和50年から55年の第 1次産業の 10･5%の淑少.界 2次産業お よび第5次産業

のそれぞれ 50.1abおよび14.996の増加に比べて.第 1次蛮井でけ減少の割合が大きくなD.

第 2次直美打増加の割合がにぷb,第5次常葉打やや伸びが大きくなっている ｡

この時代的背骨をみると.昭和2d年には.サンフラン･/スコ集約が締結され.この後朝鮮動

乱が勃発し.その中で日本の経済再鍵が軌道yt乗り始めた凸岡山県にかいても.この時期は総合

開発計画vC.よって底力をつけていった時期であるC,昭和50年以嵐 日本打著しい経済成長をみ

せ,岡山県VLかいては県勢振興計画が軌道に乗 り.水島を中心とする縫済構造の体質歌学が息テ

yポで進み.臨海=菜地帯の廼設整侃 百万都市の計画.その他いろいろを進んだ施策が全国的

漁法目をひき県が｢躍時代の脚光をあぴるKvlたった｡この 50年代は.神武以来と称せられる

空前の大豊作であったといわれるoそのため,昭和 50年以後.水稲の収丑の増加V'_もかかわら

ずi農薬経営け曲が b角VtさしかかD.今後の曲集の進路について深刻なる反省が促音れたoそ

れK比べ.第2次.第 5次産菜部門付目ざましい発展を示し.相次ぐ股備投資の波に乗って水島

工業基地の睡殻は全国的に任目の的となっていった｡

こうした原の動向の中で.-⊥宮町にかける産業併進を産英別就業者数の割合でみると. (誘 7

- 4- 1参照)昭和 55年vcぉLJlては.第 1次産業は 5515aA,罪 2次産薬は 17.5%,第 5次

産策打 29.0%をしめている｡同年ゐ岡山県に比軟すれば,第 1次建築は高率を示 し.第2次産

薬および第5次産薬は.いずれも低率を示しているo Lかし5年後の 40年に打,一宮町化おい

て.第1次蓮井は 7.5%淑少 L.それvC代わ って第2次産業および第5次産業の伸びが謎められ

るが.第3次産業が 7%増加しているのK比べ.第 2次産け化かいて打わずか 0.5肇の伸びがみ

られるの忙すぎずiやはb5部門の甲で打一番低率を示しているDこれは.昭和55年お よび40

年の岡LLJ腺Kみられる動きとほぼ同じ傾向1.もつものである凸 (図 7- 4- 2参照)

- 25ムー



.r･0

号b

JG

T.

_.)

査 果 男 F,E!･;P" Ll
/ J /∫ l J Je JTQr

図 7-4- 1 産 薬 別 就 業者の推移｣大正 9年一昭和 40年 (阿山保)

( 紳 府鮒 局拍典発行 ｢岡山県の人口｣よb)

襲 7-4- 1 産業別就業者

昭刺 宮町 実 数 2.449人 802 1.527 4,578構成比 55.5 175 29,0 100.0

五年 岡山県 実 数 5▲q811̂ 215.751 259,981 856,525帯皮比 45_1 25.8 51.1 18C.8

昭和四十年 官町 央 2.244< 880 1.755 4,879

構成比 4占.O 18.0 Sd.0 ー00.0

岡山.県 実 数 295.859̂ 255.190 さ0も757 855,Bod

(岡山県統計年報による)

杓JJホ (I,;;
}> i'C LQ 8ク ′dZ)

yyW ///あ/大嶋〃 ′/〟 ~′■'弟1次 FIT畏 JHi‖IJ1IllyW ///あ/大嶋〃 ′/〟 ~′■'弟1次 FIT畏 JHi‖IJ1Ill

i-;_= 五 二 二 三 至 芸 二

図 7-4-2 沌集別威業者の削合 (一宮町と岡山県)
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さらに.その節 2次費黄の中を,薬種別に見れ拭 (衷 7-4- 2参照 )･昭和 55年VCかけ

る搬造巣の割合が.射 2択産集部門全体の 7I.用 をしめてお り.鉱業仇 わずか 6･5卯 すぎ

ないo昭和 40年vcおいても同様K鉱菜 iS乳 拠造兼 ムa1%と.製造業が高い比率を占め･

鉱工業を代衣するものとみなすことができるo Lたがって,私がこ{-で取上げる場合もーおのず

から製造井に限られるわけであるO-嘗町は.断 り50年 1月Vl･鷹屋下札 一宮札 平津村の

三村合併vcより成ったものであるが.合併する以前.すなわち昭和 50年以前の資料かほとん ど

得られず,また得られた缶科も断片的なものが多 く.到底この他方VCおける工業の全貌の考察史

料としてけ満足夜もので打をいが.この中より,昭和 50年以後の一宮の工業 (主に灘造業 )め

推移をみていき.その中で当町Kおける特色を明らか化してV,きたいと思うC,

乗 7- 4- 2 業称別就業者数

邦 2 次 産 業 昭 和 5 5 年 胎 和 4 0 年
一 宮 町 岡 LIJ 脹 二 宮 町 岡 山 腺

鉱 業 51人 7.280 29 5.452
(6.5) (5.4) (5.3) (2.1)

建 設 業 177人 4D.455 252 4占.7占4
(22.1) (187) (28.6) (1a5)

拠 造 業 574人 1占8.口1占 599 20口.994
(71.a) (77.9) (68.1) ( 79.4)

荘 ( )内打構成比 (岡山県政計年報忙よる)

(b)工業の推移

(1)概況 一宮町の昭和 42年における工英の都築丹護的 55,従業者数は541∧, 出荷敬

は 占5a718千円で. (費 7- 4- 5参照 )昭和 50年に比べ,それぞれ 18硝 所 (128

珍). 252人 (285卑 ). 57も541千^ (911飾)の相加を示した｡また当町の昭

和 5D～ B5年か上び昭和55年～ 59年の伸び率打.蛸 所軌 従業者軌 出荷級にかいて

ともに岡Lu煉より高 く. 59-42年の伸び率では,串薬所軌 出荷敬V7=おいて腺よDわずか

vc高いが.従菓者敷け鼎の伸び率よりはるかに下匝】ってV'る｡この様に一宮の伸び率が県ケこか

よばをくたったのは.水島を中心とする臨海二⊂菜地帯の誘致企業ならぴVCl淵連産業がしだいに

多くをり,腺全体のエ韓の伸び率が大きくなってきたからであろうo
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襲 7- 4-5 製蟻 の罪業所軌 従菜者軌 出荷額

t 宮 町 岡 山 県

蝶 所数 碓奏者故 出 荷 撒 .部菜所数 砿賢者数 出 荷 敬

契数 指数 実数 指数 実 数 拒故 架 叔 指数 実 数 指数 * # '指数

昭和50年 15 .ogl8ム 8/91 1□晋 千円65.1占5 .0% ?.948 .免 11lLめ ..A 閤 .0%55年 28 2占8 501 201887 5191口.899 lid 147,484 l52 252.175 201

59年 52 215 325 565 59'1.270 ム21ll.554 11占 180745 1ム2 448.926 588

42年 55 220 541 585 658710101ー12.198 122 2C)4ム占7 ･851795546 占87

(岡山県統計年報VCよる)

(ロ)業種別事業所軌 従業者軌 出荷敬

昭和 42年の当町工発 く舞 7- 4-4参照)の辞荘所数 55のうち.食料品は 10(50･5

%).金偽製品打 8(24.2%),その他の淑塩発け 4(12･1帝).鉄鋼轟け5(?･1帝).

無乳 土石澱晶打 2(d･1%).衣服その他の繊終楓 木材･木勲Fp.家具･菱備品 ゴム

穀晶.非鉄金鴎がそれぞれ 1 (5･8帝 )を占めているo従業者 541^の うちわけ打.食料品

打 152人 (5a7%),金成匙長打 58̂ (17.8帝).窯業 ･土石穀品け 52人 (15･2

帝).その他の製造業 48̂ (14.1%).衣服その他の繊維黙晶打 52人 (914%),鉄鋼

菜打 19人 (5･ム飾)である凸また出荷敵 占58.71D千円のうち.食料品打 255･950千

円 (59.7%).金銭34品打 152.日 U千円 (219卑),果菜 ･土石製品打 94.150千円

(14･7飾).その他の封造築に 84,820千円 (115弟),鉄鍋英に 52,500千円 (5･1碑 ),

衣胴その他の繊維戟晶は 20.850千円 (5-5飾)を占めているo

表 7-4-4 穀造菜の薮粗別邸某所軌 出荷軌 (一宮町 )

産 薬 分 数 事 業 所 畝 従 業 者 数 也 荷 衝
昭和SO鑑 昭和4 ク鑑 昭熱血 暗和 ld2生 昭吾口0年 42年

･食 料 品 乱 造 薬 4 10 人58 ∧152 千円56.149 千円I255,950

衣服その他の繊維魁品艶造井 1 1 〟 52 Jr 2ロ.858

木 材 木 戟 品 数 造 荘 2 1 Jr ヱ7 Lr ∬

家 :良 装 備 品 か 追 慕 - 1 - X - こr

石 油 及 び 石 炭 如 晶 1 - I - こr -
ゴ ム 輿 品 挺 進 薬 - I - ∬ - ､:ど

茶菓. 土石製品 搬造 薬 5 2 51 52 12.829 94.150

鉄 鋼 薬 - き - 19 - 5乙500

非 鉄 金 転 製 造 業 - 1 - こr - こr

金 侃 製 品 姓 造 某 - 8 - 58 - 152.ddD

親 板 製 造 集 5 1 ll a 2.197 ∬

そ の 他 の 穀 造 築 1 4 .ど 48 3 84.820

(岡山保軌計年報化与る)
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この様K,昭和 42年化かし､て打.弟楽所軌 .従業者軌 出荷軌ともに食料品穀造築が全体の

約 5割強を占めているOこれを昭利 5D年Kさかのぼって50年- 42年の間の伸び率を見ると･

覇業所数 2.5倍.従業者数 4･4侃 出荷執 7･0倍 と著しい伸びを見せているoLbaLhがら更K深

くみると. (襲 7- 4-5参照)5□年一日 年の間でVT･範某所それV'伴をう従弟者軌 出荷

粗も急速K伸びてはいるが.その後 4 2年せでは尊顔所軌 従業者数ともLfl呂立 った伸びけ見ら

れず.i,しろ59年～ 42軒 こかけで庇業者数の波少が見られるoそれにもかかわ らず 出荷敬の

増大していることに注目したいoこれVJ.静脈投野が進み,鮎迄の近代化合骨化を付かったため

では浸かろうかと思われるo

食料品の他K.会商魁晶穀漁業 (襲 7-4- 占参照 )が昭和 5 2年に角膜 開姐 その後順調な

伸びを見せている0 55年 42年の間の伸び打.野菜所数 1･占倍.従業者数 2･1低 出荷犠 1占

5倍と出荷敬において帝に著 し叫 申びを見せているO

窯業土石製品水道業Kついてみると, (裳 7-4- 7参照 )早 くか ら創業されているが,昭和

50年以来,跡薬所軌 従業者軌 特vr侭茶所数は停滞気味であるo これけ採石という仕封に.

徽械的に計算 してできるものではをく,山という有限のものから取るためK.作梁場を移和しな

ければならをいからであろうoしかし42年の出荷衝け. 39年の 5･5倍の 94･15D千円と仲

びている｡

表 7- 4-5

食 料 品 取 返 業

娘 所数 従業者数 出荷額

昭和 5D年 4 ノ＼58 千円5ム149

55 ll ー2占 1.7_0.021

56 ll 126 120.021

59 10 140 150,470

42 10 152 255.950

(岡山県統計年報K上る)

零 7- 4-7

窯 業 土 石 製 造 業

中英所数 従業者 岬 執

昭和 50年 5 31人 千円12.829

52 5 52 15ー559

55 5 44 25,boo

Sd 2 こr こr

59 S l 54 28.400

(岡LIJ願統計年報vtよる)

貢 7-41占

食 偽 製 品 勲 造 英

都築所数 従 菜 番 数 出 荷 徽

昭和 52年 1 AX 千円こr

55 5 27 1 9.25D

56 3 ム5 ll,505

59 a 49 21,5?0

(陶LU原統計年報vCよる)

昭和 42年の当町工業の 1事業所当り出荷

輯打 19,555千円.従業者 1人当 り出荷敵は

1.8754二円 で(衷7-4-8参照 )前者打 50

年の 4.6倍.後者け2.6倍V.C上昇 しているoこ

れを業種別vc見ると. 1堺茶所当 b出荷額の

上昇 している菜種打.食料礼 金鴎製品をど

であわ,後者は 18倍 (55年と比較 )伸び

ているの忙対し.食料品はわずか 2.8倍しか

伸びがみとめられ夜い○

岡山県工薬の 50年～ 42年のEH荷租の伸び

V=1単発所でVl, 5･6倍 (当町 4･6倍 ),従

業者 1̂ 当 りでは 18倍 (当町 2.6倍 )であ
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り.当町=菜の 1串某所当り出荷敬の仲ひ率が県に比べわすか托劣っているとけいうものの.好

との絶対的を格差はますます拡大化していくわけであるO

表7-4-8 1琴茶所当り平均年聞出布鞄

Ia-1薬所数 従業者 年間出荷執 1都.某所当b平均徒強者数 1¢集所当り平均年間出荷執 横 着 1人当り平均年間出荷亀

昭刺顔 - 全 菜 種 総 計 55 人 千円 人 千円 千円

5L11 占58710 10.5 19.555 1.875

宮 食料品 製造菜 10 152 255タ58 liz 2_5.595 1,924

町 金紙艶品数造築 8 58 152.668 7.5 19,085 2.占32

岡 全 英 硬 醗 酎 12.198 204.占占7 79554占480 16,8 占5.205 5.886

年 山 食料品 恥造築 2,008 19,826 87j61.100 9.9 45.占58 4.422
腺 金串如品叔造薬 525 4.4ロ2 10517.940 1エム 52.5占3 2.589

昭 - 全 車 種 粍 針 15 89 d5.ldS 5.9 4.2ー1 710宮 食料品穀遁菜 4 50 5丘:149 7.5 9,057 1.205

那 町 金鴎製品穀蓬莱

○岡全英 孤 総 計 ?.948 111.432 11568?.827 ll.2 ll.429 1.056

年 山 食料品製造業 1,940 1五100 1?.872474 8.8 10.244 一,517

(岡LU鵜耗軒年勧化 よる )

(cJ工業の特色

当町の工菜の推移を簡単に迫っ{きた航 その中で廟老女もの机 何といっても食料品

製造菜であった0時忙とこで机 かんづめ製迦阻 平碑牛乳などを取りかナてみようD

(イ)かんづめ製造業 一宮町で打IA槻栽培が昭和の初凪 急敵に増加したo そのため過剰嬢 も

I見込せれたので.下芳賀芳彦絶合では市場暴落の危く'から昭和2年及中山青年学校数翰F氏の指

串作上って最盛収の白水 1,0a0ユA1%かんづめVEF作したoその飴東が好成坂で参ったので毎年
撮盛iUlKこの程度の製造を続け,昭和6年下芳賓出熱 合を設立し新=場を挺設したDしかし昭

和8.7年と2年触経営してみて組合の片手間仕事で托企並Kなら夜V,ので.昭和 10年設備一

切をあげて.洗薬主 (角帝かんづめ製造所)K班渡したo角持氏は.粗食から甜b受けてから,

業務を拡張L,昭和 11年企業形暦を個人企菜から合資会社組放忙し.桃の外 たけのと.えん

どう.まったけ.みかん,なしなどのかんづめを軸達し.昭和 16年 10月県下の業者 10社が

企菜合同.岡山県食品株式会社芳賀工場として終枚tで鮎 した8時後昭和26年エb角南かん

づめ工塩として再開した0倍盛新化は従兼良も280人以上を使用し隆盛をきわ軌 帝忙桃のか

づめは豊吉を原料から特選したので日本一と盲う所瓶もつけられたほどであるo又昭和28年.
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本鵬特産の温室ぶどうマスカットのかんづめ製造を全匡井老化先がけ沼目し試作に成功 し,以来

市販を継続o全国vE名声を博 しているO

かんづめ型品打季節Kよって,変化K富んでいるC,念のために紹介すると.春にはたけの こ

(4- 5月 ). グ1)ンヒース (5月末～ ム月半ば ). じゆん菜 (5-占月 ),夏忙打桃(7- 8

月 ).秋にじゆん菜 (9月).マスカット(9- 11月 ). くり(18- 11月 ).冬K打みか

ん (12- 5月)などほとんど一年中過 して何か製造されているわけである｡これ らかんづめの

材科は.くり(茨城から).みかん (愛を乳 砧知か ら)を除き他は全部県内でまかなわれるoそ

してで き上がった製品の販路打,主vc県内だが.マスカット打東京へ,みかん打半分は外国へ輸

乳 汁の笑として珍 らしがられ菩ばれるじゆん菜.たけのこけ京都へと遠くまで伸びているo売

上げ打,昨年がぎっと5.800万円.今年の予想が 5.800万円だそ うで,年々伸びているo中

でも特化金軌が多いものがマスカットであり以下,くb.たけのこと続いているo

この角帯製造所に昭和 45年 占月株式会社組練とな り.資本金 400万円.常時故薬者50̂

(男 4̂ ｡女 2占∧ )である｡

写真7-4-1

角南かんづめ輿造所

昭和 45年 4月彫

(ロ)平浄牛乳 以前は任意組合であったが.

軽常を有利にするため.昭和 2占年齢戯組合

として発足 したoその後.三村合併に伴をい

昭和 58年-宮盛協.馬屋下盤協 と平浄私曲

組合 と合併 し,一宮虚協の醜轟支所としての

平醇牛乳となD,さらに現在の一宮戯協の酪

盤部としての経営に至 っている｡ したが って

男女参わせて 14名の従某月比良協の職Lで

ある｡酪戯状況は乗 7- 4-9奇見てもわか

る様 に ,一宮町内Kも麻製家は.か を9あ9
乳牛は 200頭を占めている嬰 に控目したい｡

しかし. これだけでは不足するため津高町の

牧場からも原乳を入手している｡そして版俺は一宮町内はもちろんのこと.近効の岡山市内.粍

鹿町,祇松町へと拡大し.｢股家庭だけで夜く.学校にも給食用に牛乳を出荷 している｡ (41

42年度は一風 津高町内の ･｣､中学校全侃 45年度は剛 ヒ中学,三門小学乾 45年度は息1｣

小学硬へと鉱大しているo )それに伴をい.年間の販売高も41年度K 5.900万円. 4 2年度

4･dOO万円. 45年度 占.800万円. 44年度 7,088万円と帆網引 申びを見せているO しかしなが

ら.まだまだ問題岳VJあるそ うで.一つは資亀 設備面化おいて曲協の指示によるため思い迫り

にいかないことOもうーつけ版元の拡大 と難問をかかえているo版売の拡大Kついては. 自然増
が 1割 5分 くらいはあるというものの.大手メーカーの大 々的な宣伝と競争 して版崩を錘胤 拡

大するVCに大きな努力を畿するで参ろうO

又,今臥 ′K出回 っている紙ノ:ック入 りの牛乳についても.またコストが高くつくので消現者

の詔袈K参わせて版元.拠迄を検討ナる必要があるとの話であった｡

-2占2-



襲 71 4-9 酪劫の概況

4 2牛 耳 4 5 年 度 4 4 年 度

曲 家 ■故 払) ･7,212戸 1.202p- 1.1占4戸

酌 盤 宗 教 CB) 59戸 58戸 54戸

晋 及 率 (B/A) 5,2帝 11% 5_8夢

礼- 教 蔦 #'1Cb' 181頓 204頭 209頭
284〝 515 〝 545 〝

a牛 乳 生 産 亜 (I)i 8ー5,占72.4Ⅹ9 855.514.2KQ

生 乳 出 荷 丑 815,472.4Kク 855.514.2Kg

搾乳牛一頭当年簡乳丑 (那 ) 4,509Kg 4.155Kg

軸 45年度の搾乳牛 1頭当年問乳凪 42年庄作比べ波少 した理由は次の通 り①初産分

娩牛の増加 ②事故牛の多発 (乳宜改善群集tE且¢例典忙上る)

額 714-2 平浄牛乳

E ]ヒ±冗 =コ転 妄言 ~二 J

写在7-4-4

牛乳がつめられふたが

されている｡

額 714-5洗浄された
ぴんが迎ばれている｡

慈 7-4-5 不良品を

チェ./クしている｡
-2占5-



写英7-4-4
どこIJt′カバーをしてでき上b
右は箱をつめている人

(Jl その他

かんづめ製造また平津牛乳ともvitとの

一宮町の地元の鍵英.酪出様皆と結びつ

vlて鞄展 したものだが.その他にも食料

品数造築として中国一一の豆腐の生産高を

誇る′J､財産典 (有限金紙 資本金 500

万円.征薬虫 50人 販売先 ｡玉乳 香

備町.間山背物而嵐 同ビルなど),刺

式しよう池.板野酒造所などがあるO し

かし食料品以外vCも.機械貼直井の甲で

特化旺自される藤原醸倣産共をここで取

上げてみようo

｢｢この藤原醸髄 畢 (名麟 昭和8年.

現在缶本金 l.500万円.従赦免 100̂ ,嘗妾種目 辞遣機械 B酔造工場ブラ/ト殻計迅殴

｡一般産薬機械 )は,昨年 10月に 1億 5千万円ほどのお金をかけてJ宙の匪喜180号線ぞ

vM 工場を完成したばか bであるO社内には成最期の括気がみなぎっているO今.月平均

5.000万円の生産で年間の売上げは6億円把のぼるC,家庭の台所に粁び付いたみそ. しよう

池 そして.お酒などを払宣する槻 これが穀晶であるO′J､は 1万円単位のものから.大打

数百万円もする機械までov,わゆる帝造機減の尊門メーカーで.みそ.し上う油忙帆して打.

全国の 50%以上のシェアを繁る特典を存在である0 48年近い歴風1.得意先の法文を何で

も聞く〝便利屋〝的を社の性格を膨づ くったO多品種生産がそれである0 日本人の食塊苛が変

わら夜叫県D,Aそ.しエう油の酔態憤披け必尊｡だが,時の掛 Lは ｢ノL,ンKあぐらをかい

た企菜は舞勤 王ない｣と.体Jjb 笹を迫っている.

生産品種なしぼって.効果の㍍い大型機械を甲心化生直し.さらにこの安定した醸造憤城を

基盤化しながら,新たに加工機部門vEも進出したo川崎重工共の協力工場として, 今で打加=

部門が全生産の 4 0解近くを石めるようt,こなっているo新工牌 殻のねらいもそこにあったわ

けであるo大企費ヽつながる メーカーとLて脱皮したわけだが.単なる下掛け企業ではたいと

ころVC同社の聯巴があるO ｢専門メーカーとして.下請けに甘くじるKは抵抗がある｡ こちら

の技術陣を活用した下請けをやる｣と〟下館けでない下謂け 〝をめざしているわけであるo

醸造機の輸出も活発｡この5月に台湾へプラート輸出をしたばかりだが. 占月には韓国へも

しパ う油の原料処理プラントをとを梅山するo今年の輸出租仇 昨年の 60%凪 8800万

円を見込んでいるC,加工駿部門も線化を付かって, a.のほど工場内に地場企業で打初の大型 ブ

L,イナー (占,7L平削盤 )を設鼠 加工鞭部門を全生産の 509らV(-までウェ1トを高めてV,くこ

とにしてお り,生産性の高い近代産業-tl,大きく-渉を跨み出しているO｣ (附山日日新開

昭利 4 5年 4月ム日)

一一･2占4-



(2)大 敵 石

偏崖下村鮭V;(よれば,属以下村大字大g!字鳴岩のあたり打古来から採石が行なわれてVl港

そうであるC,大唾石というの打.そのItE名にちなんでいつかられ 大任周jBから採れる花樹岩を

そ う呼ぶようVCなったと思われるO花村岩といえ帆 すぐ忙立石奇想傍するが.品石VC打膿初打

聯岩 (らくかん).壬生輿石 )を用いていたo Lかし.質か軟弱で雨露忙うたれると軒朕し.文字

打不明托なり形が くずれやすいので.寛政以後 し7乞いK二花簡岩を用いるようになったo又茄石

だけでなく,家財 )盛雄や橋梁怒どK多く用いられたO

明治維新以後.急激vE石材の寄港 が柏し.多くけ茄石に用いられて.一晩 山のすそ化け54

軒の系石夏があったとい う,明治7年紗Jl収束放言れた石橋も. このUJから堀b出昔れたもので

あるO明敵 30年とろから把.石材の筒賀も苗石.白石の他K家晋鞘の挽 あるいけ石垣に用

いられる様Kなったoこれ打一宮両部や部位郡t吃い草の栽培が盛んKなり.その結鼎好況が到来

L,愈現 住宅の新熟で石材の鮎敬が急戦vc籾したためで参るoそしてこのころ岡本氏 剰 Il氏.

三宅氏が大 的々忙採掘を始めたが,さらに県下VC大陸石の名がうたわれる様KなったのVZ.大正

12年 2月1日に大窪石材株式会社の月僕 俵であるo貿不金 2u万円,株主人見 48名,総棟数

400株 (1株 12円50銭 )で.坪井千膏社長のもとKス4-トC'その計画vtよれば.まず大

字福谷字瓶樋 (かめひ)の砂川に惜 2･57n.長音 1.5mの石脚の土偶を架設し.そこから現場ま

で占00TTLV=新たK 5Tn幅の適時を開設しfIL井を始めたC以前の略岩からここ福谷の魂岩vE移っ

たのけ今までの採石場がどの丁坊もすでVC底をついたという理由の他把. この狼岩の同辺が花梅

岩の野娘地帯であれ 石質も良く才石vtも安正石vcも通してVlるからであったo

そして大正の末からしたい忙石材業打不況となり,昭和K入 ってますます深刻とな り.目安か

宮上b太平洋峨射て入って石材を使用する工釘付一切無用とみなされ 石工け徴用されて,道路

の個へは豆#,いも源が惟栽されたのである｡戦後 昭和 25年 5月山火軌があり.長野の始石

山から古屋谷.鹿沙門山-と延焼して長野打荒fHなく丸帯托され.垂とけ塊石の露出を見るたけ

であったC,革V,県下の遠軽工gIの無限の需要に応すべく.黄老けこれらの山を広 く兄いしめ.災

寄畑の急斜面へ自動車道路を敷設して石を搬LtlcILLJ零を一驚させた凸念のためvr_.昭和25年の

採取石教をあげると55,500石で売上金227万円で.5る0 29年の市上満作才物 (蒜石,延

有 数石)代金25占万円.割石 51,08日凪 代金 556万円であるC'

現在.筒谷で石材業を営なんでいるのけわずか片山舟姓氏 山崎浅書見 加薪光雄氏 加帝京

-氏のわずか 4氏である0年 美々希も引上げて.他へ番ってい くそうであるが,一宮の大庄石の

名を先非 ともとどめてはしいものであるO

(雁谷 多骨子 )
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写井 7-4- 7 長野付近の採石場

参考資料

馬屋下村誌 10冊の中 9(片山盤書編娘 )

岡LLl県統酎年軸 (岡LU塵企画部統計探銅盤 )

岡山保耶 丁村勢李朝 ( 〝 )

岡LU日日新聞 (昭和 45年4月占日)

写共 7- 4-8 長野十]近の採石場

5 商 業

(1)商集の推移 と現況

一宮町では現在全鮭集散第着のうち,第一次産業者が約半数を占めてお り,また岡u｣市K近

いこともあって商業清動けす こぶる値鞘であると言える○ 池勅状況をみても. 岡山TT川t通勤する

者は昭和 40年 (1965)化かいては全従穀者の 51%を占めているo商晶鵬人の面でも,負

料品を除 いて打大半が岡LiJ印で購入されているQさらに.距離的に岡LIJ而K近いため岡LU市の大

手のスーパ一進出もか在 りの影帝を与えているものと思われるo 今B]の調査托おいて.明治.大

irl 僻 口の 20年代までの商集vt関する資料がほとんど保有されていをかったため,また得られ

た資料も断片的なものであったため.一宮の簡薬vC関する考察も十分であるとけ言えない｡ をか,

調査方法托アンケート,開きとりKよる各商店の個別調査と町民に対する男物圏的査が主賓をち

のであ り.統計資料は商工会.役場の資料を参照 したo

(a)一宮町の南井的機能

一宮町VLおいて高菜は全産集の中でどれ くらいの位燈を占めているのであろうか｡ これK

ついて,まず産輿flrI'f垣の点からみてみ よう｡

(ィ)菜種別商築構成の変化

1266-



承 7-5- 1の業種別散策老数の魚か らみると (ここで6,此叔対照するために同じ御津部の

御浄町と岡LU鼠 全国を取 り上げたO)全産崇敬業者数忙対する弟- 次窺菓就薬老数の比率は,

昭和55年 (19占0)で打.一宮町 55･4風 向LLl鼎 45.1%. 全国52.8%であり. 昭和

40年で仇 一宮町 45･9%,岡LIJ県 54.4免 全国24.占%であっていずれも一宮町が高V,比

率を示している｡ これK対して.全葉栗就弗音数忙対する節三次産業耽共著数の比率仇 昭和 5

5年では.一宮町 29･1%,間LIJ搬 51･1%.全区13 80%であり,昭和 40年で打一宮町 5占･

oaA.岡LU鼎 55.9%,全国 45%であって,いずれも一宮町が低い比率を示しているO しかし.

架 7-5- 1 英種別就簸音数と僻成比

地区別業種別 一 宮 町 御 転 町 岡 山 県 全 国昭 55 昭40 昭 55 昭40 昭55 昭40 昭 55 昭 48

吹産 加 薬 2.442(55.5) 2.241(45.9) 4.015(55.り 3.481(50.8ー (41.6) (55.6)(5口.2)(22.8)

林巣 D狩珊業 占(0.1) 5(0.0) 189(1.9) 占5l (0.9) (0.8) (D.5) (1.0) ( 口.占)

熟薬.水産零粗菓 1(0.0) 1(0.0) 5(0.1) 4(0.1) (0.7) ( 0.5) (1.5) (1.5)

小 計 2.449(55,4) 2.245(45.9) 4.159(57-A) 5.528(51.8)(45.1) (54,4) (52J8) (24.7)

節次 鉱 業 51(-1.り 29(0.ムー 占5ro.9) 21lo.5ー ( ロ.9) ( 0,占) (1.2) (0.7)

担 投 薬 177(5.9) 252L5.2)599(12.51 372(5.2ー 584[5.4) (1.8) (5.5) (占.2) (7.1)製 造 業 574(12.51 71日(9,8) 654(9.5)(2u1) (25.5) (21.7) (24.5)

小 計 802(18.1) 880(18.1｣ 147(15.9) 1,039(15.2)(25.8) (297)(門 1) (52.5)

那 卸 売 ｡小 売薬 る94(8.占) 5 54(ll.4 ) 占55(a.8) 758(1一.1) ( 12.7) ( 14.4) (15.7)(17.8)
金 融 .保 険 98 115 占8 91 (1.2) (l.A) (1.8) ( 2.4)不 岨】 産 婆 (2.a (2.5ー (LJ_9ー (一.さ)

迎 輸 .通 信 259 580 448 554 (4.8) (5,8) (5.6) (山 )

吹塞 公 益 串 薬 (5.7) (7.8) (い ) (p7.9)

サ ー ビ ス 業 411(9.8 556(ll.8) 5占9(79) d75(?.?)(10.0) (ll.4)(ll.8)(15.0)

公 務 1占占(id) 170(5-5) 197(2.7ー 18占(2_7ー (2.J) (2.7) (5.0 (5-1)

分節不能の産業 7(0.2) 8(0.0) 2(0.0) □(0.8) (U.□) (0.0) (0.a) (0.8 )

小 針 一.527(29.1) i./55(さd.Dー 1,91126.5 乙244(32.9)(51,1) (55.9) (SaO) (45-0)

合 計 ‥拾 507U.8DJ 4.878100.8) 7,217100.D) i.811(100.0) 18ロ.0)(10ロー0)(100.0)(1□0.□)

匝 剛山県放針年報 より算Pj ( )内け%を示す

陶LLJ腺と全国打羊蹄成比のみを示すO

御搾町と比べると御脚 Tの75が.弟一次産薬就業者の相成比が高く.罪二軟.弟三次産弟妹 者

の榊成上出;低レ℃ また離 比の変化も駿健であ り.御印町の方がやや良和色が疎いと言える｡ こ

れ打図7-5-1奇見てもわかるで参ろう0

--2占71
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励 7-5- 1 就粟^口梱茨比の分布状況

転)岡山市及び周辺町村現況調査番 よb

(ロ) 商店臥 従業負数 茨 7-5- 2Kより.一宮町Kおける商店数 従菜良教の推移をみてみ

ると.せず商店数V=昭和 29年 (1954)82. 昭和 55年 95,昭和58年 (19占5)95.

昭和 41年 (19da)97.昭和 45年 (1サ ム8)111と牌加している｡しかし,御売薬

は昭和 29年 4で参ったものが昭和 45年では1と減少 しているoE･れ打V,わゆる流辿革命vLよ

る流通佳蹄の短細化としての現象であると思われるoすなわち,泳油糧鞄の嬉廠化は. まず郊三

次的卸売業の ような,流通vr重要な役割を果たしていない弱小問屋の胞Ejtか ら始まるからで参る｡
これVt対して′｣､売薬V=昭和29年 78であったが昭和45年では 1.46倍7)110-までVuila加し

ているC,つ ぎK礎 El敷け昭和 29年 174人 昭和 55年 1占占八 昭和 58年 1占9人.昭

和 41年 195<.昭和 45年 202∧と

乗 715- 2 -宮町の商店数.従弟点数

昭和 29 55 58 41 45

商店数 卸売菓 4 4 2 5 1

小売業 78 89 95 94 110

酎 82 95 95 97 111

従輿負数 卸売業 14 こと 10 18 こr

小売業 1古口J こr I 185 202

岡uJ県市町村勢要覧 (i0. 57. 59. 42.

4子年刊 )vcよる0

-2占8-

全体的Kみると棺加の傾向にある凸,J､充井

での従葉虫養女打昭和 29年 1占0∧であっ

たが.昭和 45年で打 1.2占倍(D 202<

K増加 しているO



衰 7-5-2をグラフで示したものが塩 7-5-2である O

tTLZ q& 絹 †鳩
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図 7-5-2 一宮hJ'の商店数従菜負数

ド)商店の規模 商店を規模の 点からみてみると眉 7-5-3時 ナ通 り昭和58年KかV,て一宮町の

商店95のうち 従業兵 5人以下の規模のものが90で全体の94･7%を占め, 4̂ ～9人の頼

頓のものが4で全体の4･2%. 10人～ 19̂ の規顔の ものが 1で全体の 11多を占めている O

研和4噸 屯肘 で雌 某月5人以下の規模のも砂 92-痩 体の94･8綿 占め･4̂ ～9人だ減損のもOb;4~盤

体の4･1多,20̂～29ノ∧招観桜のも伽;1て憩軽 )日額も- るo昭和58御 ､ら41年までD5年間で変化し
ているのは機 長 5̂ 以下の規模のものが 2店増加したととと. 58年にはみられなかった20̂

～ 29∧の規樫のものがみられることである机 とれrJ58年K IÔ ～ 19<の規板であった

ものが従弟虫が増えて20人～ 29人の規投のもの忙なったと考えられるO岡山県全体と比較し

てみると.従業負 5̂ 以下の規模の商店の全商店Ki･lする比率が58年. 41年とも高く, 4<

以上の鋭秘か観吉の比峯か低いととがわかるOさらK.岡ul県全体で打従最良5∧以下の規校の

商店の比率が蔽少の傾向を示し. 4人以上の規模の商店の比牢が増加の悟向を示しているの化対

し.一宮町で打逆の傾向K参ると言えるDつまり.一宮町で打従業負5人以下の規模の零細商店

がほとんどを占めていることがわかるo

つぎK襲 5忙よって各某種別vc商店数と販売軌をみてみエうO一宮町vCおいて打卸売業は故が

少なく.馳天敵がつかめをLnことと.その果す役割も皐せり歪賓でないと思われるのでここで打

小売業を中心L'(考察していきか ハ○

兵種別商店数KつV,て打一宮では飲食料品が昭和 15年結わいて全小売業のうち67店で= ･4

%を占めてお り.岡LIJ煉全体の581占%と比べると飲食料品の占める位怪の追いがみられる0年
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桑 7- 5- 5 常時征繋者vt上る規鮫別商店数

I 枚 数 5̂ 以下l 4八､9人 1U<～ l20ノ＼～19人 l 29人 SD^～49ノ＼ 50人以上

l塁T l qJ銅 .｣｣ 県 95(100-0) 90(94,7) 4(4.2) 1(1.1) - - -

5[川 97 25.925 4.551 1.077 282 168 114

(100.0) (79し) (15.1) (5.6) (0.9) (D.6) ( 0,5)

昭刺tLu-J年.上 官 町簡 LU 9-Jl< 97100.0) 92(94,8) 4(4.1) - 1(1-1) - -

52.505 25.259 5.517 1,275 502 215 159

(在) 商典統計朗重より算出
( )内は執成比を示すo

間版元観をみると一宮町で作昭和 55年8.215万円 (飲食店を除く)であったが,昭和 45年

で打 4 2,16 9万円 (飲食店を隙 く)t,L,_なり8年間で約 5倍の伸びを示してお り.岡u張 全体の

期間の伸び登 4,5倍を上回 ってV}る｡これ打, 55年から45年倭での 8年帆vICおける消坪者物

価の値上が りと生砧水瓶 消野水趣の向上したこと托よるものと思われるO版元観を菜種別托み

ると昭和 55年. 45年とも一宮町でrJ飲食料品がidも多く.Ll田口45年で打 2倍 占810万円

で｣､売薬全体の 占24多を占めてtJlる.これ仇 同年の岡山脱の比率 28･7%に比威 してみて一宮

町では飲食料品の販売敬が全小売英の中で占める位恩が.5いことが1く示されているC,さらVt一

店当 り平均年観販売観をみると一宮叫V=昭和145年 585万円であり抑酔町打同年 559万円で

ある｡また岡LU払1-(各棟商Fr=小売菓a･除く)は 1154万で魯る｡つまD,J掛町の一店当 り平

素 7- 5-4 第碓別商店数と年間版天敵

宮 町

昭 利 5 5 年 ぎ 昭 和 4 5 年

商 店 数 年他版舞狂誌 莞晶巧 島 店 数 紬 売名遠雷 雷 ~

卸 売 英 2 万円I 方円∫ 1 万円Lr 方円こr

代 Fl!商 , 仲 立 英 2 I ユニ - - -

各 種 商 品 小 aLL:某 1 - - - - -

放物衣服身の回り昂′｣､三礁 5 559 占7 ll 1.占54 149

飲 食 料 品 小 売 菜 54 5724 1Dム 占7 26.810 4∩0

飲 食 店 2 L二と X 4 805 201

白 板 臥 荷 範 小 売 弟 7 408 58 5 421 84

家 具 槌具 けお 小売 発そ の 他 の 小 売 其 5 155 5ー 4 5.925 981



御 浄 町

昭 和 5 5 年 1 昭 和 4 5 年

商 店 数 轡 雌 雄 議 差違 商 店 数 間版- 遊芸品

卸 売 於 12 万円∫ l 万円.ど 7 方円9.191 方FLJ1.51

代 理 商 仲 立 業 - - - - - -

各 種 商 品 小 売 菜 1 l ∬ ∬ 1 ∫ I

粒物衣服身の回9品小売藻 20 5.789 289 15 7.165 551

飲 食 料 品 ′J､ 売 文 77 lll.140 1 145I 70 27.255 58?

飲 食 店 10 48占 41 1占 2.905 182

自 動 部 荷 頚 小 売 業 9 1.801 200 9 占,0占1 占74

家 具 建 具 什器′J､売菜 14 1 2.584 170 7 5.040 720

そ の 他 の ′J､ 売 薬 58 5.29占 159 29 24,554 1 859

同 山 保

Ⅰ昭 和 5 5 年 昭 和 4 5 年

瑞 店 数 醐 版- 転鎧 怠 商 店 数 間販売額 店当り封販売額

卸 売 英 5,503 万円15.1占6.955 万円5,986 5.25□ 万円45.415208 万円15.975

代 恩 商 仲 立 菜 252 7.554 58 99 -

各 位 商 品 小 売 共 占0 544.449 5,751 78 1.85a945 25,576

織物衣服身の回り品小売懲 5,509 1.1CI5.753 554 5,519 5,5如,715 1,014

飲 食 料 品 ′ト 売 薬 ll,58012.25?.7占5 199 ll.484 7.750,1占5 占59

飲 食 店 5,9801 5m.ロさ2 10D 5,920 1.789.255 502

自 動 車 荷 並 /｣､売 菜 1,088ー 152.995 125 1.197 5,15(】,754 2.ム15

家 具 槌 具 什器/j､売英 1,905 占5?.802 556 2.0占0 2.砧2.550 1,292

(荏) 商業練計調査よ9井 拙

均年間販売額は御沖町の489%,岡山県の55･4頭にすぎない.また一宮当b年間販売額を菜

種別に御斡町と比べてみると,飲食料品と家A.建具,什器′ト売薬以外の菜秤にかいて御浄町に

及ばない｡以上のことから,一宮町の小売業の規f*は総体として零細であると考えられるo

Lg) 商店の径常襲態 こかまでは統軒ri科から考辞してきたが,つぎ忙ここでは各商店を個別訪

問して7ンJr-ト6:とったものを中心に運営内容,仕入地,客層などを個別的にみていきたい○

以下の敬辛いよっぎ忙示すような7 ソケ- トの締朱に基づくものである｡この7 ソケートは′｣､売業

についてのみ各商店を個別訪問して各頚E]について一軒一軒口許質問をおこなった｡しかし,一

宮では商店街らしきものがみられず,各地区に分散しておbしかも前項でもみたように飲食料品

店が多数を占めていろためにアンケートによる調査も全商店の約50卑しかかこなえなかった｡

これをもって全体を十分に把捉するととはできないと思われるれ この結果から検針していくこ

とにする｡
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商 業 調 査 薬

塵理番号 (

(1)商店名 (

店主名 l

=LH大学数背等乱社会科仰究皇

所在地 (一宮町大字

菜 種 ( )

(2)従餌者〔家族 ( )∧ 使用人 ( )∧〕

(SJvlつ頃からこの商売を始めましたか｡ (ィ)明治 ( )年から (I)大正 ( )年から

(Jl 昭和 ( )年から

また以前打どのような御商罪でしたか○

( )

(4)任入れの多vIJTflKか店の主襲取扱い商品4種とそれぞれの主な仕入れ他を教えて下さい｡

(取扱い商品名) 11 2･ 5- 4･

(主 賓仕入 地)

(5)主T･化入れ,7)方法 (1)先方から来るのを只うC'

(p)電話.手紙で江文して配遷してもらう｡

(.,う こちらから出かけていって買うQ

(A)お店の版元訪法化ついて (イ)おL災上品の配達をする｡(ロ)荘文取Kまわる｡(Jl 外売vc出

る｡(I)値引き仁しなVIc'(林)か添物をするo(-1 現金克bvCVj'

割引する｡(ト) まと-まった異物vICは割引する｡

(7)か店の営業時間 午前 ( )時から午後 ( )時まで

(8)現在か店にとって一番問題なのは次のどれですかo

h)筈を他地域.他都市VCとられることC, (ロ)生乳 曲協の活動

(-) 行商 (-)資金姓 的 税金問題 H その他

(9)節嘗Kついて

的 一一日のお琴打何八位ですか ｡

(pJ客筋打? (多いJlPK番号をつけて下さい｡)

主別 物弱者 出林甑者 学生 その他

(,～)客 層

男子 ( ～10)(= ～20)(21-50)(51-40)(41～ )

女手 ( ～10)(ll-28)(21-58)(51-40日 41- )

地区内 ( )削 地区内 ( )刺

(I)恥死状況

一日平#F嘗単価 ( )円

現金究 ( )割 掛売(

(10)顧客名節 有 無

(ll) 得意の有無と敷 布 ( )A
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(日 開業年代,桂営年数につt,1て

葬 7- 5- 5 開業牢代謝吉敷

明 治 大 正 岬}1l18年まで ll-19年 20-29年 LD*～

鮮 魚 ｡食 料 品 2 2 a 1

取 供 .時 計 1 1

化 粧 品 1 2

薬 品 1 1

潜 ｡ た ば こ 2 1 1 1 1

衣 料 品 1 1

襲 7- 5- 5,黄 7- 5-占女みると,鋼業年代で打昭和 20年代以降のものが多く.岸営.

年数で打5年～25年 ぐらVl,I)ものが多く｡

乗 7- 5- 占 経常年数別商店数

業種別 数 5年以下 占～15年 1占-25年 2ムー55年 5ムー45年 46--55年 54年以

食 料 品 5 ll 12 1 2 1 1

酒 .た ば こ 1 5 2 2 4

衣 料 品 2 1 2

時 計 ｡同 僚 1

化 粧 品 1 1

薬 晶 † 1

燃 料 .肥 料 5 1

雑 貨 1 1

飲 食 2 1

自動車.自転車 1 1 1 1 1

理 容 .貴 官 5 1

計 15 28 17 6 占 2 8

(L日 常菓時間 ここでは開店時刻と閉TE時刻五･上び常葉時附vc分けてみてみるととKするo衰7

-5-7vtよると踊店時刻で打午前8時までK開店するところが多く.茶税別にみると食料品で

打仕入れの郎係か らも約半数が 7時以前ve開店しているo また.閉店時刻VllつV,て打午後 7時ま

でVC.閉店するところ打少なく.大半が7時～9時の間化閉店しているo儀英時ru]KついてJi=10
時間以下Vr少なく. 15時間- 15時間が多いC,これ打季節Kよっても舞って くるが.今回の調
査に 4月にかこをっ
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葬7- 5ニー7 BH店時刻と隣店時刻

L品 目 -⊥業種別､_ 食 料 品 酒たばこ 衣 料 品 時計屯使 化 粧 品 薬 品 肥料 飼料

開店時刺 午前 7時以前 5 1

7--8時 5 4 l 1 1

8- 10時 1 1 1 1 2 1 1 1

10時以降 1

閉店時刺 午後占時以前 1

ム～ 7時 4 1

7- 8時 4 1 1 1

8～ 9時 1 4 1 2

9一一10時 1 1 1 1

乗 7- 5- 8 営 業 時 樹

暗闇 種別 食 料 品 酒 たばこ 衣 料 品 時計電働 化 粧 品 薬 品 肥料 飼料

8 時 間 以 下

8時 間 1

9 時 FR]

18 時 閲 1

11 時 聞 1 1

12 時 間 1 2 1

15 時 間 A 5 1

14 時 間 1 1

15 時 恥 1 2 1l

(荏) 慕 7- 5- 7より作成

たものでかなり平均的であるとみてよかろう｡夜か,調査をおとなったのが食料品店が多かった

ためvll多少かたよりがみられるかもしれないが陪巣か らみて幽村的特徴が うかがわれる｡
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("I)節電の状況

表 7- 5-9 - 日平均 客数

種別 食 料 品 酒 たばこ 衣 料 品 時計 匂績 化 粧 品 薬 品 肥料 tr

10̂ まで 1 1 2 1

11人～ 29∧ 2 1 1 1 1

58人～ 59^ 4 古 1 2

占D̂ ～ 99人 1 I

一乗 7-5-9をみると一日の平均客数打. 11人～ 29人. 50^～ 59人までが大半であるO

また客筋打主婦がほとんどであると言ってよV,o これ打一宮町での異物打食料品が主であb.そ

の他の見廻 抄品は性とんど岡山市で柵入されでV,ることから考えて当然のことであるとも嘗えよ

うDさらK.ほとんどの商店では電灯固定客であると育ってよかろうo

lIV 販売の状況
畢 7- 5- 10 平均 客単 価

単価 種別 食 料 品 酒 たばこ 衣 料 品 時計屯恐 化 粧 品 薬 品 肥料働

200円以内 1 1 1

281--508 円 7 5 2 2

501--1000 円 1

1081円以上 1 5

これ忙よると.平均客単低 すなわち凝嘗 1人当 か1回当 りの平均聯入軌丁201円～ 500

円の項がほとんとを占めている0 1001円以上であるのけ化粧品が主T.やはり1慨当 bの価

格が高いために各単位が 1081円以上となるので奉ろうO平均客単価からも一宮町での購入r=

最寄品が主を位隆を占めてV,ることがうかがわれるo

つぎK蓑 7-5-11【て上.O現金販売と掛売VCついてみてみると,掛売の削合打2割程度まで

がほとんどで参って,現在商工会で発行しているス9ソブの影8(q.もよるものと思われる○時計 一

｡乍iL鱒の風 肥料 ｡飼料の項で掛売が高い削合を示してVlるのけ時計 ｡乍昆敏vJ月賦販売のため.

肥料 ｡飼料で打筋管が戯家VL限られているからであろうO

襲 7- 5- 11 掛 売の割 合

芯卜-農種別一､一･･.__ 食 -料 晶 酒 たば こ 衣 料 品 時計電僚 薬 品 化 粧 品 肥封 飼-料

2 割 ま で 占 5 1 1

5 -- 4 割 1 1

5 ～ 占 剖 4 2i 1 1 1 2
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〟)仕入れの状況

茸 7-5-12 仕 入 れ 方 法

事 項 薬種別 食 料品 潤たばこ 衣料品 時計屯亡機 薬 品 化 粧 品 肥㌫

先 方 か ら来 るの を 買 う 4 2 1 1 1 2

問飴. 手紙で荘3Cして配遵てもらう凸 2 4 1 2 5 1

全体的Kみて. ｢先方か らの来るのを只 う｣. ｢'E箆 ･手紙で巨文 して配達してもらう｣, ｢こ

｢こちらからEtjかけて只う｣打ほほ同数で参るD しかし.各業種l,'ti:って多少昇っていも ｢先方か

ら来るのを買う｣,｢Fdi話 ･手紙で在文して配達 してもらう｣VJ衣料品を除いた薬種で多くみ られ
るo食料品でこれが多いのけ-^だけで経営している商店が含まれており. 自分で出かけて行って

仕入れるととができたV}ことKもよるので参ろう｡

費7-5-15 仕 入 れ 地

地名 莱 樫別 食 料 品 潤 たばこ 衣 料 品 時計喝槻 化 粧 品 薬 品 肥料 飼料

岡 山 ll 6 2 2 2 2 1

株 社 1

大 阪 1 1

京 都 1

つぎK黍 7-5- 15Kよれば仕入れ地の81.5啓は岡山市一物 る｡しかし岡LLJ市以外から仕入れる

場合は化粧嵐 薬品などであって. これら招化粧品会社.敷薬会社の本社から直接購入している

のであるか ら,仕入れ地はほとんどが岡山市であると言 ってもよかろうoすなわち.一宮町には

卸売業がほとんどみられをいため,卸売機能を岡LIJ市K依存 しているのであるo

以上はア ンケートによって商店の経営実態を棲討してきたが.商店を個別訪問して感 じられた

ことば大部分の商店で打線層化おける改苔の漕欲がみ られず.細々とやっているということであ

るQ一宮町の^口に或在増加 しつつあb,近vlうちには団地造成もかこをわれる予定であるから

個 の々商店が経営K対して研優性をもち.営業の合理化をおこなえば棉死力を増加させる可能性

もあるものと′巴われるo

(2)一宮町のサービスエリヤ

-宮町民の見物節付V,かそるものであろうかoa.の点Kついて一宮町けいかそる役目を果 して

V,るかをアンケートVEよって検討 してみたいOアンケー ト作中山中学硬の 5年生を迫･じて 150

世帯作配布してもらレヽ 回収されたものVJ185であったOこの点やや確冥性vc乏しいと思われ

るが,一応一宮vEおける甥物静か概略は把握できるであろうo

IT般K異物圏調査にとりあげられる商品打攻寄 り嵐 叉廻 り晶,香珍品.またVl日用必箱晶.
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中級用品 高級品vt分類される｡今画の駒盃でrJ.①軌 ②魚.Q)しょうゆ.⑥織 ⑤菓子.

⑥背EI.⑦婦人服 ㊥子ども凪 ㊥下沼#.⑩靴T,⑪靴 ｡履物軌 ⑲家産怒気器苑 ⑬家具赦

⑯食器.仔糾ヒ挺鼠 ⑬医薬嵐 OT7)白帯乳 ⑩雑転･打払 ⑳文房具の 19頃日にわたって駒査を

おとそったOとの楓 表7-5-14をみてわかるようK背広 ｡婦人月R,子供股 下常軌 靴下

をどの衣晩 靴 履物滑では約 90番が岡山市で聞入されているoこれは ,一宮町の商店ITC衣衝 ,

組物顎の商店がこくわずかしかみられず ,またそれも小規模のものであることに上るのであろうO

その他の晶El忙かいても岡山市の軍引力が非常に強く.た7乞最寄品である食料品のみが ,かろう

じて一宮町での両LO購入率を保っている｡以下各項目別vl-宮町各地区 ,ならびに岡山市の商店

圏奇みてLnこう｡

(a) 肉

食料品の中でも岡山市での聯入率が満いが,とれ打通物価.つTiわ通勤の帰 りに選って頼るの

が多いことと平静地区打岡山市VCl止も近いため寧選町あたりで買うためであろうと思われる｡一

宮町で打緑町と田q辛川のショッピングセン8-が大きな役割を果しているつであろうD

(b)A

前項の肉よDも一宮町が優位を占めて卦D.またやや分散的を曙向がみ られるが. これ忙鮮魚

店が肉と比べて多いことと食料品店で鮮魚を放っているところが多(みられることL/Cよるので参

ろうoLかし平縛で,岡山市での聯入寒が肉と参tb変っていせいの(1距離が鮮申してvlるため

であろうOとの負目でも舟町のシ,クビングセン9-がホモ tIのせ匿を占めているO

(C)しょうゆ

全項目の中で一宮町での隅入率が舷も高 く.次現の同じ粥味科である砂楯とかなりの相速がみ

られることが特徴であるo また.尾上の占める位温も他の頃日vc比べて高くをっているoこれは.

尾上vcあるノリ4ケしょう油の彫平作よるのであろう0号らK.戯笹での購入率もかなbのパー

センテージを示していることも任BK値するO

(dJ 砂 糖

食料品の中で肉vCついで向山市での耽入寒が高く.また岡LU市でもかなり防人地域が分散して

vlる傾向がみ られるOこのことV=一宮町(̂Lつvlても甘えることであるC前項と同じく曲協が他項

目K比べてかなDの韮資性をもっているO

(e)菓 子

茶負目では購入地域がかを少分散している傾向がみられ.岡山市の牽引力も小であるoすなわ

ち.近所の食料品店でまKあわせてV'るのであるが.こjlYZ束子の持つ性野上出かけて行かをく

ても地元で十分まVCあうからで参ろう○

(fl背 広

背広総高披晶で参るためVL等門店に行く船台が多いか一宮町で打紳士物の卑門店にみられなvlo

したがって襲 7-5- 14の示す通 り9Dab以上が岡山両性賂申してV,るC,さらに剛LIJ印でも費

八力町での粥入寒が一宮町から匪経的忙近い雫遭町のほとんど倍近 くを示してvlる0
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(g)婦 < 服

前項と同棲WuJ雨の牽引力が非常に大きV,o Lかし前項と避い.奉還b'Lと衷八力費の牽引力ほ

ほほ等 しいと言える｡地区月I昨みると,平幹‥馬屋下地区では奉迎町の牽引力がややみ られるが.

一宮地区で打佃の二月些区K比べて表八力町の牽引プJが大であるC,

恥)子とも服

背広.婦<服に比べて奉迎町の牽引力が表入 力町よりもやや大で.駅前もほぼ同様のことが う

かがわれる｡

(i) 下 方 勅

下宿をユー宮町の衣料雄治Tfで扱っているが.JIiLl的K十分であるとけ言えない状態である｡ この

ため日用品的性斑をもつも7つIT忙あるがIWl山而K出かける方が多いのであろうと思われる○そ し

て.岡山市でも距離的Kより近い零避町.駅前が約 5095の鵬入質を示しているO

(j)靴 下

前負の下乗 とほぼ同じ傾向がみられるが.一宮町での恥入密がやや大である｡

佃 靴 o履物類

一宮町で靴を凍 っている商店打みられず.履物を扱っている商店も茄が盤古でないためここで

も岡LU市K鍛申してV,ると吾える｡下宕軌 靴下と同様畢週町.駅前が岡LU市全体の解人の約半

数を占めているC,平韓.馬屋下地区か ら奉迎町へ出かける割合打高いo

(1)家庭4E気器具

高級品であるKもかかわらず全件として一恵町が優位を占めてお り.また一宮に蝦甲している

ととけ在日K値することである｡これ打一宮vt屯気器具店があってかなりサービスも行き届いて

いることか らわざわざ向山に出かけず,地元でまにあわせてvlることKもよるのであろうo

h)家 具 執
全項目の中でこの頃日だけが岡山市での隅入寒 100ahを占ゆているDまた.一宮化け家具店

打みられないのであって.岡山両でも専門店のある重義町が約45%を占めている｡

(nJ 允 器

食器打身丘を日用品であるVCもかかわらず一宮町では食器の埠門店がみられないため,岡山市

の牽引力が大である｡岡uJ市でも距離的に近V,奉還町の牽引力が六で参ると嘗える｡食器の稚勅

化よっても聯入地域が多少舞って くるものと考え られるC,

(○)化 粧 品

一宮化化粧品店がみられるため,･一宮での耶人事はかなり高vl｡ しかし一宮で化粧品を聯入す

るのVlr主蝋が主であって,若い女性に大部分岡山市(,C通勤しているため岡LiJ市で附入することが

多vlと思われる｡
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(p)医 薬 品

前項の化粧品K蛸向が軌似しているが,化粧品よりもさら忙一宮町での購入率が高いoLかし

一宮町での恥入打一宮地区vL限られてV'るC'医薬品打急を畢する場合もあるので化粧品よりも一

宮町での陳人が高いのであろうO

(q)由 擬 革

前項とほほ同程度の割合を示しでレ1るが.一宮町での研人の塊合他の負目と集 り..碍足下.早

舘地区での恥入峯が一宮地区のそれよりも上垣]っているととけ特徴的であるo これ打,馬屋T,

平港地区化自転軌吉が食料品店を除 く他の商店咋比べて割合多いことと.雌元で見う方が.便

利が上いことVTrよるのであろうと思われるo

(r)% ･Lr#

冊LLJ市の畢引力がか売りうかがえるが.雑誌と軒桁の牲瓶陀上って耽入地域化も相違があら
われるものと思われるo一宮町で婦人されるものV=性とんど雑.1%であるとみてさしつかえをvl

であろうo

(S)文 房 具

文房具打一宮町が暦位を占めている茄 -宮町でも帝に学校の併売部が重要な榊 11%果 して

おり.日常よく使う品物vJか在り学校でまVC参わナことがで鳶るものと思われるo さらに不足

のものなどを払 質ともvC盤fEZ,T尤岡LIJ巧で研入していると言えるのでけなからうかO

以上の桔巣を綜合してみると.蛙初予想した通b一宮町は岡山師と密接托鮭合してViると言

えるであろうo現在.岡山印のベッド9ウンとしで弗鼓してtJlる一宮町vl岡山両と布達不可分

を関係托あって岡山印の外延即.さらに極稚忙嘗えば岡LJJ市街地の広が りの一部とみ夜される

とも貰えるで参ろうO このことV=.岡Ll｣市忙対する商品隅入状況および場数状況vt:かいてもう

F)かがわれるのであるOすをわも 昭和 59年7月の陶LLJ県議集抱取払議会の訴匿によれ拭

冊LU市K対する聯入率vJ82･5%で参って,一宮町外鴨入鞄vE対する岡山市購入敬の割合打

100帝を示しているorまた.昭和 40年度国勢調査忙上れば岡山市への油掛率打 51%で.

一宮町外通勤者数vt対する岡LIJ市通執着激vJ88%であるOこれを示したa)が慕7-5- 15

であるDさらV{_岡山印での他人も品E)によIDで多少他人地峡が熊ってきている凸高椴晶打やや

讃^カ叫での塀人が多 く.中級軌 日用品V=草道W.駅前が多V,C'また.同じ品目であっても

居住地域K上って相連が教われているoすなわち,乎辞地区の^け他地区の人上りも各冠PT.

駅軌 あるV'打砕J乱 伊島あたf)で嚇入する割合が末であると首えるoB常の食料品 雑貨以

外のちょっとした見物打ほとんど剛LU市でおこなわれてお D, シ 書ツビyグセンターとして一

宮マーケ,トと昭和45年 (1970)4月5日掬店 した払商グラ/ドマー トがあるがどちら

も寄合百貸店である以上 凝乳 販売忙おいて限界が生じて くるも'Dと思われるoそのため.
岡Lu市のスーJI一作対抗する力とはなりきれf.一宮町の小売酢 に彩呼を与えるものでしか

なレヽので打なかろうか0
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襲 7 - 5- 1 4- a 内 果 入 党 分 布

i .. l 刷 山 而 官 町

雪 上 寧選町 釈節 t柳川価 慕八カ町 その他 宮 箇辛川 辛川市令 局上 掻町 大a 芳賀 椿～ 佐L山 良協 計
宮 1 1 2 9 2 2 17

商 学 川 2 1 占 9

辛 川 市 境 1 1 1 5

尾 上 1 2 2 1 1 5 15

蘇 町 2 2 4

根 尾 1 1

長 野 5 I I 5

神 谷 1 1 2

放 鳥 1 1 I 1 1 5

芳 賀 1 2 1 6 10

大 建 1 5 4

首 都 3 5 8

槍 津 5 1 3 1 1 2 1 ll

佐 山 1 1 l 1 5

今 岡 1 1 2

山 崎 2 1 1 2i

表 7-5-14-b 魚 見 入 先 分 布

n L入 岡 山 印 宮 町

畢 釈節.初 翠 で 宮 簡 辛 局上 操町 松尾 芳巧 大顔 檎斡 佐山 顔協 そ I針地 先区別 選町 川節 八カ町 の他 辛川 川柿境 め他

'宮 1 1 10 2 2 16

'西 草 川 1 1 7 9

平 川 市 患 2 1 5

尾 上 1 1 1 6 5 1 13

操 . 町 2 2 4

横 尾 1 1

長 野 5 I 1 5

福 谷 1 1 2
玲 居 1 1 I 2 5

穿 耳 1 1 7 1 10

大 窪 1 1 2 4

首 都 5 5 8

椿 津 2 2 2 5 ll

佐 山 1 1 1 5
今 岡 1 1 2

山 崎 2 2



乗 7- 51 14- c L よ う t:)賀 入 党 分 布

異人地先 岡 山 而 宮 町 その 計

琴過 節節 輿川 襲A その 宮 西辛 尾上 緑町 松局 牙や 大窪 宿津 出協区別 町 蘇 カ町 他 川 他

育 1 12 5 14

酉 草 JJ 1 4 5 1 ー 9

芋川 市場 5 5

尾 上 5 7 l1 15

緑 町 2 2 4

横 尾 1 1

長 野 2 2 1 5

福 谷 1 1 2

松 尾 1 1 5 E

芳 賀 1 2 5 2 10

大 連 1 2 1 4

首 都 1 】 4 5

匠 山 1 1 2

今 岡 どll 1 1 5

山 崎 ll 1

襲 7- 5- 141 d_ 砂 粕 買 入 先 分 布

岡 山 市 宮 町

入先地区別 .翠還町 面節 柳川筋 襲八カ町 ーその他 上官 酉辛川 尾上 蘇町 !長I節 松尾 普雪空 大痩 l首部 檎津 座LU 曲協 吾†
宮 2 2 1 8 1 14

西 革 Jf 2 2 a 10

芋川 市場 1 2 5
尾 上 1 1 1 4 5 1 15

緑 町 1 1 2 4

横 尾 1 1

長 野 ll 2 5 5

福 省 2 2

松 尾 1 1 1 2 5

芳 賀 1 1 7 1 10

大 建 1 1 2 1 4

首 都 2 1 1 1 1 2 8

梅 津 5 1 5 1 5 ll

佐 山 1 1

今 岡 1 1 2

山 崎 1 1



襲7-5- 日 -e 薬 子 買 入 先 分 布

見地入区刺岡 山 而 宮 町 計
奉遷町 節節 柳川# 表A力町 その他 宮 西辛川 尾上 #町 長野 也尾 普賀 大鍾 育部 檎津 佐山 #協

宮 1 1 ll 1 2 1占

酉 芋 川 2 1 占 9

芋川 市場 2 1 5

尾 上 1 2 5 占 15

操 町 I 2 5 6

横 尾 1 1

長 野 1 4 占

福 谷 i 2

松 尾 2 1 2 5

l芳 賀 1 1 8 10

大 窪 5 1 4

首 部 1 4 1 2 8

格 浄 1 2 2 ら 5 ll

佐 山 1 2 5

今 岡 1 1 2

山 崎 2 2

襲 7-5-14-g 婦∧服買入 先分布

異人岡lt｣市 一 宮 町 そ･D 軒
寧 釈節 柳 罪 そ 育 尾上 松尾

雌区先 逮 川 八カ の別＼町 筋 町 也 他

宮 1 7 A 14

西 芋 川 1 4 5 8

辛川 市場 1 2 5

尾 上 5 2 4 5 12

緑 町 1 5 4

桝 尾 1 1

長 野 1 1 1 1 1 5

福 谷 1 1 2

也 1 4 5

芳 賀 5 f5 5 1 1D

大 建 5 2 1 5

首 都 1 さ 1 6

倫 津 51 5 4 10

佐 山 1 1 2

今 岡 2 2

山 崎 I 1 2

計 ー9 2 of5727 2 1 1 198

費 7- 5- 14-f 背広 見入先分 布

見地 入区別て 岡 山 市 一 宮 町 計
翠a町t駅節 柳川蘇 罪A力町 そめ他 宮 松局 普焚 の他

宮 1 1 7 5 2 16

酉 芋 川 1 1 2 4 8

芋川市 場 1 2 5

尾 上 5 2 4 1 1 1 15

操 町 1 2 1 4

栃 尾 1 1

長 野 1 1 1 1 1 5

締 谷 1 1 2

笹 島 2= 1 2 5

芳 賀 占 2 2 Flo

大 1 1 5 2 7

首 部 4 ~2 4

樹 津 41 5 4 ll

匠 山 1 1 2

今 岡 2 2

山 崎 1 1 2



葬 7-5- 14-h子 ども服罪入先分布

異他 人区 先刺 ＼ 岡 uJ而 官 その他 計牢逮町 節節 柳川l蘇 iA力町 その也 松局

宮 1 15 i 1 14

西 辛 川 1 2 2 4 9

芋川 市 境 1 1 1 5

尾 上 4 2 5 2 1 12

緑 町 1 1 2 1 5

横 尾 1

長 野 2 1 1 1 1 5

福 谷 1 1 2

松 尾 1 1 1 1 4

芳 賀 7 1 2 10

大 建 1 1 5 2 7

首 部 5 2 5

格 津 5 2 4 ll

佐 山 1 1 2

今 岡 2 ′ー∫.

山 崎 1 525 1 2

表 7-51 14-j 靴下異人先分布

只 1人地 先区 岡 山 市 計

翠還 柳川 頚A力町 その 宮 松刺 町 筋 他

宮 1 5 4 5 5 16

西 辛 川 2 2 13 19

芋川 市 塙 1 1 1 5

尾 上 5 2 2 5 1 15

綴 町 1 2 1 4

■根 尾 1 1

長 野 2 1 11 5

神 谷 1 1 2

松 尾 1 21 1 5

芳 賀 5 1 2 1 1 10

大 窪 11 5 1 i

首 部 5 1 ム

椿 添 7 4 ll

佐 山 1 1 2

今 岡 2 2

山 崎 1 1 2

乗 7-5- 14-i 下着頬見入先分布

買入 岡 山 市 その 那

寧 釈初 柳 慕 そ 宮 松局

地先区 遺 川 八カ の刺町 % 町 他 他

杏 1 5 4 A 5 17

西 辛 Jl 2 2 1 5 1 9

芋 川 市場 1 1 1 5

尾 上 a 2 2 5 ー5

撮 町 1 1 1 1 4

横 尾 1 1

長 野 2 1 1 1. 5

福 谷 1 1 2

松 尾 2 2 1 5

芳 賀 5 1 1 5 9

大 建 1 1 5 1 a

首 部 5 1 A

槍 浄 7 4 ll

佐 山 1 1 2

今 岡 2 2

山 崎 1 1 2

表 7- 5- 14-k 靴.履物効果入先分布

只 l入地 先区別 岡 山 而 一 宮 町 計翠遺町釈前柳日慕八カ町の 育冒賀大騒

常 2 7 6 1 1 117

酉 辛 川 1 1 2 5 1 9

辛 川 市 場 1 2 5

尾 上 i 5 2 1 12

撮 町 1 5 4

横 尾 1 1

長 野 4 1 5

福 谷 2 2

松 尾 1 1 1 1 1 5

芳 賀 i 1 2 1 10

大 窪 1 1 5 2 7

首 郡 4 1 1l A
* * 占 1 4 ll

匠 山 1 1 2

今 岡 2 2

山 崎 1 1 2
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罪7-5-14-1 家庭旬鯨 異見 入党分布

辛 ＼ 岡 -山 而 官 針翠遼町 那前 柳川解 弄八カ町 その他

宮 1 7 7 15

西 辛 JJ 1 1 7 9

辛川 市 場 1 2 5

尾 上 2 2 5 d て王

線 町 1 2 1 1 5

横 尾 1 1

長 野 2 5 5

福 谷 2 2

松 尾 1 4 5

芳 賀 1 1 4 4 10

大 窪 4 4

首 都 2 2 2 占

櫓 浄 2 占 5ll
佐 山 1 1 2

今 岡 2 2

山 崎 2 2i

衆7-5-14-n 食鞄 買入先分布

+ 岡 山 市 一軒rT-+轟音 協 也l計翠選町 釈前 初川蘇 襲八カ町 その他

宮 2 2 5 7 4 18

蘭辛川 4 1 2 1 1 9

Jrm協 1 1 1 5

尾 上 4 2 52 ll

緑 町 1 1 2 4

栃 尾 1 1

長 野 ち 1 4

祐 谷 1 1 2

松 尾 5 1 1 5

芳 賀 5 5 2 10

大 建 2 1 1 4

首 部 5 5 る

措 辞 5 5 1 ll

佐 山 1 1 2

今 岡 1 1 2

山 崎 1 1 2

襲7-5-1小･m 家摘 果入定分布

入地先区 岡 山 市

畢遭 釈節 ･J4%?_一言 そめ 針別 町 他

宮 5 5 8 14

5 % )I 5 1 5 9

苧 川 市境 1 2 5

尾 上 6 5 2 15

線 町 1 1 2 4

桶 屋 1 1

長 野 4 1 5

神 谷 ー 2

埼 尾 2 2 1 5

芳 賀 る 4 10

大 窪 1 1 2 4

首 都 4 2 占

捨 辞 a 5 ll

匪 山 1 1

今 岡 1 1 2

山 崎 1 1 2

弄7-5-14-0 化粧品見入先分布

罪入 固 LU 市 一百町そめ 軒

畢 節節柳 a そ 育 鼻髄
地 先区 遭 川lA力 の

別 町 演 町 也 他

宮 ≡ 2 1 5 ㍗ I

習 辛 川 1 1 占 1 9

辛川 市 丸丁 I 2 5

屋 上 5 1 4 1 4 15

振 町 1 1 2 4

根 尾 1 1

長 野 2 i 2 5

懲 F_ 1 1 2 1 5

芳 賀 ち 1 2 5 ll

大 1 1 1 1 4

普 _節 1 5 1 7

櫓 浄 5 1 5 2 ll

匪 山 ? 2i

今 岡 1 1 2

山 崎 1 1 2
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費7-5-14-p 医 薬品見入先分布

只地区別＼ 岡 山 市 宮 その 計
拳 駅遭 柳川筋 襲八カ その町 前 町 他 他

宮 1 5 2 2 9 ー7

西 辛 JJ 1 I 1 5 2 10

芋 川 市場 1 1 2

尾 上 4 1 1 2 4 1 15

椋 町 4 4

栃 尾 1 1

長 野 3 1 2 6

76 8 l 2 2

松 尾 1 4 5

芳 賀 2 2 7 ll

ノ＼ 窪 1 1 ⊥ 4

首 都 5 5

檎 津 1 4 i 17

佐 山 1 1

今 岡 2 2

山 崎 2 2

衷7-5-14-で 雄藩 ･番姑見入先分布

漆＼ 岡 LIJ而 計
撃過町 釈前 初川鮪 慕八カ町 その他 宮 A協 め

官 a 8 4 1

西 芋 川 1 1 5 5 2 12

芋川 市場 1 1 2

尾 上 5 1 2 2 5 ll

緑 町 1 2 1 4

栃 尾 1 1

長 野 1 1 1 1 1 5

福 谷 2 2

松 尾 2 5 5

芳 習 2 2 5 9

大 建 1 1 1 5

首 都 1 3 1 5

櫓 坪 5 4 5 5 15

佐 山 1 1 2

今 岡 1 1 2
山 崎 I 1 2

黄7-5-14-q 自転車見入先分布

買入 l 同 山 而 一 宮 町 計10

奉 節前 仰 襲 lそ 育 芳賀大窪 借浄l三先地区へ 遺町 川筋 八カ町 の他
宮 5 5 2 2

西 辛 川 1 4 2 18

辛川 市場 1 1 1 5

尾 上 1ll 1115

# 町 1 2 1 4

横 尾 1 152

長 野 2 5

神 谷 2

･松 尾 1 1 1 1 1 5

芳 賀 1 占 2 1 1046ll2

大 窪 1 5

首 都 2 1 5

構 軒 1 4 I 5

匠 山 1 2

今 岡 I 1 2

山 崎 2 2

弄 7- 5- 14-8 文原臭買入先分布

見入地 先区 岡 山 而 一宮町

畢一道 釈前 ･:I至 その 宮 A協 め
刺 ＼町 他 他

宮 1 1 4 4 6 1占

■西 川 1 1 2 7 112

辛 川 市場 1 1 2 4

尾 上 5 5 2 5 15

緑 町 1 1 2 4

横 尾 ー 1

長 野 1 1 2 1 5

桶 谷 2 2

松 尾 1 4 5

芳 賀 1 1 2 7 ll

大 嘘 1 2 I 4

首 瓢 1 1 5 1 a

槍 津 4 7 ll

匠 山 1 2 5

今 岡 2 2

山 崎 1 1 2
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(5)商工会の括軌

(a)一宮商工会の歴史

昭和 50年 (1955)-･宙vt任意商=会が発足 し. 44名が金魚 となったoその当時の

鞍科が見当らなか ったためその性格がつかめなvlが設立当時の会員を巣種別vl分類 してみると衰

7-51 16の通 りである｡

襲 7- 5- 1占 其RT別商工会負数

菜 種 負 数 業 種 ll月数 弟 桂 負数

食料 品. 鮮 魚 4 石 材 7 豆 腐 封 造 1

日 用 雑 袋 7 木 工 , 鉄 工 5 印 刷 1

自 転 車 2 敬 具 , 匙 材 2 軸組 王栓製造 2

美 容 , 理葬 5 水 道 工 夢 1 牛 乳 配 給 所 1

呉 服 1 .牛 鷹 商 2 そ の 他 2

(馬屋下村誌 現代航十の七よb)

その後,地域の小

規模商工業者の繁栄

を増進し.地域の礎

済の向上を計ること

をEl的 として昭和 5

5年 (1940)K

国会で ｢商工会の粗

放等忙関する法律｣

すなわ ち ｢商工会法｣

が制定され.その商

工会法第5占条 vCL

たがい歴年5月27日特殊法八として一宮町商工会が成立 した｡一宮町商工会は.一宮地区内K

おける商工典の静合的な攻寄発達を図りもって国民億済の健全を発展に寄与することを目的とし.

さらK設立以後の著しい産英経済の動向の推移.摘発^口の相加という情勢の中で乳 県の施策

忙のっとり地区内の経営指導vc簸めてきたD現在.わが国の楼済成長は急速であり.また草本の

自由化とも併せて中小企美作与える影響は非常K大 きく.その上哨党内谷の変化 労働罰金の上

昇忙よって中′J､企共著Kその しわよせがかかってきている｡これに対して一宮町商工会rJ商工会

組織の強化を付か り,会見との協力Kより.樫済現境の変化に即応する体質改啓をかこ表うこと

をスローガ ンとしてV,る0

回 一宮町商工会の現況

(ィ)組取 一宮町商工会の役員は会長 1名.馴会長 2乱 理罫 18も 監串 2名の 25名で もっ

て柵淀されており.設立当初 より変化打みられないC,役負は会負の中よD選任され任期は2年で

ある｡役良の他作会長の任免する職員が置かれてお り.現在は経営指導A,経営補助見 税務専

任職貞各 1名ずつ合計 5名の職良が蛸 向を他成してVlるQ金良教rJ設立当時打 109名であっ

たが,昭和 45年 (1970)4月 6日現在 149名と漸次増加 しつつ参る｡商工会負数の変化

を示したのがつき'の泰 7- 5- 17であるQ

表7-5- 17 会 見 数 の 変 化

年 度 昭牙ロ5ム年_ 57鉱 3 8#59年 40年 41鑑 42鉦 45毎 44年

(商工金網ペ )昭和45年5月51日現在
-29ロー



(p)中英 商=金の耕兼に㈹ く分けて改尊串業と一般番茶とが車る,,現専帝英P=企黄の遵済状態の

敬啓を目的とし売もので参り.｢般軒英rl抱合振興対筑 商=振興対俄 工菜嶺興対筑 金融対

瓶 轍 対筑 労音対策忙鯛食言れる｡各 の々具体的蛸 は以下の迫 りで参るo

(I)改寄留業

経営指導虫の相談および楓 訴習会等の杓姫K上る挿払 金融のあっせん.社会償陵辱に

馳する¢廟の代行 一般¢菓賓託串軌 常習鳥 取浪金冠亀 個別柏餅記良

(rり 一般歩兵

掛合在興対策

決算検定.帝牌部プロyク商工会職員研侮免 役且研倦怠 商工会職員研修亀 中国五娩

経営摺串月研究大金

商二[振興対策

商工会ス4ン7,D発行.一宮シEyビングセン9-の設立 商業部先進地視察.ス9ンブ

お年玉セール来聴 ,スタンプ旅行

工業振興対策

設備近代化工場視軌 工業部評成島 中小企菜表皮化粛習金

金融対策

国民金取公尿革帯沌絡協蟻会

親許対解

繊 貯蓄阻合総会.岡LIJ鹿骨色申告会連合会換金,青色申告中国 ブロック会執 甘色申告

決算説明会

労務対策

労災保険畢捗私合説明亀 年少労働者福祉鼻連綿協議会 火災共済粁ぐるみ迦動.失業保

険噸 組合ブロック城 中小金葵退職金共済制度説明会

これらの卑某の中でも.金融あっせんと商工会スayプの発行が主要な地位を占めていも商工

会ス a yブの発行打商工会の設立当時K聯売力の外部析出を防止することと,従来の通帳只いな

現金異いVE変えることを日的とし爽臆きれ今日VC.至っている｡このスj'ンデに 2帝の率で点教化

より商品交換.招待旅行がお こなわれてか D,現在57店が加盟しているDスByプ実施l仁よ勿

現金兄いの増加がみられるそつであD,この点効架があったのでr=夜いかと思われるO金融あっ

せんQ=主として国民金融公庫を利用してVlるC,あっせん件軌 あっせん漁などvTLつL̂て昭和4 5

年度のものを参考忙すると以下のとお りであるo

費 7-5-18 金融あっせんの状況

区 分 あっせん延件数 常付駄定拡件扱 あっせん総現 貸付決定総数

国民 金 拠 公 贋 47 件 4占 件 4tlQ〔〕万円 5.748万円

その他む金融機関 25 25 7,110 99□

計 72 71 5.210 4.788



乗 7-5- '9 収 入の 内訳 (単位 円)

冬 頃- -空 運㌔ 45年 44年

経常 会 費 l55.200 142.400県 補 助 金 1,180,8占□ 1.4占9.474

収入 小 規 模 串 葵町 補 助 金 564.000 564.000

一般解葵町補触 55?.000 589.000

手 数 料 84,657 8CLOOo

時収 新 規 加 入 金 祭 11200 て0,00CI
寄 付 金 55.044 50.000

雑 収 入 8,7占7 6.000

繰 越 金 5.421 5.421

(商工会調べ)

衷 7-5-18K 上れば.一件当 りの平均あっせ

ん敬に約75万円となる.また,相敢および指導K
かいては金軌 税額,弱音関係が全体の約70%を

占めており一宮町でVJ特化親許面における相談かよ

び指導が重要を地虹を占めているo商工会としてもllt色申告の普及に努めているo

(ノ1 予 紫

収^,支出ともとくJkL近の男科しか得られなかったので得られたもので考察してみようO収入

の柵成をみると45年度でけ会焚け 5.占%を占めてV}る推すきず,県補助と町補助が8&5%を
占めているC,44年度でVJ会費vJ5.3%を占めているのみで.わずかでは参るが前年度K比べて

構成比が汲少 しており.逆牡鹿補助と町補助の構成比は高くなり9 0.5%となっているoつまり.

収入打県からと町からの補助で成立 っているとも言えるのであるoさらK補助の内でも県からの

補助が町からの補助を上回っていることもうかがうととができるo零細規険商店の多い一宮町で

vl会梁の増軌打余り納得でき夜vlものと思われ.今倹予節税が増加するKつれさらVC鵜.参るV,

打町からの補助金の紙成比が高 く7Eるで あろう｡

支出は45年度のもの しか資料が得られなかったためVC支出の状態を把塩するとと打でさをVl

が,その内駅を雪ぎ作地げてみようo
倦営軟等菅及妙薬髄 1.858,505円

一 般 野 英 資 554.518円

管 理 軌 381.987円

計 2.574.810円

(I)一宮･/ ヨ ツ ビ /グ セ ソ41 岡LU市のベッドjZウンとして一宮町は叔近息軟化<口が増加し

ている凸

襲 7-5-21 人 口の 増 加

弛 査年 月 日 人 口 鍋 査年月日∧ 口 訊 査年 月 日 人 口
昭和50 1.1 8.dd9人 42.1.1 9,490 41 7.23 10.占dÔ
55.1.1 8.7nd 4i 1.1 10.189 43.8,24 10.る97
4ロ.1.1 8.925 45_5_1 lO.555
41.T.1 ?.155 一i d.ll 10.606

_292_ (商工金納べ)



これは41年 (19日 )から一宮町に存町田地が迅放されたことに上るので参ろうo Lかし

この綴町付近Kに食料品店が少なかったため托操町q]胸内vt店舗用鬼が設けられ.地元業者の希

望を入れる趣旨のもとvC町当局から41年 11月一宮町商工会に依転されたoLかし.用地の恥

入ならびに店舗鎚投のための忠金面で行き許まったが.馳 VEとって店舗陸設け必要不可欠のも

のであったため托励協vt依潤され良庵が用地を鞘入してプレ-ブ簡易仮店翻47坪を担鼓したD

商工会は全会負に入居希望を碁って9店舗の入居を決定L,名称は一宮マーケットとして任意成

合の形式で昭和42年5月5日BfI店したo入居した薬種p=鮮乳 管果軌 範軌 研物 薬子,村

内.乗物 .衣料品,食堂各一店ずつ7. とのほか曲協もみどり町支所を出したOその後店舗両帝

が狭小であるためvC新店輔牲殻に踏みきり昭和43年7月1日新店辞が開店したC,名称も一宮ツ

守γビング七ン4-と改名し.店部面柵も5倍の 1412坪となったO-宮･y,ツt=Lyグ七ソ8

-の運営力投打次のようである凸

イ 卸のある運営に努めるO

-美禰十店胡托して魅力‡鞄 品目の版売女書ける節度を傑ち,広告宣伝等を共同でするo

E, ^間的複版莞方式

田舎vcのみてきる販売職術を汚用.寄合百億店形式で各店の特長を出すO

- 周蹄の店K良い意味のしげ卓を楓 価格乃寮示が全町vE薩透し.各地区毎VC共同宣伝.

売出しの実施等グルーブ化の傾向が生 じるD

開店当硯 入居鼠倉見打赤字7lE覚悟していたが予想外に売上げは急上昇し,平均年間売上軌打 1

佑 2.000万円位である｡しかし.形態が寄合官甥店であるためVこ,今一歩伸び悩みが感じられ

るO-宮町で打さらK住宅団地の笹鼓が予定されているボ 今後打寄合百貨店形式でないス-メ

ーマーケットの設立が期待盲れてVlるO

一宮町に卦ける商工薬指雪臥丁,中小企業と

かbけ零細企菜によってかこなわれている0

倍営規模の過小也 企英数の過多晩 餐金調

達力の欝も 技術水準の低さ.運営管理の近

代化の遜れ充どの特性をもつ中小企業打,倭

済成長vE伴ってもたらされた労働力常給の嗣

迫 爾拾鞄 の変化,市境条件の変化作対し

てvtかに対応するかという点に問題をかかえ

ているのが現状と音えようDよく中小企業間

質打古くて新しvl問題と言われるように.低

写真7-5-1 操町の一宮γ.,ビyグセン9- 生資性のゆえ托わが国で打殺菓問題ととも忙環

も危介鯛 鞄 数多く含むでか少.容易に解決知 見出すことができず苦慮してレ1ものが現衆の凄~捲ろラ.しかし.

載って考えるの忙変化打鍵営情動vt大きな制約を加えた臼.また新た怒機会を-与えたりする机

経済的な力だけで番薬の性格や活弁がきめられるもので打をいC'覇業'J=本質的vÊ 間作上って創
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遺され,^間によって経営され.決 して^間以外の力Kよって棲営されるものでは･kvlo一宮町

vci,.ける企業経営着け広V'視野と創造性参るvl打自己革新のもとKエゴイズムを超越しともvC手

をたずさえて協薬協同することが.地域健済への買献ひいては自己の伸長vCつ夜がる遠でVJない

かと思考されるo

参考文献

片山姓青 ( ) 馬屋下村誌現代絹中 10冊の る

一宮町商工会発行 (19占9) 昭和44年度通常挺金提出融第

-嘗町商工会発行 (1969) 粒協と提耕 した商工会の迎常と発情

一宮町発行 (1969) 岡LIJ而及び周辺町村現況啓

(小 林 典 子)

6 交通 ｡通 信

(1)吉備線田並と一宮

(a)私鉄ブームとLU腸線敷設

官営番英として新橋～横浜間に鉄道が開通 してから10年僕の明治 15年 (1882年 )

vc.文京一骨森間の鉄道敷設佳常をめざすわが国政初の私鉄 ･日本鉄適会社が役立されたO この

鉄道会社の上野～熊谷陣取)営巣純益が,包改発の 1割以上Kの狩るという予想外の好蚊掛が明治

17年 (1884年 )vc報告されるvC及んで,第 1回の狂烈攻私鉄ブームがおとったので参るo

同 19年から22年まで. ｢出塀のないものは飛騨のLLJの中と丹故の在LUぐらいの もの｣ とい

うほどで,政府はこれをみて.同20年 5月.｢私設鉄適条例｣をだし.幹礎であっても適当を

時期vt私設を許すという方針を決め.政敵vcついての手続きを細かく決めたOそして.わずか数

年で日本の鉄道地図はみるみるうちvtvcぎやかになっていったo

こうした私鉄ブ-ムを背骨として.山陽線が誕生したO明治19年 (1886年 )vE,兵庫県

の石田貫之助 ｡小筒新右術門等が,旧山陽道に沿った鉄題敷設vE蔚 ElL.政財界の名士を説得L.

ようやく関西財界の重銃 ｡藤田伝三郎を奈良長とする発超^ 1占名の賛意を得て.その敷設願雷

を兵庫県知事K繰出し,姫捲以西vcついてに.手持資金で蔽工の見通しがたたない時は.政府vc

かいて工懲凍助をすること.参るいけ.万一工跡が難行し中断した場合仇 政府叉打他社が買収

する時でも穀下賢耳の利潤に 見合うよう竣=した棒線の嘗菜を20年間許iTされたいという株主

の営利擁篠を求めたo これt,C対して.政府に終局月収価格打払い込み繋不に4分の利子を加算す

るなどの好兵件で.Lll鮎線pl下関までつけるようVr指示したD

この政府の禰eFIの好条件vc雷恐れて.準例が進められた｡まず.全線を5分して神戸一岡LJJ,

岡LIJ～広島.広見～下関の5区とし.各区5年で完成することとし,貞本金 1.500万円を免税

ったoそして,明治41年 (l.888年)正凡 待望の敷設免許状が下付され.山陽鉄通株式会

社が正式に発足した凸同24年5凡 岡LIJまで閑地し.開始した当日打開LUの町々もお祝い気分

Vこ化ぎわレゝ 各地化圏加をかかげ.夜vCなると花火をうちあげ.噂vcきく岡茶気を目の前ycみて
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珍しかったo迎貸yZ1マ1ルVEつVlで.下等1鎖 ｡中等 2銭.上等 5銭IT.岡山から長岡.庭瀬

までばそれぞれ 4戯 ･身数 lD鈍.和気17bt･姫紹 64銭 ｡神戸70鋲であったO当時,米価

が1升 古銭5厘という時代であったから.下等ITもかなD高い料金で.IT鮭の人Jr打むやみに来

れなかったO

(｢日本鉄通史｣.上鼠 大正lO年鉄通省発行 820貫.LIJ限銑直の部による)
03)中国鉄道の敷設

日滑軟争乱 5鮭円K及び賠Cl金の靴人と朝鮮市場の獲得打再び企薬ブームを親出し.しか

も明治28年 (1895年 )から同50年に及ぶ計画階濃紫敬の40舜近くが鉄蒲への殺男で占

められたが.同25年vc成立した鉄面数段法化よって私営の許された地方線化それ らの新たな投

資が処申したo このような状況の中から今日の沖tJJ敵 ･曹節線の生みの親である中国鉄道株式会

社 (費帯金5OO万円)が設立舌れたO

とのうち.今日の吉備瀞に中国鉄速が明治51年 (1898年).章備鉄這株式会社を51,5

0【j円で買収 し.同3占年12月vE起工して.豊年 11月に岡山一粒井聞 く現在の曹備静)を開

通したC)

(｢日本鉄道史｣.中温 大正 10年鉄道省発筏 590･鼠 中国鉄通の郡による)

(cJ中国鉄道の営業推移

中国餅有閑英検の明治期vCかける全般的な営茶成額を ｢中国鉄道の設立とその缶本 ｡智美の

展開過程｣(藤沢晋｡在脚宜久.岡山大草教育学齢研究姓軽罪 28号, 1969年 )忙よって考

察してみ上うO開業後の明治期の営共成破け図7-6-1の通Dでるるが.茶園においてfE目され

る烏打明治37年 (1984年)後期忙おける営業収入の大帳を伸びであるOとの原因打.先に

現収していた膏備鉄適道路礎の岡山一払井間 (現在の膏傭搬 )那.同年 11月忙開通したためで

あるoこのため営業収入 ･儀菜梁にそれぞれ 1.45億. I.5倍に増加 したので.その給果として

営業係敷け57･Sから52.IVE下降して営業成碑の好転がみられ轟のであったo営業収入の増加

につVlてみると.旅等V=会社の全癖で 214.245̂ から58占.759人と1.8倍の増加となり,

このれ 18a.522人が曹病癖の旅客でこれは倍数の 48多忙当たる0-1た.貨物は全線で

4ム499屯となって上欄の55.日 1屯Ib淑少してVlる朗 この内. 6.占95屯が吉備殻の

貨物でこれh株数の 1414解しかなってvlないo

せた嘗藁収入の増加の第2の原凶仇 明拾54年 (1901年 )の改定vt続いて第 2回の運賃

率改定が同57年10月に琵町され. l哩 l.8銭が 2鈍化改定卓れたととが大きを原田となって
vlるO
これは私設鉄道法K定める最高 1)ミットの賃率であった机 他の私鉄においても. 1哩 2鎖が

-.#的であった｡従って賃率改定を行なった上作旅客和送を甲心とする青僻線が開通したことで.

従来の中国鉄道自体の不況をきbぬけ.安定した償菜収支を示すようVtたったのであるC中国鉄

道の当時の運輸収入は.官軍収入が甥車収入の約3倍.輔 収入の約70労を占めてV'たことか

ら.旅客収入が越轍収入の主体であったので香るOそれ&,旅客収入娩少をカバーする不況対策
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蓑 7-8- 1 - 宮駅 vcおけ る乗 客 ｡i茸物取 扱叡

(旺 )岡 LU偏 執 計 啓 よ り作成

乗 客 荷 物 収 入

年 度 発 くペ 粛 山 免 租 煎 拒)乗 客(円 荷 物抑 計 的
明治 58 2.0195 12.511 502 184 2.95D 274 7.244

59 57.5D9 23.108 724 548 5.188 274 5.482

40 58.445 58.122 d51 519 5.957 214 4.ー51

41 占5.540 42,577 1.199 542 4.205 426 4.651

42 占6.855 40.占09l 1,415 264 4.119 555 4.674

45 72.052 46545 1.288 54占 4.406 572 4.978

44 75.285 54181 1.550 282 4.815 716 5.529

大正 1 79.605 5一.184 1.887 567 5,275 791 8.864

2 78.559 11i5.92_2 2,275 484 5.466 958 占.414

5 7'1,884 46.847 1,048 555 4､858 415 5.275

4 62.546 占4.227 1.506 585 4.055 do且 4.655

5 59.774 42_132 2.087 425 4.05占 881 4.958

占 dd.948 52.957 2.426 286 4.622 1.025 5.647

7 dd.465 54.4dd l.14占 266 5.260 757 占,017

8 占7.954t d4.675 1.5ld 45ム 7.99占 954 8.950

9 84,289 79.929 ?57 586 10.802 1145 ll.945.

10 86,558 80235 1.415 504 ll,029 1.104 12.155

ll 84.118 81,962 1.292 550 1I1.501 1.545 12,447

12 87.872 84.810 l.172 占86 ll,6D2l 1,555 12.417

15 81.477 78.779 2.082 ム85 i,1554 1,208 12,742

14 95.698 92.470 2,0(】5 754 ll.846 1.709 15.525

昭和 1 101.411 94.454 1,885 754 ll.981 1.815 15.794

2 99.552 99.768 985 285 ll,887 1,970 15.857

5 95.855 98.411 2.644 1,491 12.555 2,275 14.570

4 97.705 100.875 2.451 942 1'Z,2ム5 2.Sod 14.569

5 95.859 112,185 1.882 666 10.974 2,255 15.251

6 101.982 86,650 1,928 872 10,971 1,965 12,956

7 109.509 10m.145 1,471 525 9,555 1.7D5 ll.240

8 156.125 94.561 1.762 755 8.919 1,482 10.401

9 150,291 94,455 1.248 855 ?.462 1.758 ll.212

10 159.占76 87,71? l,616 1,102 9,557 i.475 ll.□10

ll 151.955 94,981 1,415 1.177 15.074 1,287 25.561

12 lsd.121L 98,844 1.952 1,055 10.588 1,529 ll.717

15 147,871 129.468 2,282 1,580 15.541 1.660 15.022

14 159,516 140.228 2.646 1.705 15.001 1,878 16.879



として.唯一の宇殴たったのであるO

次rt一宮駅の乗崎 .貨物取扱数及びその収入をみると罪 7- i- 1の過少であるが.乗降客教

貨物餅 屯畝は増加しておb.書備線利用度が栂していることを示している○

(dj 曹備線 (中国鉄適 )a)首線への又収

私鉄鉄道の官線への只収の声は,せず民間から選ったO長拒軽輸送の直通運転の円滑化の賀

来がそれであるOま7t.政府内vrおいても. 日汁 .日誌戦争a)軍事輪送を優駿するVC及んで.交

通の全国的統-,鉄満の国有化が強く叫ばれた｡その転免 政府灯明沿59年 (190ふ年 ).

鉄遭国有法を成立させたOとの法律rJ.一般幹椴逓送にたすきわる鉄藩をとれから先,すべて園

箱vCするが,限られた推方7tけの輸送をする紬 に私鉄として槌殻や遵儀を寵めるとVlうものだ

った｡こうした内容だ,たたb.中温鉄道は,この時は国有化せれ1.岡山煉内でr=山腸線のみ

が圏布化されたo

第 2次世界大戦vt入ると再び鉄道国有化間厚が畢¢輸送の面上-h起ってきたO今後の鉄道鼠有

化の原因托以前よりも増して笹-9両からの要諦が護かったOこうした吸時陸軍非常体制確立Z)～

環として.昭和 1a-19年 (1943- 1944年)に地方鉄道の買収が行なわれ,書備線を
含わて中国鉄道も同 19年4月忙月収されるVC至ったOそこで,会社としてYJ.これTiで郎策と

して運営書れていたJ,-ス噸 がや薬となったO

(oJ敬後の吉備韻と-官

費7-i-2は昭和29年 (1954年)以倭の一宮灰化おける遷輪成額であるD

夢7-6-2 一宮駅ytおける迦輪成頼 (1日平均)

年度 弟 単数 荷物発 旅寄!取入 貨物択入 計煎1右.政 rR P]1 m

m D 755 15 8895 I.1090 19.985

5【) 721 15 9875 1.1050 20.985

31 718 10 l,04Id7 9180 1?.447

52 占11 12 1.1415 1.5513 24.928

55 占88 15 1.1154 1.占205 27.557

34 580 1,1548 9251

55 51-4 1,114ム 1.0590 21.754

56 495 1,2522 1.4101 2ふ45さ

57 471 1.2971 12.971

38 4dO 9752 5591 ◆i5.543

59 50d 1.5044 15.844

40 522 ..8191 16.191

41 512 2.255CI 22.550

42 497 1,9291 6925 24.240

45 414 1.5885 782d 22.883

江 )1 ｢国鉄柑 貴覧｣よb作成

2.空欄打不明
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この図をみると利用者に乗車<赦vCついては.渡少の傾向に参り.荷物発肩屯必打Fpj29年か

ら同55年まで しかわからないが,横ばいの状態であり,全体の取扱立付大へん少なく.昭和4

5年 (1968年 )以倭打.その取扱いが廃止になっているO

このよう忙国鉄赤字箱船の 1つとなった書備線にかいてVJ,一宮駅の従菓負vJ国鉄職良ではな

くなり. 日本観光会社の委託営業vt切 りかえられるK至 ったO

これVJ国鉄の赤字を少しでも

′ ノ ､官有東

､/い∴--二 ･-I: ･･･甘音線
＼/一~

鵬 3コ3)外ヲ一弘 ヲ7うfうつ qJ牛L4141 仲
図7-6-1 中 国鉄連 営業 収支

fE)1 岡LU大学数斡学部研究蜘 罪 28号 (1969)中

国鉄道の役立とその貿本 ｡営業の展開過程 (藤沢晋.

在間宜久)所収の第5乳 甲国鉄適営業収支の図よb

転載

2･ 明治55年 (上)同 41年 (下)は不明

磨 くするため.赤字路線の人員

を塵理 ｣ 退職者の退職後の戯

戦を日本観光会社に世弘するこ

とによって.赤字を軽くしょう

とする意図から生じた制度であ

るO との現象は一宮駅7tけでな

く,吉備線全体にあてはまるこ

とで.-宮駅の従弟良もわずか

5̂ であるo

次に赤字になった原田を吉備

Kついて考えてみると. せず.

貨物輪送の面で打.国道 180

号線の発展によって, トラック

輸送が便利Kなったことである｡

トラック輪透け戸口から戸口ま

で配凄できて. しか も.輪送BT

勢時間が少なくてすむとと.帰

り荷の格安蛙などの利息があげ

られる｡また.紫気上昇気の国鉄の貨車不風 塵菜界Kおける生産技術の高度化と経営合理化

生産性の向上,特化流通革命によって.在原の縮少がトラ'ク輸送の御軸性と結びつき.剣晶資

材の回転を短鮎するためのスピー ドア ップが トラック縫込と合致したことがあげられる○

また,旅腎輸送の面で打.近拒熊を主体としたバス輸送の増大があげられる｡つまり.通行回

数も多く.通勤 ｡地学など化け鉄道を利用するよDも利点が多く.特化.バス打中風bがきくと

いう利島もあわせてあげられるO

こうした現象に今駿｢屑はっきりしてくると思われるC'

(2);5飽交通と開発

(a)戦前及び柵 直後の肩鞄交油

岡LUか ら一宮へ通ずる主変を通路として,卑 くより開けていた山陽道は,適が大へん悪 く.

雨が降ればQFt=田の甲を歩くが如き様であった｡

従って.近代に入っても初めけ.物資の輸送 ｡̂ 的交流の手段に供されたのは専ら中国鉄道VC
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せかされてV17tようで参るo

それ机 昭和 10年 (1955年)KLU静自動醇株式会社が創立盲れ,岡山新前から長野及び

上芳繋新地を紫蘇とした申鉄..-スが運転を開始してから.壮者打ともか く.老^ ･婦女子にとっ

て打.毎日午前2回.午後1回の 5往復で仔あったれ それは大へん喜ばれたO

また.との中国鉄道株式会社の傍系会社であった元他会社も,昭和 14年 (195 9年)1凡

中国鉄通株式会社化合併されて.申鉄バスと呼称L.本町では只一筋の袋運転で打参るが大変敏

迎舌れたo

昭糾 8年 (19-41年)12凡 太平砕政争が勃宛してか ら.燃料物資の不足のため.同'7

年4月からこのパス過行け休止していた仇 敵健同22年 4月から上芳邪新地まで再開したO

しかし.大鎧から長野まで拓依然として再開せれず (現在まで再開されていなVl),その筑

交通網の拡大と共vE岡LUから稲荷間の回数も増し.抜目なとけ 1日占往復としたが.駐車場が狭

隆であb,また.高松一顧荷山仰の面暗 ･呑族 =帝≡丁のため,公安委兵会からの交通脚 りなど

のためyC.会社で打稲荷山から長野の熊木を越えて,長野vC出て県道を岡山へ帰る迂回逓伝を計

画し,とれば昭和50年 (1955年 )までVC冥施盲れ生O

(b)現在の一宮veかける道路交通

現在の一宮Y=匡防 180号線を主賓焚地道鞄として島尾しているO

-宮vJ野菜 ･果物などの思量栽勧 !盛んT.面研約8万坪.生産数丑 14万見 売上金額3偉

円K及んでいるが,これら打.かってrJ. 1)ヤカー･膏備綴 (貸翠)を利用して運娠してV･たが.

現在では.主yc.典協.あるvt打個人的7tグルーブに上るトラタク輸送vtよって出荷しているo

輸送伽 岡山 ･九州 .阪神 ｡名古屋｡京浜 .勅 ヒ地溝が主である机 まず.岡山までは全部 トラ

,クで輪達し.このうち,九州｡東北月旦方へ打列車vE上って輸送盲れ.或少の地力へは全部 トラ

ックIT搬送きれるo このようvcトラクタ愉送が盛んvEなった鹿田は書傍線開通vE関して先vE考察

したが.この他K.曲産物態送の場合.貸取で輪透すると.必産物がいたみ,鮮度が落ちるため

vc. トラック棉速が盛んで参ることがあげられるO農産物打いたむと.その価値が下がD,価格

も下がるので,抽送する場合に打.特化とのことを重視したため. トラヅク輸送が'多くなったの

であるo

写井7-6-2国道180鯛

tた.一宮に近年岡山市のペ グド9ウyと

して住宅が増えでか b.そのため.岡山へ通

勅する^･Qが増えているo これらの^ 々を輸

送する手段として,中鉄バスが通っている机

昭和55年 (1960年 )をt='-クとして.

横ばいの状態であるoとれけいわゆるマイカ

ー族が塘えたためであD, このため,国連

______｣ 180号線r=パスだけでなく.乗用車が多数

通 ってVtる0
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表7-i- 5 -官郵便 局vcかける業 務 内宥

年 Z:.a,_.5)発僧電倍数 芳信屯倍数 馬託加入者数 発信屈託敵 引受小包数 配連小包数

撃書 20 2,757 5.564 14.305 1.788

50 1占 1.959 5,015 46,179 i,215 4.01ム

35 9 1.25占 4.5占占 126 1.75占 6,090

4820 1,196 5.761 188 1.945 7.5?7

由 1菓務記麻帝よb作成
?･空欄打不明

(5) 郵匪 d馬借 .電話と一宮

(a)-宮vEかける近代郵政別段のrBFj設とその後の歴史

一宮托おける近代軸監制度の創設とその齢 )歴史を一宮郵政局兼務記藤特化よって考察する

と以下の様Kなるo

大正元年 (1912年 )8凡 一宮郵便局打開放言れたが.との時打現在の上うVt郵政省直営

の魂便局で打なく.郵政省 (当時V=逓信割 が郵便局の権潜を個人vC委ねる請負制度であった｡

そしてこの頃の郵便業務は.郵便為替 ｡郵便貯金しか取扱ってVlなかったので.職員も5名と

いう少^教であったo もっとも,郵匪局を禾折け るの打.役所 ･会社などの団体だけであ･?て.

個人の利用打ほとんどなかった｡

その嵐 大正7年 (1918年 )5月に打郵便知 己鞘 の開軌 昭和2年 (1927年 )5月

にはfF)話交換騎軒の陶始.同 10年 8月化け問勲取扱解凍か開始されたが.郵便局の利用者は大

-ん少なく,たとえば.唱和取壊串務が開始された昭和 10年 (1955年)に打. 1ケ月平均

約10通程度の申し込みしかをかったC,

次K,職後の一宮郵便局の共扮円等を示すと.表7-a- 5の如くである8

本費にお いて,毅も荘目される点は.同韓加入者数の大幅を伸びであるoしたがって.唱信 確

証旭数 (市外)についても.昭和･55年 (19dO年 )以後打.岡山塩話局が唱話の引継をおこ

なっているため.その政にわからないが.凧uJ鳩 局で打かなり伸びているとと打は柘曜定的だ

とみてVlるo せれ これらの伸びは.昭和5占年 (1961年)10月に半自励式Tti話Kなった

ことも関係しているo

次に小包の面でも,帝vc.配達数は着果vr伸びており.このため.昭和51年 (1954年 ).

同57年K,それぞれ大字長野 ･大字倫津に典配休息所が殻思されたO

(b)一宮における有線放送喝箆

一宮に有線放送髄論がとりつけられたのは昭和55年 (19占0年)であるo有感政道屯轟

致忠の申-純啓を靴むと次のように19:かれてある｡

｢有線放送電話は町民衆望の傑朋であって.当町灯光｡麦 ｡柴物 ･侍K偏重ブドー･イ等 ｡銑穀

を主産物とする盛村地帯であって,13業経営の合理化を促進し.住民福祉の向上化は魂在.布
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写弗 7- 占-5

有線放逐問詰の闇許交換台 写井 7-61 4

有細放送電 話

解放速見あけ最も京襲なものであるo又.火災発生の際rJ-53=放送vEよD.消防活軸を最も迅選

をらしめ.大餌K妻らしめないようVtL.その他 利用範囲は政知れないものがあD,町発展の

ためには欠くととのできをvl坂田であるo｣その際の安食r=.尿補助金 120万円,他方腔100

万円.寄付金 540万円.｢投射簡 1占0万円.その他420万円.計 1.140万円の貸金VCよ

ってレヽるO

従って,住民からの屯鈷利け 1ケ月100円という大へん格安なものであったo

Lかし.有線放送旬誌か打全部で1.049個と大へん少たかったDこのことは町民が電話の利

用価値を十分班 していなかったことを示しているO完繁忙町民に ｢それほど便利なものとけ思

わ孜かったO｣と述べているO

しかし.朝 ･塵 ｡夜の5回にわたって,ニ▲-ス･卦知らせをどな放送しけじめると,町民の

問詰の利用価値vTl.ついての艶緑も変化してき.虚産物の輸送方法 ｡肥料の駒遠などを同誌vcよっ

て知らせる方法が盛ん(,Cなると,慣弘数もしたい化増えてきた凸昭和 5占年 (19占1年)化は

1,507帆 同58年KV=1.475胤 同45年Kr71,占d5帆 同45年終結 1.980個とな

ってお 9.同55年当時と比較すると約 2倍となっているo

tた,有線放送屯話の鼓置打.住民仁卜一宮町成立以前から存在しているセクシ.ナリズムの解

消vtも役立っているO-宮が町として成立してからも,カ ての村という悪政があったが.有線放送

電話vtよって鼓し合うチャンスができると.したいKfTとい5悪託から触れるようになったOつ

ま9,町民相互の緊布衣連絡が始まb.村から町の住民としての寓語が形成され始めたことを示

しているo

(大 西 一 成)
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第 8茸 社 会 構 造

1 調査地横尾 の概 況

都市近郊曲村の家族,同族の調査対象地として我々が遠んだ細山県御津郡一宮町 ｢横尾｣及び ｢山神｣

紘.倒紺郡五町 (御津町,一宮町,建部町,加茂町.浄福町 )の甲で岡山市に最も近い一宮町の大字の

地域である｡

-官町は他車でも鮮述されたこ'とく,岡山市周辺の都市近郊地相と同様,都市化の波に晒される地域

が抱える諸閉経- それ壮行政から地域住民の日常生活まで広範に波及しつつある- を含みつつ昭

和 46年 1月,岡山市との合併にむけて"飾搾都一宮町 .としての16年の歴史を閉じようとする捻村

である｡

都市化の象徴ともいえる人口増加率払 岡山県の トップであbそれに伴うベッドクウン化の傾向も近

年色趣くなbつつある｡このように急速に都市化の進展する環境の中では,農薬を主体として生きてき

た過去の封建的粒村は四方から変革を迫られるのは当然であろうoそのプロセスにかいては.凸作葵や

従釆鹿村の血縁的結合の甲核tなしていた同族鮎係,また最′J＼単位としての家族組乱 さらには村落構

成員の意織などが大きく変化しつつあることが考えられる｡

これら変容の形暦は,都市化の選匿,強度等の要因や地理的 ･攻境的要因Kより地域的に差違を生 じ

るものである｡これらのことから,われわれは ｢家族｣の調査においては山神と横尾を. ｢同族｣の調

査には横尾を遠んだo山神地区は歴史的には古い系譜関係を持つ家が多く伝統的中J地 域である一方,

町役 場か らは2 ,5分で最も都市化が雇い｡それに比べ.横尾は近世発連の村落であ9.その歴史は

浅 く地理的にも町の甲心部からはるかに離れた山問いで交通の優も悪く都市化はきわめて遅いと思われ

る地域である｡

以下対象地の概況,歴史的発展を述べたいが調査不十分のため横尾を中心的に取り扱うことを断って

かきたいo

(日 鋼査地横尾の紫観

調査地 ｢横尾｣は一宮町の頚糾ヒ端部に位置し,吉備高原の南端でち上うど吉備の平野部に接する地

域であb平均標高200-250mの山問いに開けた水田を生産基盤にした交通不便な,｣､盆地である.

この′J､盆地払 西は才の神峠を項にして足守町,竜王山を境にして高松町に接しているo一宮町の甲

北部の交通の優は都市近郊であるにもかかわらずいたって悪く,当地へも公共の交通機関は皆無であるO

バスを途甲で降D長野浄水鶴城を通って古跡として有名な高松城水攻跡を兄をがら幅2-57,Lの山道を

登ること約5Kznで機尾-溶 くが.町役場からみると約 7KE)も離れているため自動車かバイクは日常生活

の必要欠くべからざるものとなっている｡大げさにいえば,岡山市近郊段村の中に含まれながら交通の

ポケ ット地帯として,交通幹鹿からはずれた地城として現在に至っているのである0
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それで壮観尾の部落円はどのように榔成されているe)だろうか｡横尾は大別して,上焼鳥と下横尾に

分けられるが,さらに下境尾は免亀週番から本村 (ホムラ)と新屋敢 (シyヤシキ)に区別されているQ

lTH .:tfこ.あ ご●br

写実 8- 1- 1

新馬敦の家々(谷にそった山道から望む)

S45.1月5日曳野地影

これらの各地域の位置は次の遇DであるQ 蔵王山の

寵の山道を登ると谷にそった右手の山腹に新屋故が位

思しここには高木姓 5戸が在住 しているOそれよb層

の才の榔 VC向う′｣､適を行 くと,′ト商い丘の上托古 く

から ｢本村｣と呼ばれている所があ9,伊丹姓5戸が

住んでいるO本村の入口に地神様が参るがここを北-

折れ今年廃校とたった横尾分校下の村道を畳ると南向

きの山腹把階段状の 10戸 (今井姓8戸,伊丹姓2戸)

が一基されるdこの山道を登9切った所で家並仕とだ

えるが,さらに下った所に今井姓 1戸があ9前者と合

わせてlI戸で上根尾が仇成されている.上横尾,本

料.新島政の5地区はそれぞれ舶潜を成しているもの

の各地区は地理的に孤立しており,そのことは日常交際

の面に大きな影響を与えているo

水出仕脊地形の盆地の般下部に位配し,すべて棚Eh

の形暦をとってかD一つ一つはかなb狭ho棚田のほ

とんどは水飴であるが,近年では後述するビニール -

ウスも見られるが教は 少なho畑は水出よbJJJ々 高

所にあるがあまb目立たないO又,山腹合切9鞘いた

果樹園があ9.もも.かきが植えられているo山林は

山側hのため平野部の盛村よb多いが柏林その他雌

的な手入れは性とんど表されておらず.山林からの収

益は秋の松茸と新少々である｡これらの生藍は鮫述す

るものを参考にして性しい.

で仕.このようなLU間haIJ,J､彪村がいかにして発生

し.発展して果たのであろうか｡次に歴史的先度を考 等夷8- 1-2

凱 てみたho 豊悪霊姦去諾 雪空 嵩遥 監禁 持 ･
(2) 歴史的発展 甲楓に位促するo)

(a) 近世以前の村落発展
S45.4月 5日菅原梯形

(1) 村落発生前の蛮境

現在の-嘗町横尾姓,明治維新以前に比価敵国馬屋細現尾村と呼ばれた-蘭の相であIDた｡古代にか

ける一宮吐,隣町の足守町 ･耶松町と同様,古代菅備文化の甲心兜として栄え.その跡を示す屈指の古

墳群が典甲しているが,この横尾にも ｢楓義古墳群｣として上映尾に仕山混古墳の堀越の,&他子岩の屠,
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下横尾には和名壕,利益北塚,大塚丑ど25益 (小さいものも合わせれば50基をこえる. )が存在す

るo時代的には,これらすべ-t拭穴古墳で古墳時代後期すなわち占～ 7Cのものであるo

叉,御津郡誌によれば古代横尾の地は婁氏士帝の備甲加夜郡茸森郷(足守町)に接していたとおD,

古代から人的交流がみられたことは明らかである｡

しかし,古代以降中世にかけての横尾の状態は史料がなくまったくのブランクであり.その様綻推しがた

ho以後,甲世末期の戦乱時には塊啓形成には至らぬにせよ中世武士の出没がみられる.この甲世末期

を経て村落形成の第一歩の定住がなされるが,当時の定住過程を推定する助けとなるものとして伊丹正

秋氏蔵の史料を次に示しておきたい｡

横尾村古来語伝-

天正十年迄瀬原佐軌 小屋五平衛 卜申者居中候処二高松皿 下人四人夜灯三速申二付瀬原佐液ノ､

偏平浜村へ立退キ申候由0

日天文稚四年迄十三年中断仕屈申由二御座候O尤其間二浮田安□公之家人斉藤弥左衛門 卜申浪人者二

年居申倣得失備甲墳確 卜捷無御座入相之耕一御座健一付立退キ同郡勧ケ部村へ釆住居仕申駄 右弥左衛

門世話ヲ以名主芳欠村与平衡ヲ親御公儀江御節中上ゲ文殊四年二傭中上高田村ヂ1源左衛門ノ､磯島村二七二

年居中儀碍丸 近年長野村円高五捨三石甘井淋円株拾立退キ申二何右地 御断中上タロ ィ鮭長十年二長
野村へ釆住居仕申候由碓伝申候｡

(中 略)

横尾村新左術門釆候而以来盲弐捨六年二離成申候o兄源左二門長野村へ米債而以来百十四年二鶴成申

候｡

(以下略)

享保二年四月十七日

横尾村

源 平 術 青 平 祐

⊂]□ 二 市 左 夫

拳 九 郎 憲 三 郎

ロ 七 郎 長 九 郎

三 太 郎 伝 □ 郎

衛

衛

門

郎

□

平

平

衛

大

口

口

伝

□

長

市

上記の史料によれは.当地には天正十年 (1582)まで瀕膿佐渡,′｣､崖五平術の居住がみられたが

夜討ちに会い,それぞれ備中足守,及び浜村へ逃亡したと伝えられているQ

御搾郡酷にも｢馬屋下村横尾,天正の喚瀕原佐柾の居城なbと伝ふ｡佐渡の瑚 不詳なれども,敵の

夜討ちに遇い備中足守に逃ぐると伝ふO｣と配されている｡

又,その頃の横尾の地理的位麿については,備中誌下足守の条に ｢住吉は横尾辺まで足守郷にで,天

正年間毛利氏浮B]と地を削bL時,横尾は備前国に掲しぬ｡｣とあ9,これから天正年間 (1aC未 )

には,横尾は備中,備前の境に位置しその帰属が固定的で夜く戦役による武士,浪人が併任したことも
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あるが,いづれも定住し村落形成をなすには至らなかったと思われるO

天正年樹末期から文練年細 に浮Bj氏の家人,相 称左二門という浪人が二年間居任したもののこれも

定住に垂らなか-Jたことを1詑史料は伝えている｡

(｡) 5姓の定着と村落の成立

それでは現在の硯尾を搬戎する5姓- 伊丹姓.芯楓 今井姓はその定住をいかなる時耕にをすの

であろうか｡J=記の評伝-によれば文雌 4年 (I595)がその年であ9,億甲上高EtJ村上b新左衛門

及び兄源左衛門の兼任がみられるoしかし兄源左術門比hi長 10年 (1dD5)に長野村-来任 してか

9.変質的(n:当地の草分けとな9-戸を形成したのは新左南門であったと推察されるQ伊丹新左衛門は

他のや科にもその名を見せ,現在本村の伊丹家一統の基地にその碑を耗してかD,伊丹 4戸の先祖祭も

ここを甲心になされることからしてその存在は串菜 として嘘められようo

Lかし,伊丹家兼任を文醸 1年に断定するととは,その他 となる史料が1記のものに駆られるので,

ここでた蛭け.来任姻伽 よそ中1虹末期 (1dC宋 )としておきたho

まず等分けとしての伊丹姓釆佳以後, I7C前半に苗木蛙の釆任定労がみられるQ

高木姓定住の過礎吐,高木家弟歯に伝えられてL̂るが割 臥及び長野の高木家の所有する系図に概々の

説がZJられるので次に示してみ1う｡まず苗木姓来往窮一代紘高木作大夫(級,変名して久太夫 )であ

D,この名は一致 してVlる.当地栄位の鞄由帆 因幡に勤めてL̂たが,国替えによbuJ番として釆任し

7t駅と,国替え時因州城坂入に上b数人して兼良した税がある｡これらの系図を合わせ考慮するとほほ

次の上うに考えられるo

高木久太夫総元和元年(1a15),鳥取よb前述の斉藤弥在荷門のってで備前に勧める兄左近石工

門を頂b釆任し当地において榔塊したo兼任時把かViては本村の新左二門の世話把を9家宅は所有 しな

かったものの.後.替子をもらい本村から脇JS･し家一軒を蛸えたと伝えられる｡これが新屋数のおとDで,

名菓とも高木姓として独立 したと思われる｡部屋故の発展吐,本家分家による拡大と同時に系図によれ

仇 岡山から血扱者を呼び寄せたとあ9.血線的に露L̂倍液を有していたと思われ.のち把示す伊丹家

の拡大と壮その性質を少 輿々にしているO

伊丹姓及び高木姓の兼任定筋は記すろ過bであるが,現在との横尾を執成する戸数の半分を占める今

井姓の釆住については,その史料を発見することができず明らかにするとと仕できなかったO

村人によれば,今井は今から500年余前に一宮町努潔から3戸宋住したとも云われ現在今井姓にお

いて同族粗放が 3分別されていることにも関連すると思わ17L･るが明蛤ではない｡

要するに,横尾は甲世末期まで怖乱 備中境として不安定な存在であったが.戦乱乳 価約-の舶屈が

確定せられようやく貰定した｡

それと湖を同じくして伊丹姓の定着, 17C初頭の屯木組 それに続 く今井姓の定潜に上って村野稚

成員の人的要発の基礎が確立し,村落が形成きれたoLかし.今た村落の外形で伺族の形成は未勲であb

完成された村筒となるに比後,1Cを必要としたのである｡

-505-



03) 近世にかける村落の歴史的展開

村落の発生励琴を定弧 定住という観点から見てきたが,一戸から生まれたこの村落が以後どのよう

に発展 してゆくかを戸数の増加,石高の増加を甲心として考えてみたいO しかし,年代を追-,た史料不

備のため詳細夜分折は不可能であることを断ってかきたいo

(イ) 戸数変化

文轍年間,伊丹姓定住によ9 1戸となった械尾は:,元和年糊 (17C初頭 )高木姓を迎え戸数を増加

させた.古文軒輪過によれば,兄永 7年の検地で戸数 5戸が記淑されている｡その5戸については横局

の高木家系図によれば.｢富永七年而官命令検耕地時本村者戸数三郎六右術門.助六,叔任併有木久太

夫三人而己即収検地於名沖 - ･.･O｣とあるo

又長野の高木家系図には,｢御検地-新左締門,助六,久太夫道三人名評也o｣ と記されておb両系

図甲の名請人5名の名は一致をみないものの尖際の耕作者 としての百姓(名請人 )が 5名であD,各 1

戸を形成し全体で5戸を夜したことが理解される.推察するに新左帝門,助六 2名は伊丹姓であ9久太

夫が高木姓であったと思われるo

豊永年間以後17C中の数値は史料不備のため明らかではないが,伊丹姓,高木姓及び今井姓の5姓

が定-茄子した 18C寺加軌,EL･L'tて什戸政も増加をみることは当然である｡ 18C初期の横 尾 の村落規模

につL,̂て絃 ｢傭陽記｣に明らかで,草保 6年 (1721)19戸, 107人と駕永以後約 100年間に

5戸から19戸と占倍の増加を示すことは注目される.

< 18C初薪における挽尾の規模>

ところで 18C初期の横尾の村落壮現在の一宮町の甲ではいかなる規模に属するものであったろうか｡

享保 6年の ｢傭船妃｣の数値を用いて票に現わしてみると次のようになるo (ここでは一宮町砂川 .

甲川流域のものにととめるQ )

表8- 1- 1 事保占年 (1721)砂川及び甲川流域の村落

村 落 名 地理的名称 戸 数 人 数 石 高 田 鹿 面 研

砂川派域 横 尾 山 ノ 上 19戸 107人 54石9斗 8升 11町4反 8畝 1歩

他 省 山 合 6 54 21 0 9 2 8 6 26

長 野 山 合 52 218 185 2 4 14 1 8 25

磯 ケ 部 平 場 9 71 24 1 9 6 1 5 5半

大 陸 平 均 一9 579 444 8 1 50 4 7 25

草 川 市 場 辛 dd 401 701 6 8 48 1 8 8半

西 早 川 平 場 76 494 985 9 9 62 9 8 12

午 滑 水 山 村 4 56 25 6 6 5 2 ム 15
芳 頚 山 寄 セ 汁 582 768 1 2 58 5 9 9

川醗域 下 方 食 山 寄 セ 57 554 17 5 5 15

松 尾 山 寄 セ 58 268 586 9 6 51 8 1 う耳 ~
佐 山 谷 陶 29 259 158 5 5 18 5 4 12

今 岡 山 番 七 50 185 551 9 5 48 1 8 8

山 崎 i山 番 セ 24 191 565 9 6 24 7 027
荘 砂川 ･甲川流域 とも北部よ9願に列払 下芳頚は芳賀の櫨.
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表8- 1- 2 横尾 村近 鮮村 落 - 現在相馬町に環す｡
村 洛 名 他姓的名称 戸 叔 人 畝 石~ 巌 出品【缶胡
両 室 山 ノ 上 27戸 16占人 5 49石 1斗0ラT17好丁度甘酢ー㌻夢半
安 部 倉 山 ノ 上 22 155 151一15
深 山 宙 山 ノ 上 57 351 551 8 2 517223
狼 谷 谷 間 4 25 1502(瑞相iiCよ9作成)
往 昔朝倉は両室の枝,狼谷は取 崩村の横｡

袈 8- 1- 1をみると,字保 6年の一宮町の村落吐甲川 ･砂川両流域とも甲流域又は下流域に位思す

るもので ｢僻陽記｣にいう｢平助｣もしくは ｢山番セ｣の地域の村落が戸数.石高,人数,田畑両横な

どすべての点で規梅を六としているO

より詳しくみると,砂Jl慨域で仕草川市場,西辛川を甲心とする帝都下流域が発達 し.甲川流域では,

芳乱 松尾を甲心とする北部甲節城が莞選 しているo

これらの規敬の迷いには発翻 ,その他の磐田が恥連するがことではふれないことにするo

規模をくらべると横尾机 襲 8- 1- 1中では,柵水.池谷.成ケ瓢 に次ぐ′ト村落であD,全体的

に見た地位は低L̂oLかし,地理的環境を考慮に入れてみるとど)であろうかo

横尾と地理的窮境のよく似た地払 すなわち ｢倍限言d｣に｢山ノ上,山合,谷軌 山村｣として記さ
れてLnる村落を拾ってみると,長野 52戸,池谷d戸.山水4戸.佐山29戸,両室 27戸(襲 8- 1

- 2),狼谷4戸.安部倉22戸,潔-LT757F-が上げられるCとの)ち熟,.芳村は発達時期が早いので一

応除外して考えると,或bO村落は大部分甲他末期から近世初顕に成立 した村落であるoこれらは ｢平

均｣｢山寄･t｣の部落に比べ戸乱 入執 石乱 B場 面餅とも小規模であ9.平壌の村落が,戸赦S0
戸.出島50町をほぼ越えるの忙対 して,戸故30戸を越えるものは長野のみで,出島は 208Tを越え

るものはまったくなho

これ',小村落や,横尾は戸軌 人数,田島両所の点でH:甲蘭的存在であるものの平均家族数にかいて

pj:.一戸当b 5.8人 J･7村落lt鳩 も少なく一宮町全件からみても当時-宮村の5･1人に次ぐ小家族で

ある｡

又, 1町当Dの石高を比べてみると横尾は約5石であb版ケ部の約4石に次ぐ皮革であb生産性は非

常忙蛙ho他の村落が 10石前後を生産するの忙対 してるtbに善がるるが,この理由比明らかでなV)0

鳩尾は村落の規模としてはきわめで小さいが.発展の題さはどうであろうかo

党是時期 ･地盟的桝 をほほ等 しくする地谷村と比べてみると.罪永以前はどちらも1戸であるが約

100年後の享保ム年に仕様尾19戸,池谷 6戸.争鎌 19年.20戸,5戸となb池谷に対 して速度

仕非常に早Ln｡

この理由として&.鳩尾絃 ｢山ノ上｣ながらも盆地地形でも少耕地の開発上有利なのに対して他省は

｢山腹｣であり耕地開発が思うにせかせなかったためと考えられるo

臥上,享保 6年(近世甲期 )の村落規韻をみてきたれ 以故戸故の変動壮どうであろうか0
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｢亨伏十九年寅年年税 (津南郡)によれば,g_保 19年 (1754), 20戸で過去 10年悩】に 1戸の

増加をみている｡ 19Cに入b文政二年 (1819)｢津商都口奥六組合年鑑｣(甲簿津竹原家文軒)に
は25戸とその発展を示 している｡

しかし,文政 7年(1824)｢辛川市場村年荘｣には25戸と変化をみせていなho以後 19C甲

すなわち近世末期の数値を知 りえないが, ｢岡山藩政史の研究｣ (谷口澄夫著)によれば, 17C後半

から18Cにかけては各郡とも相当の増加をみるが, 19Cは盟村の衰退期に当b戸数の増加はほほみ

られたVlことが数値からも明らかであD,横尾においてもこの25戸を頂点として19Cはほほ変動を

しなかったと考えられる｡

まとめると,戸数にみられる梯権の発展は伊丹姓定住を第一歩に.近世前半すなわち17C～ 18C

表 8- 11 5 横尾の戸数 ･人数

年 鑑 戸 数 人 数

寛 永以前 1625以前 1戸 -

電永 7年 1650 5 -

草保 ム年 1721 19 107人

草保 19年 1754 20 155

文 政 2年 1819 25 110

文 政 7年 1824 25 111

(電永 7年 ･古文昏 拾迫,享保 6年 ･傭船記,
草煤 l9年 ･浮商都寅年年軌 文政2年 ･浄福郡
口奥六組合年蓬,文政7年 ･早川市場村年鐘 )

表 81 1- 4 横尾村高及び反別

前半にかけての1世紀が超も増加の速既が速 く,

以後 19C前半をピークに25戸前後で安定し

たと思われる｡

人数も近世前半の延びが高く近世紋半は 110

人前後で変動が少なかったと推定される.これ

ら戸数変動の要因については後述するo

(p) 反別 ･石高にみる生産基盤の発展

戸数 ･人数の発展と同様,盤村の生産基盤と

しての缶畑面横及び石高の発展もみられること

は当然であるO次に生産基盤,生産高の変化を

みてみよう｡

年 度 反 別 石 高 史 料

享 保 占年 1712 11町 5反8畝 0歩 54石8斗0升 0合 傭船記

文 政 2年 1819 11 7 5 9半 97 8 1 8 辞両部口奥 6組合年鑑

天 保 5年 1852 - 98 2 0 9 天保 5年高密上帳

注 反別及び石在仏すべて租税の対袋となったものである｡

<反別の増加>

表 9- 1- 4をみると,反別は享保8年- 11町 5反,文政2年- 11町 7反5畝9歩半,明治5年

- 12町2反7畝 18歩と近世掛を通 じて増加しているものの 18C以降は約 8反の増加がみられるの

みであるOこれから考える忙耕地面概は,村落発生以後約 1a0年間 (17C甲)が長大の開鍵時期で

あったといえるO

すなわち,この時期は戸数 ･人数でも澱も発展的であb村円の排作地の拡大はもとより村外の隣村-

の出作りによる拡大もみられる時期であるD
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o 伊丹正秋氏萩の ｢口上｣の甲に

狼谷ノ､成鳥村之円 _而御座候0万治三年_罷出申蔦文六年迄佃仕別 田高給宅石五斗幽升八合成梅村釣下

下礼_虜唯を入社為政痕｡

と記されているが, これは村円のみならず舛村の狼谷へも聞出したことを示している｡

図8- 1- 1

18C前半の一宮の村落

(備陽記より作成)

住, ○ 最 上 △ 山釦 ] 確
谷間

開B]の規模比.万冶5年

(16占0)から電文 6年

(1666)の6年間に 11石5

斗 4升8合に遷したことがわか9 ,

約 1- 1印 5反の開田か予想され

る｡狼谷開出の高は享保4年の村

高が54石8斗であることからし

ても比較的大きく村外的Bjが大き

な意味を持っていたことが理解さ

れる｡

その他の閑地地については明ら

かでないものの.｢暁鐘村古来譜伝

-｣の最鼓に

面室村之円横尾村ニ乙占検地請之

旧地一ヶ所御座候裾丸 上ク過之

山へモ横尾村之者ハ入下申候O

とあ9面垂村へも開田したことが

わかる｡これらの村の位置は図 8

- 1- 1に示す迫i)梯属村J:bい

ずれも北部でもるoこの北部隣村

の相互交鞭打近世の村落構成に大

きな影噂を与えたと思われるがこ

のことについては後述することに

する｡

<石高の成長>

石高は.耕地面畝の増大と,特に

近世曲薬技術の発達によって近世

期を通 じて増加の傾向lを示すもの

である｡

横尾の石高払 前表 9- 1一 一に示す通 D･享保 d年- 5一石8斗,文政 2年- 97石 8斗 1升 8合･

天保 5年-98石 2斗 9合.明治5年- 102石 9斗 5合(L̂づれも年賃の対象となったもの)と江戸
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時代を通 じて栂加しているo注目されるの払 反別で姓享保 6年以後変化に乏 しいの忙対 し,石高は享

保6韓から文政 2年まで18Cを通 じて54石8斗から97石8斗へ約 18倍 となっておb耕地 1町当

りの生産性が約 5石から約 a5石と芯くなっていることは注目丁べきものがあるC,

石高比 18Cに急増したが 19C以降明治 まで反別同様変化に乏しく約 100石前後にとどせってい

る｡

戸数,人数.反別及び石高の変化を数値によって考えてきたが以上のものをまと始ると次のようなこ

とが言えよう｡

これを鼠に示すと図8- 1-2のようになる｡

図 8- 1- 2 横尾の戸数,人数.反別及び石高の変化

注, - 戸数 一一一 石高

- 反別 - 一一一日人数

図 8- 1- 2の直載紬;示すととく,各数値とも伊丹姓定住以後約1Cが週末の増加を示 してか9,

18Cに入ると石高をのぞいて紘減少の傾向がみられる｡ 19C以 後 江戸時代末期盲で ,ほほどの激

痛も停滞的であD,村落円の発展がス トップしていることを示 しているO江戸末期から明治にかけて戸

数の増加がみられるもののそれも一時期で大正,昭和を通 じて2Dへ 24戸と13C中の数値とほほ
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｢

等しくなってし(る｡

勘(1ac)一 村落の充実耕,近世後期 (19C)一 村落の停滞期,と時代的に分割されると思われ

る｡
再 近世期の別家形態

近世期のfp｣族組蝕は村円忙おける戸激の増加に伴って･雀正幸れるO戸数の増加は,江戸時代という封

鈎的75:時代にあっては,おのずから妨円又.その′ト地域である-村円における"別家 ,がほとんど唯一

の手段であったoLかし別家も藩からの棚艮を受けざるをえなく,そのため程々の形辞を生み出す忙至

ったが.それらを弼尾及び他村の史料を参考に考えてみたいQ

<下層毅民の独立>

梯尾における近世初 ･中期の基礎発展期及び充実期の戸戟増加もこの例IjC蘇れるもので比丘いたろう｡

その別家の過程は明瞭にQi:杷塩できないが次の史料忙上ってもその一時がうかがえるo

乍 恐 口 上

一 群商都妹尾村私共銘 先々祖 御換地始マT)之百姓斬左工門 上申倹 Q井以後ノヽ

一 傭甲男鮎郡阿骨相与八郎 卜申モノ暫下人一泡居申晩 其節家教モ無御座候一付右与八郎下人張込

御願出相済抱Jm之円二相応成家電軒建#･遠見等少々拝逝シ居中候O

- 右二依而先祖ヨ.i下請七朱.)不申僕共｡

- 右与八郎子孫只今六軒_相成居申候.

- 当年ノ去風口達久也候I上下着棟上敷侯二仇

l- 右一依耐私央銘 吟々味仕僻間一同処油武 卜申モノ分家致候同上下着 七棟上敷倣様-申候又々吟味

致侯ロハ私共釦 相済 ヌ様 二申拭候o失政出入出釆放免 故村御役 〈曹サバキ申□□□ 私兵釦

御改申候仕入而中破付鈍 早速如何様央可申侯江兵一着六軒之モノノ､村御サ ･̂キ地不申儀一付

- 比鑑刷上何役ヨIP上候O

- 私共銘々等モ村側役人へ口上番数候 卜申破付払 右二依而拳指上候宜 債江付呪〉野有事有償Q
寛政五年丑 4月

横尾村

若 三 郎 □ 右 工門

口 □ □ 松 左 二門

右左 工門 長 所

J=記史料によれば,備中賓陽郡阿曾村 (総社市阿哲村)の与八郎とV,う者を下人に召使っていたが当

時家数も極少であったので御上に願って家一軒.藩道具を持たせ抽出畑の円に奉公人分家をさせた.

注 ･この年代については伊丹正秋氏裁 ｢奉願上｣甲に

正保三乙並年九月･歳四十二 (甲曙)私下人丑 右与八郎二当村円江国 保 卜申軌 三畝弐

歩之私抱畑之円相乱 相応之/｣､□ 庫過シ散現地7作ラセ中臣琴有償o(以下略)
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とち9正傑 5年(1641)分家と考えられる｡

ところが与八郎子孫は丑永5年(1795)にはd僻にもなったことが記されており,当時血族者の

別家の佃に奉公人別家があったこと:/J甥 解ざれる｡岡山帝に封バては,このような隷属良民(醇代)の雫劫壮明暦

元年,(1855)の郡甲改革でなされ,半奴隷的な雅代(鈍犠段民)は一定年限を切って解放され,小農民

の自立化を促進したOをほ天利二年 (1716)に仕人身売異の故禁,年季奉公人の期柵を10年に限

定 したことから合わせ考えれば,横尾において正保5年の奉公人分家と同様の分家が 17 ･8Cを通 じ

てをされたことは推足に足bるものと思われる｡

又上記史料に比率公人の身分について,与八雄弁家当時は奉公人の隼着用が許されておらず･占軒と

なった軍政年間にかいても本家とのru)に異論があることが示されている｡ この串案比率公人は分家独立

した場合でも.又さらに約5代 (15n年 )を-ても本家との上下関係は消失せず日常生活にがへて区

別差別がなされたことを物酔っているO｢岡山県の歴史｣によれば同例は御津郡加茂川町,その他でも

みられ,本百姓と平甘姓の側の上下関係は江戸時代を通 じで一般化してLlたことが理解される｡

<扶継別家>

別家比山問いの′J､鮭村にとって村落共同体柵庇の地小単位たる ｢家｣の拡大の唯一の要素であったが,

小段民の自立化は土地所有額純化の促進につ杏がD,ひいては藩財政を窮乏させる原因となったので岡

山噂にかいては明磨二年(165占)一月著名な ｢別家禁止(条件付き許可)令｣を公布し,別家を顕

則的に敷止したoLかし,延宝 ･天和の慢性的天災凶作に対し一定数の百姓を維持するために,良筆元

年 (1684)撫継別家を許可した｡

点字元年の法例に上れqま. ｢話部の円他人の地珠を男いて其後,その他練へ只主の件又は兄弟を仕付

けることは差支ない旨｣を命じているC,

ではこれら株継別家の現象が晩尾において見られるであろうかO当地においてその史料を発見するこ

とはできなかったが,蘇村の長軌 大窪.山崎などに史料が多く発見できたことから,帝政上の ｢P,11家

禁止｣は当だ;横尾-も浸透していたことを示す忙足るであろうO長野村におけるその史料を示してみよ

うC,

奉風上･.

- 辞有郡長野村勝射細 畑四反九畝九歩静六石四斗宅升,家弐間三間ニテ 鰍酔漢処収礎之新円庭狭

少難儀仕侯二付有合ノ竹木ヲ以比匿屋薮ノ円弐間四間半轟茸之株屋 (こなしや)新二建為火用心弟

又右衛門ヲ家守二浪シ駐中皮革有償o尤扶継別家仕侯竣工而ハ触御座候o頭御改八月判形之節ノ､本

家江呼寄倒改謂町中候｡願上過敏為仰付候ノ､バ卿有可韓存候以上o

文政十年玄二月

長野村勝蔵

(名主 大庄屋の亀有 )

書出勘左術門殿
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1 円 存 子f

- 印南都度野村独身市五郎双三十九拍別 田電反五畝匂歩宅間半二宅間半家其所持仕居申候O若病死

仕儀ハ,,･右出畑家諸道具一打練兵同村伯父干八郎江譲渡シ跡株梓続仕七申圧奉存亀 可祉為下候然

ル上ハ鼻輪中老御座候愉数億為後門存甘差上申候己上｡

文化十三年子 八月

名主背筋盤

｢華厭上｣では肪戒は砲田畑に家一軒を所有 して い るが .収棲時の作葵不便を理由に家敷円に株屋

を建て,弟又右衛門を家守として ｢準別家｣の形を取るものの冥質的には別居しているO(この形態を

｢円別｣ という｡ )しかし,頭簡故の時は本家へ呼寄せることになっておb社会的には一軒前の本官姓

として許されていなho彼ら ｢準別家｣は公的には本家円に含まれ大家族の型をとるため表面上の戸数

の増大にはむすぴつかなかったo

｢円存蕃｣にi;.L̂ては,独身市五郎鹿が若死 したためその形ばかDの盲姓株 (一汀枚 )を同村円伯父

が継 ぐこととなっており,溌百姓の跡株の補充策としての株継別家の形態を知ることができるO (｢一

打株別家｣ といわれるO )この株継BJj家も当村円の本首姓戸数の増大にはつながらず,近世後半期の本

百姓数はほほ一定に保たれたのであるo

これら同村円の例からして,横尾においても18- 19C性 25戸種皮として安定 し戸数の敢増散減

紘なかったと考えられる｡

しかし,江戸末期になれば各種別家創出により′J､家族の増加が促進され一般的に仕官姓株全体として

家教が増加 したが当地においてそのことは明らかでなhoが.明治期に入b明治20年 ｢土地所有著名

等帳｣その他によれば,村円 54 .5名の名が配敢されていることから横尾においても分家が多数創出

されたことを考えさせるO

以上近世期における分家の形態と紺による統制を合わせ考えて釆たが,前述の戸数の変化にも明瞭に

表われているように帝の法的統制は′｣､村商円にもきひしく行きわたっておD,ゆえに近世後半は山問い

の′J＼村落としては停滞的にならざるをえなかったものと思われるOしかし.弐面的V_停滞的てち9安定的

であるほど,円における同族の結束,意織は強まったのではなかろうか｡

(C) 近世における齢接村落との関係

一宮町における山問いの′)､血相横尾は近世部落として比政的順的な発達をとげてきたが,村落円の発

展と平行して村落の外形をどのように整えていったかを降村との関係から考えてみたい｡

汁) 17Cにおける村境の決定

現在蛸尾は一宮町の酉北端で西 .北をそれぞれ異郡と接 しているO近世においては西の備中嘆は天正

年慨に決定されたことは前述 したoしかし,近世期vQTt化すなb-城 粁市町との境は一帯を津福部口分馬屋

郷として行政的に吐区分されてからず,そのため村落の境界仕橿めて不明瞭であったと思われるO

その点に関して ｢横尾村古来語伝へ｣の後半に

右芳賀村与乎衛 卜申者算脚 五ク村之名主二而御座候O新左術門義一村柵一被為仰付候円ノ､村山境碓
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ト不革存村々名主之仰付之節与平衛村境山域申渡ソ銘々改相二両以来槻一ヶ所□加重村へノ､開キ不利

尤ハ右五ヶ村之円モ村境 モ究 メ朗処-ヶ処二両モ仕り不申候o

とあるOこれによれば17C初現にかいては村山項が明確に決定されておらず.村々名主の意見によ

芳頚飾五ケ村の名主与平衡により決定され,それ以後は出作Dをしていた場所で も村外て執 成ハっさht

地を開くことが不可能になったことが憩解できる.

名主与平衡による村山境決定の年代については史料中明確でないが,与平術の登場する他史料より】

定するに 17C前半がその時期に相当する｡

潜政当初の基本的な検地である慶長九年 (1604)の検地はその甲で ｢当毛の小作｣を検地帳の･

帝人とするとと及び,｢人 くみあしき｣郡村の壌界を新規に確定することの2点を重視している｡ (･'

□澄夫著 ･r岡山乳 )又との境界の新規の確定扶荘園体制化の錯綜 した境界を近世的な行政郡村の境熟

一再栃成するものであることを同髄は指摘 している｡

このことからも17C前半の境界確定は正しいと考えられる｡

しかし,村落円部の膨張.生産の拡大による空間の需要が増大するに伴い.野山-の入会.留山の盲

E,隣村への熊田等に関連 して問題が寝ることは当然であb,そのための訴訟が しばしばなされてh･

門出の問題については 前述 し万治 5年 (1日 0)以降の狼谷への開出を示 したが.反対に近掛

から横尾への開田比なされなかったろう,か.直旗の史料はないものの明治 8年の名寄帳によれば,執長

円土地所有著名の中に浄福郡三和村持ち7名,賀陽郡上足守村 1名,寄付 1名,御終郡EE仲 村 1名,二

陽郡平山村 1名,棒高跳雷吉村 1名.その他 2名が明記され又,明治 22年の名寄帳にも同様に記さ;

ている.そのE当地面横は,最高者で 4反 7畝 9歩.山林で9反 5畝 10歩であるが葬Dのものは趣め･

少ない. しかし,三和村が猿谷.両室村,阿部倉村 5村から成立 してか9.近世初期に晩島村からこ(

5村-出作 りが成されていることを考えれば.この 5村から横尾-の開Bjがあったことは推足にたb

るであろう｡

注 ･魂谷は芦別卿寸(津高町宙吉村 )の円であったが,貞掌 5年 (1る86)に分村｡安部倉村はi

金村の円であったが貞事 5年に分村O

明治8年狼谷,安部倉,面墓相は合併 し三和村と改D,明治 22年馬屋上村に属 し現在は津;

町に在村するO

では実際の訴訟はL̂かなるものがあるのだろうか.近隣村関係のものを上げてみると次のようにな.

寛文 7年 (1日 d)～天和 5年(1685)･,1ム年間は野山勝手 しだいに隣村にさわbなけれG

入会許可｡

天和 5年 (1685);狼谷百姓自林願上に対し五ケ村 (狽谷 ･横尾 .長野 .池谷 ･概ケ部 )盲姓中

1軒当95反下付｡

元蕨元年 (1699);面壷村 ･阿部倉両村革山は村円入会から自林に分割｡ために牛倒鳩の不自E

が起る｡

享保 5年 (1717);面壷 ･阿部倉両村は狼谷へ牛を追込又,草を苅取るため猿谷の者迷惑にて召

隈を要請0

-514-



上記の過9,破谷は宵山 ･運上山 ･各村々の的Bj畑が多く,そのために独谷めぐって隣村相互の紛争が被

えなかったo これらの訴訟を通して村Jtの境界が上b確定され 17C前半の蘇政を通 じての決定がよ

b強化され 17C後半には明確女規定がなされたのである.

村山境を明確に設定することは1個の村帯としての卵形を塵えることであD,さらには村落共同体を

固定化させる基礎であったのであるo

(D) 精神生活における隣村焚流

出作Dを代表とする村人の物質的生活面での隣村との交流の他に,杓神的生活面VE'かける村人の交流

が考えられる｡

村落生活,特に精神生倍のシンボ ルとして村落の統合横能を果す甲核的制度体は ｢神社｣すなわち

｢氏神｣であるo氏神は村の公式の神であD.村人に上って構成される氏子集団をもって村落の客観的

範囲と考えられてL̂る｡

横尾の氏神は村円北山に存在し大己貴命を祭神とする御崎神社であるo社殿形式は流道の5尺5寸,

桁行5尺 7寸であb弊殿及び拝殿を持っ造bである｡この神社の創立は明応二年 (1495)で中世戦

乱によb氏子を勉やし,文蔵四年(1595)に再建亨九たと伝えられるものの‡軒Lその他の史料を欠

き明らかではない｡しかし,｢音節温故秘録｣に御崎大命神の名があD,寛政年間に存在したことは確か
である｡

一般に氏神は-村一社の形態をとるため氏子娘団の範既を持っ'て村落の敢闘と考えられるが,顎在,

御崎神社の氏子集蝕は桝屋及び狼谷をもって.その偶成軒田としてお9-村を越えた範助となっている｡

猿谷が地理的に近味ではあるものの古くは顔増村の分村であ9,しかも深場村には氏神として八幡宮が

存在することから,今日にいたるまでも行政範囲を具にする村落で氏神を共有することは過去にかいて

背旗な交渉を持ったことの証であろう｡

隣村との粍神面での交流もさることながら村落共同任としての団結を示す神祖 ;他にもあるoそれは

御感神社であも無格社ではあるもののそcL)由来に上ればL.当社結城尾と隣村の山塊紛争時その雌局打開

策として作られたものであ9.隣村との紛争も単に対立意故を生み出すばかbではなく,村人の精神的

帯合を深める鋤きをしたことが明らかである｡

このように, 17C壮村落の地理的範囲を規定したばかDでViなく,精神的にも神社を中核とする村

意誠が形成されつつあった時期であったのであるQ

かわ†=こ

以上近郊瓜村域尾の歴史的発展を考えてきたが概略 して範1)にしたい｡

一宮町横尾は,同町のLU問い小出村と同様に近世発蕃村落としての歴史を歩んできたOせず中世末期

吃-姓の定着を基底にして村落社食の第｢歩を潜み出し,近世初期 (17C)においては,村落構成員

としての5姓の定住によ9人的基盤を確立 し.分家に上る各株の発展によb同族団を形成した｡

又 17Cには名実とも近世的な村落項界を得て村落社会の外形を整え地理的に-村として完成した.

その過程 においては隣村との対立,親行によb村落音鞄を高めたのである｡

近世甲頃に至っては.17Cに確立 した基鍵の上忙きちに村円としての発展がなされ,石高,反別な
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ど生産基盤の拡大が若しかったO又, 18C末までは藩政による上からの統制をあらゆる面に受けなが

らも,戸数は増加をみた｡ この点で18Cは名実とも近世村落が完成された時期といえるのであるQ

以後,近世末期 (19C)に入ると他村同様戯利の発産が停滞するものの,珠円別家,一打扶別家な

どの形態でその規模を保ったo この中で近世的な伝統的封鎖社会をつくb上げ良村特有の性Efを生み出

したのである｡

今日,犠尾は急虚に都市化のベールに包まれようとしているものの,明治 ･大正 ･昭和期を通じて移

入戸もほとんどなく現在も定駐以来の5姓のみによって桃成される村落である｡刺激の少ない凍楓 村

円の等滅性などによ的策尾は,その形態と意練にかいて,現在と過去が同居しつつ変化の時期を向えよ

うとしている｡

(a) 横尾の鼻薬

横尾の歴史的発展を述べたが,それでは中世末期から近世初扇にかけて村落の生兎基盤を篠立し,

近世期を通じて潜による上からの法的規制を受けながらも同族の発展によって村落共同体として実質を

そなえる忙至った横尾が戦乱 職後を通 して盤村生活にかいてどのような変化をきたしてVlるだろうか｡

(a)土地所有状況

横尾は昭和 45年匿現在,戸数 22戸.人数 11D人の/J､規模な村落である0 22戸のPg,単独戸1

戸を除けば残921戸は何らかの形で良薬に従事してかD.現在では雑美化の道を歩んでいるものの,

これまで曲薬を家菜とし夜いも㈹ ったく存在していない｡ これまで洗薬一本で生きてきた村であった｡

川 柳地所有

せず,典薬の生産基盤である耕地所有から考察 してみようQ

表 8- 1- 5 出畑総耕地面頼

年 鑑 也 畑 合 計

明治 5年 8町8反0畝55歩 5町4反7畝 16歩 12町2反7畝19歩

昭和 16年 17 4 9 00 4 6 5 27 22 1 2 27

昭和 55年 15 7 9 10 4 1 d D 19 9 5 10

昭和 48年 1占 1 2 0 4 2 4 (〕 20 5 9 0
昭和 45年 15 4 1 0 4 5 4 〔l 19 7 5 【】

(M5･租税割賦傾 Sld.桝地面棟表 S55.40良家センサス)
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横尾部落の耕地両統 (所有耕地南朝で作付のないものも含む)をみると表 8- 1-5に示すとおDで

あるO明治5年の総耕地は約 12町.昭和 16年は22町.昭和 55年仕 20町,昭和 40年20町.

昭和 45年 19町となっておD,明治 5年に比べると牧校は約 8 町の増加をみている｡

昭和 1占年に 22町余bあるがこの円9町 9反5畝28歩は作付なき面餌であD.実際の経営耕地は

11町 1反 8畝 29歩である｡

相和55年度以降は,総掛地面概と経営耕地面街はほ将等しく,休耕地はみられないO

出JFulの面頓を比べると,明治以降畑面殻がほぼ一定して5- 4町であるのに対し,Bjは明治 5年の約

2倍となって卦D,その面枕の拡大が目立つ｡しかし,明治,大正期の質料がないため詳細には分析で

きなしへ｡

このように,山問いの村落であるものの純然たる山村の特長である畑作面戟の広大さはみられず軌宅

では畑作面掛は全耕地の2270にとどせってか D .水田中心の平地盤村の色彩が非常に娘いといえるO

次に各農家別に所有規模を考えてみよう｡

費 8- 1-6 農地所有規模別戸数

階 層 A 屑 B C D E F

反 別 1.5町以上 1- 1.5町 0.7- 1町 0,5- 0.7町 0.5- 0.5町 0,5町以 上

昭和 16 2(10570) 8(58) 5 (24) 5 (14) 5 (14) o (0)
55 5 8 d 2 1 2

40 0 ll 6 2 2 0

(Sld. 土地所有著名帝 S55.40･良家センサス)

鹿地所有規模別戸数は乗 8-1I dに示すとかbであるが,峨前の頃料はS 16年のものしかないた

め故地改革前後の正確な分析は不可能であった｡

表8- 1-4VCよると.S45年鑑現在の般地所有状況はA層(1町5反以上屑)2戸(9.5% ),

B眉(1町- 1町5反層)11戸(52% ),C層 (7反- 1町)占戸(29%),E層(5- 5反層)

2戸(9.5570)となっているO

この傾向はS55年 ･40年とひき続いてか D ,B層からA眉へ, CからBへ,DからCへ.と所有

規模を増加した2 ･5戸の変動がみられるもののいづれも′J､規模を変化であって.全体からみれば各階

層とも過去 10年間は安定してお9,S 4 5年現在で綻各階層甲BC屑を含めると横尾農家の約8割の
ものがこれに該当しているo

又,表 81 1- 5から算出すると一戸平均所有段地面倍は約 9反4畝と在り,全国平均の 8反よbや

や上まわるもののA届にかいても現在まで1日r7反を超すものはなく,一般に日本の盤家がいわれると

とく,所有耕地は/｣､規模であり,過/｣､農的家族運営に上る零縄性から脱しえるものではないo

土地所有関係は,｢般的に盟地改革と深い馳連を持つものである｡そこで,S16年の横尾頻家の階

層別自小作幾家戸数を調べてみると表81 1- 7のように走る｡
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表 8- 1- 7 階層別自′J､作製家政 (8 16)

自′｣､作月l糟層 A 膚 B 眉 C 僧ーI) Id E 屈 F IB ■ 計

自 作 2 5 4 2 2 0 18

自 ′｣､ 作 0 5 1. 1 0 ol 5

′｣､ 自 作 0 0 0 0 1 0 1

(S1d年鹿家耕地FjJT有状況 )

表 81 1- 7に上れば,S16年におVlて2 1戸甲,自作 1占戸,自小作 5戸.,ト自作 1戸で′｣､作は

皆無であるO小作地の阿掛れ E層の小自作 1戸が 8反 9畝であるほか吐 自′｣､作曲家の小作地はいずれ

も5反以下であ_bあまb多くない｡実際の経営耕地商域からみると下屈の自作上少自小作,′j､自作のjj

が多くそのほとんどの段家がf)IC層に払しているc

s22年の ｢選挙人名簿｣をみると, 21戸すべての世帯主は自作 となっており自小作,小自作改当

者は見あたらない.

当時の所有規柏は不明であるが.S16年にE層であった′｣､自作が現在小作地全てを所有し,Idに上っ

ていることからも小作地の解放がTrきれ,それぞれ所有面前を増 したものと思われるQ

以上の鹿地所有状呪をまとめれば,横尾VLl&地改革前後を通 じて地主的存在の出家は見当らず見地改

革によって自′｣､作乱 ′｣､自作鹿の自作化が進み,土地所有では平等化されたものの,経営規模状態は革

事前と何ら変わbがなく,改革前そのままの状啓が現在に持ち越されたといえるのであろう｡

しかもその規枚は,各良家とも大差はみられず 1町前後を甲核としたものであるQこれらの規硬及U

階層からみると横尾はL･革前後を通 じて,自作 ･自′｣､作曲家を甲核とする部落であ9,戦後にかいても

所有規模紘ほぼ平等で変化に乏 しい点からして,社会関係 もフラ,トであったと思われるo

(ロ) 山林所有

襲 8- 1- 8 山林所有規模別戸数

勾盲--＼規模 15- 10町 9- 5町 4- 1町 1町以 上 所 有 な し

S 55 5 5 ll 2 1140 2 1 ll 2

(S.55 ･40後発センサス )

表 8- 1- 9 時層別山林所有戸数 (845)

A_ 眉 B 屈 C 層 I) 層 E 層 F 層

5- 10町 ∩ 5 0 0 O o

9 - 5町 1 5 5 0 0 0

4 - 1町 1 4 2 0 1 0

1 町 以下 0 I 1 l o 0 0
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山東J9T有規模別戸駅は衷 8- 1- 8をみると次のようになっている｡ S45年度現在では 10- 15

町3戸,5- 9町7戸. 1- 4町 8戸. 1町以下 2戸,全 く所有のないもの 1戸であ95- 9町が55

A, 1-4町が58.5570と約 7割の良家が 1- 9町虹はしているO

山問いの戯村と比いえ,地理的には音場高原の殺搾端であるため山林面磯はきわめて少ないo

S55. 40. 45年度の所有両税は各戸別に比べても変化はほとんどなく現在に薫っている.

境も多く10- 15町を所有しているものは5段家で,伊丹姓.苗木姓,今井姓それぞれ 1戸づつで

ある｡その而矧は故地改革前とほほ等 しく,かつ明治 20年の ｢土地所有者名称帳｣によれば.各々8

町5反る畝 24歩, 8町5反 4畝,4町8反 6畝 15歩と記され常に上層部に属している｡これら5戸

比本家株ではないものの直接本家からの分家であ9分家年代結いづれも古ho

明治 20年の土地所有規投について少々触れておくと. 10- 15町 5名, 5- 9町 4名, 1- 4町

10名, 1町以下 12名となってかD,現在と同様 1- 4町層が比政的多いものの,特に 1町以下 12

名は注目される｡現在では1町以下は 14.59もであるの忙対し,明治20年では40570をしめている｡

この名寄帳は所有者ことに記されてかD,械尾 54名が記敬きれるものであるがこれら各巻が当時1

戸を形成したかどうかは明らかでなVlため詳 しい分析はできない｡

しかし,現在の村人の話,江戸末期の村落梢成を合わせ考えるに,横尾も江戸末期から明治年代にか

けて多数の分家創出を見ることは明らかであD,これに上って山村所有の細分化がなされたものと考え

られる｡

現在各株の本家は明治 20年においても15- 9町僻に属 してかbBj畑所有も多い｡

又 15町～ 10町屑に属する者で高木株2戸壮明治22年准尿 (当時山林 12町 4反 9畝 22歩,EEL

畑 1町 2反 9畝 1口歩所有で村円銀扇であるが他家の理由吐不明 )と昭和 44年他出の盛家である｡

ところで,明治掛と現在を比戟すると.明治期で壮田畑所有と山林所有規模が比例的で忠地が広い者

は山林も広いが,現在では表 8- 1-9のように明治期の比例脇係はくづれているO

賓するに.横尾は明治期には分家創設のため戯地.山林とも小規税所有者が増加したが,以後贋絶家

によりこれらは減少し,現在で仕各戸ともそれぞれ平均化きれ所有幽係がフラット化されたといえるで

あろう｡

又.部落共有林は明治22年には27町 d反 1畝 27歩であるが,S45年現在では 18町(S54

年有髄ヨ新設のため売却)に減少している｡

共有林野からの産物は,松茸,薪でこれら収入は村iIとして利用されるものの収入は極めて少なく.

村落共同としての活発な利用は現在されていない｡

その他共有の出地も明治22年に比8畝 12歩と散々たるもので,山林建地とも村円の結束を高め共

同意紙を高めえるものではない｡

わ)hLt庵にかける兼業化

次に都市化の進展のFPで現在近郊蕗村を色どる"放題化 【の間笹について考案してみよう｡

横尾は戸数 22戸という小部落であるため, この22戸のみで米英化都市化を分析することは,はな

はだ危換であるが,一応他部落と杖孤立した山問いの′ト亜村にどのように都市化が波及 しつつあるかを
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考えてみたい｡

及村社会が自給自足体としての社会から,焚卒去義経済の波に洗われる社会-と変化すれば,窮一に
交換経済の進展によb農産物は商品化され,それに伴 う生産経済の改尊がなされるQ当然の結果 として'

都市への依存匿が大となb袋村はその開放性を拡大する｡

第 2に,環本主義経済の渡仏 出席ぎ.都市労働者としての姓村人口の流出をかこし,兼業化を促進

する｡このような過程を経て日本の｢投的な農村壮変貌しつつあるが,観尾に卦Vlてほどうであろうかo

e1) 非英化の形態

まず表 8- 1- 10によって派菜化の程度をみよう｡

表 8- 1- 10 春先 別 姓家数

専-3k 専 業 雑 業
年度 I第 1 種 兼 英 第 2 種 米 英
昭和 16 19戸 (9_n5 ) 2戸 ( 9.5 ) 0戸 ( 0.0)
55 14 ( a i l ) 7 ( 5 1_9 ) 1 ( 5.0 )

40 9 ( 4 1.0) 6 ( 1 7.1 ) 7 (5 1.9 )

(S 16部落調べ S55.40出秦センサス)

注 .( )内は各パーセントを表わす｡

このように全農家のうち,取藁農家は816年に 19戸,S55年に 14戸,S40年に9戸.S45

年現在で占戸と減少し,その削合は90,59も,65･170, 41.0%. 28.1%となbそれに反比例して

米英汲家は,2戸, 8戸, 15戸, 15戸と増加 してか9現在では 71･970の良家が兼業であるO甲で

も第 2種兼業農家が0戸, 1戸, 7戸, 10戸と加速度的に増加の傾向を見せ.現在では 48,1%と全

曲家の約半数がこれに駿当しているo

これによって都市化の影塀が鹿 もよく襲われる銀美化の傾向が如実に示されたが,S50年度の ｢臨

時盤菜調査｣によれば月煉 化峯は全国平均65界であるの忙対L5年後のS55年横尾では,まだ57
%と約半数に遵していないO

又.昭和 40年度 ｢岡山鼎市町村勢要覧｣によれば,一宮町は全良家数 1214戸で円専弟 267戸
(25770)第-種栄薬 502戸(40.5% )Q第2徳男陳 445戸 (55.89To)であD,第 1種,第

2種を合わせれば. 7i.570であるの忙対 し横尾は48.1%と5割に遵していないQ

表 8- 1- 11 S40年横尾.一宮町における兼業率

専兼 卑 薬 兼 業 計

地 区 窮 1 種 l第 2 種

横 尾 9( 4 1_0 ) 6( 1 7.0 ) l 7 ( 5 1.9 ) 22

一 宮 町 287( 2 5-7 ) 502( 4 0.5 ) 445 5 5,8 ) 1214



横尾yJ22戸の小部落であるからして ,こ

の割合を比聯することは不可能かもしれ覆い

･があえて比較すれば ,横尾は近郊農村の中に

存在 しながらも,周辺部にあることから,中

■ 心部上bも比収的都市化の波及が遅援釣であ

るとvlえよう.

兼業化を僻層別に見ると右の表 8-1-12

のようになるo

表 8- 1- 12をみると ,上層に在る把従

い埠某農家が多いo Lか LB眉以下は急速に

衣 8- 1- 12 階層別専兼Bt家数 (S15)

階 層 専 築 専 業
第 Ⅰ稚 窮 Ⅱ 種

A 1町 5反以上 2 olo
ち 1- 1町 5反 3 5 5

C 7反.- 1町 1 1 4

D 5.-7反 0 0 0
E 5- 5反 8 0 2

F 5反未満 0 0 0

兼業化O;進み特に第 2種兼帯が目立つ｡これは下層農家では農薬専従では再生産が困難であb相当程度

に 兼業経済に依存 しなけれげなら覆いことを明瞭に示してvlる｡

次に先業鹿家を詳 しくみてみよう.世帯主の兼業化をみると,S40牢では 8戸 ,S45年度現在で

付 目 戸と糊加 し全段家の約半数に当っているC世帯主が農業LJ外に職を持ち ,姓作某から遠ざかると

必然的忙女性 ,特に主軸の良作築社中がふえてくるが .その割合付表 8- 1- 15に明らかで参る.

表 8- 11 15にふいて総人数 92名中 .虚業のみに徒事する男子は 20名(男子の 48車)に対 し,
女子は 57名(女子の 74i)にあたb女性が日常の盛作業で主役を勤めてvlることを示 してvlる.

又 ,i5才以上の虚業徒歩者が 11名もふb,曲作業の老齢化もみられる｡

女性の中で発築のみの従串者は 3名 (女子の占薙),家事のみの従跡者 も2名(4虜)にすぎず ,衣

んらかの形で全体の 9割の女性が盛業労働力になってvlること把をD.汝述する家庭での女性の役割分

地 ,権位構造にも影響がみられるであろう｡

表 8- 1- 15 8 40年度男女月収 繋人数表

＼ _轡 良薬のみに従卒 卿 韓 兼業のみ忙従卒 ど ち ら に も 従 群 せ ず

性 別 罪 女 男 男 女 女 男 女 男 女

16才 l l 4 5

20 4 2 1

25 5 2 2 2 1 I

50 1 4 5 J 1 l

55 5 2 2

40 1 占

45 2 2 1 I

58 4 4

55 1 5 2

dO 4 1 l 1

d5以上 5 d 5 2

｣と｣ 辻 20 57 4 12 5 2 4 5 5 2

(S40年盛業センサス )
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(p) 農家経済

瀬臭化の進巌をみてきたが,その原因 となる環本主雌 群の延びに対 して良家経済及び作英がどのよ

うに変化してきたかを考えてみようQ

表 8- 1- 14によれば.S 40年度盛業収入
東 8- 1- 14 点薬収入別戸数

年月月産菓収入 戸 数 専 無 別

70～ 100 1寄 集

50～ 70 4 〟

50～ 50 7 # #

20～ 50 5 〟

10～ 20 4 〟
5～ 1(〕 2 〟

(S40.センサス)

が約 5口万円以上の腿家は 5戸で全体の 24%に

すきたいo これらは全て寄集鹿家であbEhlm所有

規榛のA屈 2戸,B席 5戸にあたる. 50万以下

の鹿家は 16戸(76%)をしめすべて米菓でめ

9家計は頒英に依存 しなければならをhoさらに

この依存度の高いと思われる20万円未満の袋家

は農地所有でも下層で50万以上の盤家に比べれ

ば 1町以上も狭ho

このように良薬経営の零細性比最英経済の零細

性と播びついてかD,他に副菜や特色ある建物を持たぬ観島松米英化 (特に労助力としての流出)-進

む他はたいと思われる｡又,都市近効という特色がさらにその方向性を強める賓因となっているのであるo

(C) 煉作物の変化

それでた1これら蝕家の収入はいかなるものによってしめられているだろうか｡

表 81 1- 15 見築収入の主在る作物

S 5 5 S 4 0

米の収入が SD%以上 19戸 7

野菜の′ 0 9

米と野泉が同等 0 5

米 と畜産 l 2 1

米と果樹 0 1

野菜と果樹 0 1

堤菜収入の円わけは

兼 81 1- 15の通bで

あるが,両年度を比救す

ると,米の収入が 5070

以上をしめる段家は 8a

%から55%へと約 5分

の 1に淡少 し,かわって

(S50,4日･センサス ) 野菜収入が50%以上に

なったものはS55年に

は見られなかったの忙対してS40年には9戸 (4070)と帝位た地位をしめている｡

その他の商品作物として果樹 (もも,かき,ぶとう),畜産物 (牛乳 )といったものもみられたした｡

このように米作甲心の投菜から商品生産化が進み畜産物,果軌 野菜等の成長作物に甲心が移 りつつあ

るという近年の日本盤家の傾向と-iったく一致しているQ

横尾にかいて商品作物として果樹を除 くものの成長はいたって般近のことであるC

過去の作物を上げてみると,大正 15年の ｢早宮調査｣では当時は水稲,大豆,小豆,甘 L l. 果実,

乗の作付が見られるQ昭和 6年にはイクサが作付されているが以後はまったくみられない｡昭和 16年

の ｢経営耕地面額表｣にみられるものは大正 15年のそれと種類はまった く同一であb変化がない｡L
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かし水稲は 17町5反から15町 6反へ,大豆紘 1町 d反から8畝29歩へ.小豆は 5反から2畝へ敢

淑している｡現在はこれら豆筋作付はほとんどないことから昭和期を通 じて衰退 したと思われる｡

現在甲心となっている野菜.僻にキウ7)の栽増はS55年鞄エb取b入れられS4D年取に最盛期に

適したo輯尾は長野同格 祖 士魂で肥沃さに欠けるため丑垂は困赦であるが味覚の点で象れて卦b朗在

もそれが利点となっている｡ii-盛期における野兼の租癖と版売戸数は次のとおDである｡

義8rl-1d S40年野菜作付軸索と収穣及ひ版元.

苗 木種 苗 類 収穣鎧家政 収綾 南 敢 版 元 戸数

ト マ ト 14戸 40畝 10戸

キ ウ リ 14 20 5

な す 22 54 12

白 菜 7 5 1

かん らん 9 a ロ

玉 ね ぎ 14 10 2

大 根 22 5 8 10

(S 4D年センサス)

表8- 1- 16によれば作物のうち作

作付の多い僻は トマト,大根.表す,

きう9,であb販売戸数 もこれが多いc

Lかし,きうDは 14戸の収趣に対 し出

荷は 5戸のみで現在もこの5戸に限ら

れ･ハウス栽培をしているO

野菜を商品作物として作付してVlる

鹿家もAIB層の皮家が中心で農家収入

人 も多い｡

以上のように作物に関しては,轍前は米及ひ豆類が主とたったのに対 し,現在は野菜を中心とした商

品作物が主流をしめている｡ これも近郊奥村という利点を生かしたものであろうo

米以外の商品物で経済的に注目されるのが畜産物の牛乳である｡

現在敷戸で酪iS_がなされ鎧協経営の平韓牛乳に出荷 している.鯨盤の最盛期 も野穀のそれと同 じ頃で

あるが,このことを現在 15頭の乳牛を飼育しているT氏に怖 くに当時の頭数は 54.5頭で乳最は

4-500Kクであったとい うO

｢かぜ盛んになったか｣とい う質問に対 してH.,｢放鳥は適地でも交通がきくし,革が自由だからQ｣
と答え近郊農村の利点を指摘 している｡S4 0年では乳牛飼育戸数が 15戸であるのに対 し現在は 6戸

と減少しているが,頭数は 25頭から57頭と増加 しておb専門的に行 5農家とそ うでなL̂姓家に分か

れたことを示 している｡現在最大飼育良家はS40年 2頭から現在 15巌にふやしてか95町の牧野で

不格的に範段中心に転換 しているO牧野経営は 2戸で喪 94戸は納屋飼いで大規模化は塵めない.｢ど
うして現在はかばかしくないのか.｣という間に対してT氏は ｢酪姓よb他の儲けが よいから勤めに出

るようになった.時代の流れである.貸本倒れであるC｣ と答えてLへるo又今後の希望計画について払

｢飽巌で残れば2- 5人であD,残るなら大規模になるO瞥本については無借の補助であれば受けるが

自分から仕出さない.発展するとは思っていない｡｣と答えてくれたQ

この答えは,陥没のみならず横尾の良薬全体にも通ずるものだといえるのではないたろうかQ

すなわち横尾は戦前戦後をとお して特定の産物を持たぬ山間Vlの平凡な小曲村であD.甲世末期の定

着から村落を形成 し,現在までの発展が村落円忙止せらざるをえなかったことから.社会環境や村人の

職業としての塊iEjSなどの同一性によb部落円部の等濃化があらゆる面一 盤薬規模 ･社会関係において

なされた｡
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その等式性は社会馳係のフラット化,個人壬鞄的なプライバシー小笠など近代的特性につながった反

面,頃不主盛の力による都市化の急速を進展に対 して兼美化の進展に上D良家の性格を埠薬.米英に色

分けすることを第一歩 として良家の療束を革めつつある｡

船出その他の農作物についても共同化.大規模化の傾向が乏しく,各般家独自の路船で戯作宅がなさ

れていることも個別化の方向へむかっていることを示 しているといえようo

この都市化は一宮町が近郊農村であり,釆年に仕開山市と合併することからもさらに強化すれるであ

ろう｡

この環境の中で,横尾の姓村 として汲薮を維持 し発展させてい くKは,T氏の笛えで指摘されるよう

に較本の開腹 も奉ろうが.将米に向って近殉漣村 として生きてゆくためにはどのようにあるべきかとい

うはっきbLたどジ,ソを各旗家が持ち.そのビジ古ソの上に立って村落としての魅力がな首れなけれ

ば75らないたろうo

(安原J#子 )

2 家 族

(1) 家族棉成

調査地は倒幹郡一宮町とはいえ,一番奥に位燈する横尾であるQ旗尾は世帯数22,110人である.

まね素足は場所的K,卦世辞にも便利と仕官えない所である｡横尾調査を補足する意床から比軟のための

対照地として,一宮町の山神の部落をもとb調査 したoLかしこの調査比不完全をところも参yJで,あく

まで補助的に利用することにした｡山神は.上 ･甲 ･下に別れているれ 特に甲をとりあげて調査 した.

山神中は世帯数 2a, 15ム人で参る｡執軽そのものの概叡および詳細は,前述なので省略する｡山神

については,簡単にその概略を述べると.前に記述したように山神は,一宮の駅からK.)5分でほほ一宮

の町とVlわれる所である｡又山神は,頓尾とは速い. 180号練の側に家が感 ちiU_んでいる所で.宮 う

までもなく,交通の便利がよい場所である｡岡山市の中心にも食で 10- 15分位であD,定期バスも

ラ,シ=時の回数はひんぽんであるo山神は昔からの古い家 も多い所である｡そ して,近年仰山柿のベ

-,ドタウン化 しつつある途上,般近他の所から新しい家を越てて,引っ越 しした家も削合多く見受けら

れるC,

家族構成を述べる忙つL̂て,そのアクトライyとしてまず,数的柵成から述べることにする｡伐尾 .

山神の年令別人口構成についてみると,その実態は表 8-2-1のどとくなっているQとの表をみると

山札 横尾共に 0- 9才, I･- .60- 69才までの各年令J藍にだいたい故 らぼっていることが判

る｡又横尾 ･山神の両地区共に,謁齢者は多くをいことがわかる｡執瞳の軸茨をみると, 20- 29才

までの暦が意外と少ないことがわかる｡これは横尾が地理的に甲心をはなれているとともある｡これは

どこにでもみられる若い人遠の触曲e)現象であると思われるQ山神の楓成忙ついて言えば,横尾とはっ

きb差が表われているのが,20- 29才代の人数である0 20- 29才代の人数が他の代と比叔 して

少なくないので,若い人々がこの土地からあまb離れていない｡このことはやは b山神の地理的なもの

と関係していると思われる｡

この表の柵成忙ついてみられることを今度は世帯につVlて検討 してい く｡凶勢調査の療巣は世常を朗
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衷 8- 2- 1 年令別家族構成

養蚕-塵域 横 尾 山 神

O～ P 20 19

10～ 19 12 19

20- 29 14 28

50- 59 20 17

40- 49 14 17

50- 59 9 ll

60- 69 12 18

70--79 7 6

80- 89 2 1

90～ 99 0 0
100以上 0 0

盃の単位としているので,そのまま家族の績巣として取 b

扱 うことはできないO こ こでの世帯とは,住居,生計を共

にしている世帯員の集まDをいい,調査対象は,世帯員を

執成単位としている家族であるOまた,釆 8- 2- 2の家

族員と比.他出家族員 (未婚で,戸籍が独立 していないも

の)と世帯員を合わせたもので,非家族員とは同居人,倭

用人をさす.横尾の他出家族員というの仇 在学途中の人

千,大都市で働いている人などを示 しているQ

表 8- 2- 2によると,平均世帯数は50である｡山神

のそれ綻, 525となっている｡国勢調査の襲 8- 2- 5

によると.全国的に 1世帯当Dの人員数は少なくなってい

ることがわかるo Lかもそれは,昭和50年まで紘それほ

ど奄端な変わb方ではか Q̂そ して昭和50- 55年で大幅に淑少している｡昭和 40年の調査によれ

I:ど,全国 1世帯当Dの人員数は, 4105人で,一宮全体では 4,55人である｡ま脚 部では 4,48人とな

っている.現在の横尾の数は,昭和 55年前後の平均値とみなされる｡

8- 2-2 一世帯平均世帯員数及び
..I-,A.童._.

横 尾 平 均

世 帯 数 22/

世 背 員 数 110 5_00

家 族 負 数 115 5.14

非 家 族 員 数 0 D

表8- 2- 5 全国,市郡部別一世帯当b人員数

全 国 市 部 郡 部

昭和 10年 5_05 4.74 5,18

昭和 15年 5_00 4.62 5_25

昭和22年 4.85 4.25 5.20

昭和25年 4.97 4.45 5.54

昭和50年 4.90 4.64 5_29

昭和 35年 4.56 4.55 4.95

昭和40年 4,05 4.86 4.48

L (国勢調査報告による)

次に廃家について言えば労働力の常賓の大きさが世帯規協の大小に関係 しているという説 もあるが,

とこでは詳しく照らし合わせる資料がないが次の衷 8- 21 4を参考にした｡

亡の表 8-2- 4から世帯規模を地域別にみてゆくと.平均人員の最大は東北の4161人,中部の4129

～,九州の4112人,北海道の 4･09人で,甲鼠および四囲比 5･95人, 519占人で全国平均よDも少

ないoLいて言えば,東北,北関東が多く西日本では少ないLと言える｡ こ こ 10年間で世帯規模の席′J､

を地域的にみると,世帯の縮′｣､がもっとも大きL̂の比北海道の 日 占人で,東北の 1･10人がつき'.午

国 .四国 ･九州はそれぞれ 0.77人. 0.85人. 0.88人の腐′トがみられる0 1世帯当Dの人員の波少

牡必然的に生 じているが末米にどのような鼓値が表われるであろうかo
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菜 8-2-4 1世帯当b人員の地域別比較

議 ､.軍曹 昭和 40年 昭和 55年 昭利 50年 昭和25年

全 匡l 4.85 4.54 4.97 4.97

北 海 道 4.09 4.89 5_255_71 5.555.78東 北 4.61 5_21

関 東 5.85 4.58 4.91 4.875_15甲 部 4.29 4.71 5_88

近 敬 i85 4.25 4.56 4,474.754_88

中 国 195 4.58 4.72

四 国 i94 4.40 4.81

｢わが国の人口｣-その地域分布と細管一
昭利 40年 総腰府統計局

表 8- 2- 5 将釆一世帯

年 次 人 員

原生省人口開場研究所

表 8- 2- 5の厚生省人

間箇研究所による推計値に

れば.これから先除々忙 11

常当Dの人員も蔽 95人に近い数値が表われることを示 しているo推計値にも表われているように家L

員の汲少は 必ず生 じるであろう｡その原因を考えると,Lriろいろあげられるが 1つに托家族の甲の]

成の変化が大きhと考えられる｡ 15才未満の子どもがいるのは横尾では 14世帯,25人,平均 L/

1世帯 1,79人,山神では 15世滞, 27人で平均すると1世簡 2.08人であるC,桟鳥 ･山神では 1

才未満の子どもが 2人前後であD.都市の子ども教 と著 しい変化忙みられないようであるoレ､わゆる1

料 (というのは専業が270/oであるから)である横良地区にも出生児数の減少からくる家族の′J､規模1

の可能性はみられると思う｡

1世帯平均の人数が多いことは,世帯員数別世帯分別 もかなD形沓 していることがわかるQ表 8- ;

- 6の世帯員数別分布をみると,城島では1寄多くの割合を占めるのが6人家族の40･970,沢に 5ノ

家族の22▲8%それに5人疫族が抗いている｡山神について盲えば1番多 くの削合を占めるのは占八東

族の547%,次に続 くのが 5人と7人家族で鶴居と山神の仕滞良分布についてはそれほどの毒はなレ

ことがわかる.昭和 40年の匡J勢調査をみてみると,全鼠で 1態多いのが 5人家族,それに続 くのが 上

人, 2人家族である｡そして市即については 4人の家族,それに続 くのが5人家族である.郡部につレ

ても1位は市部と同 じく4人家族である｡それに挽 くのが 5人家族であるQ以上のようにこの卦布を一望

してみると,やはb横尾 ･山神ともその分布の荷が全乳 市部,郡部の分布の帯よbもやや多家族につ

れているととが-bかるo肋述の平均世帯日数が横尾 ･山神共に多いことは,いずれ もム人家族が多いJ

い うことからみても納得がゆく｡

次に世帯員別分布を昭和 40年国勢調査による経済構成を表 8I 2- 7でみるO この表で鹿林就薬毒

世帯というの払 世帯の鉄製者が藤休漁集配井者のみの世滞｡没林非殺林就奏者混合世帯というのは,

世帯の就業者に農林漁業就薬者と非農林漁集配熊者が両方いる世帯O非良林駄粂者世帯 とい うのは,tf

帯の就英者が非農林政事就業者の世帯.非駄薬者世帯というのは, 1世帯に耽菜者のいない世帯であZ

この黄 は ,盤井飲薬者のみとして分類せずに鬼林駄賢者世帯として分類 してあるので, これが絶対自
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というには問題がある.

表8-2- ム 世 帯負数別 分 布

横 尾 山 神 l全 国 市 郡 郡 元

1人 家族 4.5% Ore ! 79界 9,2970 5.5770

2人 0 ll.57To 1ム5 15.5 ll.270

5^ 15.6 5.9 2一.8 19.5 15.2

4人 9.I ll.5 17.7 25ー1 20.5

5人 22_8 19.2 15.71 15.2 18.2

6人 40.9 54.7 10.A 9.2 14.1

7人 9.1 19.2 5.9 4.9 88

8人 0 1ま9 l 2,4 1.9 5.8

9人 0 □ 1.0 0.9 1,6

10人以上 0 o ;i o.7 0.6 1.1

100_Ore 100,07To 10aO970 100.070 10 0.070

(昭和 40年国勢調査報告に上る)

l 表 8-2- 7 親族人員別普通世帯の経済榊成

一昭和 40年-

十十 普 温 帯 盛 駄 非 世 非

過 林 林 薬 袋 帯 &
世 就 ･者 林 #
帝 薬 非 混 就 者
紘 者 漣 合 菓 也
激 世 林 者 帯

総 数 100,0 100.□ 100.0 100.□ 10ロ.0

1人 a2 5.5 - 7.9 一S.占

2人 14.5 9.7 5.4 1占.0 298

5̂ 18.6 ll.5 9.1 21.a 1エ4

4人 22.8 17.6 17.0 25.6 7.0

5人 1占.5 19.9 21.2 15,7 lワ p

6人 10.4 1a4 20.8 8.0 0.?

7人 5.7 ll.9 15_5 5.5 0.5

8人 2.5 4.9 7.7 1.ー 0.1

9人 0,9 2.0 i5 0,4 -

10人 0.5 α7 1.5 0.I -

I ｢わが国の人口｣-その地域分布と構造一総理府按針局
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農林汲藤者世帯と座林 ･非膿林就草

書世帯は. 1,2,5位と同じ傾向で

あD,非段林就業者世帯は世帯総数と

ほぼ同じ傾向であることがわかる. こ

れをみても少なくとも専薬ではなくと

も曲集に徒歩してVlると思われる世帯

にかいて世帯点は多いようでらるO

横尾の場合と山神の場合はこのよう

に6人家族が他よ9高Vl割合であるが

一体構成のうちわけはどうなってVlる

のだろうo ある意味では曲事を行って

いる的係上労助力の必雛 からかもし

れない｡前述のように 15才未満の子

どもがそれほど多くないことによ射矢

のことが考えられる｡ 1つには世帯主

の子どもの兄弟が同居している0 1つ

には世帯主の両親およびその子どもと



何世代かの同居であるO

それをはっきbさせるために次に表 8- 2- 8の世帯主 との続柄別tit常貞淑をみてゆくO全国的にみ

てゆくと. 1950年 よりも19a4年の万が直系卑属はたい-ん奴,少していることがわかるO

表 8- 2- 8 世帯主との続柄別世帯負数 (世帯主を100とする)

世 帯 主 同配偶者 直系卑属 同配偶者 直系尊属 その他の家 族 同 居 人峻 用 人

横 尾 loch 82 218 45 50 5 D
山 神 100 92 24占 58 19 8 0

全 国1950年S25) 108 85 295 17 52 21 7

〟964査三R59ー 100 79 191 12 19 8 2

(S25.59国勢駒査軸管に上る)

又直系卑属の減少が目32:っているQ横尾に卦いては直系卑賎が 19占4年の全幽平均よbやや多 くをD,

その配偶者も多くなっているo又直系卑属は 19占4年の全国平均よDもはるかに多くなっているo直

系卑属のことから考えると'その 1/ 4は播婚して配偶者と共に住んでいることで争る｡直系卑属から

考えると,世帯の半分は世帯主の両親と一緒に暮 してVlることを示すであろうO山神においては.直系

卑属壮観尾よDも大きい割合を占めその配偶者にいたっては.全囲 よDもはるかに多い削合を占めてい

るo又直系尊属が 1964年の全国平均並みであることは興味がある｡というの比米英の多い黒尾にお

いてはその割合は 7250/Oとい !割合である｡横尾 ･山神 ･魚岸と米菓が営まれていながらも直系尊尿

の差が表われている｡山神 ･横尾に共通 していることと貰えは,雷系卑属が全国平均よDも多く.その

配偶者がはるかに多いということであるOそれは全観平均 よDも多 く世帯主の子どもが帯婚 して同居 し

ているとい うことでらる.

次にこれらのことを世代柵成という点から分析する｡

乗 8- 2-9 世 代 栴 成

世帯総数 1 世 代 2 世 代 5 世 代 4 世 代 5 世 代0横 尾 1,008.0 45.5 181.8 I 727.5 45_5

山 神 1,000.0 115.4I 250.8 57L9 7占.9

全 国 1,080,0 18 9.8 566.6 22517 19.9

郡 部 ll,UO8.0. 1日 .2 : 5119 520.7 54.2

表 81 2- 9のよう

に鳩尾では:5世代世

帯が非常に多い(全

国平均の5倍以上 )

ことがわかる｡

衷 8- 2- 10を

(警 雪と昭和 0年醜 調査報告 )みると鰍 では 2世
代世帯が多 く.三世

代世帯壮半分以下であるにもかかわらず,放林と袋林 ･非農林世帯で綻 5担:代世帯が 1位であるo非比

林tk帝は総数と同じ傾向を示している｡尊重 という塾であれ,兼薮という型であれ農薬を職英 とする場

合の世代数と関係しているo このことは鳩尾 ･山神にあて仕せると思う｡そして横尾の場合親･子ども共
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表 8- 2- 10 家族馳月畑勺普通世帯の経済構成

親族世祁 1 世 代 2 世 代 5 世 代 その他の
級 数 世 滞 世 帯 世 帯 世 帯

株 数 1.ODD 119 61占 245 22

放林集就奏者地 帯 1,000 75 425 451 50

農林 .非農林敵兵者混合世帯 1.000 19 420 508】 - 8 5一非農林就弄者世 帯 1.000 155 占87 1(〕

にだいたいにおいで投薬に

従塀 している割合は多いよ

うであるO (銑亀は柴葵 と

いっても,不規則的に他の

仕草に従卒 している場合が

多いからQ )横尾 と比べて,

地理的によい条件に恵 まれ

ている山神にも5世代一緒

という塾が非常に多 く見 ら

れ, 2世代一緒 という塾が

全国あるhQj:郡部と比較してもかなb少ないとい5ことがbかるoこれは山神の地理的環境によるもの

と解釈するoつまD岡山市に比歓的忙近いのでわざわざ市のすぐ近 くに高い土地を買って親と同居せず

この一宮をでてゆ くせでの必要性が認められないのだと思!o l世代世帯の割合は郡部の平均に対して

それほど少ないとも思われ凌い｡核家族化が一般現穀として表われるけれど, 1世代世帯 (夫一審とい

う意味で解釈する場合 )又 2世代世帯 (親一子とh D意味で解釈する場合 )はここ数年山神にはそれほ

ど息敵に増加 しないかもしれないと予想されるO

世代柵成からみてゆくと世帯主との続柄BH世帯員数に五･Lハて山神は直系串鵜の割合が少をいのは,也
滞主の年令屑によるものも原田であると思われるO

叉世代構成は表 8- 2- 11の形態類BIJ世帯分布をみてもうをづけると思 うO

式 8- 21 11 形 態数別 世帯分 布

横 尾 山 神 全 国

単 身世帯 45% I 0% 8.1%
夫婦 世帯 0 ll.5 ?,?

5時配偶子女を含む世帯 1a1 25.2 54.5

有配鶴子女を含む世帯 5ムー4 50,0 1.0

電 系尊 属 4.5 0
直系尊卑属 51.9 ll.5 し27.5I

停 系親 族 4_5l 5.8 _ ｣

100.0 100. 100.0

調査表と昭和 40年国勢調査

横尾にかいて一番多くみられるのは,全休

の 5占.49Toを占める有配偶子女を含む世帯

(つまD世帯主又はその配偶者とその子ど

も夫婦の型である｡ )

次に多いのが直系尊卑吊世帯の5 ll9%で

ある.これは両親一世帯主一子ども(子ど

も夫婦 )の塾であるOとのことは. 5世代

の世帯が多いことから当然である.山神に

おいては,有配偶子女を含む世帯が半分で

あ9それに次ぐものは25･270の無配偶子

女を含む世帯 (世帯主一括婚していない子

どもの塾 )である｡このことは表 8- 2-

9の世代構成の面で,ある程鼓段薬が営 まれているに もかかわらず,比較的 2世代が多L̂ことと一致す

るO形態類別世帯分布を:fると,全国で一番多い世帯k.無配偶子女を含む世帯であb･そして有配偶

子女を含む世帯と直系尊属,直系鞍卑属の世帯と傍系親族を含めた割合はその半分にすぎたいのである

-329-



から,いわゆる核家族 (家族相互に強 く積びついて家族の機能的単位となDやすい的係 (天一息 親一

子-両親 (夫 ･妥 )一子のセット)と拡大家族とvl5両からみると,表 81 2- 12のようで4,るO全

国的にみて,核家族というの比 丘91270であるにもかかわらず.横尾では 47･2%.山神では 58･570

となb直,*家族の割合の多きが当然核家族の割合の,少をさに対応 しているQ 拡大家族は横尾 ･山神央全

表 812- 12 家 族 形 態別 世帯 分 布

A

B

ち

c

Fj

D

横 尾 山 神 全 匡l

一人家族 4.59も 0%

末期家族 22-7 5a5

核 家 族 47.2 58.5 69.2

直系家族 ム8.5 57.7 25.2

停系家族 I 4.5 18 5.8

拡大家族 72,8 61.5 51.D

鼠平均の倍以上の広がDであるO

(2) 家族の役割分担

家族の役割分担を考える時には,核

家族 (実式的には夫如家族 )と拡大家

族 (尖盟的には直系家族 )とにかいて

は当然その役割分担KかVlて臭った関

係がでてくると考えられるので必賓に

応 じて分けて考えてみることにする｡

比飲対象地として,足型 (赤磐郡 )

と鵜尾 (兵庭郡 )を用いる｡

(注釈)

最盛は,地域研究第 6帝の調査対象地であるo場所は,赤磐郡青井町であるOとの調査は約 10年も

前に行なわれたものであるから,正確に比軟の対象とすることはできないかもしれないo Lかし専業漁

家がほとんどを占める山村幽家として把握 し,参考にしたO-口に言えば家族蛸成の面にかいては.い

わゆる古い型がとられているし役割分担の血か ら言えば,世帯主が圧倒的な権力を堪っていたQそれに

反して主婦や,あとつき､の嫁はほとんど女としての力しか持っていない｡息里は調査 した当時 また盤菜

一本で生活を営んでいたといっても過言ではをVlので,世帯主,主婦etc .は相当の労働力をしいら

れていたようである｡そのことが,役割分連の上にもなんらかの影率を及臆 してVlると思われる｡

触尾は久世町にあb,地域研ラuL第 12範の調査地である｡ ここは専業鹿家が 97%を占め,そのうえ

等紙任官であD.耕触力よDも人力に執 るような袋餅の行なわれているところで参るo家族柵庇は娃里

とあせり大きな変化はみられないようであるO足型 も無縫と同 じく.直系家族が多く,それゆえに拡大

家族の割合が多いo役割分粒の血から嘗えば核家族.拡大家族ともに敢薬農家が多いゆえに主婦の果た

す役割が多いと考えられる｡ これはひとことに,世帯主がLU･帝主としての釆配をふるってないという意

味ではない｡全体的にみると,調査年代のずれもあるだろうが,無尾は束美濃家としての新 しい特色を

もっているととろのようである.

横尾には 1軒 1人世帯があるので役割分担から除外して参るo

(9 出井労糊の分連

横尾の般秦に幽する詳 しい失態QL 同葦で前述なのでこt.では省略する｡現在横尾 22軒のうち典薬

を卑菜としているのは6軒(27% ).第 1硬変菜 5軒 (2570),第 2種栄典 10軒 (45% )であ

D半分近 くは窮 2種米英である0
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くA>夫婦家族における洗薬労鋤の分速

表81 21 15 夫婦家 族 にお け る典 采 労 働

世 帯 主 主 脚 世帯主+主婦 そ の 他

仕事のわbふb ..,. - 8670 1%

盤 作 轟 - 55%o 55% 1年

家ちくの 世,1% - 10口琴o - -

仕41のわbふDの場合, 2世帯(6占解 )が世帯主が占めてVlるが,これ紘かなb世帯主に権威があ

るので放たいかと予想されるoま地 帯主+主婦という型がみられるので, これは夫婦のコミュニケーシ

ョンが保7tれていると考えられるO葵際に良作芽を行 うの結.世葡主+主婦が 2世帯 (66% )を占め

ているo世帯主のみが従等 しているということ吐なく ,主婦も廿と従畢している状態であるO家畜の世話

は 4世帯(100% )が主婦の仕串である.主婦の役割はかなD多いようであるが これは後述するo山

仕串というのは,これといってとbあげるほどのことはないという解答が多かったo

<B> 直系家族における及第労働の分損

衰 812- 14 直系家 族 に お け る巣兵 労 qfl

世帯主 主 婦 世帯主の母 長 男 長男の妻 世帯主十主軸 その他

仕罫のわ9ふb 頓 尾 419も 7770 12野 24% - 12970 4770

良 作 某 q 7570 127To - - - 29970 5170

家ち くの 世話 ∫ - 29% 56% - - 21770 1470

弄 8- 2- 14によると仕事Z)わbふDは圧倒的に世帯主が多 くその次には世帯主+主婦よDも長男

が多いことが目立つ｡実際の農作粟の場合仕仕事のわ9ふDとは少しちがう蹟果がでている｡つまb世

l常主+主婦が 5世帯(29% )もの割b合いを占めているo家畜の壮語比やはb家にいて家の留守を守

ることが多いと予想される世得主の母が うけ持ってhる｡山仕串壮特に誰という腐臭は表われていなho

(卦 家単の分担

表串の面でのl)-ダーはあくまで女性 と思われる0 2世帯 2人の主軸を除いて主婦も起業に従事 して

いる横尾と,たいたい半分の主如が故事に従串している山神との比軟を用いるo

<A>核家族
｢日常の金のたし入れ｣といえば家庭管理の代表的な面ともみられると思 うo都市の夫婦家族におL̂

て,主婦の割合はかなb高くなると予想されるが,機尾の場合は表 8-2- 15のように半分が主婦で

あD,挫常主+主焔の割合が 2世帯 (25970 ) となっているOこれは横尾に離 して興味のある席果であ

ると思われる.山神の場合ほとんど主婦となっている｡｢日常の 金の出し入れ｣というととのみでは
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言い切れないが,しいて言えば細尾は足星に,山神壮鵜尾町以ているので壮たかろうかOつま9線題は
搬葵に関する第 2確来誰が,第 1疎放薬を上tわっているし.是里は第 1種光束であるO

次に家串の分祖に吐いる.だいたい忙かいて主軸の役割は大きいことがいえるo Lかし全軸的灯言う

と単独で主婦の仕草として表われている削合は挽嵐 山神共にその割合qj:い くらか少ない ことがわかるO

主婦のみがやるという仕番の割合は繊度の方が少ない｡例えば ｢食串の後かたすけ｣では主婦単独とい

うのは/たった1軒 (2570)であD,後は主婦+女の子であるQ山神で比 15軒 (87%)が主如のみ

であるo｢風呂たき｣｢掬除｣にいたっては,瀬尾 ･起里 .山神共に主婦のみでやるというのは,半分

以上で4,るの忙機尾では 4分の 1忙すき■ないQ炊拳においても同 じ傾向に4)るQ横尾の主軸が農薬にた

ずさわる磯会が多いことからくる他の家族員の協力があD.カバーであろうQ

表 9- 21 15 核 家 族 に お け る家 歩 の分 担

項 EI 地 域 世帯主 主 如 女の子 主婦+女の子 世帯主+主婦 そ の 他

日 入常 れ 横 尾 2570 507To - - 2570 -
の 山 神 -.･.･..-- 89 ■.- - ll ■.--

金の 鼎 尾 28 70 - - 10 ･.～ _J
也し 長 里 57 55 - - .ヽ7

洗港 械 尾 - 75 25 - - -

山 神 100 - - -

無 届 65 20 17

長 里 90 10

吹窃 横 尾 - 50 25 25 - -

山 神 89 fI ll - -

無 尾 90 - 10

是 里 7〔】 10 20

食 づ畢 け 横 尾 - 25 - 75 - -

めら 山 神 占7 ll 22 - -

とか 焦 尾 80 10 - 18

良 長 里 72 21 - 7

棉除 横 尾 - 25 25 50 - -

山 神 78 - ll - ll

親 展 90 - - - 10

長 里 ム4 15 - - 25
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1

世帯主 主 婦 女の子 主婦十女の子 世帯主十王嫡 そ の 他

寝ろろ~床けし 横 尾 -a/o 50%2570 2570 -3To -A
の 山 神 - 67 - - - 55

ア ン′ 横 尾 - 25 50 25 - -

イ かロ け 山 神 - 78 ll ll - -

戸 横 尾 55 - - - 55 54

節b 山 神 - 89 - - - ll

食 の科 購品 入 横 尾 - - 25 50 - 25

山 神 ll 67 - ll - ll

黒 尾 90 - - - 10

風呂 横 尾 - 25 - 50 - 25山 神 78 - - 22

たき 熊 尾 6∩ 10 50

長 里 51 9 40

大 機 尾 75 25 - - - -

工也 山 神黒 尾 44100 22 - - - 55

ある意味の近代化ではなかろうかO｢食料品の購入｣で性,横尾vEかlハて,主婦のみというのが見受け
られないが,これは交通の不便さからくる位歴的なものである.世帯主や子どもなどが町にでてついで

に新鮮なものを買ってくることが多い｡

表 8- 2- 16 拡 大 家 族 に お け る 家 蚤 分 抱

項目 地 域 世 帯 主 主 婦 世 帯 主の 母 あとつきの 賓 主軸+らとつぎの辛 主婦+世帯主の母 あとつぎ そ の 他

目し 横 尾 18% 4770 6% 12% -%o 6% - 11%
常人のれ 山 神 12 47 12 a 6 17

金の 無 尾 14 54 5.5 14 - - - 14.5

出 是 里 49 25 a - - 12 8

洗 横 尾 - 12 - 12 29 - 55% 12%
山 神 55 - 12 17 - 12 24

碓 綴 尾 56 15 7 ll 5.5 21 ー8I
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娯 Z 59 ;

核家族にかけると同様に家庭管理を日常の金の出し入れに求めると第 1種米菓が主 とされる長里以外

紘,世帯主よbも主榊の権威が大きいと考えられる｡械蟻の場合あとつぎの蚕が比政的割合が高いo直

系家族の家取労肋をみてみると.主婦 .世帯主の母 ･あとつきの妻がたいたhKかいて重い比星を占め

てレ鳴o｢洗鞄 剛 毅耽 )あとか軌 ,耶 晩1,r戦触 らしJCV_二いてみれば横尾払山神鳩 尾-是壁てみらY

るようくそは,主物 やる割合は多く軌 ､Oその代わり主頒+母のやる割合が多い.これは横尾の拡大家族のうち世

帯主の母がVlるの仕,全体の 4770をしめているし,山神の場合は5370とい う数字が幽係 しているの

かもしれないQ横尾では,あとつぎの彰独自でやる役割比比軟的,少なくなっている.横尾の拡大家族の
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うち長嶺の婆がいるのは･ 9軒で全体の80%で.山神は 15軒で 1007Toを占めているO長男の輩の

役割が大きければ大きいほど次の代の主婦への移行が表われていると首j_る｡横尾のあとつき.の姿の平

均年令は 2 818才であD,山神のそれは5 114才である.横尾ではあとつぎの妻が良薬に従魯すること

が多い｡喘1床のあげおろし｣については.その他とhD偶に各自という割合が含まれていることを考慮

すると.横尾ではかなb各人が協力しているし,山神で仕かなb主婦がやっているようである｡電探 の

あげおろしは,相当きつい仕堺だからこれを主婦に任せるというのではなく.もう少し各人協力すると

いいのではたかろうかQ｢戸綿9｣の場合横尾では全 くたすきわっていないの忙山神では2軒 (127To)
ではあるが世帯主が分担しているo ｢風呂たき｣比低唱では半分が主婦の仕事となってあD,山神と黒

尾がやや似ている割合-i_･示して'JlるQ琉馬の主婦は家各の分担が他と比較して多いようを気もするが,

これは前にのべたようVE年令にも関係 していると思5｡しかし主観の役割が大きいとはいえ女の子の協

力がよくみられる｡

@ 外部交渉役割の分趣

外部的交渉の役割を果たすこと=社会に対する家族円の権威を示すものとみなすと放鳥の場合納税の

手続き,役場-の登録,盆碁の挨拶などは世帯主が半分以1占めているし,他の項でもだいたい第 1位

を占めている.

表 8 -2- 17 外 部 交 渉 役 割 分 趨

攻 目 地 域 世 帯 主 主 婦 あ とつ ぎの 事 世 帯 主十 主 婦 世 帯主 の父 母 そ の 他

納 づ 鳩 尾 62970 1070 5%p - - 25770

裁 きの 山 神 56 20 - - 8 84

辛つ 黒 尾長 里 6556 ll15 - - 15 15 /′28

役 登 横 尾 68 10 5 - - 17

場 録 山 神 42 51 ■■- - 8 19

へ 親 鳥 68 10.5 - - 2.5

の 定 量 57 9 55

盆 横 尾 57 7 - 7 - 29

幕の 山 神 55 22 - 22 占 17

挨 魚 屋 57 2ー - - 18 24

拶 長 里 52 20 - 28

親とさせのあ 横 尾 48 10 - 14 5 25

きつい 山 神 57 19 - 27 8 9

至 横 尾 20 25 5 25 - 25

H軽 山 神 - 58 - 58 4 20

音 の 横 尾 55 10 - 25 10 10

ぴ あ.レヽ 山 神 50 26 - 21 21 2

弔 き 娼 尾 52 16 - 25｣ 16 15′



世 帯 主 主 軸 あ とつ き-の 垂 世 帯 主+ 主 如 世 帯主 の父 母 そ の 他

PTA 横 長 170/a 4570 17% 670 -ro 159To

忙行 く 山 神 - 52 21 15 - 10

部会行 韻 庵 57 55 - 10 - 28

落合 くの忙 山 神 42 17 - 8 17 2 6

突仕で 横 尾 52 5 - 19 - 24

これは足畳 までもぱっきb表われていないにしろ.世帯主の轍既を相当はっきb表わしているot苑鐘 ･

山神ともに外部的交渉の主役をつとめているのは世帯主や主婦である｡世帯主の父 ･母は草び弔辞の挨

拶や親せきとのつき合いではその存在がクローズ丁ッブされている.それは.年雅ということで,よく

他の家の人選を知っていることでその必要性が生 じるのか もしれない｡城島 .山神ともに家-9労働で重

畢な役を占めている主軸壮･p.T Aを除いては･かなb消極的に動いているようであるo Lかし山

神にかいては, ｢納税の手つつき｣,｢役場への登魚｣を除けば,世帯主+主婦でその役割を果たして

いるのが目につくoこれ比昔風の外のとと払 世帯主-任せっきDという塾かC,.やや現代的な主軸 も

世帯主と一緒に役割財 型へ移っていっている.参考までに山神において ｢役場-の登録｣を主婦が

多く占めているの比,山神で如 しば家から役場が近いということが原因であるo横尾 ･山神の両方にか

いて.ちとつきはほとんど役割を果 していないのでその拙技省略した｡あとつき､あるいはその婆の役割

が少し少なすぎる上うな気がする. もう少し紳 す役割があってもよいような気がするO外部交渉

の場合,主&'LとなっているのはやはD世帯主であD,その協力者が主軸であD,次に世帯主の父母であ

る｡

④ 子どもの育児 .教育に関する役割分担

子どもが生 まれて初めて経験する娘団は家族である｡三つ児の魂盲までということばが示す通 D,家

族の子どもに影噂する力は実に清 くべきものがあると考えられるQ｢家族社会学｣に示されているよう

に親子関係を含む家族は僻禰改題不:的な椴能として.①子どもの扶奉,②社会化の2つがあるQとくに

社会化について家族の果たしている役割は大きho又家族は他の11'lものによっても代行されがたい独僻

の機能をもつ集団でろD,子どもにとってPer80nality 形成のもっとも重要な時期をすごしてい

る｡だから子どもの育児 ･教育に関する役割分地がどう作用 しているかということ仕,家族を知る上で

不可欠をものとなってくる｡

黄 8-2-18 育児 ･教育vc関する役割分迎

地 域 父 母 祖 母 父 + 母 一 家 で 母+祖母 そ の 他

勉 み 横 尾 -% 57%o 57TO 14% 5%o -% 8170
強 る 山 神 8 42 8 12 4 - 28

を 男 尾 14 28 4 4 - 50

し誰か 横 尾 10 58 5 19 19 5 I
つが 山 神 - 42 4 15 _12 4 25

けすはる 県 鳥 ーo 80 - - 20 10
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